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第
一
節

幕
政
と
藩
政
の
展
開

亭

保

の

改

革

財
政
改
革

一
学
保
元
年
（
一
七
一
六
）
、

こ
七
四
五
）
に
将
軍

紀
州
藩
主
か
ら
八
代
将
軍
と
な
っ
た
徳
川
吉
宗
は
、
延
享
一

職
を
退
く
ま
で
の
約
一
一
一

0
年
間
、
強
大
な
将
軍
権
力
を
背
景
と
し
て
、
財
政
改
革
、
こ
れ
を
遂
行
す
る
行
政
機

構
の
整
備
、
法
制
の
改
正
等
を
中
心
に
幕
政
全
般
に
わ
た
る
諸
改
革
を
行
っ
た
。

幕
府
財
政
は
、
五
代
将
箪
綱
吉
の
頃
の
累
積
債
務
に
折
か
ら
の
不
作
も
加
わ
り
、
享
保
七
年
以
降
板
度
に
悪
化
し
、
抜
本
・

御
家
人
へ
の
俸
禄
支
給
に
も
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
幕
府
は
、
同
年
、
諸
大
名
に
対
し
て
高
一
万
石

あ
げ
ま
い

に
つ
き
一

O
O石
の
上
米
な
命
じ
、
こ
れ
を
旗
本
・
御
家
人
に
支
給
す
る
切
米
・
扶
持
米
に
あ
て
た
。
同
時
に
こ
の
代
償
と
し

て
、
参
勤
交
代
で
江
戸
に
在
府
す
べ
き
一
年
を
半
年
間
に
短
縮
し
、
こ
の
措
置
を
事
保
十
五
年
ま
で
続
け
る
こ
と
で
、
当
’
距
の

財
政
難
を
し
の
い
だ
。

一
方
、
亭
保
七
年
に
は
、
新
田
開
発
可
能
な
土
地
が
あ
れ
ば
、
幕
府
綴
・
私
領
が
入
り
組
ん
で
い
る
所
で
も
所
定
の
手
続
き

を
も
っ
て
願
い
出
た
者
に
は
開
発
を
許
可
す
る
旨
の
高
札
を
江
戸
日
本
橋
に
立
て
、
町
人
資
本
の
投
下
に
よ
る
開
発
を
促
し
、
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間
十
一
年
に
は
新
田
検
地
条

g
も
施
行
し
た
。
そ
の
結
果
、
写
保
七
年
ま
で
は
四

O
万
石
弱
で
あ
っ
た
幕
府
鍛
石
高
が
、
士
口

ー近

京
が
将
軍
を
辞
し
た
延
享
一
一
年
に
は
四
六

O
万
石
余
へ
と
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
段
階
に
で
き
た
主
要
新
田

万
二
六

O
O石
余
を
打
ち
出
し
た
武

j賢史編目i

と
し
て
は
、
越
後
悶
の
紫
雲
寺
潟
新
田
の
ほ
か
に
、
一
万
文
元
年
（
一
七
一
一
一
六
）
の
検
地
で

蔵
野
新
田
、
組
請
反
別
が
七

O
O町
歩
余
と
い
わ
れ
る
武
蔵
間
足
立
郡
の
見
沼
新
聞
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
関
東
地
方
に
大
規
模

幕政と税政の後関
町時

舛；；~一日[J

な
も
の
が
目
立
つ
。
兵
庫
県
域
で
も
、
北
摂
の
川
西
地
方
、
播
磨
国
加
東
郡

な
ど
で
、
一
手
保
改
革
期
に
祭
中
的
な
新
町
出
発
の
行
わ
れ
た
こ
と
が
昆
ハ
庫

問
問
史
』
に
み
え
る
が
、
神
戸
市
域
で
の
新
田
開
発
は
、
む
し
ろ
一
七
世
紀
後

以
十
が
ど
！
ク
と
見
ら
れ
（

ω一
良
）
、
李
保
改
革
期
に
大
規
模
な
新
宙
開
発
が
行

わ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

幕
府
は
、
こ
う
し
た
新
田
開
発
と
並
行
し
て
、

の
増
徴
と
財
政
の
安

定
化
を
窓
悶
し
、
従
来
の
年
買
収
納
の
夜
り
方
も
大
き
く
転
換
さ
せ
て
い
く
。

じ
よ
う
め
ん

ま
ず
第
一
は
、
亭
保
七
年
同
引
か
ら
定
免
制
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で

あ
る
ο

定
免
制
と
は
、
過
去
数
年
間
の
収
穫
設
の
平
均
を
基
礎
と
し
て
、
年

一
定
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
役
人
を
派
遣
し
て
稲
穂
の

写真 59

り
具
合
を
調
べ
た
う
え
で
年
ご
と
の

め
て
き
た
従
米
の
検
見
法

が
、
役
人
の
接
待
の
た
め
に
費
用
、
が
か
か
る
う
え
、
長
期
を
逸
し
た
り
、
役

人
の
不
正
が
絶
え
な
い
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
是

237 



間小部村の年賀率

年 代 村荷 毛付高 取米 年賞率 備 量4チ

石 石 石 58~7 (63~6 ) 元禄 5(1692) 347. 812 320.999 204. 166 

正徳川1711) 347.007 346.914 192.589 55. 5 (55. 5 ) 

享保 2(1717) // 343.365 199.52ヲ 57. 5 (58. 11) 

グ 6(1721) // 346.914 208.204 60.0 (60.02) この年のみ皆銀納

。12(1727) ’P // ，， // （グ） 卒｛呆9～13年定免

究保 1(1741) ，， 329. 779 207. 761 59. 87 (63. 00) 定免

文化11(1814) // 346. 914 183.882 52. 99(53. 01) 文化5～11年定免

表 48

正
し
よ
う
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
現
実
に
は
、
年
貢
率
を
引

き
上
げ
る
こ
と
で
、
年
貢
増
徴
の
有
力
な
手
段
と
さ
れ
、

か
つ
一
定
の
年
貢
量
を

恒
常
的
に
確
保
し
得
る
点
で
、
幕
府
財
政
の
安
定
化
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

あ

り

げ

け

み

ま
た
こ
の
時
期
、
定
免
法
と
並
ん
で
「
有
毛
検
見
法
L

と
い
う
新
た
な
年
買
収

取
形
態
も
登
場
す
る
。
従
来
の
検
見
法
は
、
近
位
初
期
の
検
地
で
定
め
ら
れ
た
回

畑
の
等
級
を
基
準
と
し
た
基
本
年
貢
量
か
ら
、
不
作
時
の
検
見
に
よ
っ
て
損
毛
分

を
差
し
引
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
有
毛
検
見
法
は
、
こ
れ
を
改
め
、

上
中
下
の
等
級
に
か
か
わ
ら
ず
一
筆
ご
と
に
坪
刈
り
を
行
っ
て
収
穫
量
を
算
定
す

る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
近
世
初
頭
以
来
の
農
業
生
産
力
の
発
展
に
よ

(tt) 年主工事の（ ）は毛付おに対する割合。

資料：「内問家文議J

り
、
初
期
検
地
段
階
の
田
畑
の
等
級
が
も
は
や
実
情
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
た
こ

と
へ
の
現
実
的
対
応
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
有
毛
検
見
法
も
ま
た
、
農
業
生
産
力

の
発
展
を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
年
貢
増
徴
を
果
た
す
手
段
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
幕
府
は
、
畿
内
幕
府
領
農
村
に
対
し
て
、
従
来
の
三
分
一
銀
納
値
段
に
増
金

を
付
加
す
る
な
ど
の
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
年
貢
の
実
質
的
な
増
徴
を

図
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
、
亭
保
期
に
お
け
る
一
連
の
年
貢
増
徴
策
の
結
果
、
幕
府
償
の
年
貢

は
、
一
手
保
元
年
J
八
年
の
平
均
二
一
一
七
万
五
千
若
余
か
ら
、
延
享
一
一
一
年
｝
（
明
和
元
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年
（
一
七
六
回
）
の
一
平
均
二
八
五
万
四
千
芯
へ
と
、
二
割
以
上
の
増
加
宏
一
部
す
こ
と
に
な
っ
た
。
市
域
幕
府
鎮
の
村
々
で
も
、
享

也－近

保
中
期
以
降
に
は
定
免
制
が
採
用
さ
れ
、
例
え
ば
跨
小
部
村
（
申
深
川
叩
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
享
保
六
年
J
覚
的
体
元
年
（
一
七
四
一
）

し
か
も
ニ

O
七
1
一一

O
八
石
台
に
回
定
し
て
い
る
。

歴史総現

0) 

は
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
て
増
加
し
て
お
り
、

ま
た
年
貢
率
も
、

村
高
の
六
割
を
雑
持
し
て
お
り
、
一
日
チ
保
改
対
中
期
の
幕
府
年
貢
政
策
が
裏
づ
け
ら
れ
る
。

主主政と法政の展開第一節

し
か
し
、
向
じ
幕
府
領
で
も
商
代
村
で
は
、
近
位
初
頭
よ
り
年
寅
市
中
が
六
割
を
超
え
て
お
り
、
享
保
期
に
歪
り
年
貢
量
・

西代村の年気率

年 代 村荷 毛付高 取米 中＂＂＇丸ニ色司γk歩

Z五 石 石 64~1 正保 2(1645) 454.650 442.322 291. 431 

P.!'.文13(1673) // 286.430 63.0 

天和 2(1682) // ’P // 

ヨ王手口10(1725) 455.471 455.271 278. 007 61. 04 

表 49

責
務
と
も
に
、
む
し
ろ
減
少
す
る
蹟
向
さ
え
も
示
し
て
い
る
（
表
将
）
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
つ
い

て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
今
後
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

さ
て
幕
府
領
の
各
村
で
集
め
ら
れ
た
年
貢
米
は
、
と
り
あ
え
ず
村
の
郷
蔵
に
保
管
さ
れ
た
あ

と
、
幕
府
の
指
示
に
よ
っ
て
江
戸
の
蔵
か
大
坂
域
ま
た
は
二
条
域
の
蔵
か
に
収
め
ら
れ
た
が
、

例
え
ば
入
部
郡
の
場
合
は
村
か
ら
い
っ
た
ん
兵
庫
津
に
運
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
村
か
ら
の
搬
出

を
当
時
津
出
し
と
い
い
、
お
よ
そ
の
予
定
日
限
に
合
わ
せ
て
村
の
責
任
で
行
わ
れ
た
。
兵
庫
で

も
も
ち
ろ
ん
一
時
蔵
に
保
管
さ
れ
た
が
、
商
人
の
蔵
が
利
用
さ
れ
た
の
で
蔵
敷
料
が
か
か
っ
た
。

資料： rfilif＼：協議会文讃」

専
用
の
蔵
が
建
て
ら
れ
た
の
は
幕
末
で
あ
る
。

へ
運
ぶ
場
合
は
廻
米
、
大
坂
・
京
の
場
合

は
詰
米
と
呼
ば
れ
た
が
、
兵
庫
か
ら
は
お
よ
そ
郡
単
位
に
幕
府
領
の
村
々
が
組
み
合
わ
さ
っ
て

一
体
と
な
り
、
選
ば
れ
た
純
忠
慶
が
年
貢
米
に
付
き
添
っ
て
、
一
一
一
カ
所
の
う
ち
そ
の
年
幕
府
の

指
示
す
る
蔵
へ
送
付
し
た
。

へ
は
廻
船
で
、
大
波
・
京
の
場
合
も
船
が
利
用
さ
れ
た
が
、

納
庄
屋
は
、
指
定
さ
れ
た
蔵
で
年
賀
米
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合
納
付
す
る
時
、
数
川
区
不
足
や
搬
送
途
中
で
の
漏
れ
煩
・
依
く
、
ず
れ
な
ど
の
時
み
の
処
理
に
当
た
っ

」
の
分
は
納
付
側
の

立
校
と
さ
れ
て
そ
の
貸
別
は
組
合
村
々
が
負
担
し
た
が
、

五
県
以
上
に
及
ぶ
運
送
費
一
は
幕
府
が
も
っ
掠
期
で
後
で
精
算
さ
れ
た
。

江
戸
支
で
出
向
い
た
納
庄
屋
が
、
無
事
納
付
を
終
え
た
あ
と
、
江
戸
土
産
に
浅
前
十
海
太
一
口
を
買
っ
て
陸
路
旅
を
重
ね
て
知
村
し

た
時
の
記
録
な
ど
を
伐
す
こ
と
も
あ
る
。

幕
府
は
、
財
政
改
卒
の
一
環
と
し
て
通
貨
政
策
に
も
着
手
し
た
。

貨
幣
改
鋳
に
つ
い
て
は
す
で
に
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
、

新
井
白
石
の
建
議
し
た
「
改
貨
五
原
則
L

に
基
づ
き
慶
長
金
銀

と
伺
質
の
庄
徳
金
銀
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
新
旧
貨
交
換
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ

た
享
保
一
二
年
「
一
新
金
銀
通
用
令
」
を
出
し
て
、
一
平
保
八
年
以
降
は
出
貨
の
通
用
を
禁
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
は
金
銀
座
に
お

い
て
出
貨
を
貨
幣
で
は
な
く
潰
金
銀
の
価
格
を
も
っ
て
引
き
取
る
旨
の
触
書
を
出
し
、

ほ
ぼ
こ
れ
を
達
成
し
た
。
こ
う
し
て
、

通
貨
統
一
が
完
全
に
実
現
さ
れ
た
と
は
い
え
ぬ
ま
で
も
、
通
貨
の
混
乱
を
収
拾
す
る
と
い
う
幕
府
の
目
的
は
、
こ
の
こ
ろ
一
応

達
成
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
す
や
保
初
期
の
通
貨
収
縮
策
は
、
全
体
的
な
緊
縮
財
政
と
あ
い
ま
っ
て
社
会
に
不
況
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
元
文
一
万
年
、
幕
府
は
「
世
間
の
金
銀
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
貨
幣
の
流
通
が
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
な
い
」
と

し
て
、
貨
幣
改
鋳
を
断
行
し
た
。
こ
の
時
発
行
さ
れ
た
文
字
金
銀
は
、
正
徳
金
銀
よ
り
質
は
劣
っ
た
が
、
幕
府
は
こ
れ
を
正
徳

金
銀
と
対
等
に
通
用
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。

た
だ
し
、
金
銀
座
で
の
新
旧
貸
引
き
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
金
は
六
割
五
分
、

銀
は
五
割
の
割
地
を
つ
け
る
こ
と
で
通
貨
量
を
増
加
さ
せ
、
不
況
緩
和
を
図
っ
た
。
こ
の
文
字
金
銀
は
、

ほ
ど
な
く
安
定
し
、

金
は
文
政
ニ
年
（
一
八
一
九
）
ま
で
八
一
一
一
年
間
、
銀
は
同
一
一
一
年
ま
で
八
四
年
間
変
更
な
く
流
通
し
、
一
段
長
金
銀
を
除
く
と
最
も
安
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定
し
た
通
貨
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
正
徳
期
以
来
の
幕
府
の
念
顕
で
あ
っ
た
通
貨
の
安
定
が
、
こ
の
時
期
に
至
っ
て
漸
く
実
現

し
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
同
時
に
、
大
量
の
鋳
銭
も
行
わ
れ
、
銅
銭
・
鉄
銭
を
あ
わ
せ
て
近
世
の
総
鋳
銭
量
の
半
分
ほ
ど
が
、

一
元
文
元
年
以
降
一

O
年
の
関
に
鋳
造
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
金
銀
貨
安
定
の
背
景
に
は
、
こ
の
成
大
な
鋳
銭
の
効
果
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

行
政
機
構
と

法
制
の
楚
備

幕
府
は
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う
な
財
政
再
建
の
課
題
を
果
た
す
た
め
に
、
勘
定
所
機
構
の
整
備
・
確
立
に
も

力
を
注
い
だ
。
ま
ず
苓
山
内
六
年
勘
定
所
が
、
公
事
訴
訟
を
中
心
と
す
る
臨
時
的
問
題
を
担
当
す
る
公
事
方
と
、

年
貢
・
金
銭
出
納
な
ど
恒
常
的
事
項
を
担
当
す
る
勝
手
方
と
に
分
け
ら
れ
た
。
翌
七
年
に
は
、
老
山
市
水
野
忠
之
が
勝
手
掛
に
任

じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
勘
定
奉
行
・
同
吟
味
役
が
、
と
も
に
公
事
方
・
勝
手
方
い
ず
れ
か
の
部
門
を
一
年
交
代
で
専
門
に
担
当

す
る
体
制
を
整
え
、
さ
ら
に
、
翌
八
年
に
は
、
勘
定
組
頭
や
勘
定
衆
ら
の
吏
員
が
そ
れ
ぞ
れ
五
つ
の
係
に
分
か
れ
、
専
門
分
化

し
た
仕
事
を
担
当
す
る
体
制
も
整
備
さ
れ
た
。

た
し
だ
か

一
方
、
同
年
定
め
ら
れ
た
足
高
の
制
は
、
各
役
職
ご
と
に
基
準
の
家
禄
（
役
高
）
を
設
定
し
、
そ
れ
に
達
し
な
い
家
探
の

議政と若年政の展開

は
、
在
職
中
の
み
禄
を
足
し
て
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
少
禄
の
者
に
も
高
い
役
職
に
つ
く
道
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
足
高
の
制
に
よ
っ
て
現
実
に
登
用
さ
れ
た
人
材
の
多
く
も
、
勘
定
所
の
役
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
財
務
・
民
政

を
担
う
勘
定
所
機
構
は
、
山
学
保
期
半
ば
の
段
階
で
、

ほ
ぼ
確
立
し
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
機
構
改
革
と
並
ん
で
、
訴
訟
裁
判
制
度
の
改
正
・
整
備
も
関
ら
れ
た
。
そ
の
第
一
は
、
刑
罰
の
相
対
的
な
緩

和
で
あ
る
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
ま
ず
享
保
五
年
、
ヰ
そ
ぎ
・
ぬ
そ
ぎ
と
い
っ
た
山
内
刑
に
代
え
て
、
新
た
に
識
の
刑
が
創
設

h
H
μ
 第

さ
れ
た
。
翌
六
年
に
は
、
追
放
刑
を
制
限
す
べ
き
旨
が
布
達
さ
れ
、
原
則
と
し
て
従
米
の
追
放
刑
に
該
当
す
る
罪
に
は
、
科
料
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（
罰
金
）
を
課
す
る
こ
と
に
し
た
。

徳川吉宗朱印状（部分）

ま
た
、
庶
民
に
対
す
る
親
族
の
縁
坐
も
原
則
別
と
し
て
廃
止
さ
れ
、
拷
問
も
、

重
罪
容
疑
者
で
証
拠
明
白
な
者
の
自
由
を
得
る
た
め
に
の
み
認
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
耳
そ
ぎ
・
鼻
そ
ぎ
の
刑
や
追
放
刑
、
あ
る
い
は
縁
坐
の
制
な

ど
は
、

い
ず
れ
も
戦
闘
期
以
来
の
刑
罰
の
名
残
り
で
あ
り
、
近
位
前
期
ま
で

は
広
く
行
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
大
都
市
の
発
達
と
、
窃
盗
、
博
突
、
売

写真 60

春
と
い
っ
た
相
対
的
に
は
軽
微
な
犯
罪
、
が
多
発
す
る
当
時
の
状
況
下
で
、
そ

れ
ら
の
刑
罰
で
は
十
分
対
応
で
き
な
か
っ
た
り
、
効
果
を
期
待
で
き
な
い
事

態
に
立
ち
至
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
追
放
刑
の
場
合
は
、
追
放
に

な
っ
た
後
も
大
都
市
に
紛
れ
込
ん
で
再
び
罪
を
犯
す
者
が
多
く
、
縁
坐
も
、

た
と
え
ば
江
戸
で
起
こ
っ
た
主
殺
し
の
場
合
な
ど

は
、
本
人
の
み
な
ら
ず
、
速
い
郷
里
に
住
み
事
情
も
知
ら
な
か
っ
た
親
・
兄
弟
・
お
い
・
め
い
・
い
と
こ
な
ど
、
乳
幼
児
を
合

む
広
範
な
親
族
ま
で
、
斬
請
の
う
え
獄
門
と
さ
れ
る
な
ど
、
苛
烈
極
ま
る
も
の
が
あ
っ
た
。
庶
民
の
縁
坐
の
廃
止
や
拷
問
の
制

トでつ。

限
等
は
、
卒
保
改
革
期
の
刑
罰
改
編
が
不
十
分
な
が
ら
も
一
定
の
合
理
的
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え

第
一
一
は
、
上
方
八
カ
国
の
民
事
的
訴
訟
の
管
轄
権
を
再
編
成
し
た
点
で
あ
る
。
従
来
、
上
方
八
カ
国
の
刑
事
・
民
事
に
わ
た

る
裁
判
権
に
つ
い
て
は
、
京
都
町
奉
行
（
山
城
・
近
江
・
丹
波
）
、
大
坂
町
奉
行
（
摂
津
・
河
内
・
の
ち
に
播
磨
）
、
奈
良
奉
行
（
大
和
）
、

し
か
し
、
民
事
訴
訟
の
う
ち
で
も
、

堺
奉
行
（
和
泉
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
支
配
を
基
礎
と
す
る
固
有
の
裁
判
権
を
有
し
て
い
た
。
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「
地
方
公
事
｝
（
山
論
・
水
論
な
ど
係
争
地
に
密
着
し
た
品
？
と
と
、
寺
社
に
関
わ
る
訴
訟
に
限
っ
て
は
、
上
方
八
カ
留
の
代
官
を
管

掌
・
支
配
す
る
京
都
町
奉
行
に
、
そ
の
管
轄
権
が
あ
っ
た
。

し
か
し
享
保
七
年
、
幕
府
は
こ
れ
ら
「
地
方
公
事
」
と
寺
社
に
関

わ
る
訴
訟
に
つ
い
て
も
、
八
カ
国
を
四
カ
閤
ず
つ
に
分
け
、
摂
津
・
河
内
・
和
泉
・
播
磨
の
四
カ
閣
の
そ
れ
は
、
従
来
の
京
都

町
奉
行
所
か
ら
大
成
町
奉
行
所
へ
移
管
す
る
留
を
布
達
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
撰
・
播
の
人
々
は
、
山
諭
・
水
論
訴
訟
の
た
め

に
わ
ざ
わ
ざ
京
都
へ
赴
く
必
要
は
な
く
な
り
、
刑
事
・
民
事
、
窓
会
め
て
両
国
内
の
、
幕
府
領
・
私
領
の
農
民
が
入
り
組
ん
で
争

う
事
件
・
訴
訟
の
大
半
は
、
大
坂
町
奉
行
所
が
裁
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
刑
罰
規
定
の
緩
和
や
民
事
訴
訟
管
轄
の
改
編
な
ど
は
、
そ
の
ほ
か
の
法
制
整
備
の
諸
成
果
と
と
も
に
、
寛
保
ニ

年
に
一
応
の
完
成
を
み
た
『
公
事
方
御
定
書
』
に
集
約
さ
れ
る
。

『
公
事
方
御
定
書
』
は
、
こ
の
後
幕
末
に
至
る
ま
で
、
幾
度

か
手
誼
し
さ
れ
つ
つ
も
大
筋
に
お
い
て
は
変
更
な
く
、
近
世
裁
判
制
度
の
基
礎
と
し
て
生
き
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『
五
畿
内
志
』

の
繍
築

享
保
の
改
卒
は
将
箪
吉
宗
の
在
任
が
長
期
に
及
ん
だ
こ
と
に
も
か
か
わ
り
、
長
期
か
つ
広
範
聞
な
展
開
を
み

せ
た
。

そ
の
中
に
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
幕
府
に
よ
る
『
五
畿
内
志
』
の
編
集
が
あ
る
。

幕政と若草政の展開

正
式
な
名
称
は
『
日
本
輿
地
通
志
畿
内
部
』
で
あ
る
が
、

『
日
本
興
地
通
志
』
の
う
ち
、
板
行
さ
れ
流
布
し
た
も
の
が
畿
内
部

（
金
六
一
巻
二
五
冊
）
だ
け
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
『
五
畿
内
志
』
と
称
さ
れ
て
い
る
。
成
立
に
つ
い
て
は
巻
首
に
掲
げ
ら
れ
た
編

者
並
河
誠
所
の
上
書
か
ら
、
甘
や
保
十
四
年
以
来
五
カ
年
な
費
や
し
て
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
山
城
に
は
じ
ま
り
大
和
・
河

内
・
和
泉
・
摂
津
の
五
カ
国
に
及
ぶ
だ
け
に
、
当
然
そ
の
程
度
の
日
数
は
要
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
並
一
仰
は
そ
の

第一節

縞
集
に
際
し
て
、
各
地
を
巡
歴
し
て
古
文
書
、
古
記
録
か
ら
伝
承
、
歌
謡
な
ど
を
収
集
し
て
い
る
。

そ
の
足
跡
は
苓
保
十
四
年
五
月
に
ま
ず
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
の
時
京
都
町
奉
行
の
名
で
、

「
浪
人
並
河
五
市
郎
と
い
う
者
が
、
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五
畿
内
志
と
い
う
毒
物
を
編
集
す
る
た
め
五
畿
内
を
廻
り
、
所
々
に
お
い
て
旧
記
な
ど
を
尋
ね
る
の
で
、
所
の
者
は
詳
し
く
答

え
る
よ
う
に
。
神
社
、
寺
院
な
ど
で
も
書
類
を
兇
た
い
と
い
え
ば
必
ず
見
せ
る
よ
う
に
。
ま
た
泊
所
は
在
町
、
寺
社
ど
こ
で
も

宿
を
貸
し
、
皆
、
銭
を
取
る
こ
と
。
寺
社
奉
行
、
勘
定
奉
行
の
印
一
読
を
持
参
し
て
い
る
の
で
、
支
障
の
な
い
よ
う
に
L

と
の
廻
状

が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
河
内
で
は
七
月
十
二
日
並
、
河
の
一
行
宏
名
が
志
紀
郡
関
府
村
に
投
宿
し
、

日
に
は
誉
回
八

幡
宮
内
不
動
院
に
姿
を
現
わ
し
、
近
隣
の
誉
回
、
古
市
両
村
に
水
帳
（
検
地
帳
）
の
提
出
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
よ
で
字
名
、
陵

墓
、
氏
神
、
古
跡
な
ど
を
尋
ね
、
そ
の
後
は
近
在
の
片
山
村
に
泊
り
、
石
川
郡
へ
と
移
動
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
翌
十
五
年
五
月
、
並
河
は
湾
内
丹
南
郡
烏
泉
村
で
雄
略
天
皇
陵
の
北
方
に
あ
る
小
塚
は
忠
臣
隼
人
塚
だ
と
し
て
、

同
村
に
石
附
仰
を
建
て
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
村
方
で
は
そ
の
指
示
に
従
い
地
頭
役
所
や
大
坂
町
奉
行
所
と
折
衝
の
上
、
十
一

る
と
と
も
に
、
史
跡
の
指
定
を
行
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

月
に
建
立
し
、
援
河
’

m’
身
翌
十
六
年
五
月
大
和
へ
の
道
筋
で
そ
の
建
前
併
を
見
分
し
て
い
る
。
並
河
ら
の
一
行
が
明
記
類
を
調
べ

神
戸
市
域
で
は
、
こ
れ
よ
り
後
の
元
文
元
年
、
や
は
り
波
河
ら

の
式
内
社
に
社
号
碑
を
立
て
た
い
と
い
う
建
一
一
一
一
口
を
装
に
、
幕
府
の

指
示
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
探
津
悶
二

O
カ
村
で
の
建
前
門
事
業
の

な
か
に
、
有
馬
郡
阿
尾
村
と
菟
原
郡
五
毛
村
が
含
ま
れ
て
い
る
。

間
尾
村
の
場
合
は
有
聞
神
社
の
「
有
潟
社
L

と
い
う
社
号
碑
で
現

存
し
て
お
り
、

『
有
野
町
誌
』
で
は
、
当
時
こ
の
泊
中
業
に
協
力
し

た
資
金
主
の

人
♂
向
日
広
一
周
建
」
の
刻
文
が
台
石
に
み
え
る
こ
と
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を
裁
せ
て
い
る
。

五
毛
村
は
河
内
閣
魂
抑
社
で
あ
る
。

当
時
は
天
満
宮
と
称
し
て
い
た
が
、
一
万
文
一
万
年
九
月
十

四
日
呼
び
出
し
ゃ
｝
受
け
た
注
康
治
助
が
大
坂
町
奉
行
所

で
申
し
渡
さ
れ
た
の
は
、

「
扱
河
誠
所
の
建
一
…
一
一
閃
に
よ
っ

て
、
そ
の
方
の
村
の
神
社
に
石
碑
を
建
て
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
、
赤
川
村
（
大
紋
市
）
武
右
衛
門
に
相
談
す
る

よ
う
に
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
武
右
衛
門
に
相
談

昨］ili 

河内国魂社1高1
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し
て
届
け
出
た
と
き
、

っ
河
内
閣
魂
社
」
と
い
う
社
号
の
碑
を
建
て
よ
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
と
に
か
く
建
て
た
と
い
う
。
翌
年
四
月
完
成

す
る
と
、

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

よ
う
や
く
そ
の
い
わ
れ
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
状
況
で
、
村
氏
に
と
っ
て
は
唐
突
な
で
き
ご
と

し
か
し
以
後
も
地
元
で
は
む
し
ろ
五
毛
天
神
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

幕放と？洛政の展開

西
摂
で
の

並
河
誠
所

さ
て
摂
津
で
は
十
五
年
五
月
一
日
、
並
河
ら
は
部
須
磨
村
庄
塵
宅
に
止
宿
し
、
翌
二
日
に
は
兵
庫
を
通
過
す
る

さ
い
に
来
迎
寺
に
立
ち
寄
り
、
宝
物
な
ど
を
一
覧
し
た
う
え
で
ニ
ツ
茶
麗
村
に
向
か
っ
て
い
る
ο

そ
し
て
近
隣

の
荒
田
・
兵
隊
・
坂
本
・
走
水
・
神
戸
・
花
熊
・
宇
治
野
・
城
ケ
口
・
生
悶
・
生
田
宮
村
の
各
村
に
対
し
水
帳
、
明
細
帳
や
寺

社
の
古
記
録
を
八
部
郁
二
ツ
茶
屋
村
庄
屋
宅
ま
で
持
参
す
る
よ
う
に
と
求
め
て
い
る
。

ま
た
兵
庫
の
揺
海
寺
、
一
衛
厳
寺
、
薬
仙

寺
も
、
宝
物
を
一
一
ツ
茶
屋
村
に
持
ち
運
ん
で
い
る
。
周
辺
の
村
々
か
ら
検
地
帳
や
明
細
帳
、
十
日
記
録
を
自
分
の
滞
在
先
に
持
参

第一節

さ
せ
て
調
べ
る
や
り
方
は
、
河
内
で
み
た
の
と
全
く
同
じ
方
式
で
あ
る
。
菟
原
郡
御
影
村
に
は
一
札
月
四
日
、
並
河
一
行
に
提
出
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し
た
書
物
の
控
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
支
配
ご
と
の
村
潟
、
新
型
日
川
、
東
西
の
隣
村
名
と
、
常
願
寺
・
四
方
寺
の
本



将
、
氏
神
熊
野
一
一
一
社
権
現
の
祭
神
な
ど
が
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。

並
河
ら
が
兵
庫
を
通
っ
た
折
、
兵
庫
の
一
一
一
方
名
主
惣
代
は
そ
の
応
接
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
唱
の
記
録
に
よ
る
と
、

行
は
並
河
に
門
弟
、
下
男
、
車
股
取
、
挟
箱
持
各
一
名
の
五
人
か
ら
な
り
、
並
河
の
年
齢
は
六

O
歳
ほ
ど
と
し
て
い
る
。
ま
た

こ
の
時
は
風
雨
で
項
磨
村
よ
り
駕
龍
で
や
っ
て
き
た
が
、
天
気
が
よ
け
れ
ば
村
方
で
駕
龍
を
出
し
て
も
乗
ら
な
い
と
記
し
て
い

る

並
河
五
市
郎
（
名
は
永
、
号
は
裁
所
）
は
寛
文
八
年
（
二
ハ
六
人
）
の
生
ま
れ
。
亭
保
十
五
年
（
一
七
三
O
）
に
は
六
二
歳
と
な
る
の

で
、
兵
庫
人
の
観
察
は
正
確
で
あ
る
。
祖
先
は
丹
波
間
桑
田
郡
並
河
（
京
都
府
亀
岡
市
）
か
ら
出
た
が
、
雷
祖
父
の
代
で
京
都
に

移
り
住
み
、
五
市
郎
は
若
く
し
て
伊
藤
仁
斎
に
学
ん
で
い
る
。
そ
の
後
遠
江
間
掛
川
井
伊
氏
の
藩
儒
、
武
蔵
関
川
越
秋
元
氏
の

藩
儒
に
転
じ
、
そ
の
辞
職
後
江
戸
で
教
授
し
て
い
た
。

『
事
実
文
編
』
一
一
一
一
一
に
よ
る
と
友
人
の
関
祖
衡
と
と
も
に
企
画
し
、
披

の
死
後
そ
の
中
心
と
な
っ
て
『
五
畿
内
士
山
』
編
集
の
幕
命
を
う
け
た
。
弟
天
民
も
仁
斎
に
学
び
、
仁
斎
亡
き
あ
と
は
師
の
あ
と

な
縦
い
で
門
人
を
教
え
て
い
る
。

『
五
畿
内
士
山
』
は
編
成
や
文
体
、
右
中
国
の
『
大
明

統
志
』
に
な
ら
い
、
各
国
志
の
冒
頭
に
略
国
図
を
の
せ
、
総
説
の
の
ち

郡
別
に
郷
名
、
村
盟
、
山
川
、
関
梁
、
土
産
、
帯
封
、
神
旗
、
陵
墓
、
仏
利
、
古
墳
、
氏
族
、
文
苑
の
摘
に
ω

記
述
し
て
い
る
。

各
地
を
踏
査
し
て
資
料
な
求
め
る
編
集
方
法
は
そ
の
の
ち
文
化
七
年
（
一
八
一

O
）
か
ら
着
手
さ
れ
た
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

な
ど
の
地
誌
編
集
に
も
、
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
記
述
内
容
も
か
な
り
精
密
で
、
後
世
の
五
畿
内
に
関
す
る
地
誌
、

名
所
園
会
類
に
盛
ん
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

並
河
一
行
が
畿
内
を
廼
っ
た
事
保
十
去
年
か
ら
数
え
て
一
五
年
後
の
延
享
元
年
、
時
の
勘
定
奉
行
神
尾
春
央
が
、
上
方
筋
を
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巡
見
し
て
い
る
。
こ
の
時
神
尾
は
新
し
い
徴
租
法
を
強
力
に
推
進
し
て
年
賀
増
徴
策
を
各
地
で
講
じ
、
そ
の
強
引
さ
は
寸
前
麻

の
池
と
一
白
姓
は
絞
れ
ば
絞
る
ほ
ど
出
る
も
の
な
り
」
（
『
西
域
物
語
』
）
と
い
う
彼
の
一
言
葉
と
と
も
に
後
の
肢
に
お
い
て
語
ら
れ
て

い
る
。
だ
が
残
念
な
こ
と
に
市
域
で
は
わ
ず
か
に
御
影
村
記
録
の
な
か
に
、
十

月
十
五
日
神
罵
が
堀
江
荒
四
郎
と
と
も
に
巡

見
し
た
と
伝
え
る
ぐ
ら
い
で
史
料
は
乏
し
い
。

2 

明
和
の
上
知

大
和
小
泉
簿

鎮
の
よ
知

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
幕
府
は
突
如
、
商
摂
海
岸
寄
り
村
々
一
ニ

O
余
カ
村
一
万
七
千
石
余
念
幕
府
領
に
編
入

す
る
こ
と
に
し
た
。
御
影
村
は
尼
崎
滞
（
松
平
氏
）
と
大
和
小
泉
寵
（
片
檎
氏
）
の
相
給
地
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

時
と
も
に
上
知
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
小
泉
領
庄
農
は
、
村
の
書
継
記
録
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

本
年
私
領
よ
り
御
料
に
相
成
り
、
御
代
官
辻
六
郎
左
衛
門
様
当
分
御
預
り
一
併
に
相
成
り
、
一
一
一
月
御
渡
し
に
棺
成
り
、
大
公

幕政と五~~交の展開

料
に
相
成
り
候
て
は
御
検
見
帳
出
来
申
さ
ざ
る
故
、

五
郎
兵
衛
、
年
寄
平
左
衛
門
・
孫
右
衛
門
、
頭
百
姓
松
右
衛
門

骨
折
に
て
、
新
御
検
地
帳
相
仕
立
て
、
夫
よ
り
相
用
い
山
中
し
候

幕
府
へ
の
収
公
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
検
見
帳
が
不
用
と
な
り
、
村
投
入
が
骨
折
っ
て
新
た
に
検
地
帳
を
作
成
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
上
知
に
伴
い
年
買
収
納
の
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
る
の
で
、
そ
の
た
め
帳
簿
を
も
吏
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

第一節

し、。
一
方
こ
の
頃
、
領
主
で
あ
る
片
栂
石
見
守
が
江
戸
参
府
の
た
め
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
、
御
影
は
じ
め
三
カ
村
の
村
役
人
は
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わ
ざ
わ
ざ
暇
乞
い
の
た
め
に
大
和
小
泉
へ
連
れ
立
っ
て
出
か
け
て
い
る
。
一
一
一
月
十
一
一
一
日
に
摂
津
を
立
ち
、
十
五
日
小
泉
城
下
大

手
の
川
先
塀
の
南
側
で
暇
乞
い
を
す
る
の
だ
が
、
そ
の
光
景
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

御
殴
様
乗
物
よ
り
御
下
り
、
く
れ
ぐ
れ
御
名
残
を
お
し
み
成
さ
れ
、
御
出
立
の
跡
に
て
澗
給
ベ
く
れ
候
様
仰
せ
付
け
ら
れ
、

御
出
立
遊
ば
さ
れ
候
、
皆
々
な
み
だ
が
」
な
が
し
有
難
く
存
じ
奉
り
、
犬
よ
り
御
使
者
の
屋
敷
に
て
御
代
官
原
平
右
徹
門
様

御
取
り
持
ち
に
て
、
御
澗
頂
戴
仕
り
、
い
ろ
い
ろ
御
馳
走
に
て
御
座
候

あ
た
か
も
親
子
の
別
離
の
よ
う
な
シ
i
ン
で
あ
る
。

関
村
が
大
和
小
泉
領
に
入
っ
た
の
は
鹿
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
。

以
来
一

五
O
年
余
の
長
き
に
わ
た
っ
て
つ
づ
い
た
領
主
農
民
関
係
は
、
両
者
の
間
に
こ
の
よ
う
な
し
み
じ
み
と
し
た
情
景
を
か
も
し

山
山
さ
せ
て
い
る
。
上
知
は
、
そ
の
関
係
を
も
一
度
に
断
ち
切
っ
た
の
で
あ
る
。

明
和
六
年
神

戸
村
田
記

神
戸
村
に
は
村
方
で
書
き
継
が
れ
た
日
記
、

「
留
日
記
」
と
も
「
諸
事
御
用
向
川
帳
」
と
も
記
さ
れ
た
記
録
が

残
っ
て
い
る
。
岡
村
が
尼
崎
薄
か
ら
離
れ
て
幕
府
僚
に
移
っ
た
明
和
六
年
の
日
記
か
ら
、
上
知
前
後
の
様
子

を
拾
っ
て
み
よ
う
。

上
知
の
報
が
神
戸
村
に
聞
い
た
の
は
こ
月
二
十
一
日
の
こ
と
で
、
こ
の
日
大
庄
屋
住
吉
村
山
本
八
郎
左
衛
門
か
ら
「
急
ぎ
の

用
談
、
が
あ
る
の
で
、
問
問
二
十
二
日
間
ツ
時
（
午
前
十
時
）
ま
で
に
拙
宅
に
集
ま
る
よ
う
に
。
も
っ
と
も
格
別
の
御
用
の
旨
だ
か
ら
、

庄
麗
中
の
こ
ら
ず
出
席
さ
れ
た
い
L

と
の
廻
状
が
届
い
た
。
翌
日
大
庄
屋
山
本
宅
に
赴
い

た
ち
は
、

「
此
度
御
領
分
今

津
村
よ
り
兵
庫
津
ま
で
の
浜
手
の
内
の
村
々
は
、
領
地
替
え
を
申
し
付
け
ら
れ
た
の
で
そ
の
旨
心
得
る
よ
う
に
、
な
お
引
渡
し

が
済
む
ま
で
は
こ
れ
ま
で
の
通
り
で
あ
る
」
と
ム
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。

当
日
の
記
事
は
こ
れ
だ
け
の
も
の
で
、
こ
の
度
の
領
地
替
え
に
対
す
る
村
人
た
ち
の
反
応
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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領
地
替
え
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
こ
れ
ま
で
通
り
と
い
い
つ
つ
も
、
領
地
替
え
に
向
け
て
の
指
示
が
、
そ
の
後
相
次
い
で
出
さ

れ
て
い
る
。
二
十
三
日
に
は
っ
村
々
水
帳
・
検
地
帳
、
諸
山
弁
見
取
場
帳
閣
の
冊
数
を
改
め
、
書
面
で
提
出
す
る
よ
う
に
L

と

の
指
示
が
、
大
庄
屋
か
ら
神
戸
村
に
届
い
て
い
る
。
以
下
の
各
条
に
つ
い
て
そ
の
有
無
を
調
べ
て
提
出
せ
よ
と
い
う

臼

付
遡
状
も
、
そ
の
一
環
で
あ
ろ
う
。
川
公
儀
御
用
向
を
勤
め
る
百
姓
の
有
無
、
川
w京
・
大
坂
の
御
寮
所
（
奉
行
所
）
に
て
入
牢
・

手
鎖
・
村
漬
け
の
処
分
な
受
け
て
い
る
者
の
有
無
、
川
村
々
の
う
ち
浪
人
の
い
る
村
は
、
そ
の
姓
名
と
間
住
年
数
を
書
く
、
同

格
別
の
由
絡
が
あ
り
、
名
字
・
市
刀
を
許
さ
れ
て
い
る
百
姓
の
有
無
、
同
吟
味
中
の
公
事
出
入
の
有
無
、
例
大
坂
御
番
所
で
扱

わ
れ
て
い
る
訴
訟
の
有
無
。

つ
い
で
一
一
一
月
十
五
日
に
は
各
村
に
対
し
、
村
明
細
帳
・
村
絵
図
の
提
出
が
求
め
ら
れ
、
村
は
白
色
、

田
畑
は
諮
ね
ず
み
、
川

七
は
藍
色
を
使
う
、
山
本
は
撒
く
に
は
及
ば
な
い
な
ど
作
成
上
の
指
示
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
翌
十
六
日
に
は
さ
ら
に
、
正
徳
元
年

向
日
藩
の
担
当
役
人
か
ら
は
「
諸
岬
服
部
殊
の

）
よ
り
明
和
五
年
ま
で
の
免
状
五
八
木
の
提
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

flf,政と務政の展開第一節

外
、
調
急
ぎ
に
候
問
、
諸
事
指
出
し
の
書
付
共
に
明
後
日
迄
、
御
差

i珂和6作事Jt戸村「諸

Ij~御用叡111.長J （淡紙）

出
し
こ
れ
有
る
べ
く
L

と
の
催
促
が
大
庄
屋
に
な
さ
れ
て
い
る
。
上

知
の
村
々
は
そ
の
対
誌
に
追
わ
れ
、
神
戸
村
は
十
九
日
免
定
五
人
通

を
尼
崎
へ
届
け
て
い
る
。

上
知
に
伴
う
指
示
は
、
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
る
。

一
万

O
年
余
の

写芸－~ 63 

長
き
に
わ
た
り
尼
崎
務
支
配
下
に
あ
っ
た
村
々
だ
け
に
、

ヰ1fJ

タ

に
そ
の
清
算
は
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
十
八
日
に
郡
代
の
名

ー：HH 
1
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で
出
さ
れ
た
「
銀
札
（
一
一
一
反
町
村
清
右
衛
門
札
）
の
引
替
え
を
二
十
日
か
ら
二
十
一

日
の
閥
に
行
う
。
そ
れ
を
過
ぎ
れ
ば
引
替
え
は

し
な
い
」
と
い
う
布
告
も
、
同
銀
札
の
適
用
は
尼
崎
藩
内
限
り
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
幕
府
へ
の
上
知
前
に
は
ど
う
し
て
も
整

恕
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。

日
に
は
大
庄
屋
山
本
八
郎
左
衛
門
よ
り
拝
借
鉄
砲
を
返
却
す
る
の
で
、

四

ま
た

五
両
日
に
藩
係
り
役
人
の
と
こ
ろ
ま
で
持
参
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
、
住
吉
・
岩
屋
・
神
戸
・
味
泥
・
小
野
新
国
の
各
村
に

達
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
忙
し
い
日
々
を
送
り
、

四
月
四
日
大
庄
屋
か
ら
っ
来
る
六
日
、
御
上
知
御
引
渡
し
が
行
わ
れ
る
の
で
、
村
々
庄
屋

は
明
五
日
、
大
坂
町
宿
ま
で
出
向
き
、
尼
崎
藩
蔵
麗
敷
へ
出
頭
す
る
よ
う
に
。
な
お
年
寄
・
百
姓
代
の
印
鑑
も
、
残
ら
ず
持
参

す
る
よ
う
に
」
と
の
通
達
が
届
い
た
。
ま
た
各
村
の
検
地
帳
は
す
べ
て
袋
に
入
れ
、
村
名
・
冊
数
を
書
き
記
し
、
五
日
、
六
日

の
う
ち
に
大
庄
屋
宅
に
集
め
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
上
知
で
あ
る
。
神
戸
村
日
記
は
そ
の
日
（
四
月

六
日
）
の
項
に
、

御
上
知
之
村
々
、
御
引
渡
相
済
申
侯

と
短
く
記
し
て
い
る
。
上
知
と
い
っ
て
も
こ
の
段
階
で
は
、
書
類
の
引
渡
し
で
あ
る
が
、
翌
日
か
ら
幕
府
大
坂
（
谷
町
）
代
官
辻

ち
か
た

六
郎
左
衛
門
の
下
で
の
施
政
が
始
ま
る
。
な
お
兵
庫
と
商
宮
は
地
方
と
町
方
に
分
か
れ
、
地
方
は
こ
の
日
上
知
さ
れ
た
が
、
町

方
は
ニ
カ
月
遅
れ
、
六
月
十
八
日
に
な
っ
て
大
坂
町
奉
行
所
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

上
知
後
の

代
官
行
政

四
月
六
日
の
上
知
後
、
神
戸
村
に
代
官
役
所
か
ら
届
い
た
触
書
の
第
一
報
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
宿
継
人
足
を
つ

と
め
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

四
月
七
日
付
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
八
日
に
は
棚
橋
寛
兵
衛
・
喜
多
川

儀
四
郎
の
一
一
人
の
手
代
名
で
、
郷
村
見
分
の
た
め
明
後
十
日
午
前
六
時
大
坂
を
出
立
す
る
の
で
、
庄
屋
・
年
寄
は
村
境
に
出
て
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迎
え
、
詳
し
く
村
内
を
案
内
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
新
領
主
か
｝
初
め
て
迎
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
村
々

帰
っ
て
い
る
。
そ
の
日
住
士
口
村
鹿
屋
は
、

で
は
緊
張
し
た
雰
囲
気
が
張
り
つ
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
見
分
は
十
五
日
に
終
わ
り
、
十
六
日
に
は
兵
庫
浮
か
｝
た
ち
、
大
坂
に

つ
い
て
は
御
礼
の
た
め
十

勺
御
見
分
が
首
尾
よ
く
済
み
、
何
方
も
大
慶
の
こ
と
だ
。

八
日
上
坂
し
た
い
の
で
、
庄
屋
は
間
違
い
な
く
雨
天
で
も
出
か
け
る
よ
う
に
」
と
の
廻
状
な
出
し
て
い
る
。

そ
の
後
五
月
一
日
に
は
幕
府
勘
定
所
割
普
請
役
が
長
時
か
ら
の
帰
途
、
上
知
村
々
な
見
分
し
、
同
月
六
日
に
は
代
官
辻
六
郎

主主政と務政の展開第一節

左
衛
門
自
v

身
の
廻
村
、
見
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
臼

棋
は
六
日
大
坂
止
を
た
ち
、
鳴
尾

i
今
津
（
休
）
｜
西
宮
地
方

l
越
木
岩

i
打
出
（
泊
）
芦
屋
深
江

i
青
木
（
休
）

i
田
中

i
西
青
木
i
横
屋

i
魚
崎
住
吉
（
泊
）
｜
御
影
（
休
）

i
お
麗

i
徳
井

i
東
関
！
大
石

（治）

i
河
原

i
味
泥
｜
岩
屋

i
脇
浜
（
休
）

i
筒
井

i
熊
内

i
生
田

i

野
新
聞

神
戸

ツ
茶
屋
走
水
花
熊
烏
原
｜
兵
庫
地
方

（
泊
）
に
歪
る
四
泊
五
日
の
行
程
で
あ
る
。
そ
し
て
帰
路
に
は
往
還
筋

と
山
方
の
見
分
が
行
わ
れ
て
、
十

日
に
は
帰
坂
し
て
い
る
。
こ
の

日
も
住
吉
村
庄
屋
長
蔵
は
、
先
月
の
手
代
見
分
の
時
と
同
様
、

「
殿

写~［ 64 

様
御
巡
見
首
尾
よ
く
拐
済
み
、
御
五
に
大
慶
」
と
し
て
、
明
後
十
一
ニ

日
大
坂
ヘ
御
礼
に
出
か
け
る
べ
く
呼
び
か
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
代
官
と
手
代
の
見
分
に
よ
っ
て
代
官
支
配
の
第
一
手

設近歴史議華麗25王



が
打
た
れ
た
が
、
次
の
段
階
で
は
各
種
の
調
査
や
申
告
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

。
明
細
帳
案
紙
（
見
本
）
の
下
付
（
五
月
二
十
三
日
）

om問
州
新
出
願
い
に
伴
う
間
数
調
査
（
去
月
二
十
四
日
）

O
酒
造
口
同
調
査

立
与
保
年
間
以
来
の
新
屋
敷
、
新
建
の
家
数
、
屋
敷
地
に
な
っ
た
白
畑
鵡
査

O
J一
尚
反
別
帳
な
ど
の
提
出
帳
国
に
引
き
合
わ
な
い
筒
所
の
調
査
（
五
月
二
十
六
日
）

。
無
株
の
酒
造
家
よ
り
領
主
に
納
め
て
い
た
冥
加
銀
の
調
査

O
廻
船
・
渡
海
船
・
石
船
・
手
操
船
・
魚
買
船
・
網
船
・
ち
よ
き
船
・
漁
船
の
調
査
（
六
月
二
十
二
日
）

お
こ
し
か
え
し

O
荒
所
小
前
帳
・
起
返
帳
の
新
規
作
成
（
六
月
二
十
六
日
）

O
河
川
普
請
場
・
川
岸
場
の
有
無
、
往
還
筋
の
長
さ
の
調
査
（
六
月
二
十
六
日
）

五
月
と
六
月
中
に
命
ぜ
ら
れ
た
項
目
聞
に
記
し
た
が
、
土
地
・
家
数
・
酒
造
高
・
廻
船
な
ど
郷
村
支
配
の
恨
幹
に
か
か
わ
る
調

査
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
荒
地
に
つ
い
て
は
七
月
、
手
代
二
名
が
廻
村
し
て
実
地
に
見
分
す
る
と
い
っ
た
念
の
入

れ
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
尼
崎
滞
領
か
ら
幕
府
僚
に
替
わ
っ
た
た
め
に
、

…
か
ら
基
礎
的
な
帳
而
の
作
成
が

求
め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
明
細
帳
を
上
知
前
に
徴
収
し
て
お
き
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
案
紙
（
ひ
な
迎
）
を
下
付
し
た
上
で
、

そ
の
再
提
出
合
｝
求
め
て
い
る
の
は
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
菟
原
郡
横
屋
村
や
味
泥
村
、
御
影
村
に
は
こ
の
時
提
出
さ
れ
た
明
細

帳
の
控
が
残
さ
れ
、
神
戸
村
の
t

羽
田
畑
新
屋
敷
建
家
帳
も
残
っ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
六
月
付
）
。
ま
た
宗
門
帳
の
記
載
様
式
も
、
こ

2ラZ近世お司会の展開告？二ゴ苧干
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れ
ま
で
は
百
姓
で
も
苗
字
を
記
す
こ
と
が
一
部
で
認
め
ら
れ
て
来
た
が
、
今
後

は
い
っ
さ
い
苗
字
を
削
る
よ
う
に
と
変
更
さ
せ
ら
れ
て
い
る
（
五
月
一
日
）
。

ら
に
御
用
衛
府
（
絵
符
）
と
提
灯
に
つ
い
て
も
、
今
後
は
提
灯
だ
け
に
限
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
（
六
月
十
五
日
）
。
長
年
の
尼
崎
藩
の
支
配
下
に
あ
っ
て
、
藩
主
か

ら
そ
の
功
に
よ
っ
て
国
字
が
認
め
ら
れ
た
百
姓
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
し
、
絵

符
は
尼
崎
藩
青
山
氏
の
治
下
で
あ
る
こ
と
を
他
に
対
し
明
示
す
る
権
威
で
も
あ

つ

Rτ
、ゐ、

中
J
ふ

μ

い
ず
れ
も
が
上
知
を
機
会
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
尼
崎
帯
主
と

の
間
で
作
ら
れ
て
き
た
関
係
は
、
こ
こ
で
一
度
、
断
た
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
ょ
う
。
出
来
の
慣
行
は
認
め
な
い
と
い
う
幕
府
の
強
い
姿
勢
も
同
時
に
宥
取

さ
れ
る
。
そ
し
て
大
坂
町
奉
行
所
御
用
の
た
め
に
不
可
欠
だ
と
し
て
八
月
十
一
一

日

あ
ら
た
め
て
村
と
の
連
絡
な
ど
に
あ
た
る
用
達
（
大
坂
小
中
守
屋
町
播
磨
疑
字

幕政と青年政の展路

兵
衛
）
が
置
か
れ
て
い
る
。

寸々

府一近

明和6年御影村明細｜！長（表紙）

控室史縦波
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等
府
年
賀

策
の
展
開

秋
も
九
月
に
入
れ
ば
農
村
の
収
穫
を
前
に
し
て
、
代
官
に
よ
る
年
貢
徴
収
が
着
手
さ
れ
る
。
九
月
五
日
に
小
野

新
田
よ
り
神
戸
村
に
届
い
た
廻
状
は
、
検
見
の
た
め
廻
村
ず
る
の
で
、
村
役
人
は
村
境
ま
で
迎
え
に
出
る
よ
う

で
入
念
に
下
見
し
、
そ
の
結
果
、
宮
内
見
帳

第一節

に
と
指
示
し
た
上
で
、
検
見
の
仕
法
を
通
知
し
て
い
る
。
川
村
役
人
と
回
（
畑
）

二
冊
に
書
き
記
し
提
出
す
る
こ
と
、
仰
他
領
と
の
入
組
の
村
は
、
境
問
に
印
な
建
て
て
お
く
こ
と
、
同
坪
刈
の
道
具
（
鎌
一
雇
、

建中ハ
J
七
枚
、
縄
一
一
殿
、
籾
過
し
、
定
中
、
稲
こ
き
）
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
、
川
刊
新
開
や
切
、
添
、

起
返
し
の
分
は
隠
さ
ず
申
告
す

253 



明和6年（1769）幕府領（代官辻六郎左衛門預）にJ二知された村々

僚主名 武庫郡 菟 原 都 入部昔日 石 高

石

尼崎（松務平氏）
（今津のうち， 深江， E夜青木のうち，間育 ネ中戸， ニツ 13,975.428 
西宮， j皆木 木，問中， b匂室，魚崎，住 茶屋，走水，
岩新聞） 合，石屋，御影のうち，大 兵庫津

石， Mミ泥，岩屋，九郎右衛
内新田，河原のうち，生田，

小野新国 （打出，芦康）

小泉（片藩桐
東青木のうち，御影のうち 花熊 629.2747 

氏）

市河（土吉年井氏）
河原のうち，熊内 877.326 

青山百日）］ 徳j:j：，東号JJ 358.077 

青木九十郎 筒井 423.319 

船越式部 脇浜 烏際のうち 566.267 

篠山（青滞山氏）
(1！鳥尾） 513.652 

伏屋新幼 （今津のう.） 309.2973 

i日'- 計 4カ村 23カ村 6カ村 17,652.641 

表 50

る
こ
と
、
例
道
橋
の
修
繕
、
掃
除
は
一
切
し
な

く
て
よ
い
、
例
休
憩
、
宿
泊
に
山
当
た
る
村
々
も

掃
除
、
し
つ
ら
い
な
ど
し
な
く
て
よ
い
、
馳
走

も
し
て
は
な
ら
な
い
、
何
問
伴
の
手
代
・
書
役

な
ど
に

礼
物
の
付
け
届
け
は
一
切
し
て

は
な
ら
な
い
。

そ
の
上
で
ま
ず
手
代
二
名
が
十
八
日
に
大
坂

Cl:主） 史料記紋石？＇.:ii合計は 17,661石128, ( ）は帯域外の村。

資料：叩jt戸干！？文獄史料」 1

を
出
発
、
さ
ら
に
第
一
一
陣
と
し
て
手
代
田
名
が

二
十
三
日
に
大
坂
を
た
ち
、

日
に
武
庫

郡
今
津
村
に
休
み
、
以
後
二
十
八
日
西
須
磨
村

に
泊
ま
る
ま
で
、
こ
の
閉
幕
府
領
村
々
を
巡
回

し
て
い
る
。
往
路
・
復
路
と
も
に
二
七
J
八
人

の
人
足
が
徴
発
さ
れ
て
い
る
が
、
代
官
の
巡
見

時
の
人
足
が
一
二
人
で
あ
っ
た
の
と
比
べ
る
と
、

物
々
し
い
。

こ
の
検
見
に
並
行
し
て
村
々
は
、
旧
尼
崎
藩

領
の
時
と
同
様
に
、
年
賀
米
の
銀
納
を
願
い
出

2ラ4近1J!・社会の展開第三意



て
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
銀
納
髄
段
を
幾
ら
に
す
る
か
が
決
ま
ら
ず
、
検
見
の
終
了
時
に
村
々
が
協
議
し
て
い
る
。
村
々
で
は

一
村
ご
と
に
願
い
出
た
の
で
は
銀
納
髄
段
に
高
下
が
生
じ
、
そ
れ
で
は
村
の
た
め
に
よ
ろ
し
く
な
い
と
の
判
断
で
、
幕
府
領
の

の
一
五
代
値
段
に
侭
匁
増
に
す
る
か
を
相
談
し
て
決
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
相
談
は
今
津
村
か
ら
横
屋
村
ま
で
と
、

住
吉
村
か
ら
兵
庫
津
ま
で
の
ニ
地
域
に
分
け
て
行
わ
れ
、
こ
の
年
は
皆
銀
納
さ
れ
た
が
、
換
算
値
段
の
方
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
上
知
初
年
の
こ
の
年
に
は
十
月
六
日
に
浜
通
り
見
分
、
八
日
に
は
山
手
見
分
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

神
戸
村
に
隈
つ
て
は
十
一
月
十
六
日
、
年
寄
・
百
姓
代
が
役
所
に
出
頭
を
命
じ
ら
れ
、
空
席
で
あ
っ
た
皮
麗
の
後
任
を
年
寄
順

番
で
勤
め
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
神
戸
村
な
ど
は
、
尼
崎
藩
か
ら
幕
府
代
官
支
配
へ
の
大
き
な
転
換
を
経
験
し
た
が
、
そ
れ
は
出
尼
崎
藩
領

に
限
る
も
の
で
な
く
、
灘
間
地
域
を
支
配
し
た
諸
落
、
旗
本
支
記
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
明
和
六
年
、
上
知
に
よ
っ
て
幕

府
に
収
公
さ
れ
た
村
々
を
記
し
て
お
こ
う
（
表
ぬ
）
。

幕政と務政の展開

長
崎
泰
行
右
谷

清
園
田
と
上
知

と
こ
ろ
で
神
戸
村
日
記
は
明
和
六
年
十
月
十
四
日
付
で
、
代
官
手
代
よ
り
の
害
状
と
し
て
、
長
崎
奉
行
石

谷
清
問
問
が
明
十
王
日
午
前
六
時
、
兵
庫
を
出
立
し
浜
通
り
を
通
行
す
る
の
で
村
役
人
が
村
境
ま
で
出
迎
え
、

案
内
す
る
よ
う
に
と
の
指
令
を
載
せ
て
い
る
。
長
崎
奉
行
が
長
崎
か
ら
江
戸
へ
の
帰
府
に
際
し
、
兵
庫
近
辺
を
通
る
こ
と
は
他

に
も
例
が
あ
り
、
五
谷
自
身
明
和
四
年
十
月
二
日
に
、

「
長
崎
よ
り
帰
府
の
と
き
、
摂
一
阿
南
間
関
水
災
に
か
か
り
し
地
を
巡
見
し
、

お
よ
び
畿
内
の
国
々
収
納
の
事
を
沙
汰
せ
し
L

（
『
寛
政
援
修
諸
家
譜
』
）
に
よ
り
将
軍
よ
り
時
服
一
一
一
領
を
賜
っ
て
い
る
。
だ
が
被

災
地
を
視
察
し
、
収
納
に
関
与
す
る
の
は
長
崎
奉
行
の
権
隈
で
は
な
い
。
石
谷
は
当
時
、
長
崎
奉
行
と
勘
定
事
行
合
兼
務
し
て

第一節

い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
度
の
通
行
も
、
勘
定
奉
行
に
よ
る
上
知
後
の
実
地
検
分
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
a

そ

世－近鐙5と縦濫2うう



し
て
さ
ら
に
こ
の
石
谷
こ
そ
灘
日
上
知
を
老
中
へ
献
策
し
た
と
さ
れ

る
人
物
な
の
で
あ
る
ミ

」
の
点
を
ズ
パ
リ
指
摘
し
て
い
る
の
は
幕
府
小
説
日
前
組
永
井
監
物

総附九八郎封4.IH部分）

支
配
の
柿
崎
九
八
郎
（
政
由
）
で
、
彼
は
ず
チ
和
二
年
（
一
人
O
二
）
八
月

に
幕
府
首
脳
に
あ
て
た
長
文
の

の
な
か
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

閉
店
崎
城
は
宝
永
年
中
、
松
平
氏
に
与
え
ら
れ
て
以
降
勝
手
向
き
も

知
行
高
に
比
べ
て
控
か
で
、
大
名
と
し
て
の
勤
め
向
き
は
も
ち
ろ
ん
、

場
所
柄
の
要
所
手
配
も
よ
く
勤
め
、

J
m
・
陵
に
も
関
域
第
一
一
の

写真 66

地
と
さ
れ
て
い
る
。
同
藩
で
は
兵
庫
浮
・
西
宮
駅
に
陣
屋
を
お
き
、

朝
鮮
通
信
使
来
日
の
際
に
は
兵
庫
津
に
家
老
た
ち
を
派
泣
し
て
そ
の

応
接
を
勤
め
、
ま
た
諸
侯
が
閥
悶
追
を
通
行
す
る
に
際
し
て
は
そ
の

動
総
を
大
坂
へ
注
進
、
諸
国
廻
船
も
兵
庫
浜
手
の
番
所
よ
り
逐
一
吟

総
じ
て
西
国
・
中
闘
を
押
え
る
枢
要
の
場
所
に
位
置
し
、
軍
役
の
心
得
は
小
閣
と
い
え
ど
も
他
に
同
列
な
る
も
の
が
あ
る
。
と
こ

床
し
、
大
坂
城
中
非
常
の
際
に
も
多
人
数
の
援
兵
を
差
し
出
す
な
ど
、

ろ
が
明
和
六
年
、
城
付
の
兵
庫
・
西
宮
辺
を
取
り
上
げ
、
播
磨
一
一
一
郡
に
替
地
し
た
の
は
ど
う
い
う
わ
け
だ
。

同
藩
は
拝
領
以
来
、
愁
訴
・
強
訴
は
も
ち
ろ
ん
騒
動
が
ま
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
な
い
の
で
、
失
政
を
理
由
と
し
た
も
の

で
は
な
い
。
開
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
当
時
勘
定
奉
行
で
あ
っ
た
石
谷
清
昌
が
、
長
崎
奉
行
と
し
て
兵
庫
・
西
宮
を
通
行
す
る
際
、
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陪
地
周
辺
の
設
践
の
地
の
様
子
を
み
て
老
中
に
替
地
を
上
申
し
た
た
め
に
、
兵
庫
・
商
宮
一
帯
が
収
公
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

し
ゅ
う
れ
ん

石
谷
と
い
う
人
物
は
、
幕
，

mの
利
益
の
み
を
奉
公
と
心
得
る
緊
散
の
院
の
最
た
る
も
の
で
、

「
不
仁
の
勤
め
方
、
今
以
っ
て
残

暴
の
臣
と
申
せ
ば
、
石
谷
淡
路
守
」
と
の
噂
が
あ
る
ほ
ど
だ
。

藩
主
の
政
治
が
悪
け
れ
ば
減
も
の
こ
ら
ず
替
え
れ
ば
よ
い
の
に
、
付
属
の
土
地
ば
か
り
努
え
る
と
は
全
く
の
失
策
で
、
尼
崎

放
は
裸
城
間
然
と
な
り
、

と
て
も
海
控
関
城
の
投
割
を
果
た
せ
な
い
。
そ
の
上
尼
崎
藩
自
体
、
替
地
の
た
め
に
財
政
事
情
が
悪

化
し
、
諸
事
手
薄
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
関
域
要
容
の
際
関
は
期
待
す
べ
く
も
な
い
。
尼
崎
域
付
の
兵
庫
・
西
宮
を
旧
綴

に
復
さ
ず
し
て
は
、
天
下
の
規
則
は
立
た
な
い
3

植
縮
刷
九
八
郎

封
率
の
限
界

こ
の
よ
う
に
柏
崎
の
筆
鋒
は
鋭
く
、

一
石
谷
料
館
は
匹
夫
の
志
に
も
劣
り
、
時
の
老
中
は
小
児
の
弁
と
も
さ

み
す
べ
き
し
と
田
沼
政
権
守
ブ
レ
ー
ン
を
こ
き
お
ろ
す
一
方
、
寛
政
改
革
を
約
一
当
し
た
松
平
定
信
に
対
し
て
も
、

一
間
活
主
殿
頭
・
松
平
越
中
守
両
執
政
に
て
問
問
事
同
様
天
下
衰
微
を
催
し
」
た
と
評
価
す
る
。

ま
た
享
和
二
年
五
月
、
江
戸
城

か
ら
退
出
し
よ
う
と
し
た
時
、
定
信
が
寄
人
公
横
間
接
右
衛
門
組
の
足
軽
か
ら
「
あ
い
つ
を
見
よ
、
位
の
中
を
わ
ろ
く
い
た
し
た

幕政と務政の展開

る
は
あ
い
つ
也
、
馬
鹿
な
奴
や
」
と
開
局
さ
れ
た
事
件
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
記
し
た
上
で
柿
崎
は
っ
越
中
守
不
仁
に
て
多
く
人

よ
お
う

を
殺
し
、
多
く
人
を
い
納
め
候
積
悪
の
余
挟
」
だ
。
た

い
に
天
寿
止
を
全
う
し
て
も
「
末
代
ま
で
不
仁
執
政
、
計
一
を
そ
こ
な

ひ
人
を
苦
し
め
候
悪
名
は
消
」
え
な
い
と
酷
評
す
る
の
で
あ
る
。

柏
崎
は
高
四
十
龍
一
…
人
扶
持
の
身
分
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
治
へ
の
関
心
が
呉
常
に
強
か
っ
た
よ
う
で
、
家
を
継
い
だ
五
年
後

第一長官

の
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
は
回
活
意
次
政
権
を
批
判
し
、
一
口
千
和
一
一
年
に
は
上
知
一
件
を
含
む
…
長
文
の
上
申
告
一
弔
問
（
封
事
）

い
て

い
る
。

し
か
し
そ
の
冒
頭
に
「
度
々
恐
れ
入
り
奉
り
候
え
共
、
叉
候
書
面
差
し
上
げ
山
中
し
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
間
に
も
彼
の
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幕
府
当
局
者
に
対
す
る
告
発
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
た
め
に
の
ち
、
文
化
元
年

（一入
O
閉
）
七
月
「
御
政
務
の
事
ど
も
建
白
し
、
そ
の
他
軽
か
ら
ざ
る
儀
ま
で
ゆ
し
触
ら
し
不
問
」
き
と
の
罪
で
身
柄
を
預
け
ら
れ
、

間
四
年
、
身
柄
の
溜
け
地
で
あ
る
大
和
小
泉
寵
片
桐
氏
の
も
と
で
死
没
し
て
い
る
。
生
米
の
政
治
批
判
が
崇
っ
た
結
果
と
も
い
え

ょ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
彼
に
と
っ
て
田
沼
政
権
に
よ
る
突
然
の
西
摂
上
知
は
格
好
の
批
判
材
料
の

つ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

だ
が
稲
崎
が
石
谷
に
対
し
、
卑
劣
な
意
を
立
て
、
ど
れ
だ
け
替
地
に
よ
る
利
分
が
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
「
突
に
柳
か
の
儀
に

て
御
趣
意
を
御
失
」

っ
た
と
批
判
す
る
の
は
、
今
日
の
限
か
ら
み
れ
ば
適
切
で
は
な
い
。
近
年
の
問
沼
政
権
に
関
す
る
研
究
に

よ
れ
ば
、
明
和
六
年
の
西
摂
一
帯
の
幕
府
収
公
は
、
株
仲
間
結
成
を
は
じ
め
と
す
る
大
坂
を
中
心
と
し
た
積
根
的
な
経
済
政
策

を
展
開
し
て
い
く
上
で
、
不
可
欠
な
前
提
な
の
で
あ
っ
た
。
上
知
に
よ
っ
て
兵
庫
・
西
宮
は
大
坂
町
奉
行
下
に
、
残
る
農
村
部

は
幕
府
代
官
の
支
配
下
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
兵
庫
・
西
宮
に
は
茶
屋
・
子
鰯
屋
・
穀
物
仲
買
・
諾

問
屋
株
が
結
成
さ
れ
、
収
公
の
翌
年
に
は
灘
白
地
帯
を
は
じ
め
と
す
る
絞
油
業
の
株
立
て
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
勘
定

奉
行
石
谷
ら
の
眼
は
、
海
陸
関
城
第
一
の
地
と
し
て
尼
崎
城
と
そ
の
周
辺
地
帯
を
み
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
地
に
展
開
す
る
商

業
組
織
と
農
村
工
業
の
隆
盛
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

3 

藩
政
の
展
開

尼
崎
落
主

の
交
替

前
章
第
一
節
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
市
域
で
は
こ
の
時
代
、
大
小
七
つ
の
大
名
（
落
）
領
が
存
在
し
た
が
、

こ
の
う
ち
尼
崎
藩
・
明
石
藩
・
一
一
一
回
藩
の
三
滞
が
、
そ
の
居
城
宏
中
心
に
比
較
的
一
円
的
な
所
領
構
成
を
示
し
、
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幕政と務政の膝関第一節

尼崎議歴代僚主の所領構成表 51

氏

% 
( 40. 3) 

(27. 3) 

(21. 1) 

(11. 3) 

平

石
16, 126. 372 

10,934.616 

8,420.802 

4,518.210 

松氏

% 
(33. 6) 

(25. 8) 

(20. 5) 

(20. 1) 

予号

1三
16, 126. 372 

12,386.229 

9,839.023 

9,648.376 

Ill 氏

% 
(35. 7) 

(26.6) 

(18. 4) 

(19.3) 

回

ぉ
17,844.904 

13,319.896 

9 208.091 

9,627.409 

戸

辺

陣

原

部

川

武

菟

八

40, 000. 000 (100. 0) 48,000.000 (100.0) 50,000.300 (100.0) Eド
e

’
口一一符

メ弘
仁3

務
政
の
展
開
に
も
顕
著
な
も
の
が
あ
っ
た
。
必
ず
し
も
十
分
な
史
料
に
恵
ま
れ
な
い
が
、

f吐

以
下
そ
の
様
相
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

近

ま
ず
部
摂
の
尼
崎
藩
で
い
え
ば
、
最
初
に
入
部
し
た
の
は
一
戸
田
氏
鉄
（
一
花
和
三
年
（
二
ハ

E霊史編濫

一
七
乙
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
寛
、
氷
十

（
一
六
一
一
一
五
）
入
誠
の
青
山
氏
四
代
を
経
て
、

宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
に
遠
江
国
掛
川
か
ら
松
平
（
桜
井
）
民
が
入
り
、
以
後
襲
封
し
て

幕
末
に
到
っ
て
い
る
。
一
戸
田
氏
の
知
行
高
は
五
万
石
で
摂
津
国
川
辺
・
武
庫
・
菟
原
・

入
部
の
四
郡
に
分
布
し
た
。
こ
の
傾
向
は
、
青
山
氏
・
松
平
氏
に
お
い
て
も
あ
ま
り
変

わ
っ
て
い
な
い
（
表
幻
）
。

居
城
尼
崎
を
中
心
に
、
川
辺
、
武
庫
、
菟
原
・
八
部
と
城
下
か
ら
離
れ
れ
ば
所
領
が

減
る
と
い
う
同
心
円
的
な
所
領
構
成
を
示
し
て
い
る
。

田
氏
五
万
石
か
ら

と
こ
ろ
が

松
平
氏
四
万
石
へ
と
一
万
石
減
少
す
る
過
程
で
、
八
部
郡
に
お
け
る
開
藩
の
所
領
は
格

段
に
減
っ
て
い
る
。

と
く
に
青
山
氏
か
ら
松
平
氏
へ
の
交
替
が
あ
っ
た
宝
永
八
年
、
金
一

部
で
二
六
村
（
相
給
村
合
む
）
が
収
公
さ
れ
、
幕
府
領
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
武
庫

（注） （）は比彩。

資料： r尼崎市史」2

郡
の
七
村
、
菟
原
郡
の
七
村
に
対
し
、
入
部
郡
で
は
一
一
一
村
が
同
藩
の
手
を
離
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
、

前
述
の
よ
う
に
武
庫
・
菟
原
・
八
部
一
一
一
郡
の
う

ち
灘
間
口
海
浜
部
に
位
寵
す
る
こ
五
村
が
上
知
さ
れ
る
。
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領
主
交
替

の
波
紋

宝
永
八
年
の
簿
主
交
替
時
に
幕
府
領
に
編
入
さ
れ
た
東
尻
池
村
で
は
、
そ
の
前
年
藩
主
の
家
督
継
承
を
祝
っ
た

年
買
の
一
分
「
追
免
」
も
あ
っ
て
祝
酒
を
あ
げ
て
い
た
が
、
そ
の
矢
先
の
翠
年
一
一
月
間
稼
え
が
命
ぜ
ら
れ
た
。

よ
う
や
く
年
貢
本
も
低
落
傾
向
に
落
ち
着
い
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
突
然
の
転
封
と
幕
府
上
知
に
は
少
な
か
ら
ず
驚
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

領
主
の
交
替
は
年
気
量
の
多
少
に
も
か
か
わ
っ
て
村
人
の
心
配
の
種
で
あ
っ
た
が
、
問
時
に
貫
租
シ
ス
テ
ム
の
違
い
も
村
人

を
当
惑
さ
せ
た
。
尼
崎
務
青
山
氏
の
も
と
で
は
貫
秘
米
は
す
べ
て
米
納
、

つ
ま
り
現
物
の
米
で
納
め
ら
れ
、
東
尻
池
村
の
百
姓

は
、
船
で
尼
崎
ま
で
廻
送
し
た
。
と
こ
ろ
が
幕
府
領
に
か
わ
れ
ば
米
納
と
と
も
に
三
分
の
一
、
十
分
の
一
の
銀
納
が
要
求
さ
れ
、

さ
ら
に
六
尺
給
米
、

ロ
米
、
高
掛
銀
と
い
っ
た
雑
税
や
人
足
の
出
し
方
も
変
わ
っ
た
。
当
然
村
で
は
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
対
応

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

ま
た
勧
農
と
い
っ
た
生
産
条
件
の
整
備
で
も
、
領
主
の
交
替
は
影
響
、
な
及
ぼ
し
た
。
明
細
帳
に
は
村
の
橋
や
樋
、
池
堤
な
ど

を
議
き
上
げ
、

「
青
山
大
鰐
様
よ
り
御
掛
替
御
修
繕
な
ど
遊
ば
さ
れ
、
手
伝
い
人
足
は
御
扶
持
米
下
さ
れ
」
と
あ
り
、
水
利
・

土
木
工
事
に
対
し
領
主
の
助
成
が
加
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
領
主
が
そ
の
助
成
を
打
ち
切
れ
ば
、
そ

れ
は
村
人
の
負
担
増
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
、
領
主
の
交
替
に
と
も
な
っ
て
出
来
の
慣
行
が
継
続
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
大
間

題
で
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
藩
領
か
ら
幕
府
領
へ
の
転
換
を
経
験
し
た
村
で
は
、
薄
制
の
下
で
は
領
（
務
）
主
が
将
軍
に
軍
役
奉
仕
し
た
関
係
で
、

農
民
も
夫
役
負
担
な
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
村
人
は
夫
役
負
担
者
と
し
て
把
寵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
役
家
L

と
よ
ば
れ
る
の
が
そ
れ
で
、
小
堀
代
官
所
に
提
出
し
た
判
鑑
帳
に
も
本
家
（
本
役
）
、
半
役
の
区
別
が
み
ら
れ
る
。
幕
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府
直
轄
地
で
代
官
の
治
め
る
幕
府
僚
に
な
れ
ば
、
こ
の
制
度
そ
の
も
の
が
存
立
基
盤
を
失
う
の
で
、
公
式
な
名
称
と
し
て
は
そ

の
区
別
は
な
く
な
る
（
た
だ
し
慣
習
と
し
て
残
る
こ
と
は
ら
る
）
。

東
池
尻
村
は
宝
永
八
年
に
尼
崎
藩
青
山
氏
の
予
を
離
れ
、
幕
府
代
官
地
と
な
っ
た
が
、
神
戸
村
な
ど
は
そ
の
ま
ま
尼
崎
藩
領

と
し
て
藩
主
の
交
替
の
み
を
経
験
し
た
。
こ
の
年
尼
崎
に
入
部
し
た
の
は
、
松
平
（
桜
芥
）
氏
で
、
途
中
忠
告
の
代
に
西
摂
一
帯

幕政と税政の渓関第一節

尼崎百年紙平氏家医（知行取）の職制l表 52

石

70 

知行高

80 

60～ 70 

60～100 

80 

60～100 

宗門方奉行

勘定奉行

勘定吟味役

引替所持今旅役

御蔵空宇行

j政蔵支配

御台所奉行

武兵奉行

作事者三行

普請恭行

神崎JIi堤奉行
武i草川堤奉行

こと砂方奉行

樋ガ奉行

山方宣告行

浦方奉行

船奉行

尼崎町泰行

商＇＠；田T奉行（明和6年まで）

兵庫奉行 （ グ ） 

長柄奉行

田丁奉行

者E奉行（郡代）
代官

兵路廻船Z\~fi （明和 6 年まで）

兵庫廻船改役（ か ） 

御城米廻船改役

尼崎兵庫船頭

名車先

お
350～900 

230～250 

士官行直i

80～100 

60～180 
80～150 

180 

60 

100 

130 

60 

100 

110～230 
80～180 

80 

家老

中老

若定老用人

取次

大日付

日付

側用人

近爾

大納戸

小納戸

付人

御台所支配役

郷台所吟味役

祐~宝

設役

街I-010医
係者

家中読努指南

番頭

江戸留守居

京都留守居

大坂留守属

物頭

使番

家中弓指南

砲術家

諸役先〆

寺社奉行

名理主

70 

（注） 数字は文化11年（1814）当日寺の知行認。

資料： r尽約市史.2 
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の
上
知
と
い
う
大
事
件
が
あ
る
が
、
子
孫
継
承
し
て
幕
末
ま
で
つ
づ
く
。

と
こ
ろ
で
問
落
で
は
、
表
口
の
よ
う
な
職
制
を
と
っ
て
い
た
。
兵
康
洋
に
は
尼
崎
・
間
宮
と
並
ん
で
奉
行
が
置
か
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
「
兵
庫
津
」
の
項
に
詳
し
い

（川十同月）。

農
村
部
に
対
し
て
は
郡
代
、

代
官
の
も
と
に
大
圧
屋
が
置
か

れ
、
そ
の
下
に
い
く
つ
か
の
村
を
地
域
ご
と
に
集
め
て
組
編
成
を
し
い
た
。
上
知
直
前
を
例
に
と
る
と
大
物
組
・
富
松
組
・
南

野
組
・
瓦
林
組
・
西
宮
組
・
横
屋
組
・
住
吉
組
の
七
組
が
あ
っ
た
。

尼
崎
藩
治
下
の

神
戸
村
日
記

と
こ
ろ
で
住
吉
組
に
属
し
た
神
戸
村
に
は
、
同
溝
治
政
下
に
お
い
て
記
さ
れ
た
村
政
に
関
す
る
日
記
が
残

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
宝
暦
四
年
（
一
七
五
回
）
の
「
留
日
記
」
に
よ
っ
て
、
同
藩
治
政
の
一
年
を
み
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
年
一
月
の
記
事
に
は
冒
頭
に
尼
崎
へ
呼
び
出
さ
れ
た
神
戸
村
の
ニ
名
の
金
主
の
こ
と
が
出
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
同
藩
銀
札
制
と
も
か
か
わ
る
の
で
の
ち
に
触
れ
る
。

つ
い
で
一
月
十
一
日
、
農
民
か
ら
出
願
の
あ
っ
た
「
池
川
普
請
所
」
の

見
分
の
た
め
、
担
当
者
四
名
が
二
十
日
出
張
す
る
と
の
廻
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。
樋
の
損
じ
た
所
は
見
や
す
い
よ
う
に
地
を
あ

け
て
お
く
、
池
淡
・
瀬
掘
・
笠
置
の
所
は
傍
示
の
竹
を
差
し
、
間
数
を
札
に
記
し
て
お
く
よ
う
に
と
の
指
示
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
農
閑
期
に
水
利
施
設
の
修
復
を
行
お
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
農
民
の
側
か
ら
修
復
を
必
要
と
す
る
箇
所
、
写
実
地

に
藩
の
担
当
者
に
見
せ
て
そ
の
了
解
を
得
る
。
実
際
の
工
事
は
村
が
や
る
が
、
藩
は
決
め
た
工
事
に
つ
い
て
は
補
助
を
出
し
た
。

そ
の
出
資
も
領
内
全
村
と
な
れ
ば
無
視
で
き
な
い
金
額
だ
っ
た
た
め
か
、
間
年
末
に
は
翌
五
年
の
普
請
見
分
を
控
え
て
、

「近

年
は
物
入
り
が
つ
づ
く
の
で
、
当
分
の
間
な
る
べ
く
普
請
を
延
ば
す
よ
う
に
」
と
の
廼
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。

見
分
に
は
柴
田
小
文
治
ら
四
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
付
人
を
連
れ
て
廻
村
し
て
い
る
が
、
彼
ら
は
間
帯
職
制
に
い
う
樋
方
奉
行
に
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当
た
る
の
だ
ろ
う
。

部
こ
月
に
は
、
宗
門
方
奉
行
が
廻
村
し
て
い
る
。
こ
れ
も
職
制
表
に
み
え
て
い
る
。
二
月
二
十
八
日
奥
山
佐
瀬
治
・
関
弥
市

右
衛
門
の

行
九
名
が
尼
崎
を
出
発
、
各
地
を
麹
り
、
住
吉
組
に
は
二
月
十
一
一
一
日
姿
を
現
わ
し
、
同
日
住
吉
村
、
十
四
日
大
石

一
ツ
茶
農
村
に
そ
れ
ぞ
れ
宿
泊
し
て
、
各
村
の
宗
門

主主政と務政の展開第一節

村
、
十
五
日
神
戸
村
、
十
六
日

改
め
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
兵
庫
津
へ
移
り
、

一
十
四
日
に
兵
庫
な
立
ち
尼
崎
へ

魚崎村「亥ノ歳船数五人組街l改1j1長」（部分）

帰
っ
て
い
る
。
神
戸
村
で
は
宗
門
方
奉
行
が
ニ
ツ
茶
農
か
ら
兵
庫
に
移
る
時
、
ま
た

帰
路
に
も
そ
れ
ぞ
れ
六
人
の
人
足
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
諸
奉
行
の
想
村
に

は
必
ず
、
村
々
か
ら
の
人
足
が
徴
発
さ
れ
荷
物
の
運
送
な
ど
に
従
事
し
た
。

宗
門
改
め
の
準
備
を
し
て
い
る
間
二
月
十
二
日
、
神
戸
村
に
例
年
の
通
り
船
改
め

を
行
う
旨
の
知
ら
せ
が
西
宮
部
庄
屋
か
ら
路
い
て
い
る
。
船
奉
行
の
廻
村
で
あ
る
。

奉
行
は
三
月
四
日
に
尼
崎
を
立
ち
、
瓦
林
組
｜
西
宮
町
（
泊
）

l
東
青
木

i
大
石
（
泊
）

i
神
戸
｜

ツ
茶
屋

i
兵
庫
（
泊
）
の
行
程
で
廻
り
、
八
日
に
帰
っ
て
い
る
。
浦
々
だ

け
を
廻
る
の
で
期
間
も
四
日
と
、
宗
門
改
め
に
比
べ
て
短
い
。
奉
行
の
廻
村
に
先
立

写真 67

ち
、
西
宮
の
浦
庄
麗
は
「
諸
事
帳
商
急
申
し
認
」
め
て
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
て
い

る
が
、
村
々
の
自
主
申
告
を
も
と
に
船
改
め
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

に
入
る
と
「
御
領
分
御
林
見
分
の
た
め
」
と
し
て
、
山
方
奉
行
の
廼
村
が
行

わ
れ
て
い
る
。
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尼崎務支の巡見人足関j

住 Z各 ｜分担｜｜ 復 E各 ｜分担
別所～西宮町 J二嶋組 兵隊～大石村 兵隊i零
西宮～問中村 西宮 大石～深江浜 住吉組

rn中～高羽村 初i展組 深江～西宮 拶｛廃絶

高羽～兵庫津 住吉組 西宮～尼崎 西宮

表 53

藩
主
の
巡
見

奉
行
の
廻
村

そ
し
て
四
月
に
は
藩
主
の
兵
庫
津
巡
見
が
あ
っ
た
。

日
程
は
四
日
に
城
下
を
立

ち
、
西
宮
を
経
て
兵
庫
に
一
泊
、

五
日
に
船
で
尼
崎
に

mmる
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
さ
す
が
に
藩
主
巡
見
だ
け
に
随
員
も
多
く
、
そ
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
人
足
も
か
ご
人
足
二

七
人
、
軽
尻
九
匹
（
師
向
が
い
な
け
れ
ば
馬
一
匹
の
か
わ
り
に
人
足
二
名
）
、
火
事
羽
織
や
炭
薪
、
風
呂
、

合
羽
な
ど
の
荷
物
持
人
足
三
二
人
と
相
当
な
数
に
の
ぼ
る
。
そ
の
人
足
負
担
は
行
路
に
し
た
が
い
、

表
日
の
よ
う
に
分
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
引
継
ぎ
は
、
昼
休
み
な
ど
の
休
息
時
に
行
わ
れ

る
の
が
原
別
で
あ
る
。
往
路
で
は
途
中
一
里
山
と
布
引
の
滝
に
立
ち
寄
り
、
布
引
で
は
滝
見
物
の

た
め
に
小
屋
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
畳
や
薄
べ
り
が
新
調
さ
れ
、
神
戸
・

一
ツ
茶
屋
村
に
対
し

てはん寸占

0
0枚
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
往
路
は
陸
路
で
あ
っ
た
が
、
帰
路
は
天
気
に
も
恵
ま
れ

海
路
、
船
に
て
阿
加
減
し
て
い
る
。

大
掛
り
な
藩
主
の
兵
庫
津
巡
見
を
終
え
た
一
カ
月
後
の
五
月
五
日
に
、
大
庄
屋
住
吉
村
伊
左
衛

円
よ
り
「
根
付
の
様
子
を
報
告
す
る
よ
う
に
」
と
の
通
知
が
届
い
て
い
る
。

五
月
と
は
い
え
、
絵
暦
で
は
も
う
田
植
え
の
時
期

で
あ
る
。
神
戸
村
で
は
七
日
、
全
部
植
え
終
わ
っ
た
と
し
て
「
満
作
」
の
届
け
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
村
々
は
農
作
業
に
多

忙
な
季
節
を
迎
え
る
。
そ
れ
を
配
慮
し
て
か
、
こ
の
頃
農
民
の
手
を
煩
わ
せ
る
諸
奉
行
の
廻
村
は
、
見
ら
れ
な
く
な
る
。
近
計
一

の
大
名
領
主
も
当
然
、
勧
農
に
気
を
配
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

わ
ず
か
に
こ
の
年
は
藩
主
参
勤
の
年
に
当
た
り
、
炎
暑
の
七
月
、
江
戸
参
府
の
た
め
旅
立
つ
の
で
住
吉
組
に
対
し
水
夫
一
一
一
人

名
が
徴
発
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
深
江
五
、

魚
崎
一
一
一
、
御
影
九
、
大
石
入
、
神
戸
田
、
ニ
ツ
茶
屋
六
名
で
あ
る
。
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再
び
奉
行
の
廻
村
が
見
ら
れ
出
す
の
は
、
九
月
に
入
っ
て
で
あ
る
。
同
月
二
日
に
は
宗
門
方
奉
行
に
よ
る
秋
の
宗
門
改
め
が

行
わ
れ
た
。
そ
し
て
六
日
か
ら
は
稲
の
作
柄
検
査
（
検
問
見
）
の
た
め
に
、
役
人
が
廼
村
し
て
来
た
Q

検
見
に
は
大
廻
り
と
細
見
の

ニ
つ
が
あ
り
、
大
廻
り
は
通
常
の
検
見
で
、
す
べ
て
の
農
村
が
受
け
た
。
そ
れ
に
対
し
細
見
と
は
水
損
・
卒
魁
を
受
け
た
村
々

の
申
請
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
こ
の
場
合
に
は
検
見
娠
を
作
成
し
、
ま
た
検
地
帳
も
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
役
人
の
階

成
は
大
廻
り
見
分
は
五
名
か
ら
な
り
、
細
見
は
二
人
連
れ
で
一
一
一
手
に
分
か
れ
た
。
役
人
は
浜
手
（
海
岸
部
）
と
山
手
（
山
鐙
部
）
に

分
か
れ
て
廻
り
、
浜
手
は
打
出

i
大

五

河

原

l
味
流

l
岩
屋

l
小
野
新
田
一
一
ツ
茶
屋
兵
庫
、
山
手
は
住
吉
原
田

i
中

村
ー
生
田
｜
生
田
宮

i
神
戸

i
一
一
ツ
茶
屋
走
水
坂
本

i
兵
庫
と
い
う
の
が
住
吉
組
の
「
711ι
ス
で
あ
っ
た
。
浜
手
は
九
月
七

日
、
山
手
は
九
日
に
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
i
ト
し
、
と
も
に
十
日
す
べ
て
の
任
務
を
終
え
兵
庫
を
出
立
、
尼
崎
に
帰
っ
て
い
る
。
そ

し
て
翌
日
に
は
八
カ
条
か
ら
な
る
収
納
規
制
川
が
発
令
さ
れ
て
い
る
。

震
籾
米
徴

収
と
売
却

そ
の
要
点
は
、
同
年
貢
皆
済
以
前
は
一
切
、
米
止
を
外
へ
出
し
て
は
な
ら
な
い
、
∞
年
貢
米
は
念
入
り
に
俵
に

め、

「
何
村
米
主
誰
」
と
の
木
札
を
付
け
、
組
印
・
村
印
を
つ
け
る
こ
と
、
川

wmA川
日
米
を
購
入
し
、
そ
れ
で
米

幕政と言語政の展開

納
し
て
い
る
と
の
風
聞
が
あ
る
が
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
同
御
蔵
米
の
延
引
は
し
な
い
、
川
w餅
米
や
籾
で
納

め
る
分
に
つ
い
て
も
品
質
を
落
と
さ
ず
、
よ
く
吟
味
し
て
納
め
る
よ
う
に
、
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
尼
崎
の
蔵
に
納
ま
る
米

は
、
同
藩
主
以
下
家
中
の
飯
米
と
な
る
と
同
時
に
、
換
金
手
段
と
も
な
る
の
で
こ
と
さ
ら
品
質
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
文

中
の
田
舎
米
と
は
大
坂
に
集
ま
る
相
場
基
準
米
（
加
賀
米
な
ど
）
以
外
の
周
辺
地
域
の
米
で
、
大
坂
周
辺
の
段
村
で
は
商
品
作
物

第一節

の
栽
培
に
よ
っ
て
米
作
が
減
少
し
た
た
め
、

し
て
納
め
る
現
物
の
米
に
不
足
す
る
村
、
が
、
こ
の
田
舎
米
を
買
い
つ
け
て

納
入
し
た
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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は
十
二
月
一
、

五
、
七
、
九
、
十
一
、
十

さ
て
こ
の
よ
う
に
し
て
領
内
村
々
か
ら
蔵
に
納
め
ら
れ
た
米
の
一
部
は
、
城
下
に
払
い
出
さ
れ
入
札
に
付
さ
れ
る
。
こ
の
年

十
五
、
十
七
、
十
九
、
二
十
一
日
の
十
一
日
に
わ
た
り
入
札
が
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
で
も
思
っ
た
値
段
で
さ
ば
き
き
れ
な
い
米
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
十
二
月
八
日
、
大
庄
屋
は
村
々
酒
屋
に
あ
て
買
米

千
俵
（
一
石
に
つ
き
銀
五
九
匁
一
一
分
の
値
段
）
が
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
酒
屋
市
？
で
購
入
の
割
合
を
決
め
、
代
銀
は
十
四
日
ま
で
に
納

め
る
よ
う
に
と
の
通
達
を
出
し
て
い
る
。
同
藩
は
灘
酒
造
業
地
帯
を
抱
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
原
料
米
と
し
て
い
い
値
段
で
蔵

茶
屋
太
兵
衛
方
に
参
集
し
て
、
対
策
を
協
議
し
て
い
る
。

米
を
賢
い
請
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
企
て
で
あ
る
。
住
吉
、
御
影
、
大
石
、
岩
屋
、
神
戸
、
走
水
の
酒
屋
た
ち
は
九
日
、
住
吉
村

開
明
石
落
政
と
中

村
御
用
党
帳

尼
崎
松
平
氏
の
農
村
支
配
の
様
子
は
神
戸
村
日
記
に
よ
っ
て
詳
し
く
知
ら
れ
る
が
、
明
石
郡
中
村
の
「
御

用
万
覚
帳
」
か
ら
は
明
石
藩
松
平
氏
の
治
政
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
覚
帳
は
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）

策
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
て
こ
を
あ
げ
れ
ば
、
農
村
の
年
季
奉
公
人

か
ら
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
ま
で
断
続
的
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
通
観
し
て
、
開
藩
で
も
領
内
に
対
し
統

や
諸
職
人
の
給
米
を
公
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

中
村
の
属
す
る
大
庄
麗
組
で
は
宝
永
七
年
十
二
月
、
奉
公
人
の
給
米
は
表
刊
の
よ
う
に

定
め
ら
れ
て
い
る
。

依
を
凹
斗
と
仮
定
す
る
と
「
上
L

の
男
子
奉
公
人
は

石
一
一
斗
と

な
り
、
女
子
の
七
斗
は
男
子
の
五
八
%
に
当
た
る
。
著
し
い
男
女
不
平
等
賃
金
で
あ
る
。

ま
た
大
工
・
木
挽
と
い
っ
た
職
人
に
つ
い
て
い
え
ば
、

次
に
わ
た
り
公
定
が
あ
っ
た

（表山ね）。

こ
の
閥
、
貨
幣
改
鋳
が
怖
度
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
貨
幣
価
値
の
変
動
に
と

・

ml屯よ
か
臥

，c
ι
J
j
ふ
れ
M
M

表 54 明石務公定のヨ~公人
給米（宝永7年（1710))

区分 男 女

｛主 ;fj 

J二 3 0. 7 

1ヰコ 2.5 0.6 

下 2.0 0. 5 

下々 下に準拠 下に準拠
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幕政と言語放の展開第一節

〈単位：銭匁）明石藩公定の職人賃金表 55

船大工屋石役屋

2.0 

1. 6 

2. 15 

橋康左官木挽袷皮家大工

2. 7 2. 75 

も
な
う
改
定
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
領
内
が
、
統
一
し
た
労
働
市
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
西
摂
の
「
非
領
国
」
地
帯
で
は
村
ご
と
に
奉
公
人
賃
金
の
異
同
が
あ
り
、
そ
れ
を

村
々
が
調
整
し
、
協
定
化
し
て
い
る
。
そ
の
現
れ
は
寛
政
期
以
降
で
あ
る
の
で
そ
れ
と
比
べ
れ

ば
、
落
領
国
で
は
い
ち
は
や
く
藩
権
力
の

ち
ゆ
う
げ
ん

若
党
や
中
間
と
い
っ
た
武
家
奉
公
人
が
、
村
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
も
藩
政
な
ら
で
は
で
あ

で
賃
金
が
公
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

る
。
若
党
で
い
え
ば
江
戸
奉
公
人
は

一
向
一
一
分
J
一
一
一
雨
、
明
石
泰
公
人
は
一
両
ニ
歩
J
ニ
雨
と

い
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
給
金
は
江
戸
の
方
が
明
石
の
五

O
%増
し
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
域
下
が
近
く
に
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
用
に
供
す
る
物
品
の
現
物
徴
収
も
、
簿
政
の
特
徴

で
あ
る
。
稲
・
小
麦
の

糠
、
縮
、
雄
、
柄
竹
と
い
っ
た
品
々
が
頻
繁
に
求
め
ら
れ
、
落
の

（主主〉 いずれも自分間いの 1日当たり賃金。

資料：「族問家文ii~J

作
事
や
厩
、
家
中
の
一
併
用
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
元
文
間
年
（
一
七
一
一
一
九
）
に
は
、
家
中

侍
へ
の
誌
や
入
車
の
渡
し
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
大
意
を
記
せ
ば
、
川
W

屋
根
葺
周
の
麦
誕
は
銀
一
匁
に

二
貫
目
と
す
る
、

ω米
擦
は
一
回
賞
五

O
O自
と
す
る
と
い

う
内
容
だ
が
、
お
も
し
ろ
い
の
は
家
中
か
ら
葉
を
願
う
者
が
多
く
、
そ
の
た
め
に
麦
議
が
不
足

し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
後
出
願
さ
れ
る
議
高
の
総
計
六
万
賞
ま
で
は
銀
一
匁
当
た
り
諮
一

質
問
と
し
、
そ
れ
以
上
は
町
の
相
場
に
て
納
め
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
家
中

-c・、

の
代
金
を
滞
る
も
の
が
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
は
葎
勘
定
所
か
ら
支
給
さ
れ

る
物
成
切
米
で
差
し
引
く
と
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
家
中
の
既
に
要
す
る
草
や
誌
に
つ
い

叶｝近歴史編首267 



て
も
こ
の
時
公
定
さ
れ
て
い
る
が
、
明
石
城
下
の
家
中
侍
た
ち
が
、
展
根
葺
替
用
の
麦
藁
に
事
欠
い
て
い
た
と
は
、
こ
の
時
代

の
「
旅
宿
L

住
ま
い
の
武
士
の
本
質
を
あ
ぶ
り
出
し
て
い
て
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。

4 

旗
本
支
配
の
構
造

旗
本
宮
崎
氏

お

め

み

え

知
行
高
一
万
石
以
上
を
「
大
名
L

と
い
う
の
に
対
し
、
万
石
未
満
の
う
ち
御
目
見
以
上
の
者
は
勺
旗
本
」
と

呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る
が
、
彼
ら
旗
本
も
大
名
問
様
領
知
は
各
所
に
持
ち
な
が
ら
、
領
知
に
は
原
則
と
し
て

域
を
も
た
ず
江
戸
在
府
を
常
態
と
し
た
た
め
、
そ
の
領
知
支
配
に
も
独
自
な
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
の
構
造
を
、
旗
本
宮
崎
氏
を

例
に
と
っ
て
眺
め
て
み
よ
う
。

旗
本
宮
崎
氏
は
、
積
一
俊
を
初
代
と
し
図
日
の
よ
う
な
系
譜
を
た
ど
っ
て
い
る
。
知
行
高
は
一
一
代
泰
隣
の
時
二

O
O石
、
そ
の

後
扶
持
米
が
加
え
ら
れ
、

凶
代
政
泰
の
時
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
伏
見
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
て
加
増
を
受
け
、
さ
ら
に
こ
れ

ま
で
の
扶
持
米
が
知
行
地
に
換
え
ら
れ
、
摂
津
国
八
部
・
島
下
、
下
野
間
芳
賀
の
一
一
一
部
で
一
五

O
O石
を
領
す
る
こ
と
と
な
っ

」
の
う
ち
上
方
は
八
部
郡
藍
那
村
と
島
下
郡
目
指
一
村
か

宮
崎
氏
系
凶

た
。
そ
の
後
重
清
の
代
に
ニ
五

O
O石
と
な
る
が
、
成
久
の
継
ぐ
と
き
五

O
O石
を
弟
に
分
か
ち
、
以
後
二

0
0
0石
で
あ
る
。

ら
な
っ
て
い
た
。

重
俊

泰

円？
）~ ！泰ll I ~； 
雲 i政
イ文 i 議

I I ~ 9.' ！議

·~しj
'1t 

Jilf 

江
戸
に
屋
敷
を
構
え
、
将
軍
へ
の
奉
公
・
役
儀
を
勤

め
な
が
ら
、
速
く
上
方
に
飯
知
を
持
ち
そ
れ
を
支
配
す

凶 18

旗本宮崎氏系図
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る
。
こ
の
よ
う
な
小
身
の
旗
本
の
遠
縞
地
行
政
を
支
え
た
の
は
、

ほ
か
で
も
な
く
現
地
の
事
務
官
た
る
村
役
人
で
あ
る
。
彼
ら

が
江
戸
屋
敷
の
役
人
と
の
開
で
取
り
交
わ
し

の
数
々
は
、
旗
本
支
配
が
「
書
面
行
政
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

い
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
と
安
、
氷
二
年
（
一
七
七
一
一
一
）
の
一
一
カ
年
、
能
那
村
か
ら
江
戸
、
江
戸
か
ら
絞
mm
・
日
限
岡
村
に
あ
て
て

や
り
と
り
さ
れ
た
書
状
（
写
）
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
書
冊
行
政
の
実
態
が
よ
く
わ
か
る
。

新
年
は
や
は
り
賀
詞
の
交
換
で
始
ま
り
、
正
月
五
日
前
後
に
藍
那
か
ら
は
江
戸
へ
、
江
戸
か
ら
は
上
方
附
村
へ
あ
て
て
賀
状

が
送
ら
れ
て
い
る
。
明
和
八
年
の
江
戸
か
ら
の
賀
詞
は
「
新
春
の
鹿
賀
郁
郎
国
風
際
限
有
る
べ
か
ら
ず
侯
」
の
文
句
で
始
ま
り
、

新
年
の
寿
い
だ
雰
間
気
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
年
賀
と
並
ん
で
、
六
月
に
は
暑
中
、
十
二
月
に
は
’
持
、
中
の
見
舞
い
が
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
て
い
る
。
正
月
四
日
の
江
戸
か
ら
の
賀
状
が
十

月
三
日
の
寒
中
見
舞
い
が
十
七
日
に
そ
れ
ぞ
れ
陸
郎

日

村
に
聞
い
て
お
り
、
江
戸

i
上
方
開
の
通
信
日
数
は
必
ず
し
も
…
定
し
な
い
、
が
、
平
均
し
て
七
日
ほ
ど
要
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
飛
脚
が
開
け
た
の
で
あ
る
。

年
詞
や
見
舞
状
で
あ
る
だ
け
に
文
師
は
形
式
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
明
和
八
年
の
賀
状
に
添
え
ら
れ
た
副
啓
（
追
仲
）
は
、
新

幕政と首持政の展開

年
の
属
蘇
気
分
に
酔
つ
て
は
い
ら
れ
な
い
批
情
の

端
が
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
さ
て

上
方
も
間
半
損
故
、
何
角
と
御
繁
用
に
お
勤
め
な
さ
れ
候
と
存
じ
奉
り
候
、
関
東
筋
も
扱
々
や
か
ま
し
き
御
率
に
御
陵
候
、

大
小
名
様
共
に
百
般
の
願
共
こ
れ
有
り
、

お
し
な
ベ
御
門
前
に

に
て
百
姓
訴
訟
こ
れ
有
り
、
御
燦
々
御
側
様
方
御
門

前
に
搬
い
人
こ
れ
有
り
、
未
曾
有
の
御
心
引

第一節

江
戸
で
は
老
中
・
側
用
人
と
い
っ
た
要
職
に
あ
る
大
名
の
屋
敷
に
ま
で
、
領
地
か
ら
百
姓
が
門
訴
に
押
し
か
け
て
い
る
の
で

あ
る
。
幸
い
官
崎
氏
で
は
親
類
筋
に
も
門
訴
が
な
く
、

－
i

外
出
に
も
よ
い
」
と
中
や
は
に
高
ぶ
一
方
、
大
坂
で
は
賦
課
さ
れ
た
御

ル
μ

一
1
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写真 68
天明 2年産那村

「江戸状之ひか

ゑJ （表紙）

用
金
の
た
め
商
売
人
も
商
い
か
ら
予
を
引
き
、
ま
た
一
段
姓
は

…
小
作
で
「
世
上
一
同
の
詰
り
L

だ
と
嘆
い
て
お
り
、
ひ
た
す

ら
豊
作
を
祈
っ
て
い
る
。

出、

の
役
人
は
そ
れ
を
受
け
取
る
だ
け
で
あ
る
。

「
宗
門
改
め
」
と
い
っ
て
も
江
戸
か
ら
役
人
が
や
っ
て
来
る
わ
け
で
も
な
く
、
す
べ
て
上
方
の
佳
屋
が
執
り
行
い
、
帳
面
を
提

月
に
は
、
宗
門
改
め
と
鉄
砲
改
め
が
行
わ
れ
て
い
る
。

五
月
に
入
る
と
、
村
方
か
ら
稲
の
櫛
付
状
況
が
報
告
さ
れ
る
。
そ
の
作
柄
が
旗
本
財
政
を
左
右
す
る
だ
け
に
、
上
方
か
ら
の

報
告
に
江
戸
で
は

O
今
も
雨
が
降
ら
ず
、
一
憂
し
な
が
ら
書
き
送
っ
て
い
る
。

位
口
し
て
ほ
し
い
。

田
地
は
干
か
ら
び
て
「
尚
破
」
し
、
難
儀
の
様
子
、
そ
の
後
も
雨
が
降
っ
て
い
な
い
の
か
ど
う
か
報

出
精
し
た
た
め
、
ど
う
に
か
立
毛
の
成
育
も
よ
い
。

。
藍
那
村
は
た
と
え
い
ま
雨
が
降
っ
て
も
、
過
半
の
損
毛
で
は
と
ど
ま
ら
な
い
よ
う
だ
が
、
日
節
…
村
は
男
女
力
を
合
わ
せ
て

し
か
し
こ
の
後
も
天
水
（
雨
水
）
が
な
け
れ
ば
、
も
は
や
人
力
で
は
及

び
難
か
ろ
う
。

。
こ
ち
ら
の
上
野
・
下
野
両
国
も
悶
様
で
先
月
よ
り
雨
が
降
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
と
雨
乞
祈
顕
の
最
中
で
あ
る
。

し
か
し
た
と

と
い
っ
た
調
子
で
あ
る
（
六
月
十
八
日
付
）
0

え
い
ま
降
っ
て
も
十
分
な
養
水
で
な
け
れ
ば
、
植
え
付
け
て
も
稲
は
み
ん
な
枯
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

明
和
八
年
は
前
年
に
引
き
続
き
、
全
国
的
に
早
魁
で
、
六
月
半
ば
に
早
く
も
「
大
変
之
股
中
し
と
江
戸
書
状
は
こ
ぼ
す
。
こ
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れ
で
は
減
収
は
闘
に
見
え
て
い
る
が
、
こ
の
減
収
分
を
ど
の
よ
う
に
工
濁
し
て
換
金
す
る
か
。

で
は
種
々
方
途
を
探
る
が
、

し
か
し
上
方
か
ら
遠
く
離
れ
た
江
戸
で
な
ん
と
い
お
う
と
も
、

沼
地
の
実
り
、
が
な
い
以
上
仕
方
が
な
い
。
こ
の
時
点
で
は
江
戸

も
、
ま
だ
い
く
ら
か
平
絡
で
あ
る
。

一
一
カ
月
後
の
八
月
中
旬
に
は

J
組
付
は
雨
が
少
な
く
遅
く
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
雨
も
降
り
、
稲
も
段
々
と
成
長
し
、

地
十
毛
柄
（
半
分
の
収
穫
）
は
あ
り
そ
う
だ
」
と
い
う
状
態
に
ま
で
持
ち
直
し
、
秋
ま
で
好
天
が
つ
づ
け
ば
、
残
毛
は
豊
熟
と
の
観

察
が
村
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
（
八
月
十
二
日
付
）
。

」
れ
に
江
戸
が
、

期
待
を
寄
せ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
収
穫
期
が
迫
れ

ば
、
こ
の
期
待
度
は
一
層
募
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
上
方
か
ら
、

の
期
待
を
打
ち
砕
く
か
の
よ
う
に
「
こ
れ
ま
で
一
一
一
分
ば

か
り
は
年
貢
米
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ほ
ど
調
べ
て
み
れ
ば
思
い
の
ほ
か
収
穫
が
少
な
く
、

分
あ
れ
ば
い

い
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
も
品
質
が
惑
く
、
百
姓

同
途
方
に
く
れ
て
い
る
L

と
の
通
報
が
届
く
。

五
O
%
の
収
穫
と
期
待
し
た
も

のが一一一

O
、一一

O
%と
月
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
減
っ
て
い
く
。
上
方
農
村
の
実
地
を
ま
っ
た
く
見
な
い
江
戸
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
返
却
械
の
度
に
「
尤
も
で
あ
る
」
と
肯
定
し
、
上
方
は
ど
こ
も
同
様
の
状
況
で
、
そ
れ
も
「
南
訟
の
養
い
L

が
な
か
っ
た
か

幕政と務政の燥開

ら
だ
と
自
分
を
納
得
さ
せ
て
き
た
が
、
も
は
や
こ
の
段
階
で
は
、
江
戸
の
害
状
か
ら
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。

次
は
収
穫
を
控
え
た
十
月
十
六
日
付
の
江
戸
書
状
の

節
で
あ
る
。

両
村
と
も
に
心
を
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
出
精
し
て
く
れ
て
い
る
の
は
、
殿
様
も
よ
く
御
承
知
だ
。
け
れ
ど
も
昨
年
・
今
年

と
凶
作
が
続
き
、
大
坂
表
の
金
主
方
も
、
返
済
さ
れ
る
米
の
丹
当
て
が
つ
か
な
い
た
め
か
身
構
え
、
容
易
に
金
の
調
達
が

州知第

で
き
な
い
。
何
は
お
い
て
も
そ
れ
に
関
り
、
殿
様
に
も
当
惑
さ
れ
て
い
る
。

御
運
は
百
姓
中

「
行
来
の
所
は
、
殿
様
の

の
冥
加
に
こ
れ
有
り
候
所
に
候
え
ば
、
髄
分
防
災
意
に
出
情
よ
り
は
こ
れ
な
し
い
。
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地
頭
役
人
の

い
な
い
村

そ
れ
と
い
う
の
も
上
方
に
あ
る
の
は
領
知
ば
か
り
で
、
成
本
宮
崎
氏
と
し
て
は
だ
れ
一
人
、
山
本
店
を
上
方
に

常
駐
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

明
和
八
年
五
月
二
十
五
日
、
大
坂
同
町
奉
行
所
よ
り
突
然
、
鹿
川
仰
村
に
呼
び
出
し
が
あ
り
、
同
村
か
ら
年
寄
二
名
が
出
向
い

た
。
用
件
は
兵
路
駅
所
へ
の
助
郷
人
馬
の
件
で
あ
っ
た
、
が
、
上
方
に
役
人
が
い
る
村
々
は
そ
の
役
人
か
ら
糾
明
が
あ
る
が
、
同

村
は
上
方
に
役
人
が
い
な
い
の
で
直
接
、
召
喚
さ
れ
た
と
い
う
次
第
で
あ
る
。
こ
と
は
入
部
郡
一
向
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
所

々
に
聞
き
合
わ
せ
て
答
え
る
よ
う
に
と
の
指
示
を
う
け
て
年
寄
ら
は
同
町
村
し
た
。

と
こ
ろ
が
周
辺
の
村
々
に
聞
き
合
わ
せ
よ
う

に
も
、

い
、
ず
れ
も
地
頭
（
領
主
）
役
人
の
い
る
村
ば
か
り
で
、
同
村
と
は
事
情
が
違
う
。

入
部
郡
内
に
も
六
、
七
カ
村
ほ
ど
地
頭

役
人
の
い
な
い
村
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
灘
同
地
方
に
あ
り
、
山
閃
郷
に
あ
る
当
村
と
立
地
事
情
も
異
な
り
、
参
考
に
は
な
ら

：
、
。

よ

r
h
L

し
た
が
っ
て
当
村
だ
け
で
対
処
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
悶
っ
た
次
第
だ
と
村
役
人
た
ち
は
こ
、
ほ
し
て
い
る
。
地
頭
役
人
の

い
な
い
体
制
が
、
こ
の
場
合
に
は
大
き
な
陣
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
幸
い
こ
の
時
は
、
係
り
た
ナ
力
撤
回
の
計
ら
い

に
よ
っ
て
都
合
よ
く
対
処
で
き
た
よ
う
で
、

」
叶
J

川
又
t

へ＋i
h

、

l
i
’
』

江
戸
か
ら
も
直
接
瀬
聞
に
対
し
て
挨
拶
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る

（
七
月
七
日
付
）
。

ま
た
前
年
十
一
月
四
日
に
は
山
出
郷
内
に
お
い
て
争
わ
れ
て
い
た
役
机
・
木
挽
出
入
に
つ
い
て
の
裁
許
が
、
大
坂
町
奉
行
所

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
も
済
口
証
文
が
、
上
方
に
役
人
の
い
る
村
は
役
人
に
、

い
な
い
村
は
用
迷
に
交
付
さ
れ
、
臨
那
村
で
は
用

述
（
ま
た
は
用
聞
と
も
い
う
）
小
橋
屋
を
通
じ
て
、
江
戸
に
提
出
し
て
い
る
。
用
達
小
橋
麗
は
、
先
述
の
兵
庫
駅
所
一
一
件
で
も
、
村

々
に
町
奉
行
か
ら
の
召
喚
を
取
り
継
ぐ
な
ど
、
地
頭
役
人
の
い
な
い
支
配
体
制
の
下
で
は
、

そ
れ
に
代
わ
っ
て
大
坂
町
奉
行
所

と
村
々
を
つ
な
ぐ
役
州
市
を
果
た
し
て
い
る
。

272 近世主i：会の民~日第三章



し
か
し
、
江
戸
の
旗
本
と
の
関
係
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
業
務
は

村
役
人
が
、
基
本
的
に
担
っ
て
い
る
。
死
去
や
任
期
切
れ
に
よ
る
村

役
人
の
吏
迭
も
、
次
期
村
役
人
を
立
て
て
江
戸
に
伺
い
、
宗
門
改
め
、

作
栴
の
把
握
、
賞
租
の
収
納
と
処
分
、
さ
ら
に
水
論
な
ど
の
よ
う
な

訴
訟
裁
判
事
務
も
地
元
の
村
役
人
が
取
り
扱
い
、

は
結
果
を
報

に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

数
年
に
一
度
、

か
ら
投
入
、
が
出
向
く
こ
と
が
あ
り
、
明
和
七

年
に
は
江
戸
役
人
の
一
人
杉
原
尊
助
が
監
郷
村
に
出
掛
け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
翌
八
年
暮
に
も
、
同
年
分
の
賄
方
の
金
策
に
つ

卒保 5 年~1if:1m村「宗

門御改11長」（表紙）

写真 69

い
て

人
、
上
方
に
の
ぼ
る
必
要
が
生
じ
た
。
こ
の
頃
ち
ょ
う
ど
上
方
向
村
で
実
施
し
て
い
た
年
貢
定
免
制
の
切
り
替
え
時
に

も
当
た
り
、
そ
の
処
置
も
兼
ね
て
人
選
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
再
び
杉
原
専
助
に
上
波
の
任
、
が
下
り
た
の
だ
が
、
杉
原
は
白

分
は
養
子
係
り
を
勤
め
て
い
る
身
で
も
あ
り
、

身
ニ
役
は
及
び
が
た
い
な
ど
を
理
由
に
結
局
出
か
け
ず
、
村
側
で
よ
く
相
談

し
て
、
半
年
分
だ
け
で
も
一
品
よ
く
相
調
え
L

、
う
ま
く
金
策
し
て
ほ
し
い
と
頼
む
始
末
で
あ
る
。
自
ら
上
方
に
出
張
し
て
痕

幕政と奇持政の展開

接
何
か
を
指
揮
し
よ
う
と
い
う
積
根
性
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

役
人
に
対
し
て
は
「
幾
重
に
も
願
む
L

を
繰
り
返
す
ば
か
り
で
あ
る
。

上
方
か
ら
の
報
告
に
対
し
て
は
「
承
知
し
た
ヘ

ま
た
上
方
の
村

殿
様
の
御
窓

さ
て
稲
の
収
穫
が
あ
り
、
そ
の
上
納
が
済
む
と
、
今
度
は
年
賀
米
と
し
て
納
め
ら
れ
た
米
の
処
分
を
ど
う
す

る
か
が
問
題
と
な
る
。
前
年
明
和
七
年
の
場
合
に
は
凶
作
で
、
十
二
月
初
旬
に
よ
う
や
く
こ
百
石
が
収
納
さ

第一節

れ
、
そ
れ
は
五
度
に
分
け
て
売
却
・
換
金
さ
れ

残
余
は
品
質
の
落
ち
る
籾
悪
米
の
た
め
農
民
が
地
元
で
換
金
し
、
そ
の
分

ill: 近俊民ミ紛lll273 



の
年
設
（
は
銀
納
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
す
べ
て
、
庄
屋
の
裁
泣
で
あ
る
。
江
戸
で
は
、
上
方
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

売
却
米
の

J
只
諮
証
文
」
（
売
り
払
い
証
明
と
い
え
る
も
の
）
と
毎
月
為
待
で
送
金
さ
れ
て
く
る
金
額
を
受
け
取
る
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
れ
で
い
て
も
、
旗
本
は
借
財
で
倒
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
幕
滞
体
制
は
江
戸
の
旗
本
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
好
都
合
な
制
度

で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
当
の
本
人
た
ち
は
必
死
だ
っ
た
よ
う
で
、
時
に
危
機
感
あ
ふ
れ
た
文
言
が
、
江
戸

か
ら
の
御
用
状
に
み
え
る
。

そ
の
反
映
と
し
て
じ
年
十
二
月
十
四
日
の
書
状
に
は
珍
ら
し
く
、
殿
様
の
「
御
意
の
趣
」
が
し
た

た
め
ら
れ
て
い
る
。

監
那
村
は
昨
年
今
年
と
大
間
半
舷
、
と
く
に
今
年
は
年
貢
米
の
取
立
も
村
役
人
の
了
簡
に
及
び
難
く
、
京
都
の
草
間
源
右
衛

門
を
頼
り
願
書
を
提
出
し
た
。
幕
開
氏
か
ら
の
書
状
と
と
も
に
願
書
も
熟
覧
の
上
、
百
姓
中
難
儀
の
出
を
殿
様
に
つ
ぶ
さ

に
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
敵
様
に
も
甚
だ
不
便
に
思
し
布
し
、

J
疋
免
中
で
は
あ
る
が
当
年
は
格
別
の
こ
と
、
ま
た
年
来

実
意
を
か
け
て
出
縞
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
当
年
は
両
村
熟
談
の
上
、
上
納
で
き
る
分
だ
け
納
め
、
村
民
が
続
い
て
い

く
よ
う
に
」
と
の
思
し
召
し
で
あ
っ
た
。

と
は
い
っ
て
も
こ
れ
は
建
前
で
、
江
戸
と
し
て
も
の
ど
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
金
が
欲
し
い
の
で
あ
る
。

近
年
は
世
上

同
に
悶
窮
の
時
節
で
、
金
銀
繰
廼
し
も
謂
い
か
ね
、
明
春
の
賄
い
方
（
財
政
）
に
差
し
障
る
。

し
か
し
百
姓

中
や
お
前
た
ち
だ
け
で
は
頑
張
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
江
戸
の
役
人
の
中
か
ら
一
人
、
早
春
に
で
も

上
方
に
の
ぼ
る
よ
う
に
せ
よ
と
の
殿
様
の
御
意
だ
。

し
か
し
自
分
は
何
か
と
よ
ん
ど
こ
ろ
な
い
御
用
が
あ
り
、
そ
の
上
、

養
子
様
の
結
納
・
相
続
の
一
件
も
あ
り
、
ま
た
行
く
と
し
て
よ
ほ
ど
経
費
も
か
か
る
の
で
、
何
と
か
両
村
衆
中
が
申
し
合

わ
せ
て
出
精
し
て
ほ
し
い
。
殿
様
に
も
首
尾
よ
く
御
奉
公
を
勤
め
遊
ば
さ
れ
る
よ
う
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
取
り
計
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ら
っ
て
ほ
し
い
。

こ
の
よ
う
に
何
度
も
く
り
返
さ
れ
る
江
戸
の
懇
誌
に
応
え
る
よ
う
に
、
村
方

で
は
金
策
に
走
り
、
同
年
も
阿
村
か
ら
暮
れ
の
送
金
が
あ
り
、

っ
段
々
骨
折
り

（中略）、

先
づ
当
暮
の
所
は
大
御
安
心
に
て
御
満
足
一
と
江
戸
で
は
喜
び
、
す

ぐ
さ
ま
関
心
は
次
月
の
送
金
に
移
っ
て
い
る
。

翌
八
年
一
月
十

年
中
の
分
が
無
理
で
あ
れ
ば
、
何
と
か
半
年

日
に
は
、

の
七
月
分
ま
で
で
も
金
を
調
え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
力
説
、
江
戸
役

人
の
下
向
に
つ
い
て
は
、
再
度
、
自
分
は
行
け
な
い
の
で
何
と
か
う
ま
く
運
ん

で
ほ
し
い
と
頗
み
込
ん
で
い
る
。
蹴
様
で
あ
る
旗
本
自
’
身
が
、
内
々
の
こ
と
は

上
下

和
し
て
い
か
よ
う
に
で
も
で
き
る
が
、
金
銀
だ
け
は
他
人
（
大
坂
の
金
主
）

を
加
え
な
け
れ
ば
相
談
も
調
い
難
い
と
い
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

の
役
人
た
ち
は
そ
の
労
す
ら
放
楽
し
、
書
面
一
本
を
頼
り
に
、
現
地
の
村
役
人
た
ち
に
全
面
的
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
書
一
郎

幕政と務政の炭［91日

行
政
の
筏
み
だ
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
上
方
か
ら
江
戸
へ
の
送
金
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
上
方
か
ら
は
毎
月
、
定
額
の
送
金

の
御
用
状
に
は
次
の
よ
う
に
受
け
取
っ
た
旨
が
記
さ
れ
る
。

江
戸
へ
の
送

金
シ
ス
テ
ム

当
地
は
り
ま
最
新
左
衛
門
よ
り
こ
れ
を
持
参
、
受
け
取
り
申
し
候
（
安
永

ム町内

Hμ
＆ロシ第

十
九
月
先
純
金
拾
両
為
替
取
り
組
み
差
し
下
し
、

二
年
五
月
三
日
付
）

1止近

旗本＇§＇ 11崎氏為替金諮取党

歴史編！Ill

写真 70
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こ
の
よ
う
に
月
額
一

O
両
で
あ
る
月
が
多
い
が
、

は
五

O
両
で
、
明
和
八
年
に
は

O
河
増
し
の
六

O
両
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
追
加
分
は
五
、
七
月
の
送
金
時
に
差
し
引
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
金
銀
は
、
年
貢
先
納
金
と
し
て
上
方

か
ら
為
替
で
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
九
月
十
四
日
書
状
に
は
「
賄
金
」
と
あ
り
、
月
々
に
送
ら
れ
る
上
方
向
村
の
年

貫
先
納
金
が
、
旗
本
宮
崎
氏
の
江
戸
で
の
賄
金
（
家
計
資
）
に
充
当
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
上
方
で
為
替
を
組
む
の
は
藍
那
・

自
国
間
村
の
庄
屋
だ
が
、
そ
の
つ
ど
年
貢
米
を
処
分
、
換
金
し
て
組
む
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
年
賀
米
の
処
分
は
稲
の
収

穫
・
納
入
後
の
十
二
月
か
ら
一
一
一
月
に
間
以
ら
れ
、
そ
の
時
以
外
に
領
主
は
本
来
換
金
手
段
を
持
た
な
い
。

そ
れ
で
は
こ
の
期
間
し

か
現
金
収
入
が
な
い
か
ら
、
こ
の
限
ら
れ
た
時
期
に
行
わ
れ
る
年
貢
米
の
処
分
を
抵
当
に
、
金
を
借
り
、
江
戸
に
送
金
す
る
の

で
あ
る
。
本
来
そ
れ
は
年
貢
米
の
受
け
手
で
、
同
時
に
販
売
に
よ
っ
て
換
金
収
入
を
得
る
旗
本
の
業
務
で
あ
る
が
、
旗
本
は
そ
れ
を
す

ベ
て
年
貢
米
の
納
め
手
で
あ
る
村
役
人
に
任
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
大
事
な
の
は
、
年
貢
米
を
抵
当
に
金
を
貸
し

て
く
れ
る
人
物
で
あ
る
。
江
戸
書
状
に
出
る
「
大
坂
表
金
主
方
共
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
年
の
年
貢
米
の
売
却
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
金
銀
を
抵
当
に
、
彼
ら
か
ら
村
々
が
金
を
調
達
し
、
そ
れ
を
一
月
よ
り
十
二
月
ま
で
月
割
り
で
送
金
す
る
。
も
ち
ろ
ん

金
利
が
付
い
た
。
年
賀
収
舶
に
先
ん
じ
て
送
金
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

「
年
貢
先
納
金
一
と
い
わ
れ
る
訳
で
あ
る
。
そ
の
年
の

月
に
江
戸
か
ら
「
当
年
御
月
割
番
付
」
、

つ
ま
り
江
戸
へ
の
仕
送
り
指
令
書
が
送
ら
れ
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
一
年
分
の
送
金

が
済
め
ば
、
現
年
一
月
に
前
年
分
の
「
年
貢
先
納
勘
定
日
銀
」
つ
ま
り
支
払
い
明
細
が
、
上
方
か
ら
江
戸
に
送
ら
れ
て
こ
の
送

金
シ
ス
テ
ム
は
完
了
す
る
。

と
こ
ろ
が
不
況
時
に
は
大
坂
の

た
ち
は
、
金
融
合
渋
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
は
村
々
は
送
金
の
工
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国
に
手
間
取
り
、
毎
月
上
旬
が
納
期
な
の
に
下
旬
に
延
び
た
り
、
月
一

O
尚
を
五
河
ず
つ
ニ
m
m
に
分
け
て
納
入
す
る
こ
と
も
あ

ル
H

一

「
金
銀
総
廻
し
」
（
村
方

近

っ
た
。
明
和
七

1
八
年
に
は
大
凶
作
に
加
え
、
大
坂
町
人
に
幕
府
か
ら
御
用
金
が
諜
せ
ら
れ
た
た
め
、

江
戸
の
殿
様
と
上
方
の
農
民
が

下
一
和
」
し
て
も
、

日夜史綴Ill

に
よ
る
為
替
金
の
調
達
）
に
は
相
当
の
回
難
を
伴
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

金
銀
の
こ
と
だ
け
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、

ト
の
大
き
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

幕政と漆政の展開第一節

旗本宮崎氏の支出家（延主主元年（1744))表 56

と
い
う
江
戸
害
状
の

の
ま
ま
に
な
ら
ぬ
大
坂
金
主
た
ち
の
ウ
エ

i

こ
ま
、

t
k
y
 

旗
本
の
家
計

年
額
で
ど
れ
だ
け
の
送
金
が
上
方
か
ら
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
旗
本
宮
崎
氏
の
路
方
（
家
計
）
を
ど
の
程
度
支
え

七
四
四
）

考ま

た
の
か
、
御
用
状
だ
け
で
は
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
。

に
作
成
さ
れ
た
同
家
の
年
間
収
支
明
細
が
わ
か
る
の
で
、
そ
れ
を
整
理
し
て

% 
53.3 

26.3 

7. 2 

6. 6 

4.2 

2. 4 

比

間分
296.3 

額

146.3 

40 

37 

23剛2

13. 1 

金日

fJ,U家中人件費等

内f金 137問 2分
訳L米 159石31

台所入用

幕府J二納金
一i二方利子ほか

E f i手j成金（使途不明）
lJ二万諸経費

翌E

A 

B

C

D

 

100.0 557. 1 計
メ当、,,, 

ぃ
、
時
期
を
さ
か
の
ぼ
る
が
、
延
享
一
冗
年
（

み
た
（
表
%
）
0

収
入
額
は
、
関
東
と
上
方
の
領
知
村
々
か
ら
上
る
年
玄
米
五
一
一

O
石
を
、

一
石
に
つ
き

雨
の
相
場
で
換
金
し
て
得
ら
れ
る
五
二

O
両
で
あ
る
。
支
配

村
尚
一
一

0
0
0石
で
あ
る
か
ら
、
年
貢
率
は
一
一
六

μ
を
見
込
ん
で
い
る
。
明

和
七

1
八
年
の
よ
う
な
凶
作
に
な
れ
ば
、
そ
の
収
納
米
は
当
然
目
減
り
し
、

資料： r~1,rnri村文芸lJ

ま
た
米
側
の
高
低
に
も
左
右
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
数
値
は

い
う
ま
で
も
な
く
一
つ
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
支
出
は
大
き
く
五
つ
の
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

（

A
）
は
江
戸
尿
数
に
抱
え
る
中
獄
中
（
向
は
じ
め
、
代
官
、
足
制
収
、
女
中
、
中
間
、
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門
番
な
ど
）
の
人
々
へ
の
人
件
費
で
、
米
・
金
両
方
で
支
給
さ
れ
、
金
額
に
す
る
と
二
九
六
尚
一
二
分
と
な
る
。

つ
ぎ
に
（
B
）
は
江

一
戸
台
所
用
の
諸
経
費
で
、
薪
・
炭
・
取
・
濡
・
芥
物
と
い
っ
た
技
闘
が
並
ん
で
い
る
。
（
C
）
は
幕
府
へ
の
上
納
金
。
（
D
）
は
上

ち
ゆ
う
げ
ん

方
か
ら
の
仕
送
り
金
に
対
す
る
金
利
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
（
E
）
は
上
方
で
の
諸
経
按
で
、
中
間
間
人
に
対
す
る
給
与
が
主

な
費
目
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
若
エ
ー
の
使
途
不
明
金
が
あ
る
が
、
お
よ
そ
支
出
を
合
計
す
る
と
五
五
七
両
一
分
と
な
り
、
一
二
七

尚
一
分
の
赤
字
で
あ
る
。
こ
の
帳
簿
は
上
方
の
村
役
人
の
手
で
成
っ
た
も
の
の
よ
う
で
、

こ
の
収
支
計
算
を
も
と
に
、
江
戸
賄

方
の
倹
約
が
行
わ
れ
る
は
ず
だ
と
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
江
戸
の
方
で
は
、
そ
う
農
民
の
計
算
通
り
に
い
か
な
い
事
情
が
あ

った。公
儀
と
の

関
係

農
民
の
思
惑
通
り
に
旗
本
財
政
が
改
善
さ
れ
な
い
要
悶
の

つ
は
、
公
儀
と
の
関
係
で
あ
る
。
明
和
八
年
の
江

一
戸
御
用
状
に
も
八
月
の
頃
に
つ
此
の
度
諸
国

同
虫
干
肱
に
付
、
御

公
儀
様
よ
り
、
御
倹
約
等
仰
せ
出
さ
れ
こ

れ
有
り
候
、
こ
れ
に
よ
り
此
の
’
度
、
猶
叉
厳
し
く
御
倹
約
仰
せ
付
け
ら
れ
候
、
さ
L

い
の
儀
も
心
付
く
る
様
仰
せ
出
ら
れ
候
」

と
見
え
、
江
戸
屋
敷
で
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
倹
約
し
、
害
状
な
ど
も
有
合
せ
の
紙
で
間
に
合
わ
せ
る
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
明
和
七
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
領
主
で
あ
る
旗
本
宮
崎
氏
で
は
婿
養
子
が
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

当
時
の
家
主
は
幹
忠

（
代
々
七
郎
右
衛
門
と
称
す
）
で
、
延
享
一
一
一
年
八
月
に
遺
領
を
継
ぎ
、
当
時
間
の
丸
の
御
小
姓
組
に
属
し
て
い
た
。
幹
忠
に
は
子
息

が
い
た
が
、
早
世
し
た
。

そ
の
た
め
次
の
娘
に
、
期
間
兵
部
一
常
の
一
一
一
男
岩
次
郎
が
婿
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
時

の
こ
と
を
い
う
の
だ
ろ
う
。
江
戸
役
人
の

人
で
あ
る
杉
原
専
助
は
同
八
年
の
賀
詞
で
、
同
冬
は
公
儀
へ
婿
養
子
願
い
が
行
わ

れ
た
た
め
、
甚
だ
取
り
込
み
、
多
忙
、

ま
た
物
入
り
が
多
か
っ
た
と
断
っ
て
い
る
。

す
で
に
村
々
へ
は
、
養
子
の
麗
敷
入
り

（
引
っ
越
し
）
の
日
程
は
二
月
中
旬
く
ら
い
に
な
り
そ
う
だ
が
、

そ
の
上
は
月
割
金
を
加
増
し
て
、
当
簡
は
三
月
分
の
み
一

O
阿
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噌
し
に
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
て
い
る
。
江
戸
で
は
婿
義
子
の
縁
組
み
の
た
め
、
例
年
以
上
に
金
策
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
間
年
暮
の
書
状
に
は
、

件
で
は
よ
ほ
ど
出
費
も
か
さ
む
が
、
何
と
か
両
村
の
胤
氷
山
ヤ
が
申
し
合
わ
せ
て
出

の

精
し
、

「
殿
様
に
も
首
尾
能
く
、
御
奉
公
勤
ま
る
よ
う
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
訴
え
て
い
る
。

つ
つ
が
な
く
養
子
縁
組
が
調
い
、

「家
j

一
が
続
く
こ
と
は
公
犠
へ
の
奉
公
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

八
年
一
月
両
村
は
決
ま
っ
た
縁
組
を
祝
っ
て
、
挨
拶
状
と
と
も
に
殿
様
へ
金
二

、
若
殿
様
へ
五
百
匹
、
御
娘
様
へ
ち
り

め
ん
小
袖
一
領
、
と
金
二
分
の
祝
儀
を
そ
れ
ぞ
れ
送
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
村
々
に
多
大
な
出
金
を
強
い
て
養
子
縁
組
は
行

わ
れ
、

（
一
七
八
五
）
十
二
月
養
子
岩
次
郎
は
成
胞
と
改
名
し
て
宮
崎
家
を
継
い
で
い
る
。
時
に
一
一
一
一
一
歳

一
四
年
後
の
天
明

で
あ
る
か
ら
、
義
子
入
れ
の
時
は
一
八
と
い
う
若
さ
で
あ
っ
た
。

主義政と務政の展開第一節
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第
二
節

兵
庫
津
と
商
業

1 

尼
崎
落
治
下
の
兵
庫
津

松
平
氏
の

支
配

宝
永
八
年
ご
七
一
一
）
二
月
、
青
山
氏
に
代
わ
っ
て
松
平
氏
が
尼
崎
藩
主
と
な
っ
た
。
そ
の
翌
年
（
正
徳
二
年
）

一
一
月
着
任
し
た
兵
庫
泰
行
の
一
宮
弥
五
左
衛
門
は
、
兵
庫
津
支
配
の
大
綱
を
示
し
た
「
条
々
L

を
出
し
た
。
こ

れ
は
先
の
貞
一
手

（
一
六
八
五
）
の
「
条
々
L

を
踏
襲
し
な
が
ら
、
新
た
に
規
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
六

O
条
に
明
え

て
い
る
。

ま
ず
幕
府
・
藩
の
法
令
遵
守
を
命
じ
、

つ
い
で
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
の
密
告
奨
励
、
宗
徒
を
間
出
し
た
場
合
の
五
人
組
・
組
頭
・

惣
代
・
名
主
の
連
座
処
罰
を
あ
げ
、
さ
ら
に
家
族
道
徳
に
つ
い
て
は
、
父
母
に
孝
行
、
夫
婦
兄
弟
仲
間
は
親
し
み
、
下
人
は
主

人
に
従
う
と
い
う
儒
教
的
道
徳
を
述
べ
て
い
る
。

…
方
寺
社
に
対
し
て
は
、
小
庵
・
小
柄
と
い
え
ど
も
新
規
に
建
立
す
る
こ
と

を
禁
じ
、
仏
事
葬
礼
を
簡
素
化
し
、
新
規
の
祭
礼
を
禁
じ
た
。
ま
た
人
身
売
買
・
未
届
け
の
鉄
砲
所
持
・
隙
突
賭
勝
負
・
徒
党

を
組
む
こ
と
も
禁
じ
、
防
一
醸
両
成
敗
を
う
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
尼
崎
寵
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
幕
府
の
定
め
た
法
令
に

よ
っ
て
い
る
。
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物
権
・
相
続
・
商
業
上
の
訴
訟
の
取
扱
い
は
、

の
つ
糸
川
ん
ご
を
踏
襲
し
て
い
る
。

の
条
目
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
に
旅
人
の
病
気
は
す
ぐ
担
者
を
呼
び
手
当
て
な
し
、
行
倒
れ

総
顕
が
立
ち
会
い
、

宿
駅
に
倒
し
て
も
点
字

や
酔
っ
払
い
は
介
抱
し
た
う
え
で
次
の
宿
継
ぎ
村
へ
送
ら
せ
、
も
し
死
亡
し
た
場
合
は
、
間
監
・

そ
の
者
の
状
況
・
所
持
荊
物
な
ど
を
記
し
、
奉
行
に
提
出
し
て
そ
の
指
図
を
受
け
る
よ
う
に
命
じ
た
。
特
に
幕
府
の
荷
物
、
縦

兵隊津と商業第二節

飛
脚
は
遅
れ
ず
勤
め
る
こ
と
と
し
、
住
米
の
旅
人
の
宿
治
は
毎
日

宿
帳
に
記
帳
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
宿
駅
と
し
て
不
審
者
の
入
り

込
む
こ
と
を
警
戒
し
つ
つ
、
旅
人
の
保
護
に
も
叡
意
し
、
さ
ら
に

兵隊滞納見｜頚

公
用
を
完
全
に
果
た
す
こ
と
を
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

港
と
し
て
の
規
定
も
、

の
つ
条
々
」
と
ほ
と
ん
ど
向

様
だ
が
、
難
渋
し
て
い
る
船
へ
の
海
難
救
助
を
あ
ら
た
め
て
命
じ

る
と
と
も
に
、
幕
府
船
入
津
の
擦
は
渋
滞
な
く
勤
め
る
こ
と
、
公

儀
の
船
あ
ら
た
め
が
あ
る
時
は
、
浦
辺
の
役
人
や
問
展
・
船
宿
の

写冥 71

出
向
き
、
他
悶
船
の
出
航
を
止
め
て
奉
行
の
指
図
を
受
け
る

ょ
う
指
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
実
際
に
も
、
藩
は
出
入
り
す
る
廻
船
の
監
視
を
重
視
し
、
新
し

く
兵
庫
廻
船
泰
行
・
兵
路
廻
船
改
役
を
設
け
、
和
岡
崎
の
品
役
所
に

昼
夜
詰
め
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
。

世近隆氏：縞孤28r 



津
市
？
の
生
活
風
俗
に
つ
い
て
は
、
銘
々
家
事
に
励
む
こ
と
を
命
じ
、
怠
け
る
者
に
は
、

五
人
組
内
で
意
見
を
し
、
悪
事
に
走

る
者
の
な
い
よ
う
偲
意
さ
せ
、
武
芸
の
稽
古
や
長
脇
差
を
帯
び
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
衣
類
は
妻
子
と
も
に
倹
約
さ
せ
、
身
分
不

相
応
と
な
る
こ
と
を
禁
じ
、
嫁
取
も
質
素
に
し
、
婚
儀
の
会
食
は
一
汁
一
一
一
菜
を
限
度
と
定
め
、
花
嫁
に
水
を
浴
び
せ
る
慣
習
も

禁
じ
た
。
ま
た
操
り
人
形
・
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
・
諸
勧
進
・
物
も
ら
い
な
ど
が
津
中
へ
入
る
こ
と
も
、
他
領
で
行
わ
れ
る
歌
舞

伎
・
操
り
人
形
を
見
物
に
行
く
こ
と
も
と
も
に
禁
じ
た
。

津
中
の
人
々
の
移
動
に
も
注
目
し
て
い
る
。
毎
年
人
別
や
宗
国
間
を
吟
味
し
て
幌
曲
を
作
り
、
寺
社
の
者
や
町
人
百
姓
の
逃
亡
、

破
産
な
ど
で
移
動
が
あ
れ
ば
報
告
さ
せ
、
二
、
一
ニ
年
も
音
信
不
通
の
場
合
は
人
別
帳
か
ら
は
ず
し
て
そ
の
理
由
を
届
け
出
さ
せ

た
。
奉
公
人
と
し
て
他
所
へ
出
る
こ
と
は
、
た
と
え
一
季
（
一
年
）
・
半
季
（
半
年
）
で
も
停
止
し
、
も
し
や
む
を
得
な
い
理
由
が

あ
れ
ば
奉
行
の
指
関
に
従
わ
せ
、
ま
た
所
用
や
商
売
で
他
悶
へ
出
る
時
も
奉
行
へ
届
け
出
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
人
口
移
動
を
抱

援
す
る
と
と
も
に
、
稼
働
人
口
の
減
少
を
防
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

防
災
に
関
し
て
も
、
貞
享
一
一
年
の
場
合
と
同
様
で
、
消
火
・
水
防
に
あ
た
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

兵
庫
津
商
業

の
展
開

西
国
諸
藩
は
、
換
金
や
大
坂
商
人
へ
の
借
銀
返
済
の
た
め
、
多
く
の
蔵
米
を
大
坂
に
廻
送
し
た
が
、
そ
の
総

登
高
は
、
正
徳
間
年
（
一
七

四
）
一
一
ニ
万
石
、
亭
保
初
期
八
一
一
一
J
九
O
万
五
、
明
和

（
一
七
六
六
）

間
一
万
石
、
安
、
氷
五

1
九
年
（
一
七
七
六
J
入

O
）
平
均

苓
保
初
期
は
減
少
し
た
が
、

。

五
万
石
で
、

そ
の
後
は

問
。
万
石
ム
口
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
商
人
が
諸
藩
や
家
臣
な
ど
の
売
る
払
い
米
を
現
地
な
ど
で
買
い
請
け
、
上
方
へ
積
み
登
し
た
納
屋
米
の
大

坂
入
津
盆
は
、
正
徳
四
年
二
九
万
石
、
元
文
元
年
（
一
七
一
三
ハ
）
一
一
三
万
石
、
文
政
年
間
二
八
・
八
J
ょ
う
一
・
八
万
石
で
、
領
主
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第二節兵庫津と尚‘業

表 57 大坂へ移入された主要商品の変化

IE徳 4年（1714) 元文元年（1736) 

怒 類 数 f詮 ｛剖 主張 数 J主ご臼Lー Jilli $N 

石
40, :1lil: 納屋米 282, 792 220, 8, 

石 Zヨ
吉長 種 151,225 28,048 128,859 

材 水 25, 751 6,955 

ご子 鰯 17, 760 3,492 
；；品

i金木綿 2, 061, 473 
丸

15, 749 

紙 148,464 14,464 6,884 
1't 主I

鉄 1,878, 168 11, 803 1, 011, 939 2,948 
主主 ID: 

接ト オミ 31,092,220 9, 125 38,697,509 4,828 
斤 斤

t判 5,429,220 7 171 3,049, 725 3, 511 
斤 斤

木 産自 1, 722, 781 
斤

6, 704 1, 603, 878 3,597 
斤

樫 草 3,631 562 6,495 2,683,056 1, 965 
斤 斤

砂 糖 l，守92,197 5,614 2, 730,586 
;fi 

大 豆 49,930 5,320 

358,436 石
;fi 

；嵐 5,230 462,677 
石

?Z 39,977 4,586 

滋 魚 4 156 
石

ilJJ 麻 17, 142 
主f

4, 129 
1't 

続3 実 2, 187,438 3,919 394,950 221 

1: 魚 3, 475 2,409 
Eま 貫

毛綿総 116 647 3,430 52,096 1, 983 

資料：：大正i供三良IIr日本近1辻社会の干！？場構造~. .大i波ili史J 1 
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米
と
比
較
す
る
と
、
数
量
は
少
な
く
、
廻
米
日
胞
の
変
動
は
大
き
い
。

さ
ら
に
大
波
へ
廻
送
さ
れ
る
他
の
納
屋
物
を
見
る
と
、
表
引
の
よ
う
に
正
徳
四
年
に
比
し
て
、
一
万
文
元
年
分
は
数
量
的
に
ほ

と
ん
ど
が
減
少
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
灯
油
の
原
料
で
あ
る
菜
種
は
一
五
万
一
ゐ
余
か
ら

一
一
一
入
賞
か
ら
三
九
万
四
九
五

O
貫
に
、
綿
織
物
の
原
料
綿
は
一
七
一
一
万
斤
余
か
ら
二
ハ

O
万
斤
余
に
、
銅
は
五
凶
二
万
斤
余
か

ニ
万
石
に
、
綿
実
は

A
L
A
I
J
J
q
 

一
一
，
ノ
寸
F
ノ

f
寸
L
H
Vト

ら一一一

O
四
万
斤
余
に
、
鉄
は
一
八
七
万
賞
余
か
ら
約
一

O
一
万
貨
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
諸
国
の
商
人
が
も
た
ら
す
納
屋
物
の
売
却
は
、
必
ず
し
も
大
坂
に
限
定
さ
れ
ず
、
師
格
や
運
賃
で
よ
り
有
利
な
場
所

が
あ
れ
ば
、

そ
の
途
中
で
も
売
り
さ
ば
か
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
流
れ
に
注
目
し
た
兵
庫
の
浜
本
陣
五
人
は
、
関
係
諸
藩
に
納
屋
物
販
売
を
願
い
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
滞
僚
の
前
船

を
浜
本
陣
に
来
着
さ
せ
、
そ
の
貨
物
の
売
買
を
始
め
た
。

そ
の
結
果
、
問
屋
の
一
人
北
風
荘
右
衛
門
方
へ
来
て
い
た
伊
予
・
土

佐
・
筑
前
・
石
見
・
広
島
瓦
カ
国
の
商
船
も
寄
り
つ
か
な
く
な
り
、
他
の
問
屋
も
打
撃
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
荘

布
衛
門
は
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
九
月
、
取
引
の
あ
る
藩
の
家
中
役
人
に
あ
て
て
、
従
米
兵
庫
表
で
は
海
陸
と
も
簿
御
用

や
家
臣
往
来
時
の
接
待
ま
た
は
滞
主
御
用
な
ど
数
年
勤
め
て
き
た
こ
と
を
挙
げ
、
こ
の
御
用
を
統
け
る
た
め
に
、
領
分
の
諸
商

船
が
納
屋
物
を
杭
み
登
っ
て
き
た
時
は
、
荘
お
衛
門
方
で
売
買
す
る
よ
う
命
じ
て
ほ
し
い
と
嘆
願
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
間

麗
側
も
巻
き
返
し
を
は
か
っ
た
。

方
、
浜
本
陣
は
商
船
の
荷
主
・
船
頭
の
扱
い
方
に
馴
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

い
っ
た
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
の
浜
本
陣
に

立
ち
寄
る
よ
う
に
な
っ
た
商
船
の
荷
主
や
船
頭
も
、
次
第
に
浜
本
陣
で
の
売
買
を
忌
避
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
浜
本
陣
も
つ
い

に
客
を
問
屋
に
談
っ
た
り
、
名
目
は
残
し
て
も
実
際
は
有
力
な
問
屋
に
容
と
の
取
引
な
ど
を
ま
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は

284 近世役会の展開第三な



い
え
、
問
屋
の
扱
う
納
建
物
の
変
動
は
大
き
く
、
享
保
期
の
不
況
時
に
は
、
部
屋
数
も
延
宝
年
間
の
一
一
一
一
六
軒
か
ら
七
六
軒
に

減
少
し
て
い
る
。

さ
て
一
万
文
期
に
納
愚
物
の
大
坂
市
場
へ
の
搬
入
が
停
滞
し
た
理
由
を
、
大
坂
商
人
も
、
途
中
で
販
売
さ
れ
た
か
ら
だ
と
考
え

た
。
そ
の
一
例
と
し
て
材
木
が
あ
げ
ら
れ
る
。

宝
府
四
年
ご
七
五
回
）
大
坂
材
木
商
仲
間
は
、
部
宮
町
・
神
戸
村
・
兵
庫
津
・
御
野
村
・
脇
浜
村
の
五
カ
所
の
材
木
市
が
、

大
坂
へ
着
く
べ
き
材
木
を
途
中
で
取
引
す
る
た
め
、
材
木
が
減
少
し
て
価
格
も
上
が
り
、
幕
府
の
御
用
材
調
達
に
も
影
響
す
る

と
い
う
理
由
で
、

五
カ
所
材
木
市
の
禁
止
を
大
坂
町
奉
行
所
へ
訴
え
出
た
。

町
奉
行
は
大
坂
城
代
と
も
は
か
り
、
五
カ
所
の
材

木
購
入
は
認
め
た
が
、
購
入
材
木
は
す
べ
て
大
坂
間
最
へ
売
り
渡
し
、
五
カ
所
で
必
要
な
材
木
は
改
め
て
大
波
か
ら
購
入
す
る

よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
五
カ
所
の
商
人
は
、
材
木
取
引
は
正
徳
年
中
か
ら
行
っ
て
お
り
、
大
坂
へ
送
状
の
あ
る
材
木
以

外
は
自
由
に
売
買
で
き
る
は
ず
で
あ
る
と
領
主
尼
崎
議
に
願
い
出
た
。
議
も
こ
れ
を
認
め
、
大
坂
城
代
に
証
拠
の
文
書
を
示
し

て
と
り
な
し
た
の
で
、
五
カ
所
に
細
川
つ
て
は
材
木
売
買
が
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
兵
庫
の
問
屋
、
が
売
買
で
き
る
商
品
は
限
定
さ
れ
て
い
た
。
m
m
和
六
・
七
年
に
従
来
売
り
さ
ば
い
て
き
た
溜
口
聞
を
列
記

兵馬I~ドと商業

し
た
記
録
を
見
る
と
、

米
穀
な
ら
び
に
雑
穀
類
・
材
木
類
・
山
択
一
薪
類
・
干
鰯
類
・
リ
出
粕
類
・
扱
十
円
寸
類
（
麻
苧
）
・
生
魚
類
（
魚
悶
M

ハ
）
・
塩
魚
類
（
塩
魚
千

品
開
山
）
・
椴
木
組
類
・
紙
類
・
鰍
数
の
子
類
・
タ
バ
コ
類
・
椎
皮
桃
皮
類
・
誠
実
・
昆
布
・
滋
・

鯨
油
右
前
）
・
木
綿

第二節

コ
ン
ニ
ャ
ク
玉
・
石
灰
・
青
物
類
・
竹
・
鉄
・

・
海
藻
の
娯
（
海
淡
簡
な
ら
び
に
干
物
煩
）
・
俗
文
綿
・
綿
突
・
市
皮
・
苫

シ
ュ
ロ
皮
・
蕨
翻
・
空
持
・
タ
フ
皮

-u・ 
;1~ 
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の
三
六
種
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
は
大
坂
の
商
業
の
妨
害
に
な
る
と
い
う
理
由
で
制
限
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
幕
府

と
し
て
は
、
膝
下
の

の
物
摘
を
最
も
重
視
し
て
い
た
の
で
、
江
戸
へ
の
商
品
の
大
き
な
移
出
元
で
あ
る
大
坂
市
場
を
保
護

し
、
九
州
・
中
間
・
四
国
な
ど
の
商
品
を
大
坂
市
場
に
集
め
、
そ
れ
を
江
戸
へ
送
ら
せ
る
流
通
機
構
を
維
持
し
た
か
っ
た
の
で

あ
る
。一

方
、
廻
船
業
者
た
ち
は
納
屋
物
の
寅
松
商
い
に
進
出
し
た
。
享
保
十
七
年
た
ま
た
ま
阿
山
藩
が
綿
座
・
綿
実
肢
を
廃
止
し

た
時
、
御
影
－
大
石
油
の
廻
船
業
者
が
早
速
こ
れ
に
注
目
し
て
賀
杭
商
い
を
打
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
近
辺
の
廻
船
の
活
躍

は
、
兵
庫
津
で
も
問
屋
な
ど
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
質
的
似
商
い
と
い
う
の
は
、
船
主
自
ら
が
船
に
乗
る
か
、
さ
も
な

け
れ
ば
船
主
が
船
頭
に
積
荷
購
入
資
金
を
委
託
し
、
そ
の
才
覚
の
も
と
に
寄
港
地
ご
と
の
有
利
な
積
荷
の
売
買
を
行
い
な
が
ら

巡
航
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
海
難
の
危
険
は
あ
る
が
、
遠
隔
地
問
で
の
地
域
価
格
差
に
も
と
＊
す
い
て
大
き
な
収
益
を
も
た

ら
し
た
。

兵
庫
津
内
の
酒
船
業
者
は
も
と
よ
り
問
屋
な
ど
の
な
か
か
ら
も
、
積
極
的
に
買
積
船
の
運
営
に
乗
り
出
す
者
が
出
て
き
た
。

そ
の
反
映
と
み
ら
れ
る
が
、
一
手
保
ふ
l

九
年
に
は
九
般
し
か
な
か
っ
た
廻
船
が
、
明
和
六
年
に
は
二
五
般
に
増
加
し
て
い
る
。

市
中
の
発
援
と

階
層
蓑
の
進
展

表
刊
に
示
し
た
よ
う
に
院
長
七
年
（
二
ハ
O
一
己
か
ら
事
保
十
凶
年
三
七
二
九
）
の
約
一
一
一

0
年
間
に
、
市

中
の
町
数
は
問

O
か
ら
問
問
に
増
加
し
、
寛
文
頃
に
は
一
万
一
一
一
五
一
七
人
で
あ
っ
た
人
口
も
宝
、
氷
八
年
に

主

一
万
人
を
数
え
、
以
後
や
や
停
滞
し
て
亭
保
十
四
年
は
一
万
九
七
六
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
都
市
の
傾
向
で
は
、

一
般
的
に
出
生
率
よ
り
も
死
亡
率
が
上
田
る
の
で
、
都
市
で
の
人
口
増
加
は
、
内
部
的
な
自
然
刑
と
い
う
よ
り
も
、
他
所
他
悶

か
ら
の
移
入
人
口
が
移
出
人
口
を
上
回
っ
た
社
会
塙
の
結
果
と
い
う
、
べ
き
で
、
兵
庫
で
の
人
口
増
加
も
移
入
人
口
の
増
加
に
よ
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兵郎wと商業第二節

兵庫i卒の出1・2反・人数の変遷表 58

人

女一

8, 782 

9,281 

9 660 

10, 173 

9,318 

10,03ヲ

人

10,984 

11,265 

11, 370 

11, 739 

10,270 

9, 752 

閉
力総人口

人

13, 517 

20,802 

19, 766 

20,546 

21, 030 

21 912 

19,588 

19, 791 

借家

1, 727 

2,288 

2, 737 

3,003 

3,068 

726 

本家

1, 868 

1,957 

1,970 

1,983 

2,441 

158 

3, 934 

4,245 

4, 707 

4, 986 

5,509 

6，制！
7, 253 : 

家数

i好
878 

1,608 

3,271 

3, 595 

40 

d品
e

s
仏
白
＠
組
仏
－

M

、d

州、d

戸、J

4
・
4

4

4

4

4

mr数代

際主主 7(1602) 

寛吉たころ

安永 8(1711)

¥ti7.:14 (1729) 

元文 4(1739)

'.liH'!i 9(1759) 
切j飛I6(1769) 

天l}lj7(1787) 

天保 9(1838)

iV 

10, 159 9,398 19,556 47 元治 1(1864) 

(ii) 'ii.永$年の牛数85f!1,Ml数25Pf，駄l号数H＂.，卒保の年次は 14主foと封fiiL7c治元年人口は史料記載。

資料・「兵同z例ブJ文；~；，J，叩IIJ三1TIIJ't~ 資料 2，「加藤答者；文＇iJJJ

る
と
み
ら
れ
る
。

享
保
十
四
年
の
人
口
の
内
訳
は
、
男
一
万
九
八
四
人
・
女
八
七
八

二
人
で
、
女
性
一

O
Oに
対
す
る
男
性
の
割
合
は

二
五
と
な
り
、

な
お
出
稼
ぎ
型
の
様
相
を
口
出
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
男
の
う
ち
一
五

歳
か
ら
五

O
歳
ま
で
の
稼
働
人
口
は
六
一
一
…
六

で
あ
る
。
こ
れ
は

商
家
の
丁
稚
・
手
代
や
手

の
弟
子
さ
ら
に
は
船
乗
り
な
ど
単

身
の
男
性
、
が
多
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

ま
た
家
数
は

五
九
五
軒
で
あ
る
が
、
役
帯
数
を
示
す
笥
数
は

九
一
一
一
聞
で
、
山
本
数
よ
り
あ
J

い。

つ
ま
り
長
屋
な
ど

採
の
家
屋
に

佐
川
川
市
以
上
が
住
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

計
一
州
市
は
平
均
五

人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
本
家
と
借
家
と
の
別
を
み
る
と
、
本
家
数
は
一
八
六
八
軒
、

借
家
は
一
七
二
七
軒
で
、
借
家
一
戸
数
が
家
持
ち
の
本
家
数
に
ほ
ぼ
迫

る
数
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
借
家
人
の
多
さ
か
ら
す
れ
ば
、
江

一
戸
時
代
初
期
の
い
わ
ゆ
る
静
代
下
人
な
ど
の
奉
公
人
が
、
次
第
に
独

立
し
得
た
結
果
も
合
支
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
借
家
人
や
同
居
人

が
必
ず
し
も
本
家
賠
住
者
よ
り
貧
し
い
と
は
い
え
な
い
。

し
治、

し
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借
家
人
の
地
加
は
、

」
と
を
も
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
家
主
に
家
賃
収
入
の
駒
大
を
も
た
ら
し
、
他
方
で
は
生
活
の
不
安
定
な
借
家
人
が
治
加
し
て
い
る

兵
庫
町
人
の

新
関
開
発

に
の
ぼ
っ
て
い
る
（
表
灼
）
。

一
大
和
一
万
年
（
一
六
八
二
に
兵
路
沖
で
、
背
後
地
の
川
東
や
川
聞
に
矧
地
を
所
有
し
て
い
た
名
は
、
七
八
五
人

こ
の
う
ち
農
民
と
し
て
自
立
し
得
る
最
小
規
模
の
耕
地
面
積
一
一
一
反
以
上
を
所
持

す
る
者
は
一
四
五
人
で
、
耕
地
登
録
者
の
一
八
・
五
%
に
す
、
ぎ
な
い
。
残
る
六
問

O
人
は
零
細
耕
地
し
か
持
た
ず
、

!HJ 
以
上

の
耕
地
を
持
つ
一
一
七
人
の
小
作
人
に
な
る
と
し
て
も
、
そ
の
数
は
限
ら
れ
て
い
る
状
態
に
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
か
ら
元
禄

へ
の
意
欲
が
あ
っ
た
。

期
に
か
け
て
は
農
業
技
術
の
商
で
も
進
展
が
み
ら
れ
、
農
民
は
耕
地
の
拡
大
を
望
ん
で
い
た
し
、
町
人
の
な
か
に
も
土
地
所
有

兵
庫
津
で
も
元
禄
年
問
、
兵
庫
と
御
崎
村
の
間
に
あ
る
和
田
芝
野
に
お
い
て
、

名
主
・
庄
屋
ら
八
人
に
よ
る
新
聞
開
発
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
間
墾
に

よ
っ
て
一
町
一
反
余
の
耕
地
な
得
た
が
、
こ
の
地
域
は
御
崎
村
が
株
場
と
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
抗
議
し
て
訴
訟
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

芝
野
に
つ
い
て
は
御
崎
村
の
勝
訴
と
な
っ
た
が
、
既
に
開
墾
さ
れ
た
耕
地
は
そ

の
ま
ま
開
発
者
八
人
に
下
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
耕
地
は
そ
の
後

放
楽
さ
れ
た
た
め
荒
地
と
な
り
、
再
び
他
領
の
者
が
そ
の
開
発
を
出
願
し
た
の

で
、
一
新
出
願
者
の
耕
地
と
な
る
こ
と
を
危
供
し
た
兵
庫
津
の
地
方
庄
屋
仙
右
衛

門
は
、
大
坂
の
小
橋
震
宇
兵
衛
を
仲
介
役
に
御
崎
村
と
の
折
衝
を
重
ね
、

よ
0 
'.) 

今和田新日i位置図
<J'<Jilc~！t絵図より）

写真 72
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兵将Z津と商業第二節

(Ji¥{む人）天和元年（1681）兵庫津Jlllm・Jll東の耕地所有状況（1) 
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天和元年(1681）兵隊津川凶・川東の耕地所有状況（2) 
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ゃ
く
事
保
七
年
六
月
新
田
開
発
に
つ
い
て
双
方
の
妥
協
が
成
立
し
た
。
す
な
わ
ち
和
田
芝
野
に
つ
い
て
御
崎
村
側
は
株
場
と
し

て
ま
ず
三
町
歩
を
、
丘
ハ
出
陣
側
は
元
禄
年
間
の
分
も
合
わ
せ
て
新
国
一
一
一
向
七
反
余
を
確
保
す
る
、
残
り
の
土
地
の
う
ち
間
割
は
御

崎
村
方
、
六
割
は
仙
右
衛
門
ガ
と
し
、
ま
た
株
場
三
町
歩
合
｝
も
閲
裂
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
双
方
協
議
し
て
こ
れ
を
折
半

す
る
と
定
め
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
仙
布
衛
門
は
あ
ら
た
め
て
私
財
を
投
じ
て
新
田
開
発
に
着
手
し
、
翌
八
年
十
月
に
は
用
水
取
樋
と
忠
水
抜
髄

な
ど
の
様
瓶
排
水
工
事
を
完
成
、
十
一
月
に
は
検
地
を
受
け
、
下
々
焔
六
町
八
反
一
級
二
八
歩
を
所
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

」
れ
を
今
和
問
新
田
と
い
う
。

2 

幕
府
支
配
下
の
兵
庫
津

幕
府
の
兵

庫
津
支
配

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
幕
府
は
、
兵
庫
・
高
官
な
ど
西
摂
沿
岸

帯
を
幕
府
領
に
編
入
し
た
時
、
兵
庫
津
に
つ

い
て
は
、
山
林
や
耕
地
に
関
し
て
は
代
官
の
支
配
と
し
、
津
中
町
方
の
支
配
は
大
坂
町
奉
行
に
命
じ
た
。
大
坂

兵隊w:と商業

東
・
商
両
町
奉
行
所
で
は
、
新
た
に
兵
庫
・
西
宮
上
ケ
知
方
と
い
う
役
を
新
設
し
、
東
組
・
間
組
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
与
力
各
ニ
名
・

同
心
一
一
一
名
を
出
し
て
こ
れ
に
任
じ
た
。

兵
庫
・
西
宮
へ
は
勤
番
と
し
て
毎
月
両
組
か
ら
交
代
し
て
、
小
買
物
以
下
の
ふ
J

力
各

名
、
組
頭
筆
頭
同
心
各
一
名
を
派
出

第二節

し
、
与
力
に
は
十
人
扶
持
、
同
心
に
は
一
一
一
人
扶
持
の
出
張
手
当
が
与
え
ら
れ
た
。

ま
た
飛
騨
高
山
の
代
官
付
地
付
役
人
六
人
を
、

半
数
ず
つ
兵
庫
と
西
宮
に
移
し
て
地
付
向
心
と
し
た
。

；迂日差.rt：講話取29r 



ヰヒ
草主主事阻同十 I1§: 

入
口

-If-Sicヤ十淋造事務

＠ 

東

掛
塀
長
十
八
開
間
半

制
世
情
幌
給
食
二
関

口

。

む

総
見
容
小
屋

関
心
震
敷

館長一時吃HP財団沼河hf
 

斗

0 

西

掛
沼
田
武
二
十
三
間

革主総陸自十1§:升ト
南

大
坂
町
奉
行
所
内
の
兵
庫
・
西
宮
よ
ケ
知
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
派
泣
さ
れ
て
い
る
勤
答
与
力
の

取
り
扱
っ
た
事
柄
を
記
録
し
整
理
し
て
、
町
奉
行

へ
必
要
書
類
を
提
出
し
、
町
奉
行
の
裁
許
を
勤
番

与
力
へ
伝
え
た
。

ま
た
付
属
の
地
方
役
は
兵
庫
で

勤番所王子商関

の
芝
居
そ
の
他
諸
株
の
書
類
や
水
帳
（
土
地
台
帳
）

を
担
当
し
、
寺
社
役
は
寺
社
関
係
、
勘
定
役
は
勤

番
所
の
経
費
関
係
、
盗
賊
吟
味
役
は
盗
賊
の
吟
味

を
担
当
し
、
訴
訟
は
大
坂
阿
町
奉
行
が
蔵
裁
し
た
。

兵
庫
の
伸
展
は
改
築
さ
れ
て
勤
番
所
と
な
っ
た
。

図 19

勤
番
所
の
敷
地
は
六
九

O
坪
（
二
二
八
一
乎
方
メ
l

ト
ル
）
で
、

こ
の
内
に
地
付
同
心
一
ニ
人
の
屋
敷
が

各
人
五

O
坪
ず
つ
割
り
当
て
ら
れ
た
。
勤
番
所
の

門
番
は
足
騒
が
交
代
し
て
各
一
人
、
和
田
崎
船
見

番
所
（
建
坪
六
坪
）
に
船
見
番
足
軽
ニ
人
を
置
き
、

勤
番
与
力
以
下
足
軽
ま
で
す
べ
て
勤
番
所
に
居
住

し
た
。
勤
番
所
に
は
仮
牢
も
あ
っ
た
。

292 第三三言1 近世i：社会の展開



勤
番
与
力
は
津
中
か
ら
の
願
書
や
訴
訟
を
受
理
し
て
、
大
坂
町
奉
行
所
内
の
関
係
諸
役
に
低
迷
す
る
ほ
か
、
神
事
祭
礼
を
巡

1lt 近

視
し
、
火
付
盗
賊
の
逮
捕
や
町
中
の
巡
回
に
あ
た
り
、
勤
番
同
心
、
地
付
同
心
は
こ
れ
を
補
佐
し
た
。

（
問
方
・
北
浜
・
潟

際交書店ilII

津
中
の
市
部
に
も
若
干
の
変
化
が
生
じ
た
。
ま
ず
各
町
の
組
頭
は
年
寄
と
改
称
さ
れ
た
。
名
主
は
、

浜
）
そ
れ
ぞ
れ
複
数
で
あ
っ
た
が
一
人
ず
っ
と
な
っ
た
出
資
表
げ
）
。

名
主
の
選
出
も
、

方
角
（
一
一
一
方
の
う
ち
該
当
す
る
一
方
）
ご
と
町
人
（
家
屋
敷
所
持
者
）
一
人
に
一
票
を
原
則

れ
の
組
頭
が
選
出
し
て
い
た
の
を
改
め
、

と
し
、
町
年
寄
の
投
票
は
町
人
の
一

O
票
に
相
当
す
る
も
の
と
し
、

松
平
氏
の
支
担
下
で
は
一
ニ
方
そ
れ
ぞ

さ
ら
に
他
の
一
一
方
の
名
主
の
投
票
（
町
人
の
一
一
五
票
に
相
当

す
る
）
を
加
え
る
と
い
う
格
差
を
つ
け
た
方
法
に
よ
る
多
数
決
と
な
っ
た
。

兵E宇津と潟業第二節

ハ

間

半
八、

一

一

③

一
土
蔵
一

こ
う
し
て
選
出
さ
れ
た
三

方
の
名
主
は
、
月
容
を
定
め

｜同方惣会所平間図

て
月
番
名
主
が

一
円
の

名
主
と
し
て
事
に
当
た
っ
た
。

月
設
中
は
毎
日
勤
揺
所
に
詰

め
て
、
与
力
の
下
で
市
政
に

lヌl20 

参
与
し
、
大
事
な
事
項
は
惣

会
所
に
他
の
河
名
主
を
招
集

し
て
協
議
し
た
。
名
主
は
市

刀

本
を
許
さ
れ
、
一
周
衣
を

293 



着
て
成
犠
を
正
し
、
屋
号
を
一
般
町
人
の
よ
う
に
肩
書
と
せ
ず
、
頭
市
役
と
す
る
特
権
を
与
え
ら
れ
た
。

惣
会
所
で
勤
務
す
る
惣
代
は
、
一
一
一
方
そ
れ
ぞ
れ
に
一
人
い
る
の
が
原
則
と
な
り
、
ま
た
名
主
と
同
様
に
月
番
制
を
と
っ
た
。

市
制
の
事
務
や
法
令
に
熟
達
し
た
惣
代
は
、
市
字
を
名
来
り
、
子
怠
な
見
叩
明
日
と
し
て
mれ
き
、
世
襲
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
川
頁
表
日
）
0

そ
の
ほ
か
小
使
部
屋
も
あ
り
、
こ
こ
に
一
人
小
使
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。

間
方
惣
会
所
の
平
間
図
を
見
る
と
、
惣
代
詰
所
の
隣
室
に
筆
者
詰
所
も
あ
り
、
見
習
も
し
く
は
筆
者
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

租
税
の
変
化

租
税
に
か
か
わ
る
賦
課
は
、
藩
領
時
代
の
謀
関
が
原
則
的
に
継
承
さ

れ
、
付
加
的
課
目
や
運
上
・
実
加
で
は
新
し
く
加
え
ら
れ
た
も
の
が

あ
る
。
兵
庫
津
の
場
合
賦
課
は
、
地
子
方
と
地
方
と
の
二
本
文
て
に
な
っ
て
お
り
、
幕

府
領
に
な
っ
て
か
ら
も
そ
の
形
は
変
わ
ら
ず
、

い
ず
れ
も
代
官
が
管
轄
し
た
。

地
子
方
は
町
方
に
か
か
わ
る
地
子
と
諾
常
業
に
関
す
る
賦
課
で
あ
る
。
地
子
は
大
坂

で
は
免
除
さ
れ
て
い
た
が
、
兵
庫
で
は
幕
府
領
に
な
っ
て
か
ら
も
、
藩
領
初
期
の
一
ゐ
高

が
本
高
と
し
て
継
承
さ
れ
、
新
し
く
町
屋
と
な
っ
た
分
は
新
問
屋
敷
と
し
て
加
え
ら
れ

て
い
る
（
表
的
）
。

諸
営
業
に
関
す
る
賦
課
で
は
、
藩
領
期
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
に
、
水
主
米
・
訴
訟

銀
・
傍
一
不
銀
・
他
国
船
悶
敷
地
銀
・
左
官
冥
加
・
鍛
冶
麗
冥
加
・
廻
船
渡
搬
船
運
上
な

ど
が
あ
り
（
表
白
）
、
幕
府
僚
に
な
っ
て
か
ら
新
し
く
加
え
ら
れ
た
も
の
に
、
船
大
工
・

間
家
業
場
・
椛
毘
・

旅
龍
屋
な
ど
へ
の
冥
加
銀
や
輸
木
銭
（
船
焼
き
の
明
か
り
が

兵隊浮:11!!.子力の叉租（文久3年(1864))表 60

本高

新 Ell段！！設

見取

｛云潟7お入用
六尺給米

蔵古IJ入用

米

石
499. 905 （免5) 

325. 427 （免10)

0. 769 

取諸引残高

石
999.81 

321. 828 

高

：ぉ
!, 012. 2 

323.592 

分区

0.8 

1. 162 
匁

銀200.12 
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表 61

2 ；訴訟叙
3 傍示銀
4 材木i霞場~：um
s ｛自耳！？総作事敷地主i~
6 他国船凶敷地銀
7 Ji郁~Hn
8 hε官$UJ11
9 鍛冶屋＇~~加
10 7)0:巨大工1叫11
11 建！船
12 渡海紛

13 納薪銀（オミ柴代）
（幕府領JUJより新規の分）
田船大工家業場
由椛康14ij汗
回投巌10軒
自旅箆底Slij汗商人街67粁
剖輸木銭
［］］船大工
& 人乗船
&:,, 小街茶紛
ふ煮売Z長船
& 休茶船
ふ ~1J司船
& 漁船
f'-u 小廻船
大西日jぽT｛！助金易$UJ日
食品Ir庭27qFf
会漁師｛劫場良｝Jll（絹総ほか）
会漁自ID道具約箆地代
会 j広治造反主11
ゼ量 級取運上
会話1縛屋~1;力11
u 愉竹職災｝Jll
火線呑箆冥力日

大網打戦冥加

Ci主）乙の他l己主主主民主ま役鋭18匁（務官i押jよ担あってその後ffjj.岐に,, 
H鈴j翌二（明T'ils年務次，その後消滅）があった。
ロ：務市首i初期新規の分
ム： IJJJ事18年よち新規の分
女：火明J8年以降新士見の分
資料：ワJ<Wllt.Jガ文言む叩11戸Tf:iJt，資料2
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列車浮と商業

が
あ
る
。

影
響
す
る
漁
業
へ
の
檎
償
金
で
、
滞
領
期
は
漁
民
に
徴
収
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
犠
飛
領
に
な
っ
て
か
ら
は
そ
の
学
級
を
上
納
さ
せ
た
）
な
ど

そ
の
課
闘
は
明
和
八
年
さ
ら
に
人
乗
船
・
茶
船
・
魚
買
船
な
ど
に
も
広
げ
ら
れ
た
。

地
方
は
、
印
刷
地
に
斌
課
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
年
武
を
主
と
し
、
幕
府
領
に
な
っ
て
か
ら
は
水
車
運
上
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
地
子
方
・
地
方
と
も
に
、
幕
府
領
で
共
通
の
高
掛
り
一
一
一
役
が
課
さ
れ
た
（
表
印
刷
）
。

第二節

幕
府
領
に
な
っ
て
か
ら
、
特
に
新
し
く
株
仲
間
の
結
成
が
進
め
ら
れ
、
大
坂
町
奉
行
所
へ
冥
加
銀
を
上
納
す
る
よ
う
に
な
っ

29ラ

た
業
種
に
は
、
諸
問
屋
・
穀
物
仲
買
・
千
鰯
仲
買
・
湯
屋
・
茶
屋
・
定
芝
居
な
ど
が
あ
り
、
な
か
に
は
諮
問
毘
の
よ
う
に
納
付



表 62 兵庫洋地方の貢租（家永4:if-(1851)) 銀

高
の
多
し、

も
の
も
あ

区 ノ／＼) 高 約 1言1

石
米 1,665ぉ. 68 本 ；勾 2,626.3 

新 i王i 348. 131 米 210. 31 

見 取 米 0.4 
匁

水率巡上 銀 104. 7 
石

六尺給米 米 0. 155 
匁

歳前入用 ＠~ 370. 17 
石

伝馬術入用 米 1. 481 

（沿っ 史料g;o，，占木i0i新限取米合計上875石99
!1：料認。｜主納米合計 I, 8781ヨ026

資料：「£＇＇＜ 1n1111i:l方文書J

表 63 兵庫津株｛中間3劫11金（ラミi別7'9三（1787))

っ
た
（
表
臼
） 。

郡牟 釘 冥力II 金 ヨ号ト

諮問屋121軒 銀18焚400匁 明和8年株免許

穀物イ中貿125軒 // 860 // 

千鰯1'l'Jミ70！好 // 860 明和9年株免許

ごf#J，塚；魚仲買1on // 215 // 

:t飽仲良23軒 // 129 // 

Tこばこイ中寅73i［汗 // 258 安永2年株免許

索麺屋25JH ，， 150 安永4主r::株免許
焚湯仲間33if可ー ，， 473 安永元年￥--K免~！f

茶屋株15ij汗 金 30両 i見和7年￥，！ミ免f;!f兵隊駅潟持納

定芝居 1n 銀 430匁 明和8年株免許釘：月！？村衆約

米市場仲良30軒 グ 1賞419 明和Hf株免許

（泊：） 大坂l!IJ功、行所へ上納分

資料・吋11戸Tfj史」資料2
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3 

兵
庫
津
商
業
の
畏
開

株
仲
間
の

成
立

者
中
田
沼
意
次
の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
い
た
株
仲
締
結
成
へ
の
動
き
は
、
仲
間
に
営
業
の
独
占
を
与
え
て
、
運

上
金
や
冥
加
金
の
増
収
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
幕
府
領
に
編
入
さ
れ
た
兵
路
で
は
、
そ
の
動
き
が
次
第

に
顕
著
に
な
っ
て
い
っ
た
。

ま
ず
明
和
七
年
（
一
七
七
O
）
兵
庫
駅
所
へ
の
助
成
目
的
で
茶
屋
株
一
五
軒
、
翌
年
定
芝
居
株
一
軒
が
許
可
さ
れ
た
が
、
他
所

他
領
の
者
と
競
合
す
る
業
種
の
場
合
は
そ
の
認
可
が
遅
れ
、
向
九
年
諸
問
医
株
一

軒
が
、
さ
ら
に
同
年
穀
物
仲
買
・
干
鰯

仲
買
・
子
魚
塩
魚
仲
買
・
生
抱
仲
買
・
米
市
場
仲
買
・
焚
湯
仲
間
が
そ
れ
ぞ
れ
許
可
さ
れ
、
安
永
一

（
一
七
七
一
一
一
）
に
は
た
ば

」
仲
間
良
、
同
四
年
に
は
京
鶴
屋
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
株
仲
間
の
認
可
に
は
か
な
り
の
持
余
曲
折
が
あ
っ
た
。
諮
問
屋
の
場
合
は
、
明
和
六
年
の
幕
約
領
編
入
後
政
ち
に
株

仲
間
を
出
願
し
て
い
る
が
、
翌
年
六
月
に
江
戸
の
沢
問
屋
弥
七
、
大
坂
の
撞
木
監
源
兵
衛
・
河
内
屋
六
左
衛
門
の
一
一
一
人
が
兵
路

兵庫洋と商業

問
屋
二
一

O
軒
の
株
を
、
上
納
す
る
冥
加
銀
を
多
く
し
て
出
願
し
た
の
で
、
悶
八
年
十
二
月
株
は
沢
田
箆
側
に
許
可
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
一
一
一
人
は
翌
九
年
六
月
兵
路
間
出
町
に
お
い
て
、
江
戸
屋
孫
太
郎
と
い
う
名
義
で
、
議
問
屋
を
議
配
す
る
と
し
、

一二

O
軒
か
ら
名
義
貸
料
と
し
て
銀
一
一
一
六

O
貧
民
を
徴
収
し
よ
う
と
し
た
。

第二節

そ
こ
で
兵
庫
の
諸
問
麗
側
は
結
束
し
て
こ
れ
に
抵
抗
し
、
大
坂
町
十
一
本
行
所
へ
も
出
訴
し
た
が
、
町
奉
行
は
双
方
合
意
し
て
問

屋
株
を
請
け
る
よ
う
に
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
の
で
、
兵
庫
側
は
納
得
せ
ず
、

つ
い
に
瓜
康
長
友
衛
門
の
仲
介
で
直
接
交
渉
し
、

uμ

一
i
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間
援
株
を
銀
七

O
質
問
で
買
い
取
る
こ
と
に
決
し
た
。
諸
問
屋
仲
間
は
中
し
合
わ
せ
て
、

人
前
銀
六

O
O
Hず
つ
出
す
こ
と
、

一
時
に
出
銀
で
き
な
い
者
は
月
賦
で
出
し
、
出
銀
が
一
昨

め
ば
株
札
を
渡
す
こ
と
と
し
た
。
銀
ム
ハ

oonを
凶
ち
に
山
銀
し
た
関
口
肢
は
ム
ハ

O
人
余
で
、

諸問屋株の記＇ J1:（「万控之飽朕J〕

そ
の
他
の
者
の
株
の
購
入
資
令
～
は
、
山
川
総
な
附
毘
が
立
て
称
え
て
払
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

穀
物
件
買
の
場
合
も
明
和
六
年
八
月
に
株
の
免
許
な
出
願
し
た
が
、
爪
レ
り
に
は
認
可
さ
れ

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
十
月
再
び
願
書
を
出
し
、
大
坂
へ
の
送
り
状
の
あ
る
貨
物
を
取
引
し
な

ぃ
、
米
貸
付
の
契
約
金
と
し
て
実
額
の
三
分
の
一
だ
け
支
払
っ
て
蔵
元
か
ら
受
け
取
っ
た
米

切
手
を
他
へ
よ
り
高
く
転
売
す
る
よ
う
な
不
実
な
商
売
や
、
投
機
的
な
米
の
ヤ
売
買
な
ど
は

し
な
い
、
そ
の
他
大
坂
米
市
場
の
陣
ゆ
か
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
院
し
む
な
ど
を
誓
約
書
と
し

写真 73

て
提
出
し
、
銀
二

O
枚
の
冥
加
銀
を
鉱
年
十
二
月
に
上
納
す
る
条
件
で
株
仲
間
の
認
可
を
得

ょ
う
v

と
し
た
。
と
こ
ろ
が
同
月
鍋
農
九
兵
衛
ら
二
三
人
も
、
従
来
穀
物
商
で
あ
る
と
い
う
剤

山
で
別
に
株
の
免
許
を
取
ろ
う
と
し
、
そ
の
他
の
者
の
申
請
も
あ
っ
た
り
し
て
な
か
な
か
認

川
り
さ
れ
る
に
否
ら
な
か
っ
た
。
同
八
年
十
二
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
認
可
さ
れ
、
大
坂
町
中
本

こ
の
仲
間
規
約
の
内
特
は
、

ω幕
府
指
図
外
の
城
米
は
一
切
取
り
扱
わ
な
い
、
∞
出
所
の
ま
ぎ
ら
わ
し
い
穀
物
は
売
買
し
な

行
に
穀
物
仲
間
只
名
前
書
と
仲
間
規
約
と
を
差
し
出
し
て
い
る
。

ぃ、

ω問
屋
・
苅
宿
に
現
物
の
無
い
穀
物
は
売
買
し
な
い
、
川
刊
風
難
で
濡
れ
た
穀
物
を
み
だ
り
に
売
買
し
な
い
、
開
穀
物
は
幕

府
公
定
の
京
升
で
は
か
つ
て
売
買
す
る
、
と
い
う
制
限
の
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。
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町
奉
行
も
、
願
の
趣
出
回
に
背
い
た
り
、
慣
例
で
も
見
逃
し
難
い

の
あ
る
時
、
さ
ら
に
大
坂
へ
の
貨
物
を
引
き
取
っ
た
り

大
坂
川
聞
の
障
害
と
な
る
際
は
、
吟
味
の
上
廃
業
処
分
か
処
罰
す
る
と
し
、
翌
年
か
ら
ん
均
年
銀

。
枚
を
十
一
月
中
に
必
ず
上
納

す
る
よ
う
命
じ
た
。
大
塚
町
奉
行
が
大
坂
へ
の
商
品
集
中
を
い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
穀
物
件
貨
は
、
穀
物
な
仕

白
米
小
売
は
厳
重
な
制
裁
を
受
け
た
。

入
れ
て
こ
れ
を
他
地
方
に
売
る
こ
と
を
営
業
と
し
て
い
た
が
、
精
米
小
売
も
行
っ
て
い
た
の
で
、

で
は
こ
の
株
仲
間
外
の

千
鰯
仲
買
は
、

mT
く
仲
間
を
結
成
し
、
一
手
保
期
以
後
は
古
郊
と
新
組
の
ご
組
あ
っ
て
、
対
立
も
生
じ
て
い
た
。

ま
ず
明
和
六

年
八
月
lr口
組
一
一
一
五
人
が
、
毎
年

。
枚
冥
加
銀
を
納
入
す
る
と
し
て
株
仲
間
を
出
願
し
た
。
次
い
で
新
組
一
九
人
も
出
願
し
た

の
で
、
大
坂
町
奉
行
所
で
は
同
業
者
に
も
諮
問
し
た
結
果
、
両
組
が
合
併
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。
こ
う
し
て
両
組
五
間
人
は
…

額
を
再
一
一
一
迫
り
、

い
折
衝
の
す
え
つ
い
に
明
利
八
年
十

制
胞
と
な
り
、
同
年
十
月
あ
ら
た
め
て
、
銀
一
五
枚
の
w
A
〈
加
銀
を
上
納
す
る
と
し
て
出
願
し
た
。

月
、
冥
加
銀
は
初
年
度
に
限
り
銀
二

O
枚
と
す
る
が
以
後
は
一
五

兵隊~lt と商業第二節

千鰯仲良寄進の灯
百五 （互選｛11時）

！写真 74

し
か
し
奉
行
所
は
冥
加
銀
の
明

枚
と
す
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
株
仲
間
が
認
可
さ
れ
た
。

は
い
え
翠
年
正
月
の
干
鰯
屋
仲
間
定
舎
に
連
署
し
た
仲
買
は

五
一
人
で
あ
り
、
冥
加
銀
の
割
り
当
て
分
を
山
山
銀
で
き
な
か

っ
た
者
の
存
在
を
推
測
さ
せ
る
。
そ
れ
で
も
以
後
安
、
氷
七
年

に
や
っ
と
五
八
粁
と
な
り
、
天
明
八

（
一
七
八
八
）
に
は
じ

。
肝
と
哨
加
し
て
い
る
。

米
市
場
仲
質
株
の
場
合
は
、
明
和
九
年
大
坂
・
兵
庫
河
地

叶…近l議lt'.講話孤

と
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の
者
の
出
願
で
、
一
一
一

O
軒
が
許
可
さ
れ
、
大
坂
堂
島
米
市
場
と
同
様
に
兵
防
で
も
佐
比
江
で
米
市
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
取
引
は

次
第
に
感
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
大
坂
側
舟
人
が
参
加
し
て
い
る
の
で
、
み
可
は
早
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
株
仲
間
が
認
め
ら
れ
る
と
、
民
〈
加
銀
を
上
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
冥
加
銀
は
定
一
似
の
場
合
も
あ
っ
た

し
、
諮
問
屋
の
よ
う
に
変
動
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
兵
庫
諸
問
屋
仲
間
の
冥
加
銀
は
、
取
引
口
銭
高
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
方

式
で
、

日
銭
高
合
計
銀
一
二

O
O賞
匁
ま
で
は
一
七
貫
九
三
五
匁
、
そ
れ
以
上
あ
る
時
は
口
銭
一
貫
匁
に
つ
き
銀
六

O
O匁
を
増

す
定
め
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
取
引
高
を
記
し
た
仕
切
帳
を
、
十
本
行
所
で
点
検
す
る
た
め
、
仲
間
の
代
表
が
大
坂
へ
出
張
・
滞
在
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
当
然
滞
在
費
用
が
か
さ
む
の
み
な
ら
ず
、

日
銭
の
実
態
を
奉
行
一
所
側
に
把
握
さ
れ
る
と
い
う
の
も
不
郎
合
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
安
、
氷

二
月
諮
問
屋
仲
間
は
、
滞
在
費
用
を
口
実
に
、

足
踏
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
冥
加
銀
は
定
額
の
一
入
賞
匁

と
す
る
こ
と
を
出
願
し
た
。
奉
行
所
は
こ
の
額
の
引
上
げ
を
命
じ
て

却
下
し
、
よ
う
や
く
翌
年
八
月
銀
一
八
武
田

O
O匁

の
定
納
と
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
。

こ
の
交
渉
中
に
作
ら
れ
た
「
口
銭
高
書
上
回
録
」
に
よ
る
と
、
安
永
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
同
三
年
五
月
末
日
ま
で
の
半
年

決
算
に
よ
る
問
屋
口
銭
の
合
計
額
は
、
銀
一
一
一
一
一
一
一
貫
七
山
七
匁
四
分
一
一
一
躍
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
間
屋
株
一
一
二
軒
の
う
ち
、
一

凶
軒
は
休
業
し
て
い
る
休
株
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
残
る
九
七
軒
分
の
口
銭
総
額
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
半
年
決
算
の

問
屋
口
銭
総
績
を
倍
増
し
、
仮
に

年
分
ニ
ム
ハ
七
賞
間
九
四
匁
八
分
六
腫
と
す
れ
ば
、
一
ニ

O
O貫
匁
に
は
満
た
な
い
の
で
、
冥

加
銀
は
一
七
貫
九
三
五
匁
と
な
り
、
定
納
と
し
て
…
入
賞
四

O
O匁
と
し
た
の
は
問
屋
側
に
不
利
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

加
え
る
に
こ
の
時
期
な
お
営
業
不
振
な
問
屋
も
多
く
、

つ
い
に
安
、
氷
九
年
十
二
月
に
は
冥
加
銀
の
上
納
が
困
難
に
な
り
、
諾
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問
屋
仲
店
は
、
幕
府
に
対
し
、
南
錬
銀
二

0
0
0部
門
を
借
用
し
こ
れ
を
運
用
し
て
そ
の
利
息
で
上
納
銀
一
績
の
不
足
を
補
う
こ
と

月
五
朱
つ
ま
り
年
利

を
願
い
出
た
。
借
用
条
件
は
、
北
風
荘
右
衛
門
ら
の
所
持
す
る
家
屋
土
蔵
な
ど
九
カ
所
を
抵
当
と
し
、
金
二
五
荷
に
つ
き
一
カ

五
%
の
利
息
止
を
支
払
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

兵隊津と商業第二節

こ
う
し
た
状
況
か
ら
経
営
を
次
第
に
拡
大
し
て
き
た
の
が

北
風
家
の

台
頭

北
風
家
で
あ
る
。
安
、
氷
三
年
五
月
末
日
ま
で
の
半
年
決
算

写真 75 北国船聞い場（兵郎主f！絵隠i部分）
東出町浜に船｛＇p~jf.場・北国船関場・材木置場がみえる。

で
、
諮
問
屋
各
家
の
口
銭
額
を
み
れ
ば
、
同
八
麗
仁
右
衛
門
の
六
寅
二
ハ
七

匁
余
を
最
高
と
し
、
五
貫
匁
台
は
一
一
一
人
、

間
賞
匁
台
は
四
人
、
一
一
一
貫
匁
台

は
六
人
、
一
一
貫
匁
台
は
四
人
、

賞
匁
ム
ロ
は
一
一
五
人
、

一
貫
匁
に
満
た
な

い
者
は
五
四
人
も
存
在
し
て
い
て
、
間
出
版
で
も
経
営
の
苦
し
い
者
が
多
か

っ
た
。こ

の
な
か
で
、
先
の
半
年
決
算
で
口
銭
額
が
一
一
一
貫
匁
余
し
か
な
か
っ
た

北
風
荘
お
衛
門
は
、
安
永
年
問
先
祖
の
残
し
た
埋
蔵
金
を
掘
り
出
し
、
安

永
二
年
に
浜
の
家
、
安
永
五
年
に
浜
の
蔵
を
鱗
入
し
て
営
業
拡
大
を
図
つ

ま
た
不
振
の
親
額
に
も
そ
の
依
頼
を
受
け
て
安
永

て
い
る
。

銀
六

間
賞
匁
を
貸
し
与
え
、
親
し
い
者
二
八
軒
に
も
劫
勢
銀

一
回
貫
六

匁
余
を
貸
し
て
い
る
。

ま
た
、
北
間
・
商
聞
は
も
ち
ろ
ん
各
寄
港
地
ご
と
に
有
利
な
積
荷
の
売

!II: i設i議ft和1llll30I 



質
を
行
い
な
が
ら
巡
航
し
て
、
遠
隔
地
問
の
価
格
差
に
基
づ
く
利
益
を
得
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
買
積
船
の
経
営
に
も
、
北
風
荘

右
衛
門
は
積
極
的
で
、
初
期
は
い
づ
み
康
弥
兵
衛
そ
の
他
と
共
向
出
資
を
し
て
泰
久
丸
な
ど
の
廻
船
な
購
入
し
、
買
積
船
経
営

に
乗
り
出
し
て
い
る
。
天
間
間
二
年
に
は
ト
ウ
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
な
食
品
を
江
戸
へ
廻
送
し
て
販
売
し
た
よ
う
で
あ
る
。
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
に
は
自
己
所
有
の
遡
船
二
般
を
店
に
貸
し
、
そ
の
貸
賃
と
し
て
個
人
会
計
に
閉
貫
匁
の
収
入
を
得
て
い
る
。

こ
肖
ノ

し
た
副
業
で
得
た
利
益
を
天
羽
一
一
年
の
決
算
特
に
店
方
勘
定
に
入
れ
、
繰
越
欠
損
を
一
掃
し
、
以
後
年
々
順
調
に
純
益
を
残
し

て
い
っ
た
。

兵
庫
津
の
廻
船
は
さ
ら
に
北
前
船
と
し
て
速
く
北
海
道
ま
で
も
航
行
し
て
新
市
場
で
利
益
を
上
げ
た
よ
う
で
あ
る
し
、
北
国

船
の
入
津
も
相
次
い
で
商
い
が
行
わ
れ
た
。

入
枠
し
た
北
関
船
を
冬
期
間
っ
て
援
く
た
め
の
囲
い
場
が
あ
っ
て
、
天
明
八
年
に

は
二
ハ
般
分
の
聞
い
場
浜
貨
と
し
て
二
回
o
h
A
を
上
納
し
て
い
る
。

天
明
七
年
の

打
ち
こ
わ
し

一
大
切
二
年
か
ら
七
年
ま
で
は
飢
餓
・
凶
作
が
続
い
た
。
こ
の
た
め
金
田
的
に
一
撲
や
都
市
の
打
ち
こ
わ
し
が

広
が
っ
た
。
天
切
二
年
一
九
月
か
ら
七
月
の
長
雨
で
、
出
摂
地
方
で
は
米
備
が
一
石
当
り
銀
一
一
ニ

O
匁
に
も
高

騰
し
、
こ
の
年
の
年
買
の
粍
減
を
め
ぐ
っ
て
十
二
月
に
は
農
民
が
強
訴
を
企
て
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
り
、
翌
天
明
一
一
一
年
十
月

に
は
摂
津
間
成
郡
数
カ
村
の
農
民
が
不
穏
な
行
動
を
児
ぜ
、
さ
ら
に
天
明
四
年
に
は
摂
津
川
辺
郡
小
浜
・
生
瀬
・
川
而
村
な
ど

九
カ
町
村
の
者
、
が
、
米
価
上
昇
で
利
益
を
得
た
米
商
人
な
ど
を
打
ち
こ
わ
し
て
い
る
。

天
明
七
年
は

一
月
か
ら
雨
天
が
続
き
、
近
畿
・
中
国
・
九
州
で
洪
水
が
起
こ
っ
た
。
当
然
凶
作
が
予
想
さ
れ
米
側
も
上
昇
し

危
機
を
感
じ
た
兵
庫
の
一
一
一
方
名
主
は
、
月
番
惣
会
所
で
山
月
二
十
九
日
か
ら
窮
迫
人
に
対
す
る
救
済
拠
金
の
協
議
を
始
め

た
。
神
戸
村
の
伸
次
屋
孫
兵
衛
は
す
ば
や
く
こ
の
事
態
に
応
じ
て
、
白
米
…
升
六

O
文
の
安
値
で
販
売
し
た
の
で
、
兵
庫
の
捻
米
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周
辺
に
も
波
及
し
て
い
っ
た
。

は
支
障
を
唱
え
た
が
、
兵
庫
勤
番
所
は
こ
れ
か
｝
抑
え
た
。
大
坂
で
は
五
月
十
…
日
に
天
満
伊
勢
町
で
打
ち
こ
わ
し
が
始
ま
り
、

近

兵
庫
勤
番
所
で
は
五
月
十
三
日
名
主
藤
左
衛
門
を
呼
び
出
し
、
米
な
一
点
パ
銀
一
匁
で
安
売
す
る
よ
う
協
議
し
た
が
、
打
ち
こ

lt'i'il：議ellll

わ
し
は
そ
の
日
の
夕
方
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
深
夜
ま
で
の
関
に
、
北
中
町
米
屋
十
兵
衛
、
小
物
鹿
町
一
平
野
屋
半
右
衛
門
、

て
い
る
。

木
場
町
岡
本
震
伊
左
衛
門
、
同
町
瓜
屋
嘉
兵
衛
、
木
一
戸
町
和
泉
屋
弥
兵
衛
、
同
町
和
泉
毘
伊
兵
衛
の
六
軒
の
米
患
が
こ
わ
さ
れ

勤
番
与
力
は
直
ち
に
被
害
者
と
そ
の
家
主
と
を
何
万
総
会
所
に
出
頭
さ
せ
、
被
害
状
況
が
了
間
五
し
、
十
五
日
に
は
大
坂
町
奉

兵隊詳どと尚業第二節

施行も行われた七宮神社

（す：.~中秀 i£·jiljj)
！写真 76

行
所
か
ら
加
擦
と
し
て
与
カ
ニ
人
、
同
心
四
人
の
米
援
を
得
て
い
る
。
以
後
間

ガ
惣
会
所
を
休
憩
所
と
し
て
勤
番
同
心
は
津
中
を
巡
回
し
、
加
番
与
力
と
同
心

は
内
織
に
巡
回
し
て
、
警
備
と
打
ち
こ
わ
し
参
加
者
の
逮
捕
に
あ
た
っ
た
。
逮

捕
者
は
十
六
臼
か
ら
、
十
七
、
二
十

、
二
十
二
日
の
四
日
間
に
計
一
八
人
が

大
坂
東
町
奉
行
所
へ
護
送
さ
れ
た
。
内
訳
は
宮
内
町
五
人
、
北
宮
内
町
・
切
戸

町
・
東
柳
原
町
・
和
問
崎
町
・
算
所
村
各
二
人
、
東
出
町
・
出
在
家
町
・
門
口

町
各
一
人
で
あ
る
。
米
一
升
銀

匁
の
安
売
り

日
か
ら
十
八
日
ま
で
続

け
ら
れ
、
十
九
日
に
は
七
宮
神
社
境
内
で
粥
が
施
行
さ
れ
、
二
十
日
に
は
諸
国

躍
が
出
し
た
山
指
摘
米
一
一
五
俵
が
町
々
へ
分
配
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
悶
に
内
々
で

米
安
｝
江
戸
へ
廻
送
し
た
北
宮
内
町
北
陸
久
左
衛
門
が
、
手
鎖
・
町
内
預
け
の
処
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分
を
受
け
て
い
る
。
二
十
一
日
に
は
義
招
銀
一

O
賞
匁
と
粥
施
行
の
残
り
白
米
を
加
え
て
、
宮
内
町
多
葉
粉
屋
半
七
方
で
、

人

合
ず
つ
ニ
千
人
に
施
行
す
る
出
向
が
触
れ
出
さ
れ
た
。
こ
の
頃
か
ら
市
中
は
よ
う
や
く
平
静
化
し
、
二
十
六
日
に
は
打
ち
こ

わ
し
を
受
け
た
後
、
板
間
い
を
し
て
商
売
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
六
軒
の
米
最
も
、
窮
民
に
「
飯
米
を
与
え
る
」
と
い
う
の
で
赦

免
さ
れ
た
。

六
月
一
日
に
は
津
中
各
穀
物
仲
買
、
米
小
売
商
人
に
対
し
、
安
売
り
の
際
に
押
賀
い
を
し
た
者
の
有
無
が
調
べ
ら
れ
た
が
、

大
坂
へ
出
頭
中
の
二
人
を
除
い
た
六
一
人
の
業
者
は
、
一
一
一
方
名
主
に
そ
の
事
実
は
な
い
と
返
答
し
て
い
る
。
同
時
に
閉
麗
・
穀

物
仲
貿
に
対
す
る
穀
物
調
五
も
行
わ
れ
た
。
問
屋
分
は
、
廻
船
荷
主
か
ら
預
り
分
と
問
屋
の
購
入
分
を
合
わ
せ
て
、
総
計
米
二

七
六
凶
依
（
う
ち
一
二
五
二
伎
は
江
戸
廻
米
間
同
）
、

大
豆
二
七
八

O
伎
、
小
一
旦
九
九

O
依
、
小
麦
ニ
十
五
俵
で
あ
り
、
穀
物
仲
買
分

は
総
計
七
八
二
四
伎
で
、
そ
の
う
ち

一
五
一
一
一
四
俵
は
仲
間
只
所
持
分
で
津
中
へ
綿
花
米
と
し
て
小
売
す
る
も
の
、
一
一
九
五

O
俵
が

御
影
屋
平
兵
衛
船
積
荷
物
（
越
後
一
一
一
島
米
・
筑
前
秋
月
米
・
越
後
一
泊
問
米
）
、

一
三
四

O
依
も
他
所
預
り
米
で
あ
る
。
六
月
二
日
北
風

荘
右
衛
門
が
購
入
し
た
米
は
山
川
双
山
米
（
一
γ
相
当
り

七
一
匁
）
・
加
賀
米
（
一
六
一
一
一
匁
）
・
高
田
米
（
一
六
五
匁
）
・
長
府
米
（
一
七
一
匁
）

庄
内
米
（
一
五
一
匁
）
と
や
は
り
高
位
で
あ
っ
た
。

ま
た
ノ＼

月

日
に
は
日
一
胞
の
賃
銭
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
蹴
出
し
ゃ
船
積
み
で
米
殺
を
運
搬
す
る
日
隠
は
一
石
に
つ
き
銭

十
二
文
、
依
別
掛
け
改
め
の
日
艇
は
一
石
に
つ
き
五
文
、
浜
か
ら
本
船
へ
積
入
れ
の
小
田
し
を
す
る
貨
は
一
石
八
文
で
あ
る
。

こ
の
調
査
は
社
会
不
安
の
も
と
で
の
都
市
賃
労
働
者
の
生
活
実
態
合
把
握
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。
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第
三
節

板
宿
村
で
の
村

方
争
議
一
の
発
端

村
落
社
会
の
動
向

村
落
構
造
の
変
動

党
E
X
J元
禄
期
（
一
七
社
紀
後
半
）
以
降
の
、
約
作
を
中
心
と
す
る
商
業
的
農
業
の
発
展
が
、
摂
播
村
々
の

村
落
構
造
を
変
質
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
推
察
で
き
る
。

し
か
し
史
料
的
制
約
か
ら
、
市
域
の

村
々
の
中
で
、
近
世
初
期
か
ら
中
期
に
至
る
ま
で
の
措
層
構
成
を
一
貫
し
て
追
跡
し
得
な
い
た
め
、
村
落
構
造
の
変
動
を
具
体

た
だ
、
や
や
断
片
的
な
が
ら
、
御
影
村
で
は
寛
文
J
安
、
氷
期
に
上
位
高
持
層
の
新
出

的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

交
代
が
み
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
明
石
郡
中
村
や
入
部
郡
山
簡
の
坂
本
村
で
は
、
同
時
期
の
階
寝
構
成
の
変
還
に
、
上
位
高
持

村落下＼－会の動向

腐
の
減
少
と
中
山
民
間
聞
の
増
大
と
い
う
傾
向
が
う
か
が
え
る
こ
と
な
ど
は
指
摘
で
き
る
（
表
併
）
。
こ
れ
は
旧
米
か
ら
詑
屋
な
ど
村

役
を
独
占
し
て
き
た
名
家
の
没
務
、
新
し
い
有
力
農
民
の
進
出
、
そ
し
て
村
政
に
対
す
る
中
農
腐
の
役
割
噌
大
と
い
っ
た
村
内

状
況
に
結
び
つ
く
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第三節

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
こ
こ
で
は
卒
保
J
明
和
期
に
起
こ
っ
た
、
二
件
の
村
方
騒
動
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
こ
の
時

期
、
村
落
の
中
で
進
行
し
て
い
た
変
動
の
質
を
探
っ
て
み
た
い
。
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表 64 近i止市J. 1:joJ坊の階層構成

I ド村（明石郡）A 

支！筒5年（1755)

% 
3.6 

3.6 

12. 5 

21. 4 

19.6 

39.3 

100.0 56 100.0 

坂本村（入部郡山間）

Jミ干 潟 延'.li8年（1680) 本保12年（1727)

:{:i 正1 % r, % 
10以上 9. 1 2. 7 

5～10 6 18.2 9 24.3 

3～ 5 7 21. 2 8 21. 6 
3未満 17 51. 5 19 51. 4 

合計 33 100.0 37 100.0 

(i:l') i明Ii£は含まない。坂本村延3i:8年のl!ffil':iは9戸，そ
の｛也は不談。

資料.rm事凶家Xil:FJ，「rnri4家文芸tJ

本
保
十
一
年
（
一
七
三
ハ
）
十
ご
丹
、

八
部
郡
板
宿
村
の
百
姓
一
二
三
名
が
連
印

の
上
、
次
期
庄
麗
を
、
先
の
庄
屋
で
あ

っ
た
庄
左
衛
門
に
か
え
て
ほ
し
い
旨
、

代
官
所
に
願
い
出
た
。
当
時
の

右
衛
門
は
、
老
衰
の
た
め
に
歩
く
こ
と

さ
え
も
困
難
な
状
態
で
、
到
底
庄
麗
役

を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
理

出
で
あ
る
。
同
様
の
趣
旨
の
願
い
出
は
、

代
官
所
よ
り
、
こ
の
年
の
か
十
日
勘
定
を
済
ま
し
た
上
で
再
度
願
い
出
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
今
間
十
二
月
の
訴
え
と
な
っ
た
も
の

そ
れ
以
前
に
も
度
々
な
さ
れ
て
き
た
が
、

で
あ
る
。

2 

今
ノ

M

m
，

，

今

ノ

u

’BBA
今
，
“

・1
・’
4
A

今
，
白

40 メ主
1-1 

B 

訴
状
に
よ
れ
ば
、
庄
左
衛
門
を
次
期
毘
屋
と
し
て
望
ん
で
い
る
者
は
す
で
に
…
一
一
一
一
一
名
に
達
し
、
板
z
稲
村
本
家
百
姓
五
十
余
軒

安永3年（1706)

o~ ,, 

の
過
半
を
占
め
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
残
る
二

O
肝
ほ
ど
の
家
が
甚
右
衛
門
方
に
つ
き
、
庄
左
衛
門
を
脊
り
者
だ
と
し
て
、

12. 5 

10.0 

15.0 

17.5 

7. 5 

37. 5 

仁1. 

側、U
4
ι
r
O
7・
今

δ

H

bi
 

治i

~.i 石！
30J;J、I:

20～30 
15～ 20 ' 

10～15 
5～ 10 : 

3～ 5 

3未満

そ
の
庄
屋
役
就
任
を
妨
害
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
庄
左
衛
門
家
、
甚
右
衛
門
家
は
、
貞
一
挙

fi'f-

そ
れ
ぞ
れ
五
人
、
二
人
の
下
人
を
抱
え
て
お
り
、

（
一
六
八
六
）
当
時
で
も
、

一
八
位
紀
後
半
の
村
内
持
高
を
み
て
も
、
庄
左
衛
門
が
一

八
布
、
甚
右
衛
門

が
二

O
石
ほ
ど
を
保
有
し
て
い
て
、
相
変
わ
ら
ず
同
家
と
も
五
人
を
超
え
る
下
人
十
一
抱
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
家
と

306 ill:ドそれ会のE芸術i第三三本



も
に
、

一
貫
し
て
村
を
代
表
す
る
よ
う
な
上
府
農
民
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
平
保
期
の
板
宿
村
で
は
、
村
を
代
表
す
る

よ
う
な
、
こ
の
二
人
の
上
肩
農
民
を
中
心
に
村
内
が
、
い
わ
ば
毘
左
衛
門
派
と
、
こ
れ
に
反
対
す
る
甚
右
衛
門
派
の
二
派
に
分

か
れ
て
対
立
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
対
立
は
、
上
層
農
民
間
の
単
な
る
主
導
権
争
い
で
あ
っ
た
と
片
づ
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
9

突
は
両
者
の
対

立
は
、
十
年
以
上
前
に
も
、
井
川
相
料
特
権
を
め
ぐ
る
訴
訟
と
し
て
や
わ
れ
る
と
い
う
、
根
深
い
背
去
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

吋

F
Q
o争

議
の
出
向
繁
と
な

っ
た
井
手
料
米

波
宮
寸
々
こ
土
、
ぎ
く
？
っ

j
’
j
l
i
ト

1
1
1
i

一
之
井
L

と
呼
ば
れ
る
古
い
弁
収
が
あ
り
、
板
宿
村
だ
け
で
は
な
く
、

隣
村
の
駒
ケ
林
の
田
畑
を
も
潤
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
板
宿
村
か
ら
分
水
を
受
け
て
い
る
駒
ケ
林
村

い
で
り
ょ
う

は
、
毎
年
「
井
手
料
米
い
と
し
て
米
一
斗
六
升
を
板
宿
村
に
支
払
っ
て
き
た
。
こ
の
井
手
料
米
は
四
等
分
さ
れ
、
正
左
衛
門
家

を
は
じ
め
と
す
る
四
家
が
そ
れ
ぞ
れ
閤
升
ず
つ
請
け
取
る
の
が
、
十
日
米
か
ら
の
仕
来
り
で
あ
っ

庄
友
衛
門
は
、
訴
状
の
中
で
け
ら
の
家
を
つ
下
之
庄
の
名
士
」
で
あ
り
、

っ
根
本
」
の
百
姓
で
あ
る
と
い
っ
て
お
り
、
ふ
れ
史
、

同
家
は
代
々
庄
慶
投
な
勤
め
、

時
は
尼
崎
帯
大
庄
最
も
，
兼
保
し
た
こ
と
の
あ
る
、
文
字
通
り
の
名
家
で
あ
る
。
井
手
料
米
が

村裕社会の動向

古
来
よ
り
、
毘
左
衛
門
家
な
含
む
自
家
に
渡
さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
家
が
と
も
に
、
庄
左
衛
門
家
に
類
し
た
中
位
末
以

来
の
草
分
げ
的
根
本
百
姓
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
四
家
の
う
ち

一
家
は
、

か
な
り
官
い
時
期
に
断
絶
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
こ
家
の
分
八
升
は
、
そ
れ
以
降

第三長！ll

村
中
の
も
の
と
さ
れ
、
残
る
庄
左
衛
門
家
、
重
右
衛
門
家
だ
け
が
、
そ
の
後
も
間
升
ず
つ
の
井
手
料
米
を
請
け
取
っ
て
来
た
。

し
か
し
、
宝
、
水
一
一
一
年
（
一
七
O
六）、

つ
い
に
在
左
衛
門
家
も
’
身
上
不
勝
手
の
た
め
に
、
庄
屋
役
を
退
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
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こ
の
時
、
新
た
に
庄
屋
と
し
て
登
場
し
て
き
た
の
が
甚
右
衛
円
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
宏
、
氷
七
年
庄
左
衛
門
が
す
で
に
庄
麗
役
を
退
い
て
い
る
こ
と
を
理

由

問
介
の
井
手
料
米
を
庄
左
衛
門
に
渡
す
こ
と
を
相
み
、
井
手
料
米

板府村絵図（部分）

は
残
ら
ず
村
中
へ
取
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

正
徳
二
年
（
一

七

二
）
、
庄
左
得
門
が
従
来
通
り
井
手
料
米
を
請
け
取
り
た
い
と
訴
え
出

た
の
が
、
訴
訟
の
発
端
で
あ
っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
庄
左
衛
門
家
が
争
っ
た
の
は
、

間
升
の
米
そ
の
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
訴
訟
の
過
程
で
同
家
が
主
張
し
た
の
は
、
井
手
料
米

写哀 77

が
庄
屋
役
に
付
随
し
た
も
の
で
は
な
く
、
根
本
百
姓
の
代
々
の
家
替
で
あ

る
と
い
う
点
で
あ
り
、
根
本
百
姓
の
家
の
筋
目
を
立
て
、
十
日
来
の
作
法
や

儀
式
を
守
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
古
来
の
特
権
を

る
と
誇
る
庄
左
衛
門
を
脊
り
者
と
し
て
指
障
し
、
井
手
料
米
は
村
の
も
の
で
あ
り
、
残
ら
ず
村
中
へ
収
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し

筋
闘
の
家
督
と
し
て
主
張
し
、
自
ら
を
根
本
冴
姓
に
白
米
ず
る
名
士
で
あ

て
対
決
し
た
の
が
、
新
庄
屋
の
甚
右
衛
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
訴
訟
は
、
翌
正
徳
一
一
一
年
っ
井
手
料
米
は
先
規
の
通
り
L

と
す
る
裁

し
か
し
、
こ
の
訴
訟
の
過
程
で
鎖
わ
に
な
っ
た
、

許
が
申
し
渡
さ
れ
た
こ
と
で
、
毘
左
衛
門
側
の
勝
訴
と
な
っ
て
落
着
し
た
。

特
権
的
板
本
百
姓
と
非
特
権
的
上
層
農
か
ら
出
た
新
庄
屋
と
の
対
立
が
、
そ
の
後
も
村
中
な
二
分
す
る
形
で
続
き
、
こ
の
享
保

期
の
庄
屋
跡
役
を
め
ぐ
る
対
立
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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板
宿
村
に
お
け
る
正
徳
・
卒
保
則
の
騒
動
は
、
中
世
末
以
来
の
特
権
的
線
本
一
点
姓
の
哀
退
が
背
景
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
機

か
で
あ
る
。

Iii: 在

m
m
家
の
う
ち
二
家
が
す
で
に
断
絶
と
な
り
、
庄
左
衛
門
家
も
宝
永
年
間
に
身
上
不
勝
手
を
理
由
に
い
っ
た
ん
は
皮

展
役
を
退
い
て
お
り
、
残
る
設
右
衛
門
家
も
訴
訟
過
程
に
ま
っ
た
く
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
窓
味
で
、
こ
の
騒
動
は
、

る
。
し
か
し
一
方
で
、

m~~国語 Ill

衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
中
位
末
以
来
の
板
本
百
姓
の
特
権
な
否
定
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
の
騒
動
は
惣
百
姓
が
そ
れ
ぞ
れ
一
一
派
に
分
か
れ
て
対
立
し
て
お
り
、
後
に
見
る
出
川
村
の
座
席
争
論
の
よ
う
に
、
村
役
人
対

一
般
百
姓
と
い
う
明
確
な
構
図
を
示
し
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
一
一

O
石
を
超
え
る
高
持

表
出
は
、
明
和
二
年
（
一
七
六
十
去
の
板
宿
村
の
階
絹
構
成
で
あ
る
。

農
民
が
お
ら
ず
、
無
高
層
も
ま
た
四
人
と
相
対
的
に
少
な
い
。
逆
に
、
五
J
一
O
石
腐
を
中
心
に
、
五
石
以
と
開
が
全
体
の
ふ
ハ

割
近
く
を
占
め
、
中
上
層
農
民
の
比
率
が
高
い
点
に
特
徴
が
あ
る
。か
り
に
四
十
数
年
前
の
享
保
則
板
宿
村
の
姿
で
も
あ
っ
た
と
す

こ
の
階
層
構
成
に
示
さ
れ
た
中
上
層
農
民
の
腐
の
厚
さ
が
、

中、；ty*fl：会の動｜古j第三節

明和2年（1765）板宿

村の階間構成

支出

数

% 
4. 9 

6.6 

11. 4 

39.3 

6.6 

24.6 

6.6 

家

中下
3 

4 

7 

24 

4 

15 

4 

石石
20～ 30 
15～ 20 

10’～ 15 
5～ 10 

3～ 5 
3未満

然高

高持

100.0 61 計ー〆》、
仁1

る
な
ら
ば
、
亭
保
期
の
騒
動
は
、
こ
う
し
た
中
上
踏
農
民
が
一
つ
の
階
寝
的

利
害
の
た
め
に
結
集
す
る
の
で
は
な
く
、
出
来
の
特
権
や
作
法
の
存
続
如
何

資料： 「戸t;IJ：事読売士会文書J

を
軸
に
、
中
上
層
農
民
が
む
し
ろ
対
立
し
分
裂
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
旧
来
の
特
権
な
め
ぐ
る
村
方
騒
動
は
、
次
に
み
る

明
和
期
の
白
川
村
座
席
争
論
で
は
、
さ
ら
に
徹
底
し
た
対
決
と
な
る
。

白
川
村
に
は
、

中
←11主
じi
来

荘
閣
制
下
の
下
級
住
官

明
和
期
白
川
村

の
座
席
争
議

近
世

309 

（
有
力
名
主
）
に
山
出
来
す
る
五
漆
頭
家
が
存
在
し
、



に
入
っ
て
か
ら
も
、
こ
の
五
接
頭
家
が
年
訴
で
庄
屋
役
を
勤
め
、
残
る
四
人
は
年
寄
役
を
勤
め
る
と
い
う
体
制
が
続
い
て
い
た
。

一
軒
は
一
七
世
紀
半
ば
頃
に
退
転
し
、
主
開
六
年
（
一
七
五
六
）
に
は
、
甚
五
兵
衛
家
が
身
上
不

し
か
し
、

五
常
頭
家
の
う
ち
、

如
意
か
ら
分
散
（
倣
践
）
と
な
り
、

間
畑
・
居
宅
ま
で
も
債
権
者
に
引
き
渡
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
圧
屋
役
を
退
き
逼
梨
の
身
分

と
な
っ
た
。
争
い
の
発
端
ば
、
こ
う
し
て
没
落
し
た
甚
五
兵
衛
家
が
、
な
お
得
頭
家
の
格
式
と
防
次
を
関
守
し
よ
う
と
す
る
の

に
対
し
て
、
村
方
一
統
が
、
際
席
そ
の
他
何
ご
と
も
一
平
百
姓
並
に
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
対
峠
し
た
こ
と
に
あ
る
。

白
川
村
で
は
、
従
来
、
需
一
政
家
が
年
令
順
に
上
践
に
す
わ
る
と
い
う
仕
来
り
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
両
者
の
対
立
に
困
惑
し

たが
l
時
の
庄
屋
佐
左
衛
門
は
、
こ
の
仕
米
り
を
一
応
前
提
と
し
た
上
で
、
英
五
兵
衛
JM
品
は
庄
屋
・
年
寄
の
次
に
着
陸
す
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
す
る
つ
当
時
庄
屋
・
年
寄
役
を
勤
め
て
い
る
者
た
ち
自
身
も
帯
頭
家
で
あ
る
以
上
、
接
頭
家
の
家
絡

を
守
り
ぬ
く
意
向
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
村
方
一
統
は
、
甚
五
兵
衛
家
が
も
は
や
村
役
人
を
勤
め
て
い
な
い
こ
と
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
分
散
と
な
っ
た
甚

五
兵
衛
家
の
家
役
・
足
役
・
氏
神
火
灯
費
用
な
ど
は
村
入
用
を
も
っ
て
、
村
方
一
一
統
で
負
担
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、

に
激
し
く
反
発
し
た
。

し
か
も
そ
の
冊
、
民
民
た
お
は
、
政
士
神
大
歳
神
社
拝
殿
に
集
ま
り
、

一
味
徒
党
の
連
判
を
も
っ
て
、
庄
屋
方
か
ら
触
れ
た

寄
A

月
刊
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
な
ど
、
結
束
し
た
行
動
を
と
っ
て
お
り
、
解
決
の
見
通
し
が
得
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
庄
屋
佐

左
衛
門
は
、
村
方
の
農
民
な
一
一

1
1一
人
ず
つ
随
時
呼
び
出
し
、
庄
屋
の
提
示
し
た
線
に
沿
っ
て
内
済
す
る
よ
う
根
川
し
を
し
た

上
で
、
そ
の
翌
日
、
本
家
格
の
村
方
百
姓
ら
を

に
集
め
、
一
仰
皮
肉
済
を
承
諾
す
る
よ
う
説
得
に
か
か
っ
た

」
の
説
得
に
よ
り
、

五
人
の
一
自
性
は
、

に
委
任
す
る
こ
と
を
了
承
し
て
送
出
す
る
が
、
残
る

人
は
、
庄
悶
肢
の
い

310 近W:f-上会の展開第三f戸



か
な
る
説
得
に
も
如
、
と
し
て
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
明
和
二
年
、

つ
い
に
甚
五
兵
衛
は
、
こ
の
二
一
一
人
の
う
ち
問

1
五
人

.Ti: 

を
召
し
出
し
て
、
番
頭
家
の
座
席
と
佐
古
か
ら
の
格
式
を
守
る
よ
う
仰
せ
付
け
て
ほ
し
い
と
訴
え
出
た
わ
け
で
あ
る
ふ

こ
の
訴
訟
は
、
途
中
、
隣
村
事
村
の
庄
屋
で
一
ト
之
庄
十
議
頭
家
の
一
人
で
も
あ
る
和
左
衛
門
の
扱
い
と
な
る
。
そ
の
結
果
、

と
り
あ
っ
か
い
も
く
ろ
み

最
終
的
に
ど
の
よ
う
に
結
着
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
和
左
衛
門
の
つ
取
暖
目
論
見
」
に
よ
れ
ば
、
村
方
諸
怒
り

！臼~~と縦 Ill

諸
勤
め
な
ど
何
ご
と
も
一
粁
役
を
勤
め
る
こ
と
を
条
件
に
、
甚
五
兵
衛
家
を
得
頭
家
の
末
席
に
若
か
せ
る
こ
と
を
挺
一
一
目
し
て
お

り
、
殴
人
も
呑
頭
家
の
格
式
を
守
る
方
向
で
内
済
を
図
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

村吉年社会の励il•J第三郎

し
か
し
、
こ
の
争
論
で
何
よ
り
も
注
阿
付
さ
れ
る
の
は
、
相
手
方
返
符
書
の
中
に

…
爪
さ
れ
て
い
る
、
次
の
よ
う
な
村
方
百
姓
ら
の
主
張
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら

i斗JIl村の村社大成事！rf!:

は
ま
ず
、
需
顕
家
に
つ
い
て
は
一
切
知
ら
な
い
と
つ
っ
ぱ
ね
た
上
で
、
第
一
に
、

今
後
村
方
で
誰
が
庄
屋
・
年
寄
役
を
勤
め
な
い
と
も
波
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

村
役
人
勤
役
中
は
上
座
、
加
熱
役
に
な
っ
た
ら
子
百
姓
並
に
す
べ
き
で
あ
り
、
第
一

に
、
村
方

統
と
し
て
、
公
儀
法
度
を
庄
麗
か
ら
申
し
付
け
ら
れ
れ
ば
守
る
が
、

番
頭
家
か
ら
の
指
悶
に
は
承
服
し
か
ね
る
、
と
緩
め
て
mw快
な
論
溜
を
展
開
す
る
。

'?-Tr 78 

つ
ま
り
、
庄
屋
役
は
番
頭
山
本
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
誰
で

も
勤
め
得
る
役
儀
で
あ
る
と
見
な
し
、
時
給
も
、
落
頭
家
ゆ
え
に
上
陸
な
の
で
は

な
く
、
村
役
人
在
職
中
ゆ
え
に
上
践
で
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
庄
原
・
年
寄
な
、
公
儀
支
配
の
末
端
に
連
な
る
一
つ
の
村
政
機
構
と

3r王



見
な
し
、
こ
の
機
構
に
付
随
す
る
権
限
以
外
は
、

一
切
の
権
威
も
特
権
も
認
め
な
い
と
す
る
「
村
役
人
観
」
と
も
い
う
べ
き
も

の
が
見
て
と
れ
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
は
、
こ
う
し
た
村
役
人
観
を
前
提
と
し
て
こ
そ
、
天
保
則
に
こ
の
村
で
村
役
人
入
札
制
が

展
開
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
出
川
村
の
座
席
争
論
は
、
中
位
以
来
の
根
本
百
姓
の
特
権
を
否
定
し
て
い
こ
う
と
し
た
点
で
、
前
項
に
み
た
正
徳
則
の

井
収
料
特
権
を
め
ぐ
る
、
板
宿
村
の
争
論
と
綴
め
て
類
似
し
た
簡
が
あ
る
。

し
か
し
、
板
宿
村
争
論
か
ら
す
で
に
五

O
年
を
経

て
起
こ
っ
た
白
川
村
の
争
論
の
場
合
、
前
述
し
た
如
く
、
存
頭
家
・
村
役
人
対
一
般
農
民
と
い
う
明
瞭
な
構
期
間
の
下
で
争
わ
れ

て
い
る
点
で
、
板
宿
村
の
場
合
と
異
な
っ
て
い
る
。

そ
の
ち
が
い
は
、
直
接
的
に
は
、
板
宿
村
の
庄
左
衛
門
家
が
経
済
的
に
も

社
会
的
に
も
村
内
有
力
者
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
白
川
村
の
甚
五
兵
衛
家
の
方
は
、

1£ 
1:~1 

罰
宅
ま
で

も
失
っ
て
急
激
に
没
落
し
、
村
入
用
に
さ
え
依
存
し
て
い
た
と
い
う
点
に
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
英
一
五
兵
衛
家
の
軌
跡
が
そ

の
古
品
令
官
」
匹
、

一
八
批
紀
中
葉
の
経
済
変
動
の
激
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

2 

村
落
社
会
の
展
開

国
訴
の
は

じ
ま
り

こ
れ
ま
で
村
落
内
部
の
変
化
合
－
見
て
き
た
が
、
村
務
社
会
の
外
に
向
け
て
の
展
開
を
つ
ぎ
に
見
て
み
よ
う
。
農

業
生
産
の
発
展
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
か
な
っ
た
作
物
の
生
産
を
促
し
、
と
く
に
綿
や
菜
種
と
い
っ
た
交
換

伎
の
強
い
商
品
作
物
の
生
産
が
各
地
に
普
及
し
た
。
神
戸
市
域
を
含
む
悶
摂
地
方
で
は
、
後
に
詳
し
く
触
れ
る
よ
う
に
、
綿
よ

り
も
灯
油
の
原
料
で
あ
る
菜
穂
の
生
肢
が
著
し
か
っ
た
。
灯
油
は
生
活
必
需
品
で
、
と
く
に
江
戸
を
は
じ
め
都
市
で
は
大
量
に
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消
費
さ
れ
、
そ
の
価
格
動
向
の
市
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
も
大
き
く
、
幕
府
は
油
や
菜
種
に
つ
い
て
強
力
な
管
理
・
統
制
を
実

世近

施
し
た
。
そ
の
た
め
生
産
者
で
あ
る
農
民
は
そ
の
波
路
を
め
ぐ
っ
て
何
度
と
な
く
訴
願
を
試
み
、
後
に
は
「
関
訴
」
と
呼
ば
れ

宝持者、1oq:：菟日京都5カ村より菜種売コげにつき伺控（部分）

菜
穏
な
め
ぐ
る
訴
願
と
し
て
は
、

（
一
七
六
O
）
一
月
の
摂
津
菟
原
郡

/]ii央総！Ill

る
数
カ
国
規
模
の
大
訴
願
運
動
に
ま
で
発
燥
し
て
い
る
。

村吉5社会の動向

ず
玄

第三節

七
カ
村
の
も
の
が
、

い
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
年
に
出
さ
れ
た
幕
府
の
法
令

が
、
摂
津
兵
庫
・
西
宮
、
紀
伊
、
中
国
筋
、

四
国
筋
、
悶
悶
筋
で
絞
ら
れ
た
治
の

江
戸
直
接
船
出
し
を
禁
じ
、
菜
種
も
合
わ
せ
て
す
べ
て
大
坂
へ
積
み
出
す
よ
う
命

じ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。

」
の
幕
府
令
は
克
保

（
一
七
回
一
一
一
）
に
引
き
続
き
、
灯
油
師
格
が
高
騰
し
て

市
民
が
難
犠
し
て
い
る
の
で
そ
の
打
開
策
と
し
て
、
最
大
の
灯
油
市
場
で
あ
っ
た

大
坂
へ
の
菜
種
の
集
中
を
闘
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
す
で
に
兵
庫
・
西
宮

近
在
の
灘
間
地
方
で
は
絞
り
油
業
が
広
範
に
展
開
し
、
周
辺
農
村
で
は
生
産
し
た

菜
磁
を
灘
自
の
泊
墜
に
売
り
払
う
と
い
う
流
通
関
係
も
成
立
し
て
い
た
の
で
、

勝
九
年
の
法
令
は
そ
れ
を
禁
じ
た
も
の
と
受
け
取
ら
れ
た
。
事
実
中
野
村
ほ
か
六

カ
村
の
訴
願
は
、
大
坂
に
船
で
積
み
出
せ
る
ほ
ど
菜
種
の

は
多
く
も
な
い

写真 79

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
所
々
売
り
払
い
」
が
で
き
る
よ
う
に
と
顕
い
出
て

い
る
。
あ
わ
せ
て
、
こ
の
収
廷
し
た
菜
種
合
売
り
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
作
用

313 



肥
料
の
手
当
て
を
し
て
い
る
と
、
一
公
作
で
あ
る
菜
種
生
産
の
事
情
を
述
、
べ
、
訴
顕
の
認
可
を
求
め
て
い
る
が
、
幕
府
の
容
れ
る

と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、
翌
二
月
、

っ
た
と
え
ど
れ
だ
け
少
額
で
あ
っ
て
も
、
種
物
（
菜
穏
と
締
山
一
六
）
は
大
坂
一
一
一

O
軒
の
種
物
問
屋
以

外
に
売
買
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
L

と
し
て
却
下
さ
れ
て
い
る
。

幕
府
の
灯
油
政
策
は
さ
ら
に
徹
底
さ
れ
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）

月
に
は
っ
と
こ
の
閣
で
あ
っ
て
も
、
自
作
の
原
料
で
手

絞
り
し
た
場
合
は
そ
の
油
を
大
坂
に
出
し
、
そ
れ
以
外
は
た
と
え
一
村
の
う
ち
で
も
他
か
ら
買
い
受
け
て
絞
る
こ
と
を
禁
止
す

る
。
宝
暦
九
年
の
触
れ
通
り
菜
種
・
泊
と
も
に
す
べ
て
大
坂
に
杭
み
廻
せ
」
と
、
先
の
触
れ
の
厳
守
を
布
達
し
た
。

つ
ま
り
あ

る
村
の
絞
油
屋
は
、
r
凶
作
の
菜
種
や
綿
実
以
外
に
は
、
す
ぐ
近
く
に
豊
富
な
原
料
産
地
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
買
っ
て
絞
る
こ
と

が
で
き
ず
、
民
民
は
生
産
し
た
菜
種
や
綿
突
宏
、
自
村
を
含
め
近
隣
に
ど
れ
だ
け
い
い
販
路
が
あ
っ
て
も
そ
こ
に
売
り
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
大
坂
以
外
の
在
方
の
油
屋
を
全
国
的
に
焼
制
し
よ
う
と
い
う
こ
の
法
令
は
、
油
患
の
み

な
ら
ず
菜
種
・
綿
突
を
販
売
す
る
農
民
に
と
っ
て
も
黙
認
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
一
内
び
訴
断
、
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の

時
一
詠
願
に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
武
庫
郡
五
五
カ
村
で
、

六
月
と
日
付
不
明
の
一
一
一
通
の
願
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

寸
H
V

ロH
I
A

－
－
1
J

、

仁作’
A』
l

平よ
F
／

吋
尼
崎
市
史
』
（
第
五
巻
）
に
よ
れ
ば
そ
の
訴
願
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
’
も
の
で
あ
る
。

ω大
坂
へ
莱
積
を
売
っ
て
は
、
在
方
の
油
屋
に
売
る
よ
り
安
値
に
な
る
。

ω在
方
の
油
置
が
禁
止
さ
れ
て
は
菜
穂
も
売
れ
な

く
、
こ
れ
で
は
や
が
て
菜
種
作
が
減
り
、
灯
油
の
値
上
が
り
に
つ
な
が
る
。
ゆ
わ
ず
か
数
斗
数
石
の
菜
績
を
、
め
い
め
い
が
大

坂
へ
杭
み
送
る
こ
と
は
迷
惑
で
あ
る
。
例
大
坂
に
売
る
と
な
る
と
運
送
費
が
か
か
る
ほ
か
、
春
の
う
ち
に
代
銀
の
入
手
が
悶
難

と
な
り
、
肥
料
代
の
不
足
と
な
る
。
開
在
方
の
油
口
肢
が
禁
止
さ
れ
て
は
、
油
粕
も
大
坂
か
ら
買
う
ほ
か
な
く
、
そ
れ
で
は
自
然

と
買
う
温
も
減
り
不
作
の
原
図
と
な
る
。
例
栴
・
欝
油
な
ど
は
在
々
で
小
売
り
し
て
い
る
の
に
、
油
だ
け
大
波
か
ら
買
い
入
れ

314 第三lj't 近世社会の民間



る
の
は
納
得
で
き
な
い
。

す
で
に
こ
の
頃
の
間
段
段
村
で
は
、
冬
作
（
爽
作
）
は
食
料
用
の
変
を
除
く
と
、
大
半
菜
種
が
作
ら
れ
、
そ
れ
が
水
車
新
田
を

は
じ
め
と
す
る
在
方
の
絞
油
業
を
支
え
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
菜
秘

i
油
i
油
粕
と
い
う
生
産
の
各
行
程
を
通

じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
通
関
係
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
在
方
の
油
屋
を
対
象
と
す
る
明
和
三
年
令
に
、
農
民
は
敏
感

に
反
応
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
入
部
部
で
も
良
民
が
な
ん
ら
か
の
行
動
を
起
こ
し
て
い
た
よ
う
で
、
同
年
九
月
、
北
野
・
中
宮
・
ニ
ツ
茶
屋
・
宇
治

野
・
花
熊
・
神
戸
の
六
カ
村
は
、
間
令
に
つ
き
二
度
参
会
し
た
折
の
経
費
七

O
匁
七
分
な
各
村
に
割
り
掛
け
徴
収
し
て
い
る
。

そ
の
時
の
帳
簿
は
表
題
に
一
i

菜
種
地
売
り
致
す
ま
じ
き
旨
仰
せ
付
け
ら
れ
候
に
付
い
と
記
し
て
い
る
が
、
明
和
一
一
一
年
令
に
対
す

る
農
民
の
受
け
止
め
方
が
よ
く
－

mさ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
農
民
の
訴
願
や
ム
仕
方
の
油
監
の
抗
議
に
対
し
、
幕
府
は
新
た
な
対
策
を
講
じ
、
同
七
年
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の

絞
り
治
躍
の
株
仲
間
加
入
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
投
伐
の
つ
地
売
り
L

も
回
復
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

村？各社会の動向

「
明
和
の
仕
法
」

後
の
菜
種
訴
騎

し
か
し
こ
の

J
切
和
の
仕
法
」
と
呼
ば
れ
る
新
体
制
に
よ
っ
て
、
在
方
の
絞
油
屋
は
そ
れ
ま
で
と
異
な
り
、

大
坂
油
問
屋
の
傘
下
に
入
る
と
と
も
に
、
在
地
に
お
け
る
種
物
の
購
入
独
占
権
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
菜
種
作
農
民
と
の
間
に
、
新
た
な
問
題
が
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
の
兵
庫
・
川
辺
両
郡
村
々
に
よ
る
訴
搬
は
、
絞
油
屋
以
外
へ
の
菜
種
の
販
売
を
求
め
、
と
く
に
干
鰯

附ーん，，

if｝ニ二日fl

震
・
肥
患
な
ど
に
、
取
り
入
れ
前
の
菜
種
を
引
き
当
て
に
肥
料
代
銀
を
借
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

L、
し、

か
え
れ
ば
前
貸
銀
・
仕
入
銀
の
形
で
の
菜
種
販
売
を
要
求
し
、
そ
の
た
め
に
も
油
屋
以
外
へ
の
奴
売
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
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る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
と
い
う
川
崎
山
で
却
下
さ
れ
て
い
る
。

裏
作
と
し
て
菜
種
を
作
り
、
そ
の
収
穫
を
当
て
込
ん
で
表
作
の
肥

料
の
手
当
て
を
す
る
農
民
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
一
番
好
ま
し
い
版

売
形
態
で
あ
っ
た
。

し
か
る
に
絞
油
屋
に
菜
穂
購
入
の
独
占
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
販
売
形
態
が
妨
げ
ら
れ
、

「
古
川
内

り
先
が
手
狭
に
な
っ
た
L

と
農
民
た
ち
は
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
の
訴
願
に
は
拘
郡
あ
わ
せ
て
一
二
三
カ
村
が
連
合
し
て
い

る
が
、

っ
種
物
売
買
は
五
畿
内
一
向
の
主
法
」
で
あ
る
か
ら
変
え

し
か
し
農
民
た
ち
は
そ
の
後
も
執
勘
に
、
先
の
要
求
を
繰
り
返
し
て
訴
願
し
、
そ
の
規
模
や
組
織
に
も
広
が
り
が
見
え
て
く

る
よ
う
に
な
る
。

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
例
月
、
幕
府
は
依
然
と
し
て
改
持
さ
れ
な
い
油
価
格
の
高
騰
に
対
し
、
さ
ら
に
菜
種
の
道
売
り
・
道

買
い
・
隠
し
絞
り
を
禁
守
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
の
菜
種
作
付
け
と
販
売
先
の
報
告
を
村
々
に
求
め
、
そ
の
励
行
を
図
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
た
だ
ち
に
悶
摂
の
菜
穂
作
農
民
に
も
影
響
な
あ
た
え
、
同
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
相
次
い
で
訴
願
が
起
き
て
い
る
。

摂
か
ら
北
摂
へ
の
広
が
り
が
う
か
が
え
る
。

訴
願
を
起
こ
し
た
村
々
は
、
こ
れ
ま
で
の
武
庫
・
川
辺
・
豊
島
郡
に
加
え
て
、
島
上
・
烏
下
・
八
郊
の
諸
郡
の
名
も
み
え
、
西

こ
の
時
の
一
部
願
の
内
容
は
大
き
く
ニ
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
「
干
鰯
由
民
売
り
引
き
当
て
俗
銀
許
可
L

つ
ま
り
、

従
米
の
よ
う
に
収
穫
し
た
菜
穂
を
引
き
当
て
に
干
鰯
屋
か
ら
肥
料
代
銀
を
借
り
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
、
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二
つ
は
村
が
組
合
で
売
り
子
を
履
い
、
絞
油
屋
に
販
売
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
者
は
こ
れ
ま
で
と

同
様
の
要
求
で
あ
る
が
、
十
年
六
月
の
八
部
郡
三
一
カ
村
の
訴
状
で
は
さ
ら
に
詳
し
く
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

絞
油
屋
が
公
認
さ
れ
る
ま
で
は
、
油
患
を
は
じ
め
と
す
る
商
人
が
農
民
の
庭
先
に
菜
種
の
買
い
付
け
に
き
て
、
お
互
い
に
競

り
合
う
た
め
良
い
値
段
が
つ
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
油
屋
だ
け
に
販
売
先
が
担
ら
れ
て
か
ら
は
、
菜
種
を
収
穫
後
油
屋
に
持
ち

込
む
ほ
か
な
く
、
そ
こ
で
も
色
々
品
定
め
し
て
値
踏
み
さ
れ
、
農
民
は
稲
作
肥
料
の
仕
込
み
の
た
め
や
む
な
く
安
値
で
売
っ
て

し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
油
屋
の
ほ
か
は
、
菜
怨
を
引
き
当
て
に
し
て
夫
食
や
種
々
の
賄
い
を
貸
し
付
け
て
く
れ
る
商
人
も

い
な
い
た
め
、
た
い
へ
ん
閤
窮
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
撞
物
は
最
寄
り
の
商
人
に
自
由
に
売
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

ぃ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
方
売
り
子
の
新
設
要
求
は
、
菜
種
の
収
穫
時
に
売
り
子
を
村
々
が
共
同
し
て
旦
腿
い
で
一
騒
い
、
彼
ら
に
飯
売
な
委
託
す
る

こ
と
で
、
農
民
’
目
ら
が
出
か
け
る
手
間
を
省
き
、
あ
わ
せ
て
そ
の
販
路
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
要
求
は
豊
島
郡
で
ま
ず
提
起
さ
れ
、
そ
の
後
武
庫
・
川
辺
郡
、
さ
ら
に
河
内
古
市
郡
で
も
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
間
郡
の

場
合
売
り
子
は
一
五
村
に
た
い
し
一
八
人
で
あ
る
か
ら
、
間
疫
で
も
売
り
子
は
一
村
に
一

1
二
人
く
ら
い
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

村務社会の動向

ま
た
こ
の
場
合
に
も
古
市
部
村
々
の
訴
願
に
際
し
、
豊
島
郡
の
訴
状
が
参
考
に
さ
れ
る
な
ど
、
菜
種
の
販
路
拡
張
を
求
め
る
訴

願
は
、
撰
浮
か
ら
河
内
に
か
け
て
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
経
験
と
蓄
額
の
う
ち
に
文
化
一

入

O
五）、

文
政
六
、
七
年
（
一
入
二
一
二
、
一
一
四
）
に
、
撰
浮
・
河
内
二
回
の
村
々
を
巻
き
込
ん
だ
広
範
な
訴
願
が
姿
を
現
わ
す
。

第三節

村
を
巡
る

人
々

こ
の
よ
う
な
商
品
作
物
の
販
売
を
め
ぐ
っ
て
村
々
が
、
連
合
し
て
訴
願
し
て
い
る
と
き
、

一
風
変
わ
っ
た
願
書

が
菟
原
郡
二
一
一
一
カ
村
か
ら
大
坂
町
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
天
間
一
一

七
八
一
一
一
）
十
一
一
月
の
こ

111: 近E霊.9:.綴陛3r7 



と
で
、
勧
化
が
多
過
ぎ
る
の
で
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
訴
顕
で
あ
る
。
勧
化
と
は
全
闘
の
寺
社
が
、
一
持
建
授
や
運
営
費

な
ど
を
集
め
る
た
め
に
各
閣
を
勧
進
し
て
廻
る
こ
と
で
、
民
衆
は
そ
れ
に
喜
捨
し
て
、
な
に
が
し
か
の
金
銭
や
物
品
を
施
し
た
。

さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
幕
府
が
公
認
し
て
行
う
勧
化
合
」
御
免
勧
化
と
い
い
、
寺
社
が
公
認
を
得
る
こ
と
な
く
各
々
勝
手
に
行
う
勧
化
と
区
別

こ
の
時
の
願
書
で
は
、

ω御
免
勧
化
は
領
主
の
用
開
に
村
か
ら

ま
と
め
て
渡
し
、
そ
こ
か
ら
寺
社
の
勧
化
所
に
援
し
出
す
よ
う
に

し
、
向
そ
れ
以
外
の
勧
化
や
官
山
本
・
寺
社
の
名
目
を
借
り
た
薬
の

売
り
広
め
な
ど
は
禁
バ
比
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
二
点
を
求
め
て
い

る
。
い
ち
い
や
り
応
対
す
る
の
は
農
業
の
さ
し
っ
か
え
に
な
る
ほ
か
、

勧
化
の
中
に
不
法
に
も
合
力
銀
（
寄
付
）
を
強
要
す
み
も
の
が
い
る

そ
れ
で
は
こ
の
頃
ど
れ
く
ら

か
ら
と
い
う
の
、
が
、
そ
の
恕
由
で
あ
る
。

い
村
を
廼
る
人
々
が
い
た
の
か
、

み
て
み
よ
う
。

中一次

ωは
北
野
村
ほ
か
一

O
カ

村
か
ら
な
る
中
灘
組
が
、
組
と

し
て
応
対
し
た
廼
在
者
へ
一
年

rl"f¥l!E来日月7JIJのill
在完封への応対
(tY,政12｛手）

表 67

数ロ月

中波！IE組の廻在者への応対

均三番村

匁
92.49 I奥平野

(37. 62) I Zヨヂ1:

200.69 I 烏 m~

204. 93 I SJZ 釘’
296. 61 I：泣肢1
332.31 I北野
206. 20 I 1E 熊

ロ

究政 6

7 

8 

9 

10 

11 

12 

数

59 

29 

89 

68 

212 

160 

234 

炎 66

次年

905 

804 

1, 614 

2, 703 

1, 160 

658 

n
I
2
d
J
C
J

只
υ

0

0

1

4

1
1

唱

i

勺，“

q
d

’i

’i

7
a
o
o
q
J
n
U
1
A

ヲム

1

1

1

 

UJJ ®f~政 6 年は， 5 年12月 18 日から 6年12

月20日までで，各年とも前年12月から始

まる。

① 7年のみ銭でさ？かれているが換3下した。
①金額には合力銀のほか，主手1'fi村の立て
替えに対する利子分と勤め料20匁が合ま

れている。

資料：：神戸大学所蔵文古

7,844 

（主主） ＊は史料3日•Ii品。ほかに 7 匁

5分の銀がある。

資料：神戸大令所蔵文治

17,055 

•17,003 

112 

214 

* 234 

小雪1-

合計
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村落社会の動向第三節

村を巡る人々（究数12年IO月）表 68

銭

文
30 

50 

30 

150 

100 

50 

30 

64 

so 
100 

30 

30 

75 

75 

物

奈良旅人1人

近悶浪人1人

i可
浪人2人（主主飯とも）

堺六斉坊2人

旅僧 1人

近国浪人l人

京都知足i幻常徳学F勧化 l人

多主主奥の院僧 l人

大坂鹿野｛・手引（計 2人）

江戸浪人1人

京都天満宮役人1人

浪人 1人（昼飯とも）

旅人 l人（主主飯とも）

人

16 

q
u
f
O
何
／

0
0

今

4

勺

，

G

勺

A

q

L

29 

勺
’

nヲ
今

J

1
A
1晶
今
，
，
“

日銭

文
24 

20 

100 

100 

100 

35 

120 

50 

40 

75 

60 

40 

30 

60 

物

名古屋浪人1人

近間部よ刀浪人 1人

大坂座頭・手引（計2人）

丹波穴太寺勧化1人

近間浪人i入

江戸旅僧 l人

王子八級官事fl主 1人
安芸浪人l人

江戸下り浪人1人

浪人l人（昼飯とも）

旅人2人

方K僧2人
間

j;l§ij長車協笈 l人

人

q
V
4
e
H
D
 

8 

9 

10 

12 

6 

7 

日

14 

聞
に
支
払
っ
た
金
額
と
そ
の
口
数
で
あ
る
。
年
に
よ
っ
て

不
同
で
あ
る
が
、
平
均
し
て
月
に
一

O
口
程
度
と
な
っ
て

い
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
月
に
よ
っ
て
訪
問
者
の
数
は

大
き
く
呉
な
る
（
十
一
淡
町
山
）
。
党
政
十

の
例
で
は
、
六
月

と
九
、
十
月
が
多
く
、
い
ず
れ
も
農
繁
期
に
あ
た
り
農
民

た
ち
の
主
張
を
裏
付
け
る
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
半
期
ご

と
の
集
計
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
六
月
ま
で
で
一

O

円
、
人
数
に
し
て
一
七
三
人
余
、
年
間
を
通
じ
る
と
一
一
一

山
口
、
一
一
一
二
三
人
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
年
で
も
っ
と
も
多

い
十
月
を
例
に
取
っ
て
み
る
と
（
表
俗
）
、
突
に
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
が
村
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
ず
浪
人
が
い
る
。
帯
刀
し
て
い
る
が
、
な
か
に
は
ま

決料：神戸大学所蔵文芸？

げ
も
結
わ
ず
総
髪
の
者
も
い
た
よ
う
だ
。

つ
い
で
旅
人
と

旅
僧
が
い
る
。
西
国
巡
礼
か
修
験
者
た
ち
で
あ
ろ
う
か
。

問
問
の
不
自
由
な
座
頭
は
大
坂
か
ら
手
引
き
入
念
伴
っ
て
来

て
い
る
。
そ
し
て
問
題
の
勧
化
が
一
一
件
あ
る
。

い
ず
れ
も

幕
府
の
許
可
を
得
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に

1
 
1
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は
大
概
一
一

0
1一一一
O
文
と
い
っ
た
金
額
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
問
問
一
飯
が
入
る
と
七

O
文
前
後
に
な
る
。
な
か
に
は
宿
泊
料
を

請
求
す
る
も
の
も
い
て
、
そ
の
時
は
一
人
一

O
O文
と
な
っ
て
い
る
。
無
心
さ
れ
る
と
、
村
で
は
だ
い
た
い
出
し
て
い
る
よ
う

だ
。
ま
た
多
賀
奥
の
院
の
場
合
の
よ
う
に
、
最
初

料
分
の
つ
も
り
で
三

O
文
も
ら
い
、
他
村
に
廻
っ
た
と
こ
ろ
灘
組
一
一
カ

村
分
だ
と
わ
か
る
と
、
翌
日
増
額
し
て
く
れ
と
や
っ
て
米
て
、
五

O
文
と
な
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
農
民

の
側
に
し
て
み
れ
ば
、
農
繁
期
に
こ
の
よ
う
に
頻
繁
に
や
っ
て
来
る
廼
在
者
へ
の
応
対
に
は
、
悶
惑
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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第
四
節

北
部
諮
村
の

米
作
農
業

農
業
と
在
方
産
業
の
展
開

市
域
農
業
の
様
相

近
陸
中
期
、
市
域
の
農
業
に
は
そ
の
立
地
条
件
の
差
異
な
ど
か
ら
栽
培
作
物
に
も
か
な
り
の
地
域
差
が
う
か

商
品
作
物
の
目
立
つ
六
甲
南
麓
の
村
々
、
西
部
の
米
安
作
に
重
点
を
お
く
明
五
部
の
河
川
流
域
諸
村
と
、
綿
・
タ
バ
コ
な
ど
を

が
え
る
。

そ
う
し
た
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
米
作
農
業
を
主
と
す
る
北
部
諸
村
、
綿
・
菜
種
を
は
じ
め
各
種
の

合
む
畑
作
物
中
心
の
印
南
野
台
地
上
の
新
田
村
々
な
ど
に
大
別
さ
れ
る
。

1災業とヲモブ］)fie業の展開

市
域
の
北
部
農
村
は
、
六
甲
・
丹
生
を
主
と
す
る
山
間
部
と
そ
の
北
部
に
広
が
る
河
川
流
域
に
立
地
し
、
全
般
的
に
米
を
中

合
も
あ
っ
た
。

心
と
す
る
主
穀
農
業
型
で
、
そ
の
他
の
商
品
作
物
は
概
し
て
少
な
か
っ
た
が
、
村
に
よ
っ
て
は
野
菜
や
菜
種
が
栽
培
さ
れ
る
場

こ
の
地
域
の
う
ち
例
え
ば
西
小
部
村
克
保
一
一
一
年
（
一
七
回
一
一
一
）
の
明
細
帳
で
は
、

回一一一

O
町
二
反
七
敵
余
、
畑
一
一
一
一
町
五
以
余
、

第四節

田
の
う
ち
一
一
毛
作
の
可
能
な
部
分
に
は
、
一
操
作
と
し
て
麦
が
栽
培
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
割
合
は
上
々
回
の
全
部
と
上

つ
Jli 
仁h
~m 

自
の
一
部
合
計
七
町
一
ニ
反
五
畝
余
で
二
閉
%
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
畑
は
「
片
作
」
と
あ
っ
て
、
野
菜
を
主
と
し
、

i
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てヱエ諸今十手ゲ
つゆ
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て
御
座
候
故
猪
鹿
猿
喰
い
荒
ら
し
、
大
変
小
麦
大
一
足
別
し
て
綿
一
切
蒔
入
れ
中
さ
ず
候
」

と
説
明
し
て
い
る
。
稲
作
中
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
一
一
毛
作
可
能
な
凶
の
割
合
は
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
の
上
浮
上
村
（
有
馬
郡
）

の
場
合
で
み
る
と
、
問
地
一
一
ニ
町
六
反
余
の
う
ち
五
町
二
反
余
で
約
一
一
一
一
一
%
し
か
な
く
、

中
村
（
入
部
郡
山
間
）
で
も

%
程
度
で
、

問
位
の
う
え
か
ら
も
上
々

m
－
上
回
に
限

ら
れ
、
そ
れ
だ
け
田
地
裏
作
と
し
て
の
士
衣
類
ほ
か
の
比
重
の
低
さ
を
示
し
て
い
る
。
畑

作
物
は
野
菜
類
を
は
じ
め
、
村
に
よ
っ
て
は
ソ
パ
な
ど
も
作
ら
れ
た
。

主
要
作
物
の
稲
は
、
前
記
西
小
部
村
で
は
、
「
白
川
」
な
ど
早
稲
が
六
O
%
、
「
順
礼
L

'Tf-"JJ[ 81 

な
ど
中
稲
が
一
一
一
O
%
、

つ
を
た
か
」
な
ど
晩
稲
が
一
O
%
と
あ
り
、
同
地
域
の
中
村
で

も
、
山
方
の
た
め
晩
稲
は
あ
ま
り
作
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
地
域
は
小

河
川
の
流
域
で
、

回
の
立
地
条
件
に
も
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
逆
に
早
稲
を
避
け
る
所

も
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
主
作
は
米
で
、
酒
米
に
も
用
い
ら
れ
た
。

JJJ村
ひ
え
山
中
す
村
に
て
御
座
候
に
付
き
、
地
は

ま
た
気
候
の
う
え
か
ら
も
、
山
間
阿
部
の
村
で
は
焔
が
片
作
で
あ
っ
た
り
、

て ば
よ
り
稲
腕
多
く
御
康
候
L

と
し
て
稲
の
矯
種
量
が
多
い
村
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
寛
保
一
一
一
年
の
間
小
部
村
で
は
反
労
た
り
に
し

升
J
一
斗
五
升
と
い
う
多
さ
で
あ
っ
た
が
、
涯
一
手
元

斗
ベ
一
升
、
ま
た
党
保
元
年
の
中
村
に
い
た
っ
て
は
、

年
上
浮
上
村
の
よ
う
に
平
均
一
反
に
籾
種
六
J
七
升
と
い
う
村
も
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
近
陛
の
代
表
的
な
商
品
作
物
と
さ
れ
る
綿
も
皆
無
と
い
う
の
で
は
な
く
、
延
李
元
年
の
上
浮
上
村
や
安
、
氷
期
の
坂
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木
村
な
ど
の
記
録
の
よ
う
に
、
木
綿
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
そ
の
坂
本
村
の
木
綿
作
が
、

問
地
全
体
の

二
%
に
も
満
た
な
い
規
院
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
む
し
ろ
’
付
給
用
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
と
従
定
さ
れ

。
る

こ
う
し
て
入
る
と
、
市
域
北
部
の
村
々
で
は
、
近
世
中
期
に
お
い
て
も
い
ま
だ
各
種
の
商
品
作
物
が
広
く
展
開
す
る
形
に
な

ら
ず
、
商
品
と
し
て
板
売
し
得
る
も
の
は
、
米
が

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
ο

六
甲
南
麓
村
々

の
綿
・
菜
種
作

ハ
甲
南
麓
村
々
は
、

地
し
、
近
世
中
期
以
後
酒
造
業
・
絞
油
業
な
と
の
話
産
業
も
発

潟
緩
な
沖
街
地

民
し
、
市
域
で
は
主
殻
以
外
の
商
品
作
物
を
栽
培
す
る
代
表
的
な
商
業
的
農
業
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
地
域
村
々
の
作
物
か
ら
み
て
み
よ
う
。

例
え
ば
正
徳
一
万
年

♂じ

二
河
原
村
で
は
問
方
に
稲
・
大
変
・
小
中
一
千
安
安
、
畑
方
に
は
菜
・
大
根
・
綿
が
そ
れ
ぞ
れ
作

付
け
さ
れ
、
延
李
凶
年
の
稗
田
村
で
は
悶
方
で
稲
・
綿
少
々
、
畑
方
で
は
臨
・
サ
サ
ゲ
・
ナ
ス
・
大
根
・
タ
パ
コ
・
綿
が
生
産

段業と干E)Ji!F.業の渓9fl

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
樹
監
村
で
は
諭
・
菜
種
・

綿
が
、
同
年
の
御
影
村
で
は
稲
・
菜
種

大
豆
・
麦
安
・
小
麦
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
北
野
村
で
も
米
・
変
の
ほ
か
に
木
綿
・
菜
組
・
ア
ワ
・
み
も

ピ
・
菜
・
大
相
似
が
作
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
地
域
的
特
徴
な
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
ο

こ
の
よ
う
に
主
穀
以
外
に
、

野
菜
を
は
じ
め
、
織
維
原
料
の
綿
（
実
は
泊
の
原
料
）
、
灯
油
原
料
で
あ
る
菜
種
、
染
料
の
原
料

と
し
て
の
藍
、
さ
ら
に
タ
パ
コ
な
ど
も
作
ら
れ
て
お
り
、
多
種
類
の
作
物
栽
埼
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
う
わ
問
で
は

第四節

米
の
ほ
か

・
菜
穂
を
主
と
し
て
作
付
け
し
、

田
方
綿
作
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
綿
作
の
主
流
は
畑
作
に
あ
っ
た
。

し
か
も

畑
で
は
綿
だ
け
で
な
く
、
菜
・
大
相
似
な
ど
の
野
菜
類
か
ら
大
豆
・
タ
バ
コ
・
監
な
ど
ま
で
各
種
の
作
物
が
栽
培
さ
れ
た
。
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菟 l京都郡家村の畑作物

三月大根，チシ
F ザ iアワ

ーヤ， 'I 吋ご

トウキビ

表 69

作付地の小学

の

の

家

家

アワ

変大If.，火If.

夏大主主

ナス，角大豆

l夏大主主

四かいち中！ゴマ

I浅かし、ち南 iゴマ

たか度数j夏大豆

湾のき口田rlゴマ， f今大主主
かうの :;Js:Iタバコ

十四 mr
尻谷

寺の前！夏大豆

荒野新聞

号干の前回の南｜タバコ

砂焔

向上 mr
尻谷下 UIJ

~fの前田了直し

口官二 mr

f±J大豆，
トウキピ

夏大主主

コwマ

綿

綿

五議1

綿

小豆

タノミコ

角大豆

コ宍マ

出¥l
綿

綿

綿

；角大If.

芝大豆

i綿
；約
I＊自

'*fll 

｛呆i夏大豆久

五島

タノミコ

マ
一
足

モ
一
足

イ
小

タノミコ

ゴマ

ナス，小豆

小豆 小豆

夏大豆

夏大立

夏大豆

こ
の
状
況
を
郡
家
村
の
畑
作
物
に

よ
っ
て
少
し
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

表
的
は
春
期
間
村
の
畑
に
作
付
け
さ

字きれ
名た
荒夏
野作
業！？物
聞の

寺覧
の君主
前で
あ
尻る
谷

十
四
町
な
ど
の
畑
地
で
は
木
綿
が
連

年
作
付
け
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

字
家
の
後
・
家
の
問
・
西
か
い
ち
北

な
ど
の
よ
う
に
連
年
異
な
っ
た
作
物

を
作
っ
て
い
る
畑
も
あ
る
。
な
か
で

も
木
綿
・
大
豆
・
小
…
尽
な
ど
は
向
じ

資料：神戸市＼T..間物館所絞文お

作
物
が
複
数
の
字
地
で
栽
培
さ
れ
て

お
り
、
村
と
し
て
の
代
表
的
な
作
物

で
あ
る
と
と
も
に
換
金
性
の
強
い
商

口
問
作
物
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

f
L
、
え
u
o

v
l
v
v
，J
 

そ
し
て
、
こ
う
し
た
商
品

作
物
の
淑
売
に
よ
っ
て
、
農
民
は
子
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鰯
・
千
粕
な
ど
の
肥
料
を
確
保
し
て
い
た
と
い
う
。

と
く
に
油
原
料
で
あ
る
菜
種
は
、
村
に
よ
っ
て

に
か
な
り
の
設
が
あ
る
が
、
そ
の
売
却
に
は
っ
諸
商
人
村
々
へ
立
ち

入
り
菜
種
庭
買
に
て
値
段
高
一
ト
を
争
い
買
い
呉
れ
」
る
と
い
っ
た
状
況
の
場
合
も
あ
り
、
六
甲
南
麓
に
発
注
し
た
水
車
利
用
の

絞
り
油
菜
、
な
背
景
に
、
こ
の
地
域
の
代
表
的
な
作
物
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
活
発
な
商
品
流
通
を
基
盤
に
し
て
、
多
様
な
商
品
作
物
の
栽
培
と
、
そ
れ
宮
支
え
る
子
鰯
な
ど
購
入
肥
料
の
多
投

と
い
う
形
で
、
商
業
的
農
業
が
進
展
し
て
い

ま
た
、
兵
庫
に
近
い
J

奥
平
野
村
で
は
す
で
に
一
万
諒
期
に
米
の
ほ
か
綿
・
タ
バ
コ
・
大
根
と
い
っ
た
商
品
性
の
高
い
換
金
作
物

〉
主
主
ζ

子
つ
も
ζ

、
ニ
：
、
河
口

L
F
こ
土
、

U

／一：
F
ヵ
λ

干
斗
d
v
x
v
L
T
カ
刊
少
矛
・
ノ
ノ
よ

k

l

の
農
作
物
に
加
え
て
、
小
麦

ソ
バ
・
菜
種
・
ウ
リ
・
ナ
ス

苧
な
ど
も
作
ら
れ
て
い
る
。
特
に
野
菜
の
作
付
け
が
多
く
な
っ
た
の
が
白
立
つ
。
こ
れ
は
都
市
向
け
の
野
菜
栽
情
と
み
ら
れ
る
。

同
じ
傾
向
、
が
荒
町
村
に
も
あ
り
、
天
mm

ρ記
録
で
は
米
・
麦
類
の
ほ
か
に
綿
・
大
豆
・
ソ
パ
・
菜
稜
・
ウ
リ
・
ナ
ス
・
サ

111k梁と在JJJ.本：淡の渓！？？！

サ
ゲ
が
作
付
け
さ
れ
て
い
る
。

明
石
郡
の
福
岡
川
・
伊
川
・
橋
谷
川
・
明
石
川
の
流
域
村
々
で
は
、
河
川
背
後
の
山
谷
に
造
成
し
た
沼
地

酋
部
諸
村
の
米

と
タ
バ
コ
作

と
河
川
の
用
水
で
、
流
域
一
千
地
を
瀦
瓶
し
、

い
ず
れ
の
村
も
水
町
の
比
率
が
高
い
。
奥
畑
村
で
は
宝
、
氷
一
万

年
（
一
七
O
四）、

耕
地
の
う
ち
田
は
八
七
・
七
%
、
中
村
で
は
宝
謄
十
年
（
一
七
六
O
）
同
八
四
・
四
%
を
占
め
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
祖
暖
で
米
を
主
作
と
す
る
が
、
中
村
で
は
米
の
ほ
か
小
麦
・
安
安
・
大
豆
・
綿
な
ど
が
記
録
に
な
え
、
菜
作
で
の
麦
栽
培

第四節

の
普
及
が
想
定
さ
れ
る
。

酒
米
と
し
て
の
需
要
が
お
く
、
時
期
は
下
る
が
天
保
八
年
（
一
入

米
は
灘
白
澗
造
業
の
勃
興
以
後
、

一
一
一
七
）
御
影
村
酒
造
買
入
米
一
万
二
一
一
二

O
石
余
の
う
ち
、

明
石
渡
米
が
一
ム
一
一
了
九

μ
を
占
め
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
米
は
日
以

－

匂！
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も
代
表
的
な
商
品
作
物
で
も
あ
っ
た
。

写真 82 野中清水付近
C'l議耳署名所巡'f'.j'［苅会，）

方
、
明
石
郡
同
部
の
台
地
上
の
新
回
村
々
は
、
地
形
十
一
水
利
に
忠

ま
れ
ず
、
溜
池
離
湖
に
よ
っ
て
い
る
が
、
全
体
に
畑
作
を
主
と
し
て
い

る
。
卒
保
十
九
年
（
一
七
一
一
一
四
）
野
中
下
村
で
は
、
耕
地
一

八
町
六
反
七

刊
紙
余
の
う
ち
畑
が
八
七
・
八
%
を
占
め
、

到
主
わ
ず
ふ
で
あ
っ
と
。
初

i
t？
－

7
－

J

1

1

 

で
は
、

中
衣
類
の
ほ
か
大
豆
・
綿
・
ソ
パ
な
ど
が
作
付
け
さ
れ
て
い
る
。

コ
の
名
物
色
L

と
あ
り
、

夕
、
、
ハ
コ
が
特
産
品
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
明
石
藩
の
奨
励
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
伝
承
さ
れ
て
お

同
じ
新
田
村
の
赤
坂
村
で
は
、
享
保
期
の
「
mmAF記
」
に
つ
当
村
タ
パ

り
、
後
に
つ
い
亦
坂
葉
？
一
と
地
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
た
。
こ
の
地
域
の
商
品
作
物
と
し
て
は
、
綿
・
タ
バ
コ
・
大
一
況
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
よ
う
J

2 

栽
培
技
術
の
進
歩

新
幾
呉
の

普
及

市
域
の
近
計
一
農
村
で
は
、
単
婚
家
族
止
な
核
と
す
る
い
わ
ゆ
る
小
出
版
経
常
が
基
本
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
、

そ
の
生
産
を
支
え
る
栽
惰
技
術
の
上
で
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
。
第
一
は
新
農
兵
の
放
日
及
で
あ
り
、
第
二
は

が
い
的
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

効
率
の
良
い
鱗
入
肥
料
へ
の
比
況
が
増
大
し
た
こ
と
で
あ
り
、
第
一
一
一
は
作
物
の
種
類
と
く
に
稲
の
品
績
や
商
品
作
物
へ
の
関
心
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阪
者
に
な
っ
た
と
い
う
物
語
に

一
五
禄
か
ら
本
保
に
か
け
て
の
時
期
は
、
井
原
間
鶴
の
吋
日
本
永
代
政
L

に
掛
か
れ
た
、
新
し
い
州
民
共
止
を
発
明
詑
用
し
て
大
分

近

れ
て
い
る
よ
う
に
、
畿
内
の
段
村
で
は
、

111. 

・
イ
ア
石
と
お
し
・
千
掬
こ
き
な
ど
の
新
し

い
設
問
M

パ
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
千
品
開
こ
き
は
、
従
来
の
こ

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
税
殻
能
率
を
、

j絞re綜jIll 

農
業
技
術
発
注
の
耐
期
的
な
時
期
で
あ
っ
た
Q

挙
に
一

O
併
に
高
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
以
後
近
祉
を
通
じ
て
使
用
さ
れ
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
は
新
段
共
出
現
、

元
総
十
年
（
二
ハ
九
七
）
に
刊
行
さ
れ
た

に
よ
る
と
、
従
来
牛
刻
に
使
用
さ
れ
て
い
た
銃
床
の
惣
が
、
長
床
の

惣
に
代
わ
っ
た
こ
と
を
載
せ
、
ま
た
享
保
こ
ろ
に
は
刃
の
先
が
二
本
・
一
一
一
本
・
四
本
な
ど
に
分
か
れ
た
備
中
鍬
が
、
畿
内
農
村

g;g長と有iブ｝j)j~ ！＇（~の展開第四郎

一
般
に
A

一
一
句
訓
止
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
耕
転
用
具
の
普
及
は
、
こ
れ
ま
で

1;1¥: ！手：n:s3 

分家三左衛門の談受け道J~表 70

数お：

2 

4 

5 

20人前

20人前

20ノ1.lliI

25人前

8 

2 

大

大

火

い

い

け

け

つ

け

一

半

数

り

坪

ら

均

お

お

ひ

お

椀

肌

A

へ

う

主

寸

J

ょ

た

手

手

水

会

ひ

同

町

口

う

大

し

2

1

1

1

1

1

荷

荷

1

1

1

1

1

1

2

 

鍬

鍬

き

ら

ず

い

ご

き

た

り

け

け

ー

す

う

ぎ

南

E
V

ヘ

「
l
J

』

h

h

チ

吃

一

一

b
e
d

二

ら

き

f

こ

：

川

底

亡

か

へ

つ

に

た

よ

な

の

牛

ゆ

lヨ
Y 《

ミν
Jfil 数jま1

．、
仁
仁

y滋

ζのほか数百1；の記入されていない滋只11:，と
ううす，とうみ，ぷJくら，小くら， YHを．平
l:J，五JI割高．三JI-$品， Fぷn3話， くわんす勺ーが
品るa

資料：「j終日！？主文没J
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以
上
に
深
く
刺
す
こ
と
を
可
能
と
し
、
生
産
力
を
引
き
上
げ
る
要
因
と
も
な
っ
た
。
特
に
術
中
鍬
、
が
小
家
族
の
自
家
労
働
力
を

と
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

基
本
と
す
る
小
法
経
営
に
普
及
し
た
こ
と
は
、
例
え
ば
荒
起
こ
し
な
ど
の
作
業
を
促
し
、
経
営
の
自
立
を
広
く
可
能
に
す
る
こ

こ
こ
で
市
域
の
農
家
が
所
有
し
て
い
た
民
兵
の
例
を
み
て
み
よ
う
。

例
え
ば
白
川
村
の
長
左
衛
門
、
が
、
ぃ
不
保
十
凶
年
（
一
七

と
う
う
す
、
と
う
み
（
府
箕
）
、

"-.. 

ら

一
…
九
）
八
月
分
家
一
一
一
左
衛
門
に
分
け
与
え
た
道
具
の
控
に
よ
る
と
、
表
刊
の
よ
う
に
鍬
一

っ
き
う
す
一
円
ノ
、

了
、
た
ご
二
荷
な
ど
の
農
具
と
牛
一
回
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時

か
ら
す
き
一
丁
、

丁
、
店
鍬
一

γ
、

牛
を
所
有
す
る
農
家
は
、
全
体
の
五

0
1七
五
%
程
度
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
は
近
社
中
期
に

を
行
う
た
め
に
必
要
な
基
本
的
農
日
円
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

似
の
自
立
し
た
農
業
経
営

手
鱗
・
し
め

粕
の
使
用

従
来
肥
料
と
し
て
は
厩
肥
・
枇
肥
・
刈
り
敷
き
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
日
家
の
厩
・
枇
肥
に
は
限
度

が
あ
り
、
生
産
力
を
維
持
し
、
商
品
作
物
を
栽
培
す
る
に
は
、
購
入
肥
料
が
必
要
で
あ
っ
た
υ

近
位
で
は
購

入
肥
料
の
最
も
代
表
的
な
例
は
干
鰯
で
あ
り
、
後
に
は
鯨
粕
も
加
わ
り
、

酒
・
油
の
し
め
粕
な
ど
も
使
用
さ
れ
た
。
市
域
諸
村
で
は
、
兵
庫
津
が

人
口
約
二
万
の
都
市
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
の
下
肥
は
早
く
か
ら
周
辺
農

村
で
使
用
さ
れ
て
い
て
こ
れ
を
除
く
と
、
千
鰯
な
ど
が
一
般
に
使
用
さ

れ
る
の
は
近
世
中
期
か
ら
と
み
ら
れ
る
。

野
菜
な
ど
多
角
的
農
業
が
進
展
し
て
い
た
兵
庫
・
神
戸
周
辺
の
村
、

例
え
ば
正
徳
二
年
（
一
七
一
一
一
）
の
東
尻
池
村
で
は
兵
庫
か
ら
の
下
肥
や

写真 84 からすき
c•淡具使矛IJii命~）
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干
鰯
が
使
用
さ
れ
、
こ
れ
は
寛
政
期
の
記
録
で
も
同
様
で
あ
る
。

ま
た
切
和
五
年
（

七
六
八
）
の
西
代
・
大
手
・
東
須
磨
・
駒

ケ
林
の
諸
村
や
天
明
ニ
年
（
一
七
八
二
）
の
荒
泊
村
で
も
何
様
で
、
下
杷
・
干
鰯
が
施
用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
菜
種
・
綿
ほ
か
商
業
的
農
業
が
活
発
で
あ
っ
た
六
甲
南
麓
諸
村
、
例
え
ば
安
永
八
年
（
一
七
二
）
の
河
原
村
で
は
エ
！
鰐

・
千
粕
が
使
わ
れ
、
延
一
学
問
年
（
一
七
四
七
）
の
科
閉
村
で
は
干
鰯
・
油
粕
・
酒
粕
が
、
さ
ら
に
明
和
六
年
の
御
影
村
で
は
お
l

粕

・
干
鰯
・
油
粕
が
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
年
の
機
農
村
で
は
団
方
に
千
鰯
・
千
粕
・
油
粕
・
鵠
油
粕
が
使
用
さ

れ
、
畑
方
で
は
も
っ
ぱ
ら
干
鰯
・
油
粕
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
瀬
造
業
・
水
車
絞
油
業
の
勃
興
し
て
き
た
所
で
、
ツ
て

の
副
産
物
で
あ
る
酒
粕
・
油
粕
が
併
用
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ま
た
米
作
を
主
と
す
る
北
部
諸
村
、
例
え
ば
寛
保

（
一
七
四
一
一
一
）
の
頭
小
部
村
で
は
田
方
に
干
鰯
、
畑
方
に
柴
草
刈
り
敷

き
、
元
文
六
年
（
一
七
四

（
一
七
五
二
）
に
は
と

）
の
中
村
で
は
田
畑
と
も
下
肥
・
草
刈
り
敷
き
で
あ
っ
た
も
の
が
、
宝
暦
一

も
に
干
鰯
・
草
刈
り
敷
き
と
変
化
し
て
い
る
。
上
大
沢
村
で
も
寛
延
一
一
一
年
（

七
五
O
）
灘
千
鰯
貿
仕
切
の
記
事
が
み
え
、
こ
の

農業とt£jjg主きたの展開

時
期
広
く
購
入
肥
料
が
普
及
し
て
い
っ
た
。

西
部
の
諸
村
で
も
こ
う
し
た
子
鰯
の
使
用
は
問
様
で
、
明
石
の
子
鰯
屋
を
通
じ
て
購
入
し
た
と
み
ら
れ
る
。

主
穀
作
物
で
あ
る
稲
の
品
税
へ
の
関
心
も
、
こ
の
時
期
に
高
支
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
多
収
穫
か
つ
米
質
良

多
様
な
稲
の
品

種
と
播
種
翠

好
の
高
儲
絡
品
種
を
選
別
し
、
維
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

各
地
の
領
主
は
、
中
期
以
後
切
縮
帳
に
作
付
け
品
種
を
記
入
さ
せ
て
そ
の
実
情
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
尼
崎
藩
で
は

第凶ifrJ

一
克
禄
十
六
年
、
従
来
か
ら
の
禁
止
品
種
「
や
げ
ん
じ
・
ご
ざ
れ
も
ち
L

の
ほ
か
に
、
新
た
に
大
鷹
米
な
ど
赤
米
の
作
付
け
も
禁

じ
て
い
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
年
貢
と
し
て
収
納
す
る
米
の
品
質
保
持
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

渋一近百笠史討nlIII329 



そ
れ
で
は
実
際
に
作
付
け
さ
れ
た
品
穏
を
み
て
み
よ
う
（
表
れ
）
。
天
明
六
年
の
北
野
村
で
は
、
と
そ
ん
ど
・
小
み
の
・
す
が

‘叩、J
J
J
U
 

一
種
、
明
和
五
年
の
板
宿
村
で
は
、
白
川
早
稲
・
巡
礼
・
坊
主
・
石
山
・
び
く
に
ん
の
五
種
で
、

い
ず
れ
も
少
な
い
。
こ

れ
に
対
し
て
天
明
二
年
の
荒
閉
村
で
は
、
北
悶
・
し
ら
川
・
鳥
羽
・
ひ
げ
・
小
み
の
・
伊
勢
み
や
げ
・
相
の
山
・
黒
ほ
っ
た
い
・

そ
ば
ね
こ
ほ
か
一

O
穏
に
及
ん
で
い
る
。
平
均
六
J
七
品
種
と
い
う
多
さ
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
北
開
・
と
そ
ん
ど
の
両
種
は
複
数
の
村
で
み
ら
れ
、

か
つ
東
尻
池
村
で
は
北
閣
を
五

O
年
以
上
後
の
記
録
で
も
確

認
で
き
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
比
較
的
拡
い
範
問
で
、

し
か
も
長
期
に
わ
た
っ
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
代
表
種
と
い
え
る
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
基
本
品
種
を
除
く
と
、
そ
の
他
の
多
く
の
品
種
は
取
り
換
え
な
が
ら
作
付
け
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
よ
り
多
く
の
収
穫
を
目
指
し
て
、
異
な
っ
た
品
種
を
次
々
に
試
み
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

っ
珍
し
き
稲
御
鹿
候
え

ば
総
え
ゆ
し
候
」
と
い
う
駒
ケ
林
村
の
説
明
も
、
ま
さ
に
生
産
力
の
向
上
に
対
す
る
当
時
の
農
民
の
関
心
の
深
さ
を
端
的
に
示

し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
品
種
の
多
さ
と
更
新
の
激
し
さ
こ
そ
、
多
収
穫
口
問
績
を
積
極
的
に
選
別
し
て
い
こ
う
と
す
る
技
術

水
準
の
現
れ
で
も
あ
っ
た
。

新
し
い
農
具
や
購
入
肥
料
に
よ
っ
て
、
当
然
生
産
量
が
増
大
し
た
と
推
量
さ
れ
る
が
、
市
域
で
は
そ
れ
を
示
す
夜
接
の
史
料

l北野 i矧
（天I児6) （究政11〕

とそんどi北 [ 吋

小みのiふたくら
すが 7こiい司主わ4主

いづみ

ric1 m 
いせ餅

かんぜん餅

より出し

ひく tこ

が
乏
し
い
。

た
だ
間
接
的
に
は
例
え
ば
、
各
村
で
の
開
墾
な
ど
に
よ

る
新
聞
の
増
加
や
、
稲
の
反
当
播
種
量
な
ど
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が

で
礼
ざ
る
。

元
禄

1
卒
保
期
の
村
石
川
崎
を
み
る
と
、

か
な
り
の
数
の
村
で
、
少

か
ら
多
い
村
で
は
数
十
石
、

な
い
場
合
は
ご
、

時
に
は
一

0
0
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入部II君店街郊諮村の稲品種表 71

i判白川早稲！とそんど！とそんど
！阪 本Liあがた＇＂、づみ
坊 主if己 人11児じん

__ ,::[, Ji¥ iお！ の !Li iかんじき餅
びくにんiすくばり jいせ餅

こみのi ＊ 
Jll I * 

かんじき餅

?E熊
（寛政11)

北

十
悶

川

羽

耳さ尻池

（家｛呆2)

断jケ林
（切手il6) 

商代

（明治15) 

阪礼iII［日
ふたくらいIt

利
引

nH
4
本
i

昭一
6 ら

cj1綴

:/E R属
（明和6)

板宿

（明手il5 ) 

策的

（ヲミ明 2)

げ

の

げ

山
や

み

み

の
努

ひ
小
川
r
旧
制

の

総

み

f

p
J
下
j

ひ

げ

仏

の

ど

か

同

ん

し

げ

そ
ひ

と

し

Ji~！まったい｜ねごろ

そばねこ［小丸山

ネ ：ぬとも4主L、
げんろく

首kひくに

努九郎

ひろしま
lぬ稲

石
を
超
え
る
場
合
ま
で
、
新
田
の
問
か
れ
て
い
る
例
が
み
ら
れ
る
。

役

そ
の
多
く
は
元
禄
十
年
中
村
（
明
石
部
）
の
新
開
田
畑
名
寄
帳
に
み
ら

近

れ
る
よ
う
に
、

っ
す
み
や
下
畑
一
畝
一
歩
、
同
下
畑
一
…
七
歩
、
同
下

阪~縦謹

回
一
畝
、
岸
崎
下
回
一
一

oh少
し
め
て
瓦
畝
一
八
歩
高
ニ
斗
九
升
七
合

安
兵
衛
L

と
い
っ
た
形
の
も
の
で
、
個
々
の
農
民
が
一
一
一

O
坪
前
後
の

（主主） 糾ま名祢:z-;iijJ分を示す。

資料： r京Ifs!家文；1,l'J.r;ttJH殺炊会）CiltJ，神戸大令所蔵文書ほか

小
規
模
な
開
懇
に
励
ん
で
集
積
し
て
い
っ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
う

、：
1

4

〉
。

カ
カ
占
八
7
－

さ
て
反
当
播
種
翠
は
、
効
率
の
高
い
購
入
肥
料
の
投
下
と
の
関
係

A
V

ミ

，
lu

－N
、。

カ
社
側
L

一
般
に
肥
料
の
多
投
は
、
苗
の
成
育
を
促
進
し
分
け
つ
を

旺
嫌
に
す
る
か
ら
、
肥
沃
な
回
ほ
ど
少
な
い
苗
で
収
穫
を
排
他
保
す
る

」
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
近
世
中
期
以
後
購
入
肥
料
多
投
型
の

栽
培
で
は
、
収
穫
最
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
意
識
的
に
播
種
目
恩
が
減

ら
さ
れ
た
。

表
口
は
市
域
各
村
の
反
当
播
種
設
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
先
の
観

点
か
ら
み
る
と
、

斗
を
超
え
る
場
合
ば
、
な
お
肥
料
に
泊
米
か
ら

の
刈
放
を
か
二
部
に
使
用
し
て
い
る
村
で
あ
り
、
購
入
肥
料
に
よ
る

と
み
ら
れ
る
村
々
は
、
八
升
程
度
か
ら
少
な
い
場
合
は
六
升
台
に
と

33r 



(ljt佼．升）

12 

15 

15 

6～7 

9 

10 

9 

7 

9 

9 

8 

8 s I 
7へ，g

6～8 

6～7 

(tt) ＊早稲の場合

資料： r内問実質文書」， r1JJ田家文書lf.J，「氏11＇今3総数会
文芸い「宗E想家文議J，神戸大学i訂版文書，
神戸市立｜等物館所蔵文書ほか

ど
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
実
際
の
収
穫
高
を
反
映
し
て
い
る
と
み
ら

れ
る
小
作
入
付
米
高
を
、
検
地
の
時
の
石
盛
と
比

較
し
て
み
る
と
、
播
種
量
の
少
な
い
村
ほ
ど
入
付

米
高
が
多
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
も
反
当
収
穫
高
の
増
大
を
間
接
的
な
が
ら
一
部

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

援
問
余
業

の
展
開

%
程
度
、

近
世
前
期
か
ら
↑
本
細
高
持
層
は
存
私
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
で
は
持
高
五
石
以
下
層
は
、
少
な
い
村
で

五
O
%が
｝
超
え
る
場
合
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
小
規
模
商
持
農
民
に
と
っ
て
、

農
間
余
業
は
生
計
維
持
上
に
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
近
世
中
期
灘
日
村
々
の
よ
う
に
、
商
業
的
農
業

10 

14 

14 

6～7 
8. 

9 

各村の籾反当矯穏f設

10 

13 

13 

6～7 

8. 

8 

7 

6 

8 

8 

6 

8 

究保3

元文6

宝暦2

延本i

宝暦8

明和5

明和5i 

明和6! 

明和8 i 

天明2

天明6

明手口5

1別手口5

~日和 6

明和6

代

E立小部

」二洋上

i討 Jll
限代

板宿

花熊

奥平野

荒田

jヒ
/1'{1）ヶ

東須！容

器陸

j政隆

が
展
開
し
、
農
民
層
の
分
解
も
進
ん
だ
地
域
で
は
、
商
業
を
は
じ
め
酒
造
業
や
水
事
業
な
ど
の
在
方
産
業
が
勃
興
し
、
そ
れ
に

表 72

年名村

3 

社
会
的
分
業
の
進
展

332 第三苦手近ill：社会の淡閃



伴
っ
て
新
し
い
余
業
の
機
会
も
嶋
加
し
て
、
社
会
的
分
業
は
一
段
と
深
ま
っ
た
。

民
の
作
間
稼
ぎ
か
ら
蝶
観
し
て
み
よ
う
（
表
九
）
。

ま
ず
村
明
細
帳
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
段

ill: 近

撚
料
用
の
柴
木
や
蓮
・
縄
な
ど
の
第
製
品
は
、
自
給
用
と
し
て
も
必
要
で
あ
っ
た
が
、
兵
庫
津
な
ど
都
市
や
灘
闘
で
の
需
要

も
あ
っ
て
、
多
く
の
村
で
み
ら
れ
た
余

E震災縦鹿

殺さ長と在方産業の展開第四郎

各村の投開余業表 73

類種の業余
一
男 女

名村

苧麻，木綿織

山木柴稼

柴刈

山木柴稼，駄賃稼

塩主主野

｝杏 t斑
有
府
内

木綿糸紡

日告ff稼；奉公，賃綿紡
i水約綴：

オミ綿隊， 111紘組依

L¥"i公，木梨ll稼
木綿稼

主存刈

奉冬水主稼，沼屋稼，

他悶へf関造隊，総｛災
fll;ft家，縄｛友

瀬康泰公

滋獲稼，石商売，総采，浜漁、

屋

彩

足

泥

郎

石

横
御
山
石
味
稗
大

菟

1京

逃織

雑菜つみ

千i＠！依遊織

木綿稼

木綿織，

木綿織，

樽宅金遊，

慈織

木綿i主織
木綿賃織

木綿賃織，潟水線

木綿織

木柴刈

務造稼

薪取，織ない，下肥取

下紀取， 111柴寧刈

下n巴取，薪柴刈
下目巴取，わら細工

主主総．わらじ，漁、移（， i滋屋稼
縄，わらじ，慈，下肥取

総，わらじ，漁稼

主主｝夜，わらじ

木柴売

北野

荒悶

奥平野

西尻池

鴎代

納ケ林

東須磨

西須磨

白川

西小部

；＼、

吉i~

資料：「大利家文さ？」，「上麿綴林E主淡塁走協同組合文言b 「i村岡家文勢」ほか

業
で
あ
る
。
襲
製
品
で
は
、
草
履
・
わ

ら
じ
は
男
性
の
、
慈
・
俵
な
ど
は
主
に

女
性
の
作
業
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

柴
薪
の
採
取
に
は
入
会
山
が
利
用
さ
れ
、

重
要
な
稼
ぎ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

酒
造
業
へ
の
出
稼
ぎ
も
多
い
。
酒
造

業
は
灘

惜
の
代
表
的
な
工
業
で
、
他

地
方
か
ら
も
い
わ
ゆ
る
杜
氏
が
流
入
し

た
が
、
地
元
で
も
重
要
な
働
き
場
で
あ

った。海
辺
で
漁
業
の
行
わ
れ
て
い
る
村
で

は
漁
稼
ぎ
が
、
ま
た
渡
海
船
な
ど
海
運

時
一
京
の
存
ず
る
村
で
は
船
乗
り
な
ど
船
稼

333 



ぎ
も
、
余
業
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
わ
尚
売
は
六
甲
山
地
か
ら
採
っ
た
石
の
売
買
を
手
が
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
女
性
の

稼
ぎ
と
し
て
雑
菜
つ
み
と
あ
る
の
は
、
春
の
山
菜
を
採
接
し
て
兵
隊
へ
売
り
に
山
た
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。

駄
賃
稼
ぎ
は
、
主
に
自
家
用
の
牛
な
ど
を
利
用
す
る
民
運
送
な
ざ
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
上
谷
上
村
・
熊
内
村
な
ど
で
は
、

兵
庫
駅
に
口
銭
を
秘
め
て
、
駄
賃
稼
ぎ
を
行
っ
て
い
た
し
、
皆
川
似
村
の
場
合
は
ム
ハ
叩
越
え
の
稼
ぎ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

女
性
の
も
っ
と
も
代
表
的
な
余
業
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
木
綿
紡
ぎ
・
木
綿
織
り
・
木
綿
稼
ぎ
で
あ
る
。
市
域
農

村
で
は
田
方
綿
作
の
よ
う
な
本
格
的
な
向
日
間
作
物
栽
出
は
む
し
ろ
少
な
い
が
、
紡
ぎ
・
織
布
な
ど
の

は
多
く
の
農
家
が
所

有
し
て
お
り
、
家
内
作
業
で
自
給
日
間
の
ほ
か
賃
隊
、
ぎ
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

村
の
職
人

・
商
人

さ
て
表
引
け
は
花
熊
村
の
良
外
産
業
従
事
戸
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
農
閑
期
が
利
用
で
き
る
酒
屋
稼
ぎ
は
最

も
多
く
、
村
内
の
中
間
中
一
的
高
持
農
民
を
も
合
ん
で
、
農
外
産
業
従
事
者
の
七

O
%を
超
え
て
お
り
、
間
村
に
と

つ
て
は
最
も
護
要
な
設
労
働
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
村
内
上
位
古
川
持
層
の
酒
造
業
・
水
車
業
の

は
、
ま
ず

雇
用
者
を
有
す
る
股
村
工
業
経
営
者
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
他
の
紺
屋
・
麹
毘
・
金
物
商
売
な
ど
は
小
競
模
自
営
業

で
、
農
業
が
む
し
ろ
副
業
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
在
村
の
諸
職
業
と
い
う
観
点
か
ら
治
っ
て
み
る
と
（
袋
行
）
、
例
え
ば
比
較
的
多
い
熊
内
村
で
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）

の
切
細
帳
に
酒
造
業
・
待
屋
・
索
麹
鹿
・
水
車
業
（
仙
川
・
米
協
き
）
・
水
車
大
工
・
家
大
工
・
屋
根
罫
き
・
鍛
冶
屋
・
紺
屋
な
ど

が
み
え
、
少
な
い
村
で
は
山
寄
り
の
白
川
村
で
の
柏
木
挽
が
あ
げ
ら
れ
る
。
天
王
谷
川
沿
い
に
位
置
す
る
奥
平
野
村
や
六
叩
谷

川
沿
い
の
篠
原
村
の
水
中
卒
業
な
ど
は
、
そ
の
村
の
立
地
条
件
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
犠
・
タ
バ
コ
・
紙
な
ど

日
活
用
品
を
売
る
商
人
や
左
官
、

ま
れ
に
医
師
な
ど
を
含
め
て
、
中
期
以
降
は
か
た
り
の
村
に
何
ら
か
の
法
梁
外
職
種
が
存
在
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し
て
い
た
と
い
え
る
。

設さ長とな方E包装の展開第四節

こ
う
し
た
在
方
産
業
の
進
展
は
、
市
域
に
お
け
る
農
業
の
s尚
品
生
産
化
や
、
新
規

の
勃
興
な
ど
、
全
悶
的
規
模
で
展
開

(l詳佼．戸）花熊村の淡外産業従事戸数（明和14年(1767）〕表 74

、，
，
u

d

、ν
ハU
d

仏

τ

ヲム“

ー

j陵i綿打［麹屋

3 

総数

t
A

ハU
o
δ
o
o
r
h
v

ぅ、
υ

今

54

q
G

今
〆
M

曹
g
A

J守E苦悩j脅

15石以上

10～15 

5～10 
3～5 
1～3 
l石未満

1Rt 高

23 3 78 数
。r、
早出

し
て
ゆ
く
臨
品
経
済
な
基
盤
に
し
て
い
た
と
い
え
る
。
地
元
産
の
菜
種
や
米
を

原
料
と
す
る
地
場
産
業
製
品
の
灯
油
や
瀬
が

へ
送
ら
れ
、
そ
の
原
料
作
物

博 F封建的小淡民の分解遇税a資料：新保

各村の淡外段染表 75

地
丹号学l付名村

1人向IiIA 
2事H

鼠

l存

証金

水
明示I8 iji 奥平野

l人

ir信 原 石稼ぎ 米銭水準 6納 天fjfj7年

水 Z巨大工 l人 鍛冶麗 1人

*-11・ E設 1人 索麹庭 4人
il民 内 i問 E設 1 人 家大工 1人 天f!fl11r: 

ポ宇 箆 1人 屋根fj＇.：き 1人

治水平 4椀 米捻水準 5 Jj総

河 原
濁 造 2人 酒本態 E設 1人

ヲミ明7主＇＂左 ＇§~ l人 水事業 l人

百5 造 2人 大 ヱ 1人
東尻 j也 商人（塩タバコ，紙弘子鰯むしろ） 3人 党政1年

i桶結（兵庫本尊厳勤） 2人

娩;;j三ふ明Jll 白

資料：「大利家文芸~J ほか

辺百ま史Miiilll33う
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内
俊

必崎B
A

崎・
0
6

勺，ゐ回、
υ

弓

4

9

’LW

制

制

緩

’i

ヲム
M

n

U

H

3

今0
4
e
1
A

今，b

今
，
ゐ
今
‘
υ

’BA

屋
由
民
陵
町
民
官
同
鹿
屋
段
底
的
度
目
院
や
足
労
宿
市
住
ね

ん

物

日

付

州

側

治

仲

い

附

ツ

ナ

積

百

油

7

1
博

洗

付

制

と

間

同

船

革
何
千
鍛
新
在
傘
焼
業
薬
医
八
時
闘
う
小
牛
廻

自

民

自

民

足

度

鹿

屋

建

屋

工

工

底

職

産

屋

鹿

屋

阿

れ

！

造

榔

勉

手

城

大

大

挽

附

水

川

河

川

，

↑

ノ

Afwv 

一
泊
消
却
制
米
素
質
計
十
川
船
家
瓦
木
川
日
没
川
村
材

御影村（留組・京総）の職業構成（切手116年 (1769))

屋

議

噛
市

根

職

総

屋内‘υ
H

、，U

今、υ
咽
E
ム

2 

今，“今、
υ

ヲ
ω
1
A

業戦

表 76

常
市職

車内、
2 王手

2 II A盟船
2111写廻船
石船

三百石毛！［船

三万;ftt1小船

約船

渡海船i
てくり船；

tK'h 米

今

O

t

A

噌

i

’

ム

勾

t
t
l
a

フ
ω
ー

1

5

2

1

1

 

r
3

？
ω

今
54

－4
A

今，ムM
唱

1

9
’h
“

17 

5 

の
肥
料
と
し
て
関
東
か
ら
干
鰯
が
送
ら
れ
て
く
る
と

い
う
経
済
環
境
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
、
個
々
の

農
民
や
商
人
・
職
人
の
働
き
が
位
置
付
け
ら
れ
る
。

御
影
村
・
脇
浜

村
の
職
業
分
化

近
陸
中
期
以
降
、
澗
造
業
が
著

し
く
成
長
し
た
御
影
村
や
魚
崎

村
で
は
、
村
内
の
職
業
分
化
は
…
段
と
進
ん
で
い
た
。

例
え
ば
御
影
村
の
場
合
で
み
る
と
、
ま
ず
土
地
所
有

の
上
か
ら
は
明
和
六
年
に
無
高
層
が
す
で
に
問
O
d
p

を
超
え
て
い
て
、
残
る
高
持
の
う
ち
で
も
一
反
以
下

資料：「御影村文；tb（神戸大学文学部））

の
層
が
同
村
西
総
で
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
六

%
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
で
は
八
O
%
を
占
め
て

お
り
、
階
閣
の
分
化
も
す
で
に
著
し
か
っ
た
。
当
然

脱
農
業
化
も
、
深
ま
っ
て
、
同
年
の
明
細
帳
で
は
一
一
一
O

を
超
え
る
農
業
外
職
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
表
%
）
。

」
の
う
ち
中
心
に
な
る
の
が
、
一
一
一
四
粁
の
造
り
潤

で
あ
る
。
こ
れ
に
焼
酎
屋
一
一
一
軒
、
酒
将
屋
一
一
一
九
軒
、

薪
仲
間
氏
五
軒
と
米
協
き
水
車
問
柄
な
ど
の
関
連
部
門

336 近世社会の股IJIJ第三•fi:



廻
船
宿

が
付
属
し
て
い
る
。

…
方
大
型
廻
船
閉
山
間
続
を
は
じ
め
小
船
・
石
船
な
ど
も
多
く
み
ら
れ
、
こ
れ
に
対
応
し
て
船
大
工
二
一
人
、

九
軒
が
あ
っ
て
海
上
運
輸
を
支
え
て
い
る
。
一
戸
数
は
七
二

O
戸
、
人
口
は
二
八
七

O
人
を
数
え
、
周
辺
農
村
と
関
係

の
深
い
ぷ
i

鰯
屋
か
ら
材
木
屋
・
八

強
師

つ
ど

小
間
物
屋
、
ま
で
の
諸
尚
人
、
家
大
工
・
木
挽

鍛
冶
な
ど
の
諾
職
人
を
擁
す
る
い
わ
ば
在
方
の
町
と
い
う
状
況
を
示
し
て
い
る
。

脇
浜
村
の
場
合
は
（
表
η
）、

全
二
五
五
軒
の
う
ち
、

業

O
軒
、
船
持
一
一

O
軒
（
廻
船
一
、
小
波
泌
船
・
猪
牙
船
入
、
小
川
惜
し

材
木
監
一
軒
、
鍛
冶

船
二
）
、
問
屋
間
机
判
、
肥
料
酪
四
軒
、
中
継
ぎ
商
五
軒
、
醤
油
屋
二
軒
、
造
り
溺
屋
二
軒
、
将
屋

二
軒
、
素
麺
麗
四
軒
の
ほ
か
、
穀
物
小
売

・
古
道
具
鹿
な
ど
六
九
軒
が
農
業
外
の
職
業
を
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は

現
れ
て
い
な
い
が
、
造
り
酒
屋
・
樽
屋
・
水
車
業
な
ど
で
は
当
然
賃
労
働
者
を
援
用
し
て
い
る
わ
け
で
、
肉
口
川
経
済
に
立
脚
し

た
社
会
的
分
業
の
深
ま
り
を
明
僚
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
こ
う
し
た
商
業
活
動
の
な
か
か
ら
成
長
し
て
き
た
い
わ
ゆ
る
在
方
商
人
は
、
民
村
で
の
，
商
品
生
産
の
進
践
に
応
じ
て
各

地
慌
で
も
み
ら
れ
た
が
、
特
に
灘
羽
近
夜
の
商
人
に
つ
い
て
は
、
卒
く
も
延
宝
期
に
兵
庫
津
関
屋
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

設業とず正方j)j'C業の限開

兵
隊
で
は
領
主
尼
崎
滞
に
、
灘
日
近
夜
も
含
め
て
問
屋
営
業
は
兵
庫
津
内
の
一
一
一
一
六
軒
だ
け
に
許
可
さ
れ
る
よ
う
出
願
し
て
い

表 77 脇浜村の験

業構成（天i珂6年
(I 786）と捻定）。＼＼｛：立： Jitf)

第四節

4ι

勺

4

7

U

4

3

q

4

1

i

？“

t
i
a斗
a

A
品

1
H
b
q
u
q
L
q
L

ハU

咽

i

l

l

 
8 

索室面農

機討ii 屋
i関造家
栂屋

鍛冶

左 q

*U・ 段

材 ;jミ屋

問屋

肥料商人

中継ぎ商人

穀物小売衛人

質屋

古道具度

小主主的

小殖し船持

小渡海船

ちょき船持

廻船持

高548石028

［高持204ij［千

戸数2ssq引無高 40軒

l fM＇段 11科
「予~505人

人数1,035人｛
l女530人

69 A 
Zコ

資料： f大軍IJ家文芸ら

t
 
i
 
i
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る
。
兵
隊
側
は
新
興
在
方
向
人
の
活
動
を
抑
え
、
従
米
の
権
誌
を
縦
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

七
五
四
）
に
は
、
六
甲
山
地
北
部
の
有
馬
郡
本
庄
村
・
上
津
下
村
と
灘
日
東
明
村
の
在
方
向
人
ら
が
述
携

し
て
、
米
骨
子
鰯
な
ど
の
新
規
運
送
通
路
を
開
き
、
立
運
送
の
特
権
を
持
つ
駅
所
が
出
訴
す
る
引
件
も
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
の

ま
た
宝
府
内
年

zH刊
紙
勺
J
£
4
h
m
w
e
h
n
y
hい
守
打
、
乙
む
0

1
t
H十日
T
J
f需
で
J

．f
f
F
P

4 

水
車
業
の
勃
興

西
摂
に
お
け
る

水
車
業
の
筋
芽

神
戸
市
城
南
部
、
六
甲
山
地
の
潟
麓
地
検
で
は
、
近
叶
い
中
期
以
後
水
車
に
よ
る
絞
油
・
製
粉
・
粘
米
等
が

様
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
水
車
の
建
設
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
亭
保
九
年
（
一
七
二
回
）
の
野
寄
・
間
本
両
村
分
水
論
の
取
祷
一
札
に
よ
れ
ば
、
両
村
分
水
石
の
南
方
に
「
野
氏
川

村
水
車
一
一
例
い
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
じ
く
享
保
七
年
の
文
書
に
、
こ
れ
ら
の
野
容
村
水
車
は
二

O
年
以

前
よ
り
何
の
差
附
り
も
な
く
経
常
し
て
き
た
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
野
寄
村
の
水
取
は
、
一
五
禄
末
期
ご
ろ
に
創
建
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
虫
、
氷
八
年
（
一
七

「

i
kド
炉
、
同
附

一的
i

在
齢
、
」
の
摂
加
銀
A

二
匁
五
分

七
二
一
一
）
に
畑
地
の
中
に
幅
一
一
一
尺
の
水
車
道
の
あ
っ
た
こ
と
が

）
の
河
原
村
（
灘
区
）
の
つ
明
細
帳
L

に
は
、

{11 
し

村

支
配
L

と
マ
ベ
え
、
さ
ら
に
原
田
村
に
お
い
て
も
、
一
北
徳
一
一
一
年
（

確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
六
甲
山
市
麓
の
河
川
を
利
用
し
た
水
車
の
建
設
は
、
元
禄
末
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
地
方
に
だ
ナ
保
年
間
に
は
水
車
を
業
と
す
る
新
田
村
務
が
開
発
さ
れ
、
大
坂
市
小
の
絞
油
業
者
を

338 近tu:ti：会の終段l第三本



圧
迫
す
る
ほ
ど
に
、
水
市
に
よ
る
絞
泊
地
帯
と
し
て
降
織
す
る
の
で
あ
る
。

w-

っ
と
し
て
、
水
市
業
の
み
を
生
業
と
す
る
新

!11: 

水
車
新

m

の
醐
開
発

間
村
の
開
発
が
あ
る
。

凶
摂
灘
岡
地
般
に
お
け
る
水
車
業
の
発
注
な
象
徴
す
る
も
の
の

こ
の
水
市
新
聞
の
成
立

の
状
況
に
つ
い
て
、
大
利
家

場
所
は
、
都
賀
川
の
上
流
六
叩
川
の
流
域
（
灘
区
）
で
あ

｝！~＇£と謀議 Ill

る
天
保
末
年
作
成
の
つ
水
車
新
田
十
日
米
手
続
来
日
し
に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。

最
初
に
水
車
新
田
の
開
発
を
願
い
出
た
の
は
、

IJ'.kう誌と｛i')jj託業の膝rm第四ili'i

紀
州
羽
賀
郎
高
野
領
野
中
村
の

mm林
勝
布
衛
門
と
い
う
人
物
で
、

本
保
九

七
二
四
）

ー
こ
℃
勺
r
f
u
r
W
2妻
工
、
街
こ
良
、
U
H
、

J
i
q
J
A
I
l
一
］
」
プ

f
t限
汁

L
1
i

さ
ら
に
、
間
十
五
年
に

代
官
久
下
藤
十
郎
に
水
市
一
二
鞠
で
運
上
銀
三
枚
を
上
納
す
る
慢
を
願
い
出
て
、

「；JO字新FBおうk手続＼＇HJc表紙〉

許
可
を
受
け
た
Q

場
所
は
、

八
幡
村
・
篠
原
村
・
山
田
村
・
高
羽
村
・
河
原
村

・
太
田
村
（
鍛
治
短
村
之
内
）
の
ん
ハ
カ
村
立
会
の
ふ
沼
地
で
あ
っ

間
林
は
、
許

可
を
受
け
た
も
の
の
、
地
形
が
験
阻
な
谷
間
で
あ
っ
た
た
め
、
開
発
を
断
念
し

た
a

そ
の
後
、
間
十
六
年
に
八
部
郡
東
尻
池
村
の
利
左
衛
門
が
譲
り
受
け
、
開

発
を
続
け
た
が
、
こ
れ
も
成
功
せ
ず
、
間
二
十
年
間
三
月

日
に
大
利
五
右
衛

門
が
、
銀
六
百
匁
で
譲
り
受
け

五
右
衛
門
は
代
官
久
下
藤
十
郎
に
運
上
銀

を
五
枚
に
増
額
し
、
そ
の
旨
を
同
け
出
て
、
開
発
に
成
功
し
、
間
年
に
水
車
新

'J}:j.4[ 85 

市
と
い
う
名
前
で
新
し
く
村
立
て
が
行
わ
れ
、
水
市
稼
業
を
専
門
と
す
る
新
限

村
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

水
革
新
m
仰
の
水
車
の
数
泣
・
述
上
銀
の
変
川
泌
を
示
す
と
、
表
刊
の
よ
う
に
な
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水率新国における水lfI

数・i盤上銀の変遷

鞠
（
笑
際
の
稼
動
は

43 

26.875 

80.625 

71. 666 

64. 5 

62. 708 

57. 589 

60.066 

59.013 

67.894 

70. 157 

106.368 

158.421 

226.315 

228.578 

219.3 

220. 095 

崎
明

5

8

8

9

0

2

4

5

8

8

9

9

9

9

9

0

5

ー‘

1
A
4
i
t－

－
A
e
i
－－

4

1
＆

1ム

1
ム

1
A

フ
“
？
“

215 

215 

645 

645 

645 

752.5 

806.25 

901 

1, 062. 25 

1, 290 

1,333 

2,021 

3,010 

4,300 

4,343 

4,386 

5, 502.38 

ヨエ保20(1735)

元文 4(1739)

宛保 1(1741) 

グ 2(1742) 

延本 3(1746)

寛延 1(1748) 

グ 3(1750)

宋府 2(1752)

か 4(1754)

グ 9(1759)

グ 10(1760)

グ 11(1761)

。13(1763)
明手117(1770) 

安永 2(177 3) 

か 4(1775)

天明 3(1783) 

る。

当
初

表 78

｛に

約
だ
っ
た
と
い
う
）
の
許
可
な
得
て
い
た
が
、

覚
延
元
年
（

七
回
八
）
以
後
新
規
取
り
建

－
 
f
 

て
の
許
可
も
得
て
、
水
準
数
は
す
や
保
二
十

年
に
五
柄
、
一
万
文
四
年
（
一
七
一
一
一
九
）
に
入

輔
、
寛
保
一
一
年
（
一
七
四
一
一
）
九
柄
、
延
一
足
一
寸

資料： r大手lj君主文－mJ

（
一
七
四
六
）
一

O
柄
、
以
下
宝
暦
十

年
（
一
七
六
O
）
ま
で
に
一
九
輔
が
取
り
建

て
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
安
永
四
年
（

七
七
五
）

一
輔
、
天
明
一
一
一
年
（
一
七
八
一
一
一
）
に

五
輔
の
一
新
規
水
車
が
加
わ
り
、

二
五
輪
に
増
加
し
た
。
運
上
銀
も
宋
麿
凹
年
以
後
、
毎
年
の
よ
う
に
増
加
し
、
天
明
三
年

の
降
盛
を
物
語
っ
て
い
る
。

に
は
宝
暦
凶
年
の
約
五
倍
に
助
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
運
上
銀
の
増
額
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
水
車
新
田
に
お
け
る
絞
油
業

水
車
新
田
に
お
け

る
絞
漁
業
の
隆
盛

ま
ず
、
水
車
に
よ
る
絞
り
油
の
作
業
工
程
・
効
本
等
に
つ
い
て
、
天
保
七
年
（
一
八
一
一
一
六
）
に
刊
行
さ
れ

た
大
蔵
、
氷
常
の
『
制
淡
泊
録
』
に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。
絞
油
の
作
業
工
程
を
簡
単
に
一
部
す
と
、
菜
穂
を

妙
っ
て
さ
ま
す
↓
腕
捻
き
に
か
け
て
粉
と
す
る
（
綿
実
は
日
で
粉
に
す
る
）
↓
こ
し
き
に
入
れ
て
蒸
す
↓
袋
に
入
れ
て
上
に
石
を
置

ぬ
き

き
、
貨
を
過
し
て
正
力
を
か
け
て
油
を
絞
る
、
の
削
工
程
で
構
成
さ
れ
る
。
水
車
の
動
力
を
使
う
の
は
、
胴
協
き
で
莱
穏
を
粉

340 近IU:tl：会のE差別J第三市



に
す
る
作
業
の
時
で
あ
る
。
こ
の
工
程
は
人
力
に
よ
る
場
合
は

111: 

日
に
二
石
、
水
車
で
は
一
日
に
三
石
六
斗
と
記
さ
れ
て
お
り
、

.11工

と
に
な
る
a

一
・
八
倍
の
作
業
効
率
で
あ
っ
た
。
こ
の
高
い
作
業
効
率
が
、
従
来
の
大
波
市
中
の
人
力
に
よ
る
絞
り
油
業
者
を
圧
迫
す
る
こ

1災＊と在ブJR~業の！込！？日第11Sf:{i'j

対在日1誕百Ill

イコ

T三
¥111 
t土
勺

白
?rh 

と
呼
ば
れ
、

こ
の
よ
う
に
し
て
、
菜
種
か
ら
絞
っ
た
油
は
っ
水
リ
似
し
、
綿
突
か
ら
絞

両
油
を
混
合
し
て
灯
油
と
し
て
販
売
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
灯
油
の
使
用
に
よ
っ
て
、
当
時
の
人
々
は
夜
な
べ
仕
事

水車利用の絞泌1~長（＇製油録j)

や
読
書
を
行
う
こ
と
が
可
能
に

《

t
A

〉

h

｝。

ヂ
J

v

φ

J

水
車
新
聞
の
発
注
の
状
況
を

r
や
す
事
件
と
し
て
、
一
万
文
四
年

に
水
車
新
田
の
南
方
の
河
原
村

鍛
冶
屋
村
・
森
村
の
一
一
一
カ
村

か
ら
、
水
準
新
聞
の
荷
物
の
通

r;y.・3完87

行
が
水
利
の
妨
げ
に
な
る
と
し

て
、
大
坂
町
中
本
行
所
に
訴
え
る

と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。

し
力、

し
、
こ
の
訴
え
は
寛
保
一
万
年
に
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し
り
ぞ
げ
ら
れ
て
、

水
市
新
聞
の
荷
物
の
通
行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
十
小
中
中
一
新
聞
や
四
摂
灘
目
地
山
町
の
絞
油
業
の
降
感
が
、
大
坂
市
中
の
絞
油
業
者
を
圧
迫
す
る
よ
う
に
な
り
、
幕
府
は
究

幕
府
は
仙
の
流
通
渋
・
M
M
格
に
つ
い
て
他
の
物
価
以
上
に
神
経
質
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

保
一
二
年
（
一
七
四
…
一
一
）
に
統
制
す
る
－
」
と
に
な
る
。
当
時
、
油
は
夜
間
の
照
明
用
と
し
て
、
日
常
生
活
の
必
需
品
だ
っ
た
の
で
、

克
保
二
年
に
は
大
波
市
中
の
絞

油
業
者
一
円
五
軒
の
う
ち

一O
軒
が
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。
幕
府
と
し
て
は
、
げ
て
の
所
在
地
の
江
戸
市
場
に
流
通

す
る
油
の
大
半
十
を
大
坂
か
ら
の
移
入
に
航
っ
て
お
り
、
江
戸
市
場
に
お
け
る
出
の
供
給
、
価
絡
の
安
定
の
た
め
に
、
大
坂
市
場

質
保
三
年
令
と
水
車

新
沼
村
の
江
戸
訴
綴

幕
府
は
、
覚
保
一
一
一
年
一
月
十
五
日
に
大
坂
市
中
の
業
者
に
対
し
、
莱

に
お
け
る
仙
の
生
産
か
一
昨
保
す
る
必
裂
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
に
、
こ
の
寛
保
三
年
令
が
発
布
さ
れ
た
。

種
・
綿
浪
人
・
泊
の
回
以
上
M
め
を
禁
止
し
、
治
値
段
の
引
下
げ
な
求
め
る

と
と
も
に
、
川
自
国
消
校
以
外
の
絞
り
草
を
、
大
波
に
新
み
な
ら
せ
る
こ
と
、
∞
今
年
よ
り

三
カ
年
問
、
大
坂
以
外
か
ら
江
戸
へ
の
泊
の
民
新
を
禁
止
す
る
こ
と
を
令
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
四
摂
の
水
市
に
よ
る
絞
り
油
業
者
は
、
他
間
肢
の
原
料
の
買
入
れ
や
油
の
江
戸
へ
の

移
出
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
水
市
新
問
は
じ
め
間
摂
の
絞
油
業
滋
は
原
料
の
確

保
に
苦
労
す
る
こ
と
に
な
る
。

特
に
耕
作
地
の
な
い
水
市
新
附
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
あ
っ
た
。

ZI開
凶
作
か
ら
阿
八

年
ま
で
の
水
車
新
田
に
お
け
る
絞
治
法
（
稼
動
水
車
一
八
制
）
を
示
す
と
、
表
刊
の
よ
う
に
な
る
。

’k
h
川
こ
っ
、
と
工
、
，
K
ぷ
1

・L
ド
二
ん
リ
ド
〉
勺
J
μ
r
l
J

コト
t
a
r
J
f－
＝
£
、

ヌ、
7
ぃ
ト
ペ

L

v

t

d－
M川

f
f
i
J
H
f
d
M
V和
三

／
J
U
Z
宇
治
五
一
？
と
お
I

同
六
年
以
後
は
ん
j

く

水市新聞における絞治盆

桧i ilh 
ぬ！石

3, 622. 71 ! 5, 051 . 1, 969. 89 

1, 566. 24 i 4, 719 1, 840. 41 
2, 380 928. 2 

2, 390 935. 1 

2, 385 ' 930. 15 

表 79

定！筏4 ' 9, 

か 5 4,016 

か 6
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ef
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／／ 
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絞
泊
さ
れ
て
い
な
い
。

六
年
に
前
年
の
約
半
分
の
生
産
ほ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
主
暦
六
年

自
治
に
つ
い
て
も
、

に
水
車
新
田
川
の
五
右
衛
門
が
、
こ
の
窮
状
を
打
開
す
べ
く
、

で
愁
訴
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
水
車
新
田
は
宝
騎
九
年
に

大
坂
へ
廻
着
し
た
菜
橋
一
一
四
J
五
万
五
の
う
ち
五
千
石
、
綿
突
は
一
一
一

O
万
貫
院
の
う
ち
一

O
万
質
問
の
判
併
合
で
、
他
国
産
の
絞

り
油
原
料
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
買
入
れ
の
た
め
大
坂
に
出
会
所
を
設
出
版
し
た
Q

し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
水
車
新
田
ば
、
大
坂
の
間
患
を
通
じ
て
涼
料
を
買
い
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
塚
市
中
の
間
最
へ
の
従
腐
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

明
和
七
年
の
油

仕
法
の
改
正

支
府
十
年
一
月
十
五
日
に
幕
府
は
、
大
坂
市
中
に
お
い
て
菜
種
間
毘
一
一

O
人
と
綿
実
問
麗

。
人
を
指
定

し
、
こ
の

一O
人
に
大
援
に
宿
み
登
っ
て
き
た
菜
臨
・
綿
突
を
売
り
払
う
よ
う
に
命
じ
た
。
さ
ら
に
、
明

不II

月
十
五
日
に
幕
府
ば
、
寛
保
一
一
一
年
・
宝
謄
九
年
の
触
書
の
助
出
向
を
臨
く
内
す
る
と
と
も
に
、
手
作
り
の
絞

（
一
七
六
六
）

り
前
十
以
外
、
た
と
え
一
村
の
内
で
あ
っ
て
も
、
他
か
ら
絞
り
草
－
V
品
同
八
い
入
れ
て
、
絞
油
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
水
車
新
聞
は
、

J;~'!f~ と千日）Jj)'fi. ；｛~の段ll'rl

前
述
の

zy開
九
年
の
特
権
を
維
持
し
て
い
た
が
、
四
恨
の
菜
種
作
農
民
や
水
車
絞
り
油
業
者
に
深
刻
な
状
況
を
も
た
ら
し
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
幕
府
に
と
っ
て
は
、
統
制
外
の
商
摂
の
絞
泊
地
帯
の
生
産
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
や
す
、
リ
加
の
生
産
散
を

昨

m
保
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
間
恨
の
絞
油
業
を
利
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
幕
府
江
、
大
授
の
株
仲
間
の
ド
株
と
し
て
、
こ

れ
ら
の
凶
摂
の
絞
油
業
者
を
胞
握
し
、
油
の
確
保
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

明
和
七
年
九
月
二
日
に
幕
府
は
、
日
山
仕
法
を
改
正
し
、
大
坂
の
ほ
か
に
も
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
隈
々
に
お
い
て
油
稼
株
を

第四iお

認
め
る
こ
と
、
以
律
問
菟
原
・
八
部
・
武
庫
郡
の
水
市
川
山
隊
ぎ
に
つ
い
て
は
、
約
実
は
大
坂
以
外
の
ど
こ
か

い
入
れ
て
も

よ
く
、
菜
種
ば
上
記
三
郎
の
内
に
て
買
い
入
れ
る
こ
と
、
ま
た
水
車
新
田
に
つ
い
て
は
、
綿
突
は
同
様
に
大
成
以
外
の
ど
の
地

j!I・やι弘、三j援投ミ綜rn343 
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ll!l摂における明和17年のi111仕訟による種物・油の流通機椛

（新保 ！寺町す主主［内小j災災の分WI-過穏」）
医I21 

水準新聞への

*1¥l実廻All・高
ーーァーー一一一一一

年 代｜綿実廻前；l

I Jlt 匁
安永 9c11so) I 1, 342, 029. 400 
天号JJ1 c11s1) I 1, 446, 31s. 900 

" 2 I 829 987. 890 

" 3 I 749, 670. 100 
グ 4 I 621 448. 770 

" s I 82s, 498. s10 
ノヶ 6 I 727, 296. 340 

" 1 I 182, 474. 160 
" 8 I 1s2, 124. 330 
寛政 1(1789) I 986, 751. 150 

表 80

（注） 天19]2年までは20綴，同3年以

後は25事覇。

資料・今Jj：林太郎・八木哲治句、J
述？士会のtミキIWi治』

域
か
ら
買
い
入
れ
て
も
よ
か
っ
た
が
、
菜
種
に
つ
い
て
は
大
坂
廻

着
向
の
う
ち
…
万
五
千
石
を
割
り
当
て
る
こ
と
な
ど
を
令
し
た

（
関
れ
参
照
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
問
摂
で
は
水
車
新
田
（
一
一

O
株）、

灘
自
・
兵
庫
油
，
M

似
株
（
六
一
株
）
が
大
坂
の
株
仲
間
の
下
株
と
し
て

設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
水
車
新
田
で
は
絞
日
川
原
料
の
う
ち
、

菜
種
に
つ
い
て
は
完
全
に
大
坂
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
り
、
周
辺

農
村
と
の
関
係
が
遮
断
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
こ
と
が
注
日
さ
れ
る
。

人
力
油
稼
株
も
設
定
さ
れ
て
い

な
お
コ
閉
官
市
史
』
に
よ
る
と
、
こ
の
附
に
問
官
、
を
中
心
と
し
た

ま
た
、
幕
府
は
附
年
九
月
に
大
坂
の
絞
油
業
名
に
対
し
、
仲
間
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の
規
約
を
決
め
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
菜
種
・
綿
実
一
向
間
罷
間
五
折
、
菜
種
綿
実
問
屋

0 
U!l 

¥111 
間
監

一
軒
、
出
油
屋
二
一
一
軒
の
業
者
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
幕
府
は
、
安
、
氷
六
年
（
一
七
七
七
）
六
月
に
大
坂
の
削
稔
物
問
屋
の
出
店
五
軒
な
兵
庫
に
設
授
す
る
こ
と
と
し
、
あ
－

わ
せ
て
口
銭
（
取
扱
手
数
料
）
な
定
め
て
い
る
。
そ
の
口
銭
は
、
綿
実
代
銀
百
匁
に
つ
き
二
匁
宛
で
、
こ
の
間
麗
出
店
以
外
の
船
宿

等
に
廻
着
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、
間
監
出
店
立
会
の
上
で
売
却
さ
せ
、
船
宿
の
口
銭
の
半
分
一
匁
を
世
話
料
と
し
て
徴
収
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
兵
庫
や
灘
白
地
方
の
船
宿
で
綿
突
が
売
買
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
大
坂
へ
の
恕
品
一
宮
況
を
減
少

さ
せ
て
い
る
一
四
と
し
て
、
火
収
の
種
物
問
農
が
、
般
物
の
入
手
を
談
歩
し
、
そ
の
日
践
を
得
ょ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
よ
う
。

し
か
し
、
表
却
に
示
し
た
水
車
新
田
に
お
け
る
綿
突
の
廻
活
出
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
天
間
間
二
年
以
後
綿
突
の
遡
着
高
は
激

減
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
3

こ
の
た
め
、
幕
府
は
党
政
期
以
後
油
の
流
通
に
関
し
て
、
再
び
対
応
策
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に

段業と在方産業の展開

な
る
。

こ
こ
で
、
水
車
新
田
以
外
の
灘
日
・
兵
庫
に
お
け
る
水
準
絞
油
業
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
Q

前
述
の
よ
う
に

油
水
車
と
米

捲
き
水
率

一
五
禄
末
年
ご
ろ
か
ら
凶
摂
灘
間
地
方
で
は
、
六
甲
山
市
麓
の
各
河
川
に
お
い
て
水
車
の
建
設
が
始
ま
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
明
和
七
年
の
段
階
で
六
…
株
の
油
稼
水
平
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
実
動
の
水
車
数
に
つ
い
て
、
少
し
時
代

が
下
る
が
、
天
明
八
年
の
つ
御
巡
見
様
制
御
通
行
御
用
之
問
帳
い
に
よ
っ
て
み
て
み
る
と
、
表
別
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
史
料
は
、

第四節

尼
崎
藩
領
を
中
心
に
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
記
載
に
精
粗
が
あ
り
、
必
ず
し
も
全
地
域
に
つ
い
て
閉
じ
基
準
で
作
成
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
各
村
の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
菟
原
郡
の
う
ち
で
は
、
油
稼
水
取
は
野
寄
村
・

llt 近t絞史縦盟345 



住
吉
村
・
芦
屋
村
（
声
屋
市
）
に
、

米
協
き
水
車
は
岡
本
村
・
野
寄
村

住
吉
村
に
数
多
く
存
在
し
、
住
吉

村
・
野
谷
村
で
は
出
稼
・
米
挽
き

水
車
の
何
方
が
稼
動
し
、
特
に
住

吉
村
で
は
水
準
新
聞
を
上
ま
わ
る

水
車
が
存
在
し
て
い
た
。

ま
た
附

い
ぶ
：
ふ
j
q

－士、

h
H
t
I
t
E

、
と

，
弓
ふ
寸
て
村
、
H
．刀
4

司
い
れ
穴
く
オ

天明 8i：ド(1788）の水車数
(Ji！｛主：樹）

t
r
n
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通行担11ffl之留朕」（勺也l或史日f究3
1-2・3〕， r在耳試金村民：3

合

ネi

37 

表 81

辺
原
本
容
土
日
家
影
間
航
野
羽
附
附
石
泥
宅
間
十
本

木
林

間

同

似

M

州
問
判
住
都
御
石
平
官
同
八
大
味
五
版
以

38 (39) 

名村

持
き
水
車
が
一

O
輔
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
い
わ
ゆ
る
灘
五
郷
の
う
ち
の
御
影
・
魚
崎
の
酒
造
地
に
近
く
、
酒
米
の
結

メミ
ロ

米
が
水
車
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
迷
上
銀
水
車
新
田
は
表
に
は
な
い
が
、
こ
の
頃
か
ら
米
抗
き
水
車
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
天
明
六
年
に
は
じ
め
て
五
納

制
相
当
た
り
平
均
九
・
九
匁
）
が
、
寛
政
一
万
年
（
一
七
八
九
）
に
一
一
綱
（
附
一

0
・
0
匁
）
、
文
化
七
年
（
一
八
一

O
）
に
一
一
帆
（
同
一

0
・
0
匁）、

天
保
十
ニ
年
（
一
八
四
一
）
に
一
一
一
柄
（
同
八
・
七
匁
）
が
取
り
建
て
ら
れ
、
同
十
四
年
に
凶
輔
が
増
え
、
合
計
一
五
輔
と

な
っ
て
い
る
。
水
車
新
田
に
お
け
る
油
稼
水
車
の
衰
退
に
伴
伝
っ
て
、
米
，
品
き
水
市
が
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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第
五
節

酒
造
制
娘
か
ら

勝
手
造
り
へ

酒
造
業
の
展
開

幕
府
酒
造
政
策
の
転
換

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
の
元
禄
調
高
を
法
治
ゃ
に
、

し
て
横
行
し
、
幕
府
は
稲
造
取
締
り
に
凹
苦
八
古
ず
る
状
況
で
あ
一
つ

一
造
り
と
い
う
厳
し
い
減
酪
令
が
連
発
さ
れ
た
。

五
年
（
一
七
O
八
）
ま
で
は
毎
年
五
分
の

し
か
し
そ
の
問
、
隠
造
・
過
造
の
儲
造
が
そ
の
反
動
と

こ
の
間
の
摺
備
の
高
騰
に
よ
っ
て
造
石
高
が
仲
び
ず
、
結
果
的
に
は
宝
永
六
年
の
運
上
収
入
は
わ
ず
か
六
千
雨
、
幕
府
財
政
収

し
か
も
油
価
の
五
割
に
お
よ
ぶ
酒
運
上
の
賦
課
も
、

入
の
一
%
に
も
満
た
な
い
状
態
に
立
ち
い
た
っ

現
時
幕
政
を
担
当
し
て
い
た
新
井
白
お
は
、
こ
の
よ
う
な
運
上
政
策
は
酒

さ
ら
に
正
徳
六
年
（
一
七

酒造業の展開

二
ハ
）
に
は
、

仙
の
高
騰
を
引
き
起
こ
す
だ
け
と
判
断
し
て
、
同
年
六
月
つ
い
に
酒
運
上
の
廃
止
に
賠
み
切
っ
た
ひ

元
禄
調
a

誌
の
一
一
一
分
の
一
造
り
を
発
令
し
、
元
禄
以
米
の
長
い
間
に
わ
た
る
減
機
令
は
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

第五節

さ
ら
に
事
保
則
に
な
っ
て
米
側
の
低
落
が
続
く
と
、
草
山
川
は
そ
れ
を
防
止
す
る
措
設
と
し
て
ん
み
踏
山
年
（
一
七
五
回
）
に
は
元

段
と
挽
進
す
る
も
の
で
、

禄
調
高
ま
で
は
勝
手
造
り
と
す
る
新
令
を
布
述
し
た
。
こ
れ
は
先
の
正
徳
六
年
の
酒
造
統
制
緩
和
を

日！：ill: 阪火割引ll347 



明
ら
か
に
幕
府
自
ら
が
消
造
奨
励
の
積
極
策
止
を
打
ち
出
し
た
も
の
と
し
て
注
目

酒造洗米区Ic• 白木Jl＼海名度開会J〕

さ
れ
る
え

太
宰
森
台
が
『
経
済
録
』
の
な
か
で
、

「
壬
’
災
（
本
保
七
年
）
の
秋
か
ら
米
は

と
み
に
下
落
し
、
そ
の
後
少
し
高
く
な
っ
た
が
ま
た
大
き
く
下
落
し
、
結
局
こ

Y
｝いい、

八
年
の
問
に
、
背
の
高
か
っ
た
時
分
の
五
分
の
こ
の
側
と
な
る
L

と
述

べ
て
い
る
よ
う
な
形
で
、
米
価
変
動
が
従
来
の
よ
う
に
単
な
る

時
的
な
豊
凶

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
恒
常
的
な
低
米
価
現
象
と
し
て
慢
性
化
し
て
ゆ
く
と

き
、
幕
府
に
と
っ
て
事
態
は
い
よ
い
よ
深
刻
化
し
て
い
っ
た
。

こ
の
米
側
低
落
の
原
凶
は
、
要
す
る
に
全
国
経
済
の
拠
点
と
し
て
の
大
坂
堂

写真 88

島
へ
の
廻
着
米
監
の
明
大
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
こ
と
は
、
正
徳
四
年
の

大
坂
廻
着
米
商

二
万
一
一
一
千
五
が
、
李
保
十
七
年
（
一
七
一
一
一
一
一
）
一
二
四
万
一
一
一

落
し
て
い
る
事
実
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
米
の
流
通
事
情
の
変
化
は
、
太
宰
春
台
が
っ
土
人
ノ
悶
窮
尤
モ
甚

千
芯
に
ま
で
増
大
し
、
こ
の
と
き
米
側
が
一
石
に
つ
き
銀
二

O
匁
台
に
ま
で
暴

与
え
た
の
で
あ
る
。

シ
ー
一
と
警
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
米
を
も
っ
て
市
場
で
換
金
し
生
活
を
支
え
て
き
た
幕
藩
領
主
経
済
に
対
し
、
深
刻
な
打
撃
を

そ
こ
で
幕
府
は
米
価
引
上
げ
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
っ
た
。
間
同
パ
体
的
に
は
買
上
米
の
奨
励
、
廻
米
制
限
、
町
人
員
米
令

な
ど
の
諸
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
最
終
的
に
は
諸
問
払
い
米
に
対
し
て
米
側
の
法
定
価
格
を
公
定
す
る
政
策
ま
で
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と
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
積
械
的
な
米
櫛
引
上
げ
策
と
波
行
し
て
、
酒
造
業
の
も
つ
米
側
調
節
機
能
に
期
待
し
、
そ
の
有
力
な
手

段
と
し
て
酒
造
造
石
奨
励
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

そ
れ
は
一
万
縁
株
改
め
以
米
の
幕
府
の
酒
造
政
策
を
、
根
本
的
に
転
換
し
て
ゆ

く
も
の
で
あ
っ
た
。

す
で
に
亭
保
十
六
年
に
は
、
酒
墜
に
対
し
酒
造
米
を
多
く
買
い
取
る
よ
う
に
布
達
し
、
同
時
に
そ
の
資
金
に
不
足
し
て
い
る

酒
屋
に
は
、
新
米
を
貸
与
す
る
と
い
う
思
典
ま
で
与
え
、
全
部
的
に
潜
造
業
奨
励
へ
の
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
行

き
つ
く
と
こ
ろ
が
、
前
述
の
宝
暦
四
年
の
コ
万
禄
調
高
ま
で
勝
手
造
り
」
令
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
布
迷
に
は
、
休
造
酒
屋
に

対
し
て
も
営
業
の
再
開
は
自
由
で
あ
る
と
い
う
但
し
書
ま
で
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
酒
造
体
制
は
元
禄
朝
刊
高
を
中
心
と
し

た
酒
造
株
体
制
か
ら
、
新
た
に
自
由
競
争
体
制
へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

元
禄
江
戸
積

体
制
の
動
婦
問

こ
の
よ
う
な
幕
府
の
酒
造
政
策
の
転
換
は
明
ら
か
に
従
来
か
ら
の
在
々
酒
造
業
禁
止
と
い
う
「
相
法
」
を
も

否
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
従
来
都
市
に
集
中
し
て
い
た
泊
造
株
が
、
在
方
へ
も
売
買
譲
渡
さ
れ

て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
公
然
と
農
村
を
中
心
に
し
て
新
規
の
溜
造
業
者
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
酒
造
株
体
制
か
ら
概
観
す
る
と
、
従
米
よ
り
の
澗
造
仲
間
に
と
っ
て
は
、

度
公
認
さ
れ
た
元
課
諮
高
に
よ
る
酒
造

i滋造業の展開

特
権
が
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
以
後
十
化
方
を
含
め
た
新
規
酒
造
家
を
ま
じ
え
て
、
都
市
澗
造
業
と
在
方
酒
造
業
と
の
部

で
競
争
契
機
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

こ
の
在
方
酒
造
伯
仲
間
の
、
新
規
江
戸
積
源
造
体
制
へ
の
参
入
と
い
う
事
態
が
近
位
前
期
の
酒
造
株
仲
間
体
制
に
与
え
た
影
響

第五節

は
大
き
く
、
伊
丹
、
池
田
、
西
宮
、
兵
庫
、
尼
崎
な
ど
の
上
方
江
戸
積
銘
醸
地
と
い
え
ど
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
大

坂
・
尼
崎
と
兵
庫
の
間
に
大
き
く
広
が
る
灘
間
と
い
わ
れ
た
農
村
地
域
で
、
こ
の
時
期
新
た
に
江
戸
絞
酒
造
業
の
台
頭
発
展
が
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み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

率
保
九
年
の
下

り
沼
銘
醸
地

元
禄
十
年
の
元
禄
調
高
の
株
改
め
附
に
お
い
て
は
、
上
方
か
ら
の
江
戸
入
津
得
数
は
J

ハ
閤
万
樽
で
、
そ
の

江
戸
約
銘
醸
地
は
、
伊
丹
、
池

m、
大
坂
、
尼
崎
、
兵
庫
、
間
宮
に
、
川
辺
郡
・
島
上
郡
・
有
馬
郡
に
散

在
す
る
地
域
と
、
そ
れ
に
泉
州
堺
を
加
え
た
、
摂
泉
両
国
に
ま
た
が
っ
て
い
た
が
、
こ
の
い
わ
ば
元
禄
期
の
江
戸
積
酒
造
体
制

と
こ
ろ
が
そ
れ
よ
り
ニ
七
年
後
の
卒
保
九
年
に
、

に
は
灘
間
口
・
今
津
の
在
方
酒
造
業
は
ま
だ
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

江
戸
下
り
酒
問
屋
が
調
査
し
た
当
時
の
下
り
潤
主
産

地
お
よ
び
酒
造
家
数
は
、

幻
に
示
し
た
通
り
で
、

す
で
に
今
津
・
灘
自
の
台
頭
が
明
瞭
に
読
み
と
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
大
坂
（
北
総
・
南
組
）
間

五
九
人
、
問
天
満
二
一
一
五
人
を
筆
頭
に
、
北
荘
（

m
－
武
郎
・
鴻
池
宮
今
日
む
）
九
五
人
、

西
宮
八
二
人
、

伊
丹
五
四
人
、
尼
崎
山
…
人
、
兵
康
問

O
人
、
池
間

二
七
人
、
伝
法
二
一
一
一
人
、
界
四
人
で
、

い
ず
れ
も
域

下
町
・
宿
場
町
・
在
郷
町
で
、
兵
庫
も
港
町
と
し
て

の
性
格
上
、
問

O
軒
も
の
江
戸
積
酒
造
家
を
有
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
従
米
か
ら
の
江
戸
積
主
産
地
で
な
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山
川
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のそ日液1!!

酒屋数

今津

詩11 彩

1在的
i獄

事11 戸

脇浜

,tr * 
＇！高尾

本庄

72人

65 

57 

6 

3 

名

間
以
波
河
内
磨

山山
uj
 

児
奨
一
一
一
河
播

沼展l数

459人

135 

82 

78 

54 

41 

40 

27 

23 

12 

4 

4 

名

大坂

天満

凶？芸f
jヒ夜

伊丹

尼崎

兵郎

池間

伝法

三 E日

主界
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鴻池

i1l!. 酒屋数

29人

10 

4 

4 

4 

1 

1 

1 

1 

~ 山
出j
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A
H
H
 

960 合計55 合計
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お
中
心
的
地
伎
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
に
対
し
、
今
津
二
九
人
と
、
櫛
目

一
六
人
（
う
ち
御
影
は
一

O
人
）
を
合
わ
せ
た
五
五
人
は
こ
こ
に
始
め
て
名
前
を

連
ね
て
い
る
酒
造
家
で
あ
る
点
が
住
目
さ
れ
る
。
以
上
摂
津
の
合
計
一

O
一
五
人
が
の
ち
の
江
戸
積
摂
泉
十
一
一
郷
の
酒
造
家
で

あ
り
、
そ
れ
に
尾
張
・
美
濃
・
一
一
一
河
の
東
海
一
一
一
悶
（
い
わ
ゆ
る
中
国
溺
の
陵
地
）
に
河
内
・
播
磨
を
加
え
て
一

二
八
人
が
、
当
時

の
江
戸
積
酒
造
家
総
数
で
あ
っ
た
。
数
の
上
で
は
大
坂
・
西
宮
・
北
在
な
ど
が
多
い
が
、
樋
上
沼
を
造
る
酒
屋
と
し
て
は
こ
の

調
査
報
告
に
下
り
酒
屋
総
数
の
う
ち
一
一
一
三
人
し
か
あ
げ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
伊
丹

五
人
、
池
田

一
人
、
北
在
一
一
一
人
、
鴻
池

西
宮
・
魚
崎
村
各

人
ず
つ
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

や
は
り
伊
丹
・
池
田
に
綴
上
沼
の
酒
屋
が
多
い
。
灘
自
・
今
津
の
場
合
ば

よ
う
や
く
下
り
酒
銘
臨
地
に
名
を
連
ね
た
ば
か
り
で
、
そ
の
初
期
の
状
況
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

い
わ
ば
一
万
禄
拐
に
確
立
し
た
近
世
前
期
の
江
戸
積
酒
造
仲
間
日
古
規
組
に
対
し
て
、
新
規
組
H
H
灘
目
・

今
津
酒
造
仲
間
の
ム
口
頭
発
展
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
転
期
が
一
夜
十
保
期
で
あ
り
、

し
か
も
元
禄
酒
造
株
体
制
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
た

夜
々
酒
造
業
と
し
て
、
新
た
に
凶
摂
沿
岸
の
灘
8
・
今
津
の
農
村
を
基
盤
に
展
認
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

溜造業の展開

2 

灘
酒
造
業
の
台
頭

灘
酒
造
業
の
中
心
を
形
成
し
た
地
域
は
、
摂
津
田
部
沿
岸
地
帯
の
「
灘
日
し
と
呼
ば
れ
た
地
方
で
あ
る
。
も
と

滋
隠
と
灘

五
郷

も
と
「
灘
い
と
は
、
東
は
武
庫
川
口
よ
り
商
は
悶
生
田
川
の
近
傍
に
い
た
る
ま
で
の
、
今
津
村
（
武
摩
郡
）
と
菟

第五節

原
・
八
部
両
郡
に
ま
た
が
る
沿
海
お
よ
そ
一
一
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
地
域
の
総
称
で
あ
る
。

近i怪史講話限3ラZ
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神戸市東灘区

神戸市灘区

間宮・m

崎

済E

早，
対J

究明

今

魚

御

西

今津時
伴

))Jt 

在日

武

誌

j¥ 

日
判
刊

淵t

今

下

浅ll

文
献
の
う
え
で
は
、

「灘
L

と
い
う
名
称
は
正
徳
六
年
（
一
七
二
ハ
）
に
見
え
、

ま
た
「
灘
間
L

は
寛
延
三
年
（

七
五
O
）
の
大
坂
石
屋
仲
間
文
書
の
な
か
に
見

凶＇／;i'rJT

出
さ
れ
、
そ
れ
は
「
灘
」
の
う
わ
の
菟
掠
・
入
部
開
郡
に
ま
た
が
る
地
域
を
さ

宵

し

「
灘
辺
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。

四

さ
ら
に
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
の
「
上
方
酒
家
十
カ
所
L

酒
造
仲
間
の
酒
運

上
念
免
除
嘆
願
書
の
な
か
で
は
、
こ
の
一

O
カ
所
と
し
て
、
ま
ず
灘
日
を
菟
原

部
に
あ
る
上
灘
間
と
八
部
郡
に
あ
る
下
灘
間
に

一
分
割
し
、
こ
れ
に
大
坂
三
郷
、

池
問
、
伊
丹
、
尼
崎
、
伝
法
、
今
津
、
西
宮
と
、
川
辺
郡
の
江
戸
稲
銘
醸
地
で

あ
る
加
茂
村
・
小
池
村
（
の
ち
北
夜
郷
に
属
す
）
を
加
え
て
い
る
。

ま
た
灘
日
が
江
戸
詰
酒
造
池
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
安
永
五
年
（
一
七

七
六
）
に
は
、

「
上
灘
江
戸
税
酒
造
家
中
L

「
下
灘
江
戸
積
酒
造
家
中
」
と
も
見

ぇ
、
仲
間
結
合
の
あ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
安
、
水
期
に
は

江
戸
税
、
酒
造
業
が
広
く
灘
に
お
い
て
定
着
し
、
上
灘
・
一
ト
灘
、
今
津
に
も
酒
造

仲
間
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
二
測
を
形
成
す
る
ま
で
に
な
っ
て
、
伊
丹
・
池

m
－
閥
宮
な
ど
既
成
の
江
戸
積
酒
造
仲
間
に
加
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
江
戸

時
代
に
は
一
般
に
広
く
寸
櫛
L

と
い
う
場
合
に
は
灘
日
と
今
津
を
含
ん
で
お
り
、

「
灘
到
し
は
上
灘
と
一
卜
灘
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、

の
ち
摂
泉
十

3ラ2近!11.社会の展開第三三市



二
郷
の
江
戸
松
酒
造
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
と
き
も
、
今
津
郷
・
上
灘
郷
・
下
灘
郷
の

郷
は
、
灘
酒
造
業
の
中
伎
と
し
て
十

郷
の
な
か
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

と
ミ
ろ
が
さ
ら
に
下
っ
て
文
政
十

年
（
一
八
二
八
）
に
は
ト
一
灘
郷
が
さ
ら
に
分
裂
し
て
、

東
組
（
青
木
・
魚
崎
・
佐
官
の
一
一
一
カ

かI

中
組
（
御
影
・
お
髭
・
東
明
・
人
脈
の
問
カ
村
）

・
四
組
（
新
在
家
・
大
混
合
一
カ
村
）
の
一
一
一
組
（
郷
）
を
形
成
す
る
Q

そ
の
詳
細

は
後
述
す
る
と
し
て
、
そ
れ
は
上
灘
郷
が
あ
ま
り
に
も
手
広
く
な
っ
て
、
取
締
り
が
行
き
詰
か
な
く
な
っ
た
た
め
で
、
こ
の
こ

と
自
体
が
端
的
に
灘
消
造
業
の
拡
大
発
展
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
文
政
十
一
年
以
降
、
上
灘
三
組
と
下
灘
・
今
津
を
も

っ
て
、
近
世
に
お
け
る
つ
灘
五
郷
」
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
今
臼
の
灘
五
郷
は
、
今
津
・
魚
崎
・
御
影
・
開
郷
に
凶
官
郷
を
加
え
た
五
郷
で
あ
る
ο

上
灘
京
・
中
・
限
の

が
そ
れ
ぞ
れ
魚
崎
・
御
影
・
間
郷
に
な
り
、
下
灘
が
脱
落
し
て
西
宮
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
同
業
組
合
法
に

基
づ
い
て
結
成
さ
れ
た
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
の
つ
摂
津
灘
酒
造
業
組
合
L

以
来
の
名
称
で
あ
っ
て
、
近
世
に
お
い
て
は
、

灘
日
農
村
が
代
官
所
支
配
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
西
宮
は
町
方
と
し
て
町
奉
行
所
支
配
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
（
表
お
）
。

潤造業の段Hfl

灘
御
影
村

の
状
況

近
没
後
期
に
江
戸
詰
湖
造
業
が
展
開
し
て
ゆ
く
四
摂
灘
間
投
村
は
、
前
述
の
よ
う
に
近
役
中
期
す
で
に
商
業
的

民
業
も
活
発
に
営
ま
れ
、
農
民
の
借
問
分
化
や
社
会
的
分
業
も
進
み
、
商
品
生
産
の
発
注
し
た
い
わ
ば
先
進
的

な
地
域
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
典
型
的
な
村
と
し
て
御
影
村
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
で
の
酒
造
業
の
起
り
を
み
て
み
よ
う
Q

御
影
村
は
近
批
前
期
、
東
組
は
大
和
小
泉
藩
領
、
間
組
は
尼
崎
落
傾
に
属
し
て
い
た
が
、
明
和
六
年
に
は
と
も
に
幕
府
領
に

第五節

編
入
さ
れ
て
い
る
。
東
組
は
村
高
一
一
六
一
一
一
石
余
（
二
一
一
一
町
一
一
一
反
七
畝
ニ
ニ
歩
）
・
一
戸
数
三
一
一
一

一
広
九
人
、
既
刊
社
主
司

ご↑
J

二

ノ

？

ttrus

人
r.:i 

一
四
六
石
余
（
二
七
町
六
反
二
ハ
歩
）

八
四
一
戸
・
一
五
一
一
人
で
、

般
に
い
う
一
人
一
年
米
一
石
、
消
費
を
基
準
に
し
て
考
え

¥[I: ;i工i住民：縦日i353 



御影村（四組） 1 UIJ歩以上土地所有者の変遷表 84

材木屋彦右衛fl日
illJ 反飲
3. 2 0 

材木監治兵衛
2. 4 0 

生；魚屋治郎太夫
町民政
5. 3 2 

安左衛門
2. 9 3 

兵衛
1. 1 0 

~I三魚康治則i太夫
日IJ 反：i武
5. 1 2 

Lζ 

兵衛
町 jえ紋
2. 3 8 

兵衛
1. 2 5 

七郎兵衛
1. 1 4 

g~魚屋￥flRf）太夫
1. 0 4 

3111 
｛立

次2 

3 
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J 

る
と
、
村
高
に
比
し
人
口
が
多
く
、
農
業
の
み
で
は
生
計
が
成
り
立
た
な
い
機

相
を
示
し
て
い
る
。

土
地
所
有
の
上
か
ら
も
寛
文
凶
年
（
一
六
六
回
）
に
は
、
一
一
町
三
反
を
最
上
問

に
五
反
以
下
関
が
九
一
一
一
%
を
占
め
、
激
し
い
農
民
摺
の
階
層
分
化
を
示
し
、
そ

れ
以
降
も
五
反
以
下
層
は
つ
ね
に
九
五
%
前
後
を
占
め
て
い
る
。
寛
文
四
年
の

上
位
高
持
層
も
元
禄
期
を
境
に
し
て
か
な
り
激
し
い
変
動
を
繰
り
返
し
て
い
る

が
、
酒
造
業
や
材
木
商
な
ど
を
営
む
在
方
商
人
は
主
に
こ
の
閣
に
属
し
て
い
る
。

例
え
ば
一
町
歩
以
上
の
土
地
所
有
者
の
変
遷
を
み
れ
ば
（
表
以
）
、
寛
文
附
年

に
四
位
で
あ
っ
た
生
魚
屋
治
郎
太
夫
が
、
貞
享
二
年
（

六
八
五
）
に
は
五
町

反
を
持
つ
村
内
最
大
の
ふ
尚
一
持
に
の
し
あ
が
り
、
安
永
八
年
に
は
そ
の
分
家
材
木

資料：「御影村文illJ（神戸大学：文学部〕

屋
一
一
一
家
が
上
位
、
な
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
寛
文
凶
年
の
理
兵
衛

・
次
兵
衛
は
こ
の
村
の
有
力
本
百
姓
で
あ
っ
た
が
、
一
万
禄
期
を
境
に
没
務
し
、

代
わ
っ
て
安
左
衛
門
が
元
禄
八
年
（

六
九
五
）
に
は
二
町
九
反
の
ふ
日
間
持
と
し
て

上
位
を
し
め
、
当
時
は
庄
屋
役
を
勤
め
、
酒
造
業
も
営
ん
で
い
た
。

し
か
し
こ

の
安
左
衛
門
も
安
、
氷
八
年
に
は
上
位
か
ら
姿
を
消
し
、
土
地
は
六
反
五
畝
に
減

少
、
酒
造
株
も
材
木
監
治
兵
衛
に
譲
渡
し
て
い
る
。
安
、
氷
八
年
に
村
内
五
位
の

伊
勢
屋
七
右
衛
門
も
、
材
木
康
と
な
ら
ぶ
江
戸
詰
澗
造
家
と
し
て
台
頭
し
つ
つ

354 近1吐社会の展開第三lfi:



あ
っ
た
一
人
で
あ
る
。

御
影
村
で
の
こ
の
寛
文
J
元
禄
期
に
か
け
て
の
高
持
上
層
段
民
の
激
し
い
新
旧
勢
力
の
交
代
も
、
商
業
的
農
業
の
展
開
を
通

し
て
貨
幣
経
済
が
進
行
し
、
そ
れ
が
農
民
保
有
地
の
集
中
分
散
を
生
み
出
し
、

…
部
の
富
裕
な
農
民
の
手
元
に
資
本
が
北
品
川
較
さ

れ
、
新
し
い
在
方
向
人
や
地
主
が
輩
出
さ
れ
て
く
る
と
い
う
事
情
を
示
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
反
同
然
高

も
し
く
は
ご
く
わ
ず
か
の
土
地
し
か
保
有
し
て
い
な
い
圧
倒
的
多
数
の
農
民
府
が
存
在
し
、
農
業
以
外
の
余
業
、

つ
ま
り
設
労

働
を
必
要
と
す
る
状
況
が
存
従
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
新
し
い
産
業
が
生
人
出
さ
れ
る
基
燥
が
拡
が
っ
て
い
た
と
い
え
る
ο

明
和
六
年
間
村
の
職
業
構
成
な
み
る
と
、
酒
造
業
や
廻
船
な
ど
の
輸
送
業
を
は
じ
め
各
種
の
手

九
百
リ

EV
向。、
A
F
4
K
J
、代交

一
詩
型
カ
右
プ
f

I

L

f

間
余
業
と
し
て
は
瀬
陸
稼
ぎ
・
水
主
稼
ぎ
・
日
傭
稼
ぎ
な
ど
が
あ
っ
て
、
土
地
を
離
れ
て
も
生
活
し
て
ゆ
け
る
ま
で
に
、
z両

日

間

経
済
が
広
汎
に
展
開
し
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
、
社
会
的
分
業
の
深
化
を
示
し
て
い
る
。

御
影
・
魚
崎

村
の
酒
造
業

さ
て
御
影
村
の
溜
造
業
は
、
明
和
五
年
に
一
五
人
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
が
、
次
に
そ
の
系
詩
を
た

ど
っ
て
み
よ
う
。

元
諒
八
年
こ
ろ
に
村
内
一
位
の
土
地
所
有
者
で
あ
っ
た
生
魚
麗
治
郎
太
夫
の
四
男
甚
九
郎

は
元
禄
五
年
に
分
家
し
、
十
位
方
自
人
と
し
て
は
じ
め
て
材
木
業
を
営
み
、
材
木
鼠
初
代
治
兵
衛
と
な
り
、
五
男
も
分
家
し
て
材

i阿波業の民間i

木
康
彦
右
衛
門
を
名
乗
っ
た
。

い
ず
れ
も
分
家
し
て
材
木
業
を
商
売
と
し
て
独
立
し
て
い
っ
た
在
方
向
人
で
、
後
に
酒
造
業
を

営
む
。
そ
の
時
期
は
一
克
諒
J
卒
保
期
で
、
灘
自
に
お
い
て
も
貨
幣
経
済
へ
の
胎
動
を
示
す
時
期
で
あ
っ
た
。

な
か
ん
ず
く
灘
間
農
村
か
ら
輩
出
し
て
く
る
新
興
商
人
た
ち
は
、
材
木
業
や
一
十
鰯
商
人
と
し
て
手
広
く
s
部
品
質
幣
流
通
に
加

第五直行

わ
り
、
有
馬
か
ら
六
甲
山
を
越
え
て
御
影
村
に
通
ず
る
脇
街
道
に
進
出
し
て
駅
所
特
権
を
脅
か
し
た
り
、
廼
船
を
引
き
受
け
て

問
屋
同
然
の
類
似
営
業
を
行
っ
て
兵
庫
津
間
監
と
対
立
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
在
方
海
人
の
な
か
に
材
木
隆
一
統
が
あ
り
、

ーL伝j後yミ縦lll3ラ5



同
じ
く
六
甲
越
え
新
通
路
の
運
送
で
駅
所
と
争
っ
た
東
明
村
の
柴
屋
叉
四
郎
も
、

宝
暦
四
年
（

七
五
四
）
に
酒
造
業
を
始
め
た
江
戸
騎
酒
造
家
の
一
人
で
、
や
は

酒蔵風来

り
当
時
灘
は
に
お
け
ゐ
有
力
な
在
方
向
人
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
御
影
村
の
材
木
慶
治
兵
衛
・
問
彦
右
衛
門
や
、
東
明
村
の
柴
屋
文

写主f,89 

四
郎
な
ど
、

い
ず
れ
も
灘
酒
造
家
の
出
FM
は
、
在
方
に
お
け
る
米
・
材
木
・
千

鰯
の
売
買
を
は
じ
め
、
廻
船
を
持
っ
て
海
運
活
動
に
も
積
級
的
に
進
出
し
て
い

っ
た
在
方
向
人
と
そ
の
資
本
蓄
額
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
ο

し
て
資
本
蓄
積
を
進
め
る
う
ち
に
、
ぃ
手
保
米
期
こ
れ
ま
で
の
在
々
酒
造
業
禁
止
の
幕
府
祖
法
が
改
ま
り
、
造
石
奨
励
策
が
と
ら

御
影
村
の
材
木
監
彦
右
衛
門
と
治
兵
衛
が
材
木
業
に
専
念
し
、
ム
仕
方
商
人
と

に
酒
造
業
を
開
始
し
、
そ
の

一
年
後
の
寛
保

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
材
木
屋
は
江
戸
積
酒
造
業
へ
転
化
し
て
い
く
。
ま
ず
彦
右
衛
門
が
元
文
五
年
（
一
七
四
O
）

（
一
七
回
一
一
一
）
に
材
木
農
治
兵
衛
が
酒
造
業
を
始
め
て
い
る
。
彦
右
衛
門
は
そ

の
後
絶
家
す
る
が
、
治
兵
衛
は
さ
ら
に
宗
暦
七
年
還
騰
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
家
枝
、
な
長
男
治
郎
布
衛
門
に
談
り
、
自
ら
は
末

子
を
つ
れ
て
分
家
し
た
。
前
者
が
材
木
鹿
本
家
治
郎
右
衛
門
U
本
嘉
納
家
で
、
後
者
は
材
木
屋
分
家
治
兵
衛
日
出
嘉
納
家
と
な

白
鶴
酒
造
に
つ
な
が
る
系
静
を
形
成
す
る
。

る
。
以
後
両
家
は
近
肢
を
通
じ
て
御
影
村
に
お
け
る
代
表
的
な
江
戸
積
酒
造
家
と
し
て
成
長
し
、
今
日
の
補
正
宗
酒
造
お
よ
び

な
お
こ
の
明
和
六
年
に
届
け
出
さ
れ
た
、
御
影
村
の
う
ち
西
組
の
酒
造
家
二
ハ
軒
と
そ
の
酒
造
米
高
を
表
示
し
た
の
が
、
表

討
で
あ
る
。
材
木
屋
一
一
一
家
と
伊
勢
屋
・
雑
古
屋
を
中
心
に
、
酒
造
米
高
の
合
計
は
五
六
五

O
石
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
各
自
の

3ラ6近世社会の展開第三本
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酒
造
株
高
は
不
明
で
あ
る
が
、
材
木
監
治
兵
衛
に
つ
い
て
い
え
ば
、
元
禄
十
年
の
改
め
高
は
五
石
で
あ
る
。
そ
し
て
明
和
六
年

近

よ
り
わ
ず
か
二
ハ
年
後
の
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
間
関
組
の
酒
造
米
高
は
一
万
八
人
間
七
石
に
述
し
て
お
り
、
実
に
一
二
倍
以
上

の
急
上
昇
を
と
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
和
期
の
時
点
で
は
米
だ
夢
想
だ
に
で
き
な
い
発
展
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
φ

！絞3と縦阻

御
影
村
よ
り
や
や
遅
れ
て
瀦
造
業
の
発
践
を
み
せ
る
魚
崎
村
は
、
上
灘
東
組
の
中
心
と
な
っ
て
ゆ
く
が
、
元
禄
十
年
の
株
改

i凶造業のII~DFI第五ilfi
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め
の
際
に
も
す
で
に
酒
造
米
五
八
一
石
余
を
有

す
る
山
路
十
兵
衛
が
突
出
し
て
い
た
。

た
だ
明

和
六
年
当
時
の
諸
職
業
を
み
れ
ば
、

ロヨい剛一
j
w
r

、

注
川
百
九
川
知
舟

船
持
ち
な
ど
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
御
影
村
ほ

ど
社
会
的
分
業
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

し
？ト

し
持
尚
一
石
以
下
お
よ
び
無
商
問
が
農
民
全
体

の
七
、
f
八
訓
を
占
め
一
る
と
い
う
階
層
分
化
は
進

ん
で
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
漸
次
酒
造
業
を
中

核
と
す
る
資
本
対
賃
労
働
の
関
係
が
醸
成
さ
れ

資料： f肉方言語f~家文；t}J

つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
本
清
は
、
御
影
村
の
場
合

と
同
様
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
明
和
六
年
に
は

酒
造
業
者

七
人
が
年
寵
し
て
い
る
が
、
た
だ

近
欧
中
期
以
後
こ
の
山
路
十
兵
衛
に
代
わ
っ
て

ヨラ7



伝
法
・
大
坂
か
ら
の
出
造
り
、
判
造
家
が
魚
崎
村
の
消
造
業
の
担
い
手
と
な
っ
て
成
長
し
て
い
っ
た
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
た
。

酒
造
関
連
産

業
の
広
が
り

一
方
こ
う
し
た
樹
造
業
の
発
展
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
持
毘
な
ど
関
述
成
業
が
必
要
で
、
当
然
周
辺
に
そ
の

仰
山
門
が
広
が
リ
て
ゆ
く
J

そ
の
様
子
を
、
天
明
八
年
の
減
館
令
に
対
し
て
灘
間
付
村
ん
ベ
農
民
が
提
出
し
た
っ
泊

造
明
石
喫
麟
書
L

に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。

県
州
村
々
惣
名
灘
間
と
附
え
米
り
、
村
尚
不
相
応
に
人
向
多
く
御
陵
候
て
、
百
姓
一
げ
泊
り
に
て
は
渡
世
仕
り
蛾
く
、
身
元

相
応
に
暮
し
候
者
ど
も
は
、
酒
造
稼
詰
商
売
仕
り
来
り
候
に
つ
き
、
米
々
百
姓
ど
も
作
間
稼
ぎ
と
し
て
、
酒
造
働
き
そ
の

他
船
手
・
水
車
詰
商
売
な
ど
、
酒
造
に
拘
り
渡
世
仕
り
侠

と
し
て
、
具
体
的
に
そ
の
諸
商
売
・
諸
縁
ぎ
の
内
容
を
列
挙
し
て
い
る
。

川w澗
造
働
き
人
、
例
米
潟
水
車
稼
ぎ
人
、
川
w酒
米
仲
間
災
人
、
川
内
酒
樽
屋
な
ら
び
に
手
間
人
、
問
、
酒
積
入
れ
廻
船
お
よ
び
小
船

諸
荷
物
積
入
れ
人
、
例
糠
・
澗
粕
・
抑
制
の
仲
間
良
人
、

mw
一
般
行
一
版
人
、
同
澗
袋
糸
木
綿
稼
ぎ
人
（
老
女
す
べ
て
女
次
の
手
業
）
、
問

泊
樽
巻
き
な
ら
び
に
蓮
（
老
人
足
弱
の
手
業
）
、
日
組
組
（
向
上
）
な
ど
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
灘
日
農
村
で
は
、
明
和
期
に
な
る
と
在
方
商
人
が
成
長
し
、
そ
の
貨
幣
資
本
の
議
積
を
通
し
て
、
こ
れ
を
消

造
資
本
に
転
化
さ
せ
て
ゆ
く
条
件
が
整
い
、
他
方
で
は
階
層
分
化
な
通
し
て
生
み
出
さ
れ
た
零
細
民
民
が
、
酒
造
一
般
働
き
人

や
酒
造
に
関
連
の
あ
る
諸
尚
売
・
加
工
業
の
働
き
人
と
し
て
、
酒
造
資
本
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
関
連
産
業
は
同
一
村
内
に
存
在
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
明
和
六
年
の
御
影
村
の
明
細
帳
で
み
る
と
、
焼
酎
屋
五

料
、
澗
問
屋
一
一
一
九
軒
、
新
仲
間
民
五
軒
と
米
伯
尚
車
問
柄
、
大
型
廻
船
問
問
鰻
と
い
う
酒
造
業
関
連
部
門
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
ま
た
文
政
十
二
年
魚
崎
村
明
細
帳
で
は
、
焼
酎
屋
二
二
人
、
、
酒
愉
問
屋
八
人
、
愉
竹
屋
一
人
、
廻
船
持
ふ
り
一
人
な
ど
、
が
こ
れ
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に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。

，， 
,) 

滋
闘
の
台
頭
と
大
様

西
宮
・
兵
康
の
衰
退

積
摂
泉
十

郷
の
形
成

一
本
保
末
期
に
お
け
る
米
側
の
低
落
に
対
処
し
て
、
幕
府
が
在
々
瀬
造
業
禁
止
か
ら
稿
紘
政
策
へ
転
換

し
た
こ
と
、
お
よ
び
灘
間
農
村
に
お
い
て
高
品
質
幣
経
済
が
発
達
し
在
方
商
人
が
成
長
し
て
い
た
こ

そ
の
結
果
、

と
、
こ
の
二
つ
の
要
悶
が
、
灘
日
農
村
に
お
い
て
急
速
に
江
戸
詰
酒
造
業
発
展
の
契
機
を
つ
く
り
だ
し
て
い
っ
た
。

っ
一
万
一
除
調
尚
一
に
よ
っ
て
一
度
は
掌
握
し
た
近
位
前
期
澗
造
株
体
制
の
枠
を
、
幕
府
自
ら
が
破
っ
て
ゆ
か
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
近
位
前
期
の
都
市
酒
造
仲
間
に
よ
る
排
他
的
独
占
体
制
が
、
造
石
奨
励
・
自
由
営
業
と
い
う
競
争
契
機
の
浮

入
に
よ
っ
て
根
本
的
に
崩
れ
去
っ
て
ゆ
く
事
態
に
直
前
せ
さ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
造
石
奨
励
策
に
の
っ

て
今
津
・
機
関
一
行
の
村
々
で
江
戸
積
酒
造
業
が
台
頭
し
て
く
る
と
、
大
坂
や
西
宮
な
ど
従
来
の
都
市
瀬
造
仲
間
が
江
戸
市
場

か
ら
後
退
せ
ざ
る
な
得
な
く
な
り
、
先
進
湖
造
地
の
停
滞
な
い
し
衰
退
が
明
瞭
に
な
っ
て
い
っ
た
。

澗巡業の良湖

し
て
い
る
消
造
家
は

心
事
実
大
坂
一
一
一
郷
酒
造
仲
間
の
場
合
は
、

粁
に
し
か
す
ぎ
な
い
と
、
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

か
つ
て
七
百
軒
あ
っ
た
由
緒
あ
る
酒
造
家
の
う
ち
天
明
凶
年
（
一
七
八
四
）
現
在
稼
働

大
坂
一
一
一
郷
濁
造
株
の
義
、
万
治
元
成
年
品
問
問
我
叉
た
衛
門
様
・
松
一
千
年
人
…
仕
様
御
有
効
の
筋
よ
り
、
利
私
必
ハ
へ
支
配
仰
せ
つ
け

第五節

ら
れ
、
石
改
め
な
ど
仕
り
、
株
札
相
渡
し
米
り
申
し
候
、
右
の
節
は
酒
造
鼠
お
よ
そ
七
百
軒
余
御
座
候
て
商
売
繁
日
間
仕
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

候
（
中
略
）
近
来
摂
州
の
内
在
に
て
水
車
競
酒
造
多
く
仕
り
、
石
数
等
勝
手
に
仕
入
れ
仕
り
、
当
時
凡
そ
弐
百
軒
御
肱
候
て

111・ 近｝絞9':綴ill359 
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考

~－r前Ill］今. 11!1:'設長左｛約ドうよりIi'＼＇り株
木場JI!］＂・3災岐毘十おjl/Jl"l グ

三条村・久兵衛 グ

尼崎.jギFEii:'量弥兵衛 か

か扇町・Jf:l殿伊兵jl/,j グ

兵FII小物尾Ill］＂昏瓜段九 1－郎 か
か鍛冶底lllf.角度B＇右衛門 。
グ崩n辻子Ill］＂.剣j菱屋市民fl右衛門
グ小広Jl!T・11？；］本医伊兵衛か

jT{rjブj26111J‘へ下付された潟｛／＼＇株 か

部ti酒造家名

司王座又お f!{j[lう

絞蚊屋l］・tifliJl1守

木挽吉郎：：｛：；衛門

）！！日段半兵 jlf,j

i11.¥ E設九 n~ 兵 ilM

瓜屋伝兵衛

機上墜治郎右衛門

！ヨ｜古＇］）：＇主治郎左衛門

ブト鼠Et::(1 fl/,i tHJ 

設岐箆弥兵衛

瓜段治兵衛

人わたやーl'-::{:;jl/j門

東川崎Jl!T

'ti＼内 lllT

:m: :u air 
i奈 Ill]"
]J!J iU lllT 

逆瀬川lllf

悶：ulllf 
船大工町会

小物屋lllf

木戸 lllT

逆mi川町
jl_Ej宮内lllf

名Jl!f 

’F 

二ツ茶！武村口廃七日［l兵衛ガへ貸手l

420 

体

休

｛木

材三

12人

瓜鼠甚太郎

治！日l段兵お衛門
六 illl：展弥兵衛

苧廃新左衛門

升廃Etti衛門

小物屋JI!]"

ii i在家mr
官前 Illy

新在家mr
小物屋町ー

計

5人

商
売
繁
昌
仕
り
候
、
右
に
つ

き
大
坂
酒
造
屋
不
景
気
に
罷

り
な
り
、
年
々
一
偽
造
相
減
じ
、

レ
ィ
じ
ザ
川

4
5
汗
λhk
こ
揺
り
工
り

i
u
L
）

4
3
I
f
i
－

－

 

候
に
つ
き
、
浮
株
凡
そ
一
二
百

軒
余
御
座
候

（
「
大
坂
一
一
一
郷
総
年
寄
願
書
L

）

要
す
る
に
摂
州
在
々
の
二
百
刺

に
の
ぼ
る
灘
日
澗
造
業
が
水
車
稼

ぎ
の
酒
造
に
よ
っ
て
繁
昌
し
、
そ

の
た
め
七
百
軒
あ
っ
た
大
坂
の
泊

造
屋
が
四
百
軒
に
減
少
し
て
不
景

気
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
内
宮
に
つ
い
て
も
、
元
掠

十
年
（
二
ハ
九
七
）
に
は
じ
九
の
酒

浩
蔵
が
存
在
し
、

f
c
z
y

、TU
2
4

、

，Z
づ
A
M
J
j’引吋

f

七
二
四
）
に
は
八

i
ーコ
γ
し

J
1
u
l

出

ru
－
ι
一γ「
北
松
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閉表 86

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

ハu
n
u
n
u
n
U

ハU
n
u
n
U

ハ
v
q
υ

ハU

ハu
n
U

ハ
υ

A
マ

q
J
4
4
f
O
Oノ
必

咋

同

コ

回

、

d

内
全

υ
今

δ

必
仙
ー
ペ
守

4吟白
B
M
3
5
4
2
M
D
勾

J
H
b
H
b

975 20人

酒
造
家
が
稼
掛
し
て
い
た
。

と
、ー

北中 11trI 御影康治兵衛
木場 111r；設11皮鼠十右衛門
グ j，絞岐段妙光

// l瓜IB'i；長左衛門
小物綴mrI 1E直隆初、右衛I＇日
江 JlllllJ ！御影度予兵 ifti 
小 rj:iII汀IIE直径公布衛門
か ｜｜河本屋弥兵衛

小広 II庁｜岡本屋w兵衛
1磯之 111rI i限度 i版兵衛
問 !Jlmr；川崎段幸lj左衛111JI 
グ i伐肢 i造兵衛：
。 ：瓜段久兵衛：
鍛冶屋町illiiJわ怪長兵衛

来 1u111r I阪本段硲兵衛
問底的；生木屋倒ll右衛jllj

小物屋mr! 1Ei夜尿八三左衛門；
磯之 mr；減原五兵 1約i
東川崎町・ 1わたや長四郎

東 IL¥IHJ I まったや武兵衛

ろ
が
明
和

（
一
七
六
五
）
に
は

：立

i筒造家名

ハ
間
蔵
に
減
少
し
、
そ
れ
で
も
明

立¥'I］：！：結1illl

名

資料：神戸市立問物館所絞文禄

和
問
年
ま
で
は
六

O
蔵
ム
口
な
維
持

し
て
い
た
が
、
翌
明
和
五
年
に
は

五
九
蔵
と
な
り
、
同
六
年
に
は
間

開
成
、
じ
年
に
は
最
低
の

三
歳

に
ま
で
激
減
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
稼
働
球
数
の
減
少
か
ら
み
て
、
こ
の
明
和
則
は
明
ら
か
に
悶
官
酒
造
業
に
と
っ
て
変
動
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を

こ
う
し
た
現
象
は
、
台
頭
す
る
灘
日
酒
造
業
と
の
競
争
の
結
果
で
あ
り
、
こ
の
後
退
に
対
し
て
間
宮
酒
造
仲
間
は
、
改
め
て

仲
間
の
団
結
と
利
益
擁
護
を
確
認
す
る
た
め
、
問
問
和
一
五
年
に
次
の
よ
う
な
申
合
ぜ
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

ω間
宮
酒
造
株

は
延
安
七
年
（
一
六
七
九
）
株
と
元
禄
十
年
株
の
所
持
者
で
構
成
さ
れ
る
、
∞
無
株
の
溜
造
と
分
株
と
を
禁
止
す
る
、
ゆ
酒
造
株

i凶逃楽の展開

の
離
渡
や
貸
借
は
酒
造
行
事
へ
願
い
出
て
、
町
役
人
の
承
認
を
受
け
、
そ
の
う
え
で
領
主
へ
届
け
出
て
許
可
を
受
け
て
か
ら
名

義
を
書
き
替
え
る
、
同
仲
間
加
入
に
捺
し
て
は
、
他
所
買
株
・
仲
間
醸
り
株
・
傍
株
・
他
所
借
株
主
応
じ
て
、
加
入
銀
を
慈
し

第五節

こ
ろ
に
占
め
っ

出
す
、
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
本
意
は
「
我
意
一
存
」
の
営
業
を
抑
え
、
仲
間
本
来
の
排
他
的
独
占
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
と

36r 



し
か
し
こ
う
し
た
仲
間
の
中
合
せ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
い
ス
踏
山
年
（
一
七
五
回
）
の
勝
手
造
り
令
を
契
機
に
、
明
和
・
安
永
則

に
は
潤
浩
業
の
停
滞
と
衰
退
が
続
き
、
酒
造
仲
間
構
成
員
の
交
代
が
激
し
く
操
り
返
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

都
市
酒
造
仲
間
に
属
す
る
兵
庫
洋
酒
屋
仲
間
に
お
い
て
も
、
一
手
保
末
期
以
降
か
ら
の
灘
間
酒
造
業
の
発
展
の
影
響
は
深
刻
で

あ
っ
た
。
前
述
の
一
山
宮
・
大
坂
と
同
じ
よ
う
に
、
兵
庫
で
も
自
ら
減
石
の
山
中
合
せ
を
行
い
実
施
し
て
い
る
。
兵
時
開
津
の
酒
造
株

中
間
同
お
よ
び
酒
造
家
数
に
つ
い
て
は
、
一
手
保
九
年
に
江
戸
税
酒
造
家
四

O
人
、
享
和
三
年
（
一
入
O
一
一
一
）
で
は
株
高

万
九
一
一
一
七
五

石
・
軒
数
一
一
一
二
人
と
い
う
数
字
が
判
明
す
る
。

そ
し
て
当
掃
の
明
和
六
年
作
成
に
な
る
つ
子
年
（
明
和
五
年
）
酒
造
潰
石
高
謹
上

帳
」
（
表
出
叩
）
で
は
、
自
株
所
持
酒
造
営
業
者
御
影
麗
治
兵
衛
以
下
二

O
人
の
減
石
高
は
九
七
五
石
、
借
株
営
業
者
車
麗
叉
右
衛

門
以
下
一
二
人
の
減
石
高
は
間
二

O
石
、
そ
し
て
瓜
屋
甚
太
郎
は
他
村
へ
貸
出
し
、
岩
問
屋
兵
右
衛
門
以
下
関
人
は
休
造
者
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
株
高
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
ろ
明
和
期
の
兵
跨
津
酒
屋
仲
間
も
、
減
石
な
い
し
休
造
に
よ

っ
て
そ
の
危
機
的
状
況
に
対
処
し
て
い
る
様
子
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

天
明
期
の
江

戸
入
津
樽
数

元
禄
十
年
（

六
九
七
）
の
上
方
か
ら
の
江
戸
入
津
樽
数
は
六
四
万
樽
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
ま
だ
今

津
・
灘
日
の
灘
酒
造
業
は
ふ
く
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
J

－4保期
以
降
の
灘
酒
造
業
の
台
頭
発
展
の
結
果
を
、

数
量
的
に
確
認
で
き
る
の
は
よ
う
や
く
天
明
五
年
三
七
八
五
）
で
、
新
た
に
江
戸
税
酒
造
体
制
の
な
か
に
加
わ
っ
た
灘
酒
造
業

の
動
向
を
把
擁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
江
戸
入
津
樽
数
は
七
七
万
余
降
、
こ
れ
を
地
域
別
に
示
し
た
の
が
関
口
（
付
表
お
）

で
占
め
る
。
ま
ず
今
津
が
問
万
持
、
灘
羽
一
一
一
一
一
万
樽
で
、
令
計
灘
一
一
一
郷
で
は
三
六
万
樽
と
な
り
、
全
体
の
田
中
ハ
・
五
%
に
も
達
し
て
い
る
。

こ
れ
を
当
時
の
経
営
史
料
を
基
礎
に
し
て
玄
米
並
に
よ
る
造
石
高
に
換
算
す
る
と
、
約
二
一
万
石
と
怠
る
。
ま
た
摂
泉
十
二
郷
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の
う
ち
、
灘
一
一
一
郷
を
の
ぞ
い
た
上
方
九
郷
は
約
二
八
万
得
で
全
体
の
一
二

五
・
九
%
を
占
め
て
い
る
が
、
な
か
で
も
伊
丹

万
降
、
西
宮
七
万

持
が
突
出
し
、
離
と
と
も
に
主
要
な
下
り
酒
銘
離
地
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
つ
ま
た
兵
庫
に
つ
い
て
は
、
そ
の
数
量
は
余
り
多
く
は
な
く
灘

自
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
他
は
尾
張
・
一
一
一
河
の
各
五
万
樽
と
美
濃
の
東
海
三
カ
問
問
の
い
わ

ゆ
る
「
中
間
関
濁
L

（
江
戸
と
上
方
と
の
中
間
地
点
で
際
造
さ
れ
た
消
と
い
う
怒

味
で
、
下
り
泌
の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
、
江
戸
間
以
風
と
同
じ
下
り
消
開
肢
で
売
り
捌

か
れ
た
）
の
銘
離
地
を
主
と
し
て

万
六
千
降
、

一
七
・
六
%
を
占

ケ
開
制
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
と
し
て
、
灘
一
一
一
郷
が
す
チ
保
期
に
は
じ
め
て
江
戸
杭

め
て
い
た
。
摂
泉
十
一
一
郷
や
下
り
澗
十

ー

天明5年（1785）の地域別

江戸入枠栂数

近｝後!:I::縦阻

区I22 

酒
造
地
の
な
か
に
名
が
出
て
か
ら
、
わ
ず
か
半
佐
紀
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
、
急
速
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
こ
で
そ
の
実
態
に
つ
い
て
御
影
村
西
組
の
酒
造
状
況
を
例
に
み
て
み
よ
う
。

天
明
期
の
御

彩
村
酒
造
業

五
年
の
と
き
に
は
沼
造
家

天
明
五
年
の
御
影
村
西
組
に
お
け
る
消
造
株
高
と
酒
造
石
高
を
表
示
し
た
の
が
、
表
幻
で
あ
る
。
前
掲
明
和

七
年
の
あ

ム
ハ
軒
・
一
泊
造
石
高
五
六
五

O
石
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
間
わ
ず
か

i関造業の夜開

八
軒
・
一
万
八
八
四
七
石
余
と
な
り
、
澗
造
人
は
半
減
し
て
い
る
が
造
石
高
が
一
二
倍
に
な
る
と
い
う
変
化
、
が
み
ら
れ

、

ご

》

7
」
、

1
L
V
J／
札
V

た
。
そ
し
て
在
方
商
人
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
材
木
犀
は
江
戸
結
酒
造
業
に
専
業
化
し
て
い
っ
た
段
階
で
、

第五節

改
め
、
土
地
所
有
の
聞
で
も
、
こ
の
村
第
一
の
高
持
と
し
て
成
長
し
、
治
兵
衛
・
治
郎
右
衛
門
・
彦
右
衛
門
の
嘉
納
屋
三
軒
が
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天f見5年（1785）御影村西紹iの澗造事長治iと酒造米政i

酒造家~ 酒造株主：i 株札数 i荷造石附

i伝 枚 正1
嘉納屋彦右待iI＇日 141. 5 4 5,373 

I! 治 兵衛 31. 666 4 3, 748 

ノノ 治虫［5右衛llfJ 823. 75 4 3,675 

~~l~tl箆六三 Jl[l 13. 75 1 1, 287 

／／ ｛云 ノ、 10 2 1, 673 

／／ fム三三郎 18. 5333 1 1, 287 

伊勢屋七右衛 1111 105 2 1, 764 

I! ヨ玉兵衛 5 1 40 

ズlコ》、 1, 149. 1993 19 18,847 

三
つ
ど
も
え
の
形
で
存
在
し
、
村
内
に
お
い
て
も
抜
き
ん
出
て
い
た
。
他
方
、

院
十
日
屋
一
一
一
軒
は
明
和
・
安
永
期
に
は
酒
造
家
・
廻
船
持
と
し
て
の
活
躍
が
著

し
か
っ
た
が
、
一
大
切
期
以
降
は
や
が
て
こ
の
村
の
澗
造
家
か
ら
名
前
が
消
え

：〉
7
L
1
Jノ
ノ
＼

v
l

’ν
 

か
つ
て
こ
の
村
の
有
力
な
地
主
で
あ
っ
た
雑
古
屋
の
没
落
と
、
一
新

表 87

興
の
在
方
商
人
た
る
嘉
納
監
の
台
頭
は
、
灘
酒
造
業
の
発
展
に
よ
る
村
落
内

部
で
の
新
旧
勢
力
の
交
代
の
様
相
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

資料：「御影澗造組合文fM'J

表
幻
で
み
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
顕
著
な
事
実
は
、
酒
造
株
高
一
一
四
九
石

で
も
っ
て
、
現
実
に
は
一
万
八
八
四
七
石
の
酒
造
（
造
志
向
）
を
行
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
株
高
と
造
石
高
と
に
懸
隔
が
生
じ
て
い
る
の
は
、

一
克
禄
十
五
年
の
株
改
め
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
元
禄
調
高
以
来
、

一
度
も
株

改
め
に
よ
る
株
高
と
造
石
高
と
の
調
整
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ

き
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
こ
に
天
明
八
年
に
、
一
五
禄
締
高
以
米
の
株
改
め
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
あ

り
、
ま
た
そ
の
懸
隔
が
大
き
い
ほ
ど
、
酒
造
業
の
発
展
が
急
速
に
な
さ
れ
て

っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
天
明
五
年
の
造
石
高
と
い
う
の
は
、
突
は
天
明
八
年
の
株
改
め
に
際
し
て
、
各
自
酒
造

家
に
申
告
さ
せ
た
造
石
午
前
で
あ
っ
て
、
果
た
し
て
天
明
五
年
当
時
に
申
告
高
通
り
の
造
石
高
で
あ
っ
た
か
一
合
か
は
確
か
で
は
な

い
。
事
実
、
天
閉
山
五
年
当
時
酒
造
稼
ぎ
を
し
て
い
た
が
、
天
明
八
年
に
は
休
造
し
た
た
め
に
、
こ
の
表
に
は
省
か
れ
て
名
前
の
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あ
が
っ
て
い
な
い
酒
造
家
も
あ
る
。

さ
ら
に
天
明
五
年
の
造
石
高
は
申
告
高
で
あ
る
た
め
、
株
改
め
に
つ
づ
く
天
明
八
年
以
後

の
き
び
し
い
幕
府
の
酒
造
制
限
令
を
予
測
し
て
、
前
も
っ
て
実
際
よ
り
は
多
く
申
告
し
た
と
い
う
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
な
お
か
っ
こ
の
天
明
期
の
株
改
め
の
結
果
な
も
っ
て
御
影
村
に
お
け
る
享
保
期
以
昨
の

百
覚
ま
し
い
酒
造
業
発
展
の
跡
を
、

は
じ
め
て
数
量
的
に
線
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
御
影
村
に
か
ぎ
ら
ず

「
摂
州
在
々
｝
酒
造
家
に
よ
る
目
覚
ま
し
い
江
戸
詰
酒
造
業
発
展
の
姿
で
あ
っ
た
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

江
戸
積
摂
泉
十

一
一
郷
の
形
成

享
保
期
以
降
に
あ
ら
わ
れ
た
江
戸
詰
酒
造
仲
間
に
お
け
る
顕
著
な
変
化
の
一
つ
は
、
近
位
初
頭
以
来
の
江

一
戸
積
酒
造
地
の
衰
退
な
い
し
変
貌
で
あ
り
、
他
は
、
新
進
の
新
興
酒
造
地
の
台
頭
発
展
で
あ
っ
た
。

し
か

し
こ
の
よ
う
な
変
化
は
酒
造
業
に
限
ら
ず
、
幕
務
体
制
仰
が
解
体
期
を
迎
え
、
領
主
的
商
品
経
済
に
対
し
て
農
民
的
商
品
経
済
が

そ
れ
を
圧
倒
し
て
ゆ
く
よ
う
な
産
業
部
門
で
は
佐
々
み
ら
れ
た
。
こ
れ
な
都
市
問
屋
仲
間
1
古
競
組
と
、
在
方
商
人
仲
間
日
新

規
組
と
の
対
立
と
い
う
表
現
で
あ
ら
わ
す
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
後
者
の
発
展
が
、
前
者
の
存
立
基
盤
を
お
び
や
か
す
段
階

に
い
た
れ
ば
、
そ
れ
は
一
応
「
危
機
の
時
期
一
と
し
て

rH党
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
時
期
が
天
明
・
寛
政
叩
別
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

酒造業の展開

そ
し
て
こ
の
封
建
的
危
機
に
対
す
る
領
主
的
対
応
は
、
次
の
二
つ
の
仕
方
で
な
さ
れ
た
。

一
つ
は
、
都
市
H

古
規
組
仲
間
の

再
編
成
を
通
し
て
在
方
日
新
規
制
組
仲
間
の
発
展
を
包
摂
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
幕
府
権
力
の
発
動
に
よ

っ
て
上
か
ら
直
接
統
制
を
加
え
掌
援
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
る
。
前
者
が
こ
こ
で
述
べ
る
摂
泉
十
二
郷
酒
造
仲
間
の
結
成
で

第五節

あ
り
、
後
者
が
次
章
で
ふ
れ
る
天
明
八
年
の
株
改
め
と
寛
政
改
革
に
よ
っ
て
発
動
さ
れ
る
酒
造
統
制
の
強
化
策
で
あ
っ
た
。

さ
て
江
戸
積
摂
泉
十
二
郷
と
は
、
大
坂
一
一
一
郷
（
潟
抑
制
・
北
組
・
天
満
組
）
・
伝
法
・
北
在
・
池
間
・
伊
丹
・
尼
崎
・
西
宮
・
兵
庫

l止近歴史昔話lII365 



・
今
津
・
上
灘
・
下
灘
・
堺
の
、
摂
津
・

和
泉
ニ
闘
に
ま
た
が
る
江
戸
積
銘
髄
地
の

十
二
郷
を
さ
し
て
い
る
（
関
幻
）
。

」
れ
ら
十
二
郷
は
い
ず
れ
も
地
名
で
あ

f長泉十二郷i也j成｜立Ic別立IC1Jff'Hli史~ 2) 

〉寺、、
y＼
刀

た
だ
一
つ
の
例
外
と
し
て
北
在
郷

が
あ
る
。
北
在
郷
は
婦
問
摺
沿
革
誌
』
に

よ
れ
ば
、
摂
津
北
方
に
散
在
す
る
小
醸
地

を
総
称
し
た
も
の
で
、
お
よ
そ
西
宮
よ
り

北
は
一

O
虫、

東
は
六
盟
ば
か
り
の
地
域

を
さ
す
と
述
べ
て
い
る
。
川
辺
郡
を
中
心

に
、
島
上
・
豊
島
・
武
庫
・
有
潟
の
凶
郡

に
散
夜
す
る
江
戸
積
銘
醸
地
の
小
地
域
を

~I 23 

包
括
し
た
名
称
で
、

元
禄
期
に
名
前
の

あ
が
っ
て
く
る
江
戸
新
銘
離
地
の
う
ち
、

鴻
池
・
清
水
・
大
鹿
・
山
田
・
小
浜
（
以

上
川
辺
郡
）
、
詰
問
（
島
上
郡
）
、
一
一
一
回
（
有
馬

都
）
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
一
大
保
一
一
一
年
三
八
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一
一
一
二
）
に
は
、
北
在
組
は
二
ニ
カ
村
で
、

酒
造
家
一
一
一

O
軒
、
株
高
二

六
一
一
石
余
で
あ
っ
た
。

要
す
る
に
沼
田
街
道
や
有
馬

へ
の
街
道
筋
に
あ
る
酒
造
地
で
、
近
世
初
期
よ
り
江
戸
杭
消
造
の
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
鴻
池
村
の
山
中
新
右
衛
門
、
島
上

郡
富
凶
村
の
紅
粉
巌
（
消
水
）
市
郎
右
衛
門
、
川
辺
部
加
茂
村
の

間
五
郎
左
衛
門
、
山
田
村
の
市
右
衛
門
・
忠
右
衛
門
、
小
浜

村
の
法
一
鹿
半
左
衛
門
な
ど
が
そ
の
有
力
な
酒
造
家
で
あ
っ
た
。

渋
泉
十
二
郷
の
な
か
で
、
上
灘
・
下
灘
・
今
津
の
い
わ
ゆ
る
灘
一
一
一
郷
を
の
ぞ
い
た
ほ
か
九
郷
は
、

い
ず
れ
も
元
禄
十
五
年
の

株
改
め
の
と
き
に
、
す
で
に
江
戸
積
酒
造
業
の
主
裂
な
銘
館
地
で
あ
り
、
こ
れ
ら
銘
醸
地
の
江
戸
積
酒
造
家
に
よ
っ
て
、
近
位

前
期
の
江
戸
積
酒
造
株
体
制
が
編
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
な
か
に
は
、
明
ら
か
に
ま
だ
今
津
・
灘
間
は
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
こ
の
灘
一
一
一
郷
が
江
戸
下
り
摺
主
産
地
の
な
か
に
ム
口
頭
し
は
じ
め
る
時
期
は
卒
保
期
以
降
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ

の
十
ニ
郷
の
形
成
は
、
こ
れ
ら
誤
津
在
々
に
展
開
聞
し
た
新
興
酒
造
地
の
ム
口
頭
発
展
に
よ
っ
て
江
戸
税
先
進
地
日
古
規
組
が
圧
倒

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
改
め
て
元
禄
体
制
の
立
て
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
点
で
の
酒
造
家
仲
間
再
編
成
の
問
題
で
も
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

i湾巡業の展開

摂
泉
十
一
一
郷
結
成

の
契
機
と
時
期

」の
J
i

郷
の
成
立
に
直
接
深
い
関
連
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
天
明
四
年
大
坂
一
一
一
郷
総

年
寄

人
が
提
起
し
た
酒
造
冥
加
金
制
剖
り
答
え

件
で
あ
る
。
そ
の
意
闘
す
る
と
こ
ろ
は
、
万
治
年

間
以
米
七

O
O軒
あ
っ
た
大
坂
三
郷
酒
造
家
が
、
水
車
精
米
に
よ
る
「
摂
津
夜
々
一
の
然
株
を
含
む
灘
日
酒
造
家
の
繁
盛
の
影

響
で
減
少
し
て
い
る
現
在
、
従
来
の
冥
加
金
負
担
額
を
改
め
、
大
坂
一
一
一
郷
四

O
O軒
の
消
造
家
よ
り
五

O
O雨
、
摂
津
在
々
、
酒

第五節

造
家
よ
り
も
五

O
O雨
、
そ
の
他
在
々
駄
売
麗
と

一
郷
一
一
羽
板
受
湖
底
引
ハ

O
O軒
よ
り
一
五
五
両
ず
つ
、

一
五
五
間
（
鉛

六
九
貫
余
）
と
し
、
こ
れ
を
…
一
一
郷
総
年
寄
が
徴
収
し
て
大
坂
町
奉
行
に
納
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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後
の
万
延
二
年
（
一
八
六
二

こ
の
提
案
に
対
し
て
は
、
一
一

O
O軒
の
灘
混
在
々
酒
造
家
が
も
ち
ろ
ん
反
対

し
、
一
一
一
郷
総
年
寄
が
指
摘
す
る
よ
う
な
無
株
に
よ
る
酒
造
業
者
は
存
在
し
な
い

し

っ
村
々
澗
造
の
儀
」
も
許
可
さ
れ
て
お
り
、

い
ま
こ
れ
ら
酒
造
家
が
大
坂

一
ニ
郷
総
年
寄
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
酒
造
家
の
存
続
は
も
と
よ
り
、

ひ
い
て
は
一
般
百
姓
の
渡
枇
に
も
悲
し
支
え
る
と
主
張
し
た
。
幕
府
も
こ
れ
を

不
裁
許
と
し
た
の
で
一
件
は
取
り
下
げ
一
ら
れ
て
落
葉
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
大
坂
一
一
一
郷
総
年
寄
の
意
図
は
、
山
手
保
期
以
米
の
「
在
々
L

酒

造
仲
間
の
発
展
を
大
坂
三
郷
で
受
け
と
め
て
、
こ
れ
を
元
縁
体
制
の
な
か
に
包

写真 90

摂
し
、
こ
の
不
均
衡
に
発
展
し
て
き
た
各
郷
江
戸
積
酒
造
仲
間
の
利
害
対
立
を

調
整
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
点
に
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
こ
の
酒
造
其
加
一
件

は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
大
坂
一
一
一
郷
を
触
頭
と
す
る
十
二
郷
酒
造
仲

っ
酒
造
年
寄
役
差
免
願
書
L

で
は
、
こ
の
十
二
郷
酒
造
仲
間
の
結
成
を
「
天
明
年
中
L

の
こ
と

開
成
立
の
機
が
熟
し
て
い
た
時
点
で
の
問
題
提
起
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

と
し
、
ま
た
大
坂
一
一
一
郷
酒
造
大
行
事
が
十
二
郷
触
頭
と
な
る
べ
き
別
出
を
、
大
坂
三
郷
は
主
力
を
江
戸
積
に
お
い
て
い
な
い
か

ら
、
江
戸
績
に
関
し
て
は
依
枯
晶
鼠
の
な
い
中
立
の
立
場
を
保
ち
得
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
各
郷
江
戸
積
酒
造

家
の
利
害
対
立
を
調
整
し
て
ゆ
く
た
め
の
公
平
な
第
三
者
と
し
て
の
中
立
性
を
、
大
坂
一
ニ
郷
大
行
事
に
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
と
く
に
、
そ
の
成
立
の
時
期
が
天
明
朗
で
あ
っ
た
点
に
注
目
し
て
お
こ
う
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
十
二
郷
酒
造
仲
間
同
の
結
成
以
来
、
大
坂
一
一
一
郷
酒
造
大
行
事
が
十
二
郷
触
頭
を
つ
と
め
、
名
郷
か
ら
選
、
は
れ

た
沼
造
行
事
な
統
轄
し
、
各
酒
造
行
事
の
参
会
の
席
上
に
お
い
て
、
江
戸
積
潤
造
全
般
に
関
す
る
諸
事
項
が
協
議
決
定
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
販
売
に
つ
い
て
の
江
戸
の
下
り
酒
問
屋
と
の
折
衝
な
は
じ
め
、
生
産
調
整
や
出
荷
統
制
、
そ
れ

に
運
賃
の
決
定
の
問
題
か
ら
、
幕
府
布
達
な
ど
の
伝
達
に
い
た
る
ま
で
、
す
べ
て
酒
造
に
か
か
わ
る
諸
問
題
が
採
り
上
げ
ら
れ

た
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
十
二
郷
各
酒
造
仲
間
の
調
整
と
い
う
点
で
は
、
新
興
江
戸
樹
、
酒
造
地
た
る
灘
一
一
一
郷
を
、
摂
泉
十
二
郷

酒
造
体
制
の
枠
の
な
か
で
い
か
に
抑
え
て
ゆ
く
か
が
問
題
と
な
り
、

郷
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
十
二
郷
体
制
を
い
か
に
切
り

崩
し
て
発
展
し
て
ゆ
く
か
が
、
そ
れ
以
降
の
新
規
在
々
酒
造
仲
間
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
開
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

澗造業の股FYf.I第五節
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第
六
節

近
世
中
期
の
海
運
と
浦
船

菱
塩
川
知
船
・
樽
廻
船
と
積
荷
協
定

江
戸
＋
組
問
阿
口
座
の

成
立
と
菱
纏
廻
船

近
位
前
期
に
上
方
・
江
戸
間
の
海
上
輸
送
、
が
頻
繁
化
し
て
く
る
に
つ
れ
て
、

船
頭
・
水
主
が
輸
送
途
中

に
桜
仰
を
か
す
め
た
り
、
故
意
に
船
を
沈
没
さ
せ
て
荷
物
を
抜
き
取
っ
た
り
、
ま
た
難
船
の
際
迦
船
問

犀
が
残
り
荷
物
の
入
札
を
行
っ
て
処
却
す
る
と
き
に
ご
ま
か
し
た
り
す
る
な
ど
、
不
正
行
為
が
横
行
し
た
。
そ
の
結
果
、
荷
主

側
の
被
る
山
刺
市
い
す
も
大
き
か
っ
た
υ

そ
れ
と
い
う
の
も
、
荷
主
で
あ
る
江
戸
の
問
屋
は
廻
船
問
屋
に
例
加
に
交
渉
し
て
、
積
荷
を

依
頼
す
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
結
果
和
初
の
集
荷
か
ら
廻
船
の
調
達
・
仕
建
業
務
、
さ
ら
に
廻
船
の
難
船
処
迎
に
い
た
る
ま
で
、

す
べ
て
の
権
限
が
一
切
こ
の
廻
船
問
屋
に
任
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
廻
船
問
屋
を
は
じ
め
船
頭
・
水
主
の
不
正
や
弊
風
を
一
掃
す
る
た
め
に
、
荷
主
た
る
江
戸
間
口
皮
肉
人
で
あ
っ
た
大

坂
屋
伊
兵
衛
が
中
心
と
な
づ
て
、
一
万
禄
七
年
（

六
九
四
）
に
江
戸
十
組
問
屋
を
結
成
し
た
。
十
組
問
屋
と
は
塗
物
店
組
・
内
店

組
・
通
町
組
・
表
店
組
・
楽
部
似
店
組
・
河
川
作
組
・
綿
a
出
組
・
’
紙
店
組
・
釘
店
組
・
禍
店
組
の
一

O
組
の
間
庭
仲
間
か
ら
な
っ
て

い
た
。
主
と
し
て
江
戸
の
日
本
橋
辺
・
木
町
筋
・
通
町
筋
に
店
を
構
え
、
令
店
の
取
扱
い
商
品
は
、
上
方
か
ら
海
上
愉
送
さ
れ

370 j反Ht社会の淡IJfl第三平



て
く
る
主
要
た
一
卜
り
商
品
、

っ
た
。

つ
ま
り
綿
花
・
繰
綿
・
油
・
酒
・
紙
・
銅
・
鉄
・

近

荏
・
薬
臨
・
治
物
・
小
間
物
な
ど
で
あ

111: 

こ
の
十
組
問
原
仲
間
で
は
各
組
に
行
可
（
枇
話
人
）
を
お
き
、
こ
の
行
可
が
交
代
で
大
行
司
を
勤
め
た
3

こ
の
大
行
可
の
監
督

の
も
と
に
、
難
船
の
場
合
に
は
仲
間
の
代
表
を
派
遣
し
て
海
難
調
査
な
行
い
、
難
船
荷

IIをすミ綴Ill

近 lll:•N切の海運と占有船第六；~］

物
の
処
理
に
は
共
同
海
損
（
損
認
を
荷
主
と
船
主
と
が
北
ハ
何
で
負
担
す
る
）
の
原
則
を
確
立
し

て
い
っ
た
む
ま
た
十
組
問
屋
全
体
に
は
山
人
の
桜
町
一
光
を
定
め
、
そ
の
極
印
元
の
も
と

船頭次郎兵衛7tm船i情：手形（部分）

で
新
造
菱
…
知
一
廻
船
の
船
名
を
確
認
し
た
り
、
船
足
（
街
戦
ハ
川
の
制
限
を
一
爪
す
喫
水
線
）
や
船

日
パ
に
検
査
ず
み
の
級
印
を
打
ふ
り
＼
ま
た
廻
船
が
江
戸
へ
入
律
し
て
き
た
と
き
に
は
、
こ

の
板
印
を
点
検
し
、
海
難
処
理
の
際
に
は
分
散
勘
定
の
処
理
な
ど
に
あ
た
っ
た
。

こ
う
し
て
江
戸
十
組
問
農
が
特
に
海
上
愉
送
と
廻
船
に
関
心
を
も
つ
に
い
た
っ
た
背

景
は
、
そ
れ
ま
で
江
戸
問
屋
の
な
か
で
主
流
を
占
め
て
い
た
荷
受
問
屋
（
生
路
地
の
荷
主

と
注
文
主
と
の
間
を
仲
介
し
、
そ
の
仲
介
料
と
し
て
口
銭
を
受
け
取
る
関
口
俊
）
に
待
わ
っ
て
、
新

'o/'.l~ 91 

た
に
仕
入
れ
問
屋
（
自
己
資
本
と
裁
設
で
商
品
を
生
賎
幼
で
仕
入
れ
、
仲
良
・
小
売
へ
売
り
さ
ば

く
問
屋
）
が
勢
力
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
一
万
徐
知
江
戸
高
法
の
転
換
期
に

当
た
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
つ

こ
の
十
組
問
最
も
ほ
と
ん
ど
が
仕
入
れ
関
屋
で
あ
っ
て
、

内
己
資
木
で
買
い
入
れ
た
商
品
が
、
船
顕
・
水
去
の
不
正
や
趨
船
問
屋
の
償
暴
に
よ
っ

て
、
輸
送
途
上
の
損
害
を
も
ろ
に
負
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
仲
間
と
し
て
版
印
元
の
点

37r 



検
を
実
施
し
、
難
船
調
査
を
行
う
伝
ど
自
ら
そ
の
防
衛
手
段
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
一
方
で
、
廻
船
の
新
造
や
修
復
に
も

力
を
注
い
で
事
故
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
廻
船
の
調
達
確
保
に
も
援
助
を
与
え
た
。
こ
の
十
組
問
屋
仕
建
の

廻
船
が
菱
騒
廻
船
で
あ
り
、
そ
の
芯
味
で
十
組
問
屋
結
成
に
よ
る
江
戸
問
屋
述
会
と
は
、
海
上
輸
送
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め

の
手
段
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

寧
保
婦
に
お
け

る
商
品
輸
送

八
世
紀
に
は
よ
方
・
江
戸
間
の
商
品
流
通
、
商
品
輸
送
が
頻
発
化
し
て
く
る
と
と
も
に
、
尚
地
問
を
住

米
す
る
廻
船
の
活
動
も
活
発
化
し
て
い
っ
た
。
と
く
に
大
波
が
全
国
的
集
数
市
場
と
し
て
の
地
位
を
確
立

し
た
享
保
拐
に
は
、
北
は
松
前
か
ら
、
南
は
護
摩
・
琉
球
に
い
た
る
ま
で
、
大
坂
の
市
場
簡
は
広
が
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
近

畿
以
商
か
ら
は
木
綿
・
繰
綿
・
古
手
・
位
表
な
ど
、
加
工
度
の
高
い
商
品
類
が
含
ま
れ
て
お
り
、
海
産
物
や
薪
炭
・
鉱
産
物
は

多
く
間
前
諸
問
か
ら
出
荷
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
い
っ
た
ん
大
坂
に
集
ま
っ
た
商
品
の
か
な
り
の
部
分
が
再
び

へ
移
出

さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
か
ら
同
十
五
年
ま
で
、
大
坂
よ
り
江
戸
に
積
み
送
ら
れ
た
商
品
数
量
を
表
示
し
た
の
が
、
表
部
で
あ

る
。
こ
れ
は
享
保
改
革
の
過
程
で
、
幕
府
が
江
戸
に
お
け
る
物
価
統
制
の
た
め
に
一
一
日
間
の
生
活
必
需
品
の
入
津
高
を
調
宜
し

た
も
の
で
、

一
一
品
の
う
ち
繰
綿
・
木
綿
・
泊
・
澗
・
犠
油
の
五
品
は
七
カ
年
を
通
じ
て
大
量
に
大
坂
か
ら
積
み
送
ら
れ
て
お

り
、
米
骨
炭
・
魚
油
・
磁
の
四
日
間
は
、
年
に
よ
っ
て
激
し
い
差
が
あ
り
、
新
・
味
噌
は
ま
っ
た
く
大
坂
か
ら
は
入
津
し
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
大
坂
か
ら
の
入
洋
高
が
、
江
戸
総
入
津
高
の
な
か
で
占
め
る
割
合
を
示
し
た
の
が
、
表
別
で
あ
る
。

ま
ず
大

坂
よ
り
の
入
津
高
が
多
い
の
は
、
繰
綿
・
油
・
係
油
の
ゴ
一
口
問
で
、

つ
い
で
木
綿
・
酒
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
繰
綿
に
つ
い
て
は
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表 88

第六Vi!

jt!・ 

な
っ
て
い
る
。

調
五
対
象
の
相
違
か
ら
か
、
総
入
津
高
よ
り
も
大
坂
か
ら
の
入
洋
自
の
方
が
多
く

:;([ 

ま
た
潤
は
入
津
高
が
約
八

O
万
樽
で
、
元
禄
十
年
の
六
四
万
幣
よ

り
か
な
り
増
加
し
て
い
る
が
、
大
坂
か
ら
の
入
津
高
比
率
は
わ
ず
か
ニ
二
%
と
綴

j後lt編Ill

端
に
少
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
当
時
の
江
戸
積
瀬
造
地
の
中
心
が

伊
丹
・
池
間
・
西
宮
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
灘
三
郷
が
新
興
酒
造
地
と
し
て
新

た
に
合
一
践
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
続
出
し
港
も
、
掲
出
の
大
坂
（
安
治
川
）

表的手：保11年江戸入荷Jj＼：に！日める
大坂よりの割合

82, 
J司

36, 13~ 

90.811＇専
1苓

795,856 
l'J 

132,829 

861‘893日、
｛長

809. 790 

50. 501 ：~ 
1 670.880伎

を，，
18. 209.687’司

j ’ Itま

2,898 

江戸入洋高
(A) 

繰綿

オ号 線

rH1 
I間

終 irh
対立

Jグミ

魚詰Ji
以現

1Jr 
味 11¥lf

口 i
llfl 許可

資料：大石供三fillw白木近欧社会の'ffj場者I，＇造」

373 



だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
伝
法
・
間
的
対
・
兵
路
な
ど
に
分
散
し
て
い
た
た
め
の
数
字
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
は
下
り
沼
は
、

木
綿
そ
の
他
の
商
品
と
は
呉
な
っ
て
、
必
ず
し
も
大
坂
へ
の
集
中
皮
は
そ
れ
ほ
ど
向
く
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
菱
町
一
廻
船
で

続
々
雑
多
な
江
戸
前
向
日
聞
が
混
殺
さ
れ
て
い
た
状
態
か
ら
、

や
が
て
澗
荷
専
用
の
樽
廻
船
が
分
断
独
立
し
て
そ
れ
ぞ
れ
伶
廻
船

問
屋
の
手
で
御
船
仕
建
が
な
さ
れ
て
い
く
い
下
情
の
一
山
崎
を
、

」
の
点
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

酒
店
紹
の
十
組

脱
退
と
得
廻
船

菱
町
廻
船
に
は
、

十
組
問
屋
仲
間
の
手
船
と
似
級
の
二
種
類
が
あ
っ
た
。

手
船
の
多
く
は
江
戸
十
組
仲
間

の
共
同
出
資
で
新
造
し
た
問
屋
共
有
船
で
、

修
浬
も
共
間
出
資
で
行
わ
れ
、
前
述
一
%
以
七
年
の
江
戸
十
組

仲
間
結
成
の
動
機
の
一
つ
も
、
こ
の
廻
船
の
納
強
と
充
実
化
に
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
大
坂
二
十
四
組
問
患
や
九
粁
の
菱
町
一
廻
船

問
屋
の
所
有
紛
も
含
ま
れ
る
つ

こ
れ
に
対
し
仮
初
と
は
、
十
組
問
患
の
共
有
船
で
は
な
く
、

い
わ
ば
問
屋
所
属
の
廻
船
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
大
坂
で
調
述

し
た
姻
船
に
い
わ
ゆ
る
寸
菱
防

（
知
一
立
部
分
に
つ
け
た
菱
知
一
の
舷
側
桜
）
を
つ
け
て
化
粧
菱
町
一
廻
船
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
多
く

は
瀬
戸
内
・
紀
伊
近
辺
の
廻
船
を
一
脱
船
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
ろ
こ
れ
ら

切
の
廻
船
は
十
組
問
屋
の
仕
入
れ
荷

物
を
積
荷
と
し
、
菱
同
一
廻
船
間
践
の
差
配
（
仲
岡
県
）
の
も
と
に
仕
建
て
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
本
保
十
五
年
に
い
た
り
、

大
海
難
事
故
が
続
発
し
た
の
を
機
に
、

」
れ
ま
で
十
組
問
患
に
属
し
て
い
た
酒
店
組
が

分
離
独
立
し
、
新
た
に
専
用
の
拘
廻
船
の
独
立
組
織
化
を
閑
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
瑚
山
と
し
て
次
の

一
点
な
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
J

tお

に
、
消
は
元
米
「
水
物
L

と
い
わ
れ
、

腐
敗
し
や
す
い
商
品
で
あ
っ
た
か
ら
、

輸
送
期
間
の
短
縮
化
が
安
則
さ
れ
て
い

た
三
と
で
あ
る
つ
と
こ
ろ
が
袋
店
一
廻
船
で
は
他
の
商
品
と
の
混
裁
で
あ
り
、

し
か
も
下
積
荷
物
（
沼
荷
・
水
川
出
・
砂
糖
・
紙
石
・
悩
糊
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－
糠
・
瀬
戸
物
・
鉄
類
な
ど
）
・
上
舵
荷
物
（
繰
綿
・
昆
布
・
染
本
・
刷
山
本
・
楽
積
・
絵
馬
・
小
間
物
・
積
物
・
紙
類
・
糸
・
木
綿
畑
山
、
な
ど
）
の

Ill: :l!I: 

ほ
分
、
が
あ
っ
た
か
ら
、
荷
役
に
長
い
日
数
（
務
過
で
二

0
日
間
ぐ
ら
い
）
を
4

消
火
し
た
の
に
対
し
、
持
廻
船
で
は
荷
か
さ
も
低
く
、
荷

菱
同
一
廻
船
に
く
ら
べ
る
と
荷
役
の
迅
速
化
を
関
る
こ
と
が
で
き
た

j綬サミ編HI

の
で
あ
る
。

役
に
も
手
間
ど
ら
な
い
た
め
（
位
同
一
旭
で
四
、
五
日
間
ぐ
ら
い
て

第
二
に
は
、
海
抑
制
に
附
す
る
共
同
負
担
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
組
問
箆
仲
間
の
兎
姿
な
役
割
の

つ
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
ガ
法
は
、
同
一
一
船
舶
に
臨
み
合
わ
せ
た
荷
主
た
ち
が
、
積
荷
価
値
に
応
じ
て
煩
失
額
を
共
同
負
担
し
、
互
い
に
補
償
し
合
う

は
ね
に

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
、
海
難
の
際
に
船
足
を
続
く
し
、
船
の
安
定
を
は
か
る
た
め
に
採
ら
れ
た
例
待

の
場
合
も
、
尚
波
を
か
ぶ
っ
て
向
日
間
側
仰
を
損
じ
た
り
す
る
詰
荷
の
場
合
も
、
多
く
は
比
較
的
高
価
な
上
積
荷
物
で
、
泊
荷
の

方
は
損
害
も
受
け
ず
に
船
J

悦
に
残
る
回
｝
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
共
同
海
損
に
は
い
九
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ

近＼ll:rj1J拐の海運と浦船第六自ftl

！討兇i司浜[El外有n似ヶNii¥
家「？特例長；（部分）

こ
間
関
可
ト
ヒ
〉
三

t
：
あ
〉
禽
」
a

t
程
一
｛
ミ
メ
ν
－A
，
品
川
V

カ
J
d

し
か
も
負
約
一
は
、
積
荷
の
損
失
の
ほ
か
に
海
難
波
〈

地
調
査
や
山
山
訴
費
用
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
出
資
と
煩
雑
さ
か
ら
脱
却
す

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ば
ま
っ
た
く
別
途
に
湖
幣
専
用
船
を
仕
建
て
る
こ
と
で
あ
っ

た。
も
お
ろ
ん
こ
う
し
た
得
廻
船
実
現
の
背
後
に
は
、
伊
丹
を
は
じ
め
と
す
る
池
田

r!J'.:f[ 92 

・
西
宮
・
伝
法
の
江
戸
新
酒
造
家
の
支
援
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
新
た

に
江
戸
棋
を
自
指
し
て
台
頭
し
て
き
た
灘
酒
造
仲
間
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
無
視
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
仲
畑
船
の
分
離
独
交
の
い
ま
一
つ
の
別
法
山
は
、
菱
…
知
一
廻
船
の
杭
荷
と
符
廻
船
の
積
荷
の
性
格
が
異
な
っ
て
い
た
と

い
う
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
菱
町
一
廻
船
の
抑
制
荷
は
江
戸
十
組
問
屋
の
仕
入
荷
物
（
波
文
荷
物
）
で
あ
り
、
持
廼
船
の
一
的
判
例
は
荷
主
で

あ
る
一
偽
造
家
の
送
り
荷
物
（
委
託
荷
物
）
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
海
損
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
害
品
川
約
一
は
、
菱
思
想

船
の
場
合
に
は
江
戸
十
組
問
屋
が
負
わ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
持
組
船
の
場
合
は
必
然
的
に
荷
主
側
の
酒
造
家

が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
点
で
は
、
も
と
も
と
海
上
で
の
海
損
に
対
す
る
共
同
補
償
の
組
織
と
し
て
成
立
し
た
十
総
問
屋
に
と
っ
て
、
仕
入
荷
物

と
送
り
持
物
の
混
在
は
、
積
荷
元
値
段
を
基
準
に
し
て
損
害
目
傾
を
割
賦
す
る
共
同
海
損
の
割
掛
け
と
徴
収
に
も
当
然
図
難
を
生

ず
る
姿
悶
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
仕
入
荷
物
と
送
り
荷
物
と
の
廻
船
を
別
仕
建
と
す
る
菱
臨
・
降
雨
廻
船
の
共
存
は
、

現
実
的
に
し
て
合
則
的
な
運
送
形
態
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

海
運
競
争
と

穣
荷
協
定

一
学
保
十
五
年
の
澗
店
制
服
の
十
組
脱
退
を
契
機
に
、
澗
荷
は
持
廻
船

方
日
似
ヴ
州
、
そ
の
他
の
詰
揃
n
川
は
す
べ
て

菱
思
想
船
一
方
都
み
と
い
う
こ
と
で
、
菱
垣
・
樽
雨
期
船
の
脳
荷
協
定
が
な
さ
れ
た
。
当
時
の
待
廻
船
は
ま

だ
っ
小
平
L

と
い
わ
れ
、
二
五

O
石
内
外
で
、
菱
臨
廻
船
と
く
ら
べ
る
と
は
る
か
に
小
型
で
は
あ
っ
た
。

し
か
し
杭
荷
の
明
大

と
と
も
に
榊
廻
船
も
漸
次
菱
担
廻
船
な
み
の
大
型
廻
船
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
樽
廻
船
は
、
荷
役
も
迅
速
で
、
運
賃
も
低
嫌
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本
米
た
ら
菱
釘
廻
船
に
積
み
込
む
べ
き
荒

荷
（
川
和
貸
料
糾
）
が
、
得
廻
船
に
洩
れ
積
み
さ
れ
る
こ
と
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
菱
塩
廻
船
の
方
で
は
、
も
と
も
と
十
組
以
外
の
脇
荷
物
は
、
内
出
組
・
通
町
組
の
管
轄
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、

卒
保
十
五
年
の
酒
店
組
の
分
離
独
立
を
契
機
に
し
て
、
十
組
前
患
の
内
部
で
、
消
待
に
代
わ
る
下
前
荷
物
の
選
定
（
消
の
代
わ
り

376 近i止社会の後rJjJ第三本



に
水
九
州
・
砂
糖
）
が
問
題
と
な
り
、
さ
ら
に
装
組
魁
船
の
側
で
は
「
方
方
」
と

ρ似
紛
」
の
ご
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
合
方
と
は
十
組
の
う
ち
の
酒
店
組
を
の
ぞ
い
た
塗
物
店
組
・
内
店
組
・
通
町
組
・
表
店
組
・
薬
種
店
組
・
綿
応
総
・

紙
店
組
・
釘
店
組
の
八
店
で
、
仮
船
と
は
向
山
市
組
の
油
問
屋
が
総
行
事
と
級
印
元
に
な
っ
て
、
こ
の
油
店
組
付
属
と
い
う
形
で

の
鉄
店
総
・
糠
仲
間
輸
相
・
間
制
即
別
組
・
瀬
戸
物
山
・
薬
稲
店
組
・
蝋
時
制
服
・
新
堀
組
・
乾
物
店
組
・
住
吉
’
級
・
浜
公
口
組
・
二
議
紙

店
抑
制
・
一
一
一
書
紙
店
組
の
仮
船
十
一
一
一
級
か
ら
な
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
業
種
別
に
は
古
方
と
仮
船
と
で
は
重
複
す
る
場
合
も
あ
り
、
同
一
業
者
が
対
立
組
合
を
形
成
す
る
と
い
っ
た
相

互
に
平
等
な
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
十
総
間
監
仲
間
の
閉
鎖
性
が
あ
り
、
仮
船
十
一
一
一
拍
艇
に
所
属
す
る
こ
と

に
な
っ

の
な
か
に
は
、
菱
壇
廼
結
へ
の
政
み
込
み
も
で
き
ず
、
自
由
な
得
廻
船
へ
の
洩
れ
積
み
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
事
情
も
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
当
初
は
酒
荷
以
外
の
荷
物
は
菱
担
廻
船

方
都
み
と
す
る
規
約

も
遵
守
さ
れ
て
い
た
が
、
漸
次
菱
垣
廻
船
杭
荷
物
か
ら
の
洩
れ
絞
み
が
年
と
と
も
に
増
加
し
て
き
た
。
他
方
幣
廻
机
仰
の
方
で
も
、

近ill中期の海運と浦船

余
裕
が
あ
れ
ば
余
街
と
し
て
菱
鼠
積
荷
物
で
あ
る
上
約
荷
物
の
雑
貨
舶
を
低
迷
貨
で
組
み
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
阪
趨

船
に
よ
る
上
積
荷
物
の
争
奪
が
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ

」
の
額
向
は
樽
廻
船
が
独
立
し
て
か
ら
一
一
一

O
年
後
、
す
な

わ
れ
ノ
宗
結
末
期
（
一
七
六
O
J六
一
一
一
）
に
な
っ
て
さ
ら
に
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
商
廻
船
は
荷
物
争
奪
を
一
時
的
に
で
も
休
止
し
よ
う
と
し
て
、
問
問
和
七
年
（
一
七
七
O
）
に
沼
問
屋
と
十
組
問
屋
中
の

他
の
九
組
（
い
わ
ゆ
る
「
十
日
ガ
し
グ
ル
ー
プ
）
と
の
あ
い
だ
で
、
七
口
聞
に
限
っ
て
樽
廻
船
へ
の
積
み
合
い
を
認
め
る
協
定
が
結
ば
れ

第六節

た
。
こ
の
七
口
聞
と
は
本
来
は
菱
師
一
積
荷
物
で
あ
る
米
・
糠
・
阿
波
龍
王
・
灘
日
索
麺
・
昨
・
潟
り
（
燦
油
）
・
阿
波
蝋
燭
で
あ
る

が
、
こ
れ
な
菱
垣
・
幣
の
剤
取
荷
物
と
し
た
う
ふ
ん
で
、
制
は
樽
廻
船
の
一
方
結
み
、
七
日
間
以
外
の
荷
物
は
菱
恒
廻
船
一
方
顧
み

ーJU: rnを史編Ill377 



安永JC年（1772）樽処船問l'l.－覧表 90

地

大J反南安治川 1丁目

グ二｜ヒ安治JlllT十1

// 下｜事労i!lf

か北伝法村

グ南伝法村

磁1き；

// 

// 

資料： T大阪市民：.1 

安永2年（1773）遣を滋剣船i何度一覧表 91

由
也j
 

大坂機お衛門lllJ

グヌドIUJl了ti

グ J万屋町
グ天満11丁目

グ今橋西詰

庁心斎橋過主主町

グ長浜町

グ瀬戸物町

グ伏見捌 l了El

資料： r大IQil:司JJ{'.,1 

ヲ't:所

古限度強：回虫［I

小西新右衛門

沖 i到底鋭j：三郎

Jf[ I~！＇｝ 陵高右衛門

毛馬媛彦左衛門

名馬民兵 Ji.虫［l

1J1本屋九i:i11/J /111 
大和屋大三虫II

s1z内太郎右衛門

総民銭左衛門

誌ぇ腿九兵 illi
村 Ill）丞利 ti衛［！日
常念長兵衛

j路日IIJ＇兵衛

十
化所

顕肢 J主右 11/J門

fl:l 段勘兵衛
小知l）議庄左衛門

桑名度七之介

iヨ野度九兵衛

富問屋吉兵衛

官問屋台・左衛門

大津屋大次郎

大津屋吉五郎

と
す
る
積
荷
協
定
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
菱
坦
・
待
両
廻
船
の
海
運
競
争
に
対
す
る
和
解
策
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

問廻船問屋1S

遣を思廻船問屋1S

そ
の
後
も
こ
の
明
和
七
年
の
両
積
規
定
は
守
ら
れ
ず
、
二
年
後
の
安
、
氷
一
万
年
ご
七
七
二
）
に
い
た
り
、

岡
沼
政
権
の
株
仲
間

公
認
政
策
の
一
環
と
し
て
、
大
坂
・
伝
法
待
廻
船
問
屋
八
析
と
、
四
宮
樽
廻
船
問
屋
六
軒
の
江
戸
積
酒
荷
物
廻
船
関
屋
株
が
公

認
さ
れ
、
そ
の
代
償
と
し
て
当
年
に
銀
二

O
枚
、
翌
年
よ
り
は
銀
一
五
枚
の
冥
加
金
の
、
氷
上
納
が
定
め
ら
れ
た
。

神
廼
船
問
屋
名
は
表
卯
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

そ
の
と
』
ぎ
の

つ
づ
い
て
翌
安
、
氷
一
一
年
に
は
表
引
に
示
し
た
よ
う
に
、
菱
垣
廻
船
問
屋
九
軒

も
株
立
て
さ
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
し
て
改
め
て
尚
廻
船
は
先
の
明
和
七
年
の
七
口
仰
の
悶
積
規
定
と
、
溜
は
得
廻
船
一
方
税
み
、

そ
の
他
は
菱
田
一
廻
船

方
積
み
と
す
る
積
荷
協
定
の
持
続
認
が
な
さ
れ
、
以
後
こ
の
協
定
が
遵
守
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た

378 tn三官E近i止社会の展開



の
で
あ
る
。
当
時
伶
廻
船
は

O
六
般
、
菱
却
処
船
は
二
ハ

O
般
で
あ
っ
た
。

安
永
一
万
年
に
伶
廻
船
問
毘
株
が
公
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
降
廻
船
の
基
礎
は
よ
う
や
く
閉
ま
っ
て
き
た
。
そ
し
て
問
問
年

二
月
お
よ
び
九
月
に
は
、
遡
船
問
屋
と
荷
主
仲
間
相
互
の
あ
い
だ
に
、

六
カ
条
か
ら
な
る
将
廻
船
規
約
が
制
定
さ
れ
た
。
そ

れ
が
「
樽
船
海
難
私
記
一
（
ま
た
は
「
犯
一
戸
税
制
制
御
紛
法
定
し
と
も
会
く
）
で
、

い
わ
ば
江
戸
廻
潤
諸
荷
物
積
問
屋
仲
間
の
規
約
述
名

帳
で
あ
る
。

こ
の
樽
船
海
難
私
記
は
難
船
処
読
の
方
法
に
関
す
る
私
法
、
す
な
わ
ち
結
問
屋
仲
間
の
規
約
で
あ
っ
て
、
全
文
二
ハ
カ
条
の

ほ
か
に
海
難
に
関
す
る
追
加

カ
条
を
含
ん
で
い
る
。
内
谷
は
、
初
め
に
仲
間
の
廻
船
は
公
畿
の
法
度
を
守
る
べ
き
こ
と
を
定

め
、
以
下
難
船
手
続
、
振
分
散
、
合
力
な
ど
共
同
海
損
を
は
じ
め
と
す
る
難
船
規
定
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
船
の
元

値
段
、
運
賃
、
新
造
船
の
麟
装
の
こ
と
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
廻
船
規
約
が
制
定
さ
れ
る
に
至
る
背
景
に
は
江
戸
新
出
荷
の
一
納
得
数
が
増
大
し
、
江
戸
詰
酒
造
家
日
荷
主
の
仲

近jtt中期のifif:Jlliと浦船

間
組
織
も
体
系
化
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
安
、
一
期
に
は
江
戸
入
津
得
数
は
年
間

八

O
万
持
に
ま
で
伸
び
、
上
方
酒
造
家
仲
間
で
は
競
争
契
機
の
導
入
に
よ
っ
て
経
蛍
拡
大
の
傾
向
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
て
い
っ

た
。
こ
こ
に
新
興
酒
造
地
と
し
て
今
津
・
灘
日
が
台
頭
し
、
そ
の
結
果
こ
れ
ら
新
規
総
を
包
焼
し
て
、
筏
泉
二
カ
国
の
酒
造
家

荷
主
を
述
合
し
、
江
戸
積
摂
泉
十
二
郷
の
消
造
仲
間
が
結
成
さ
れ
る
必
然
性
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
旧
来
の
特
権
的
な
江
戸
税

酒
造
地
た
る
伊
丹
・
池
間
・
間
官
・
大
坂
な
凌
憶
し
て
、
新
規
組
の
灘
三
郷
が
台
頭
発
展
し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
、
菱
沼
一
廻
船
と

第六節

は
別
仕
建
と
し
て
独
立
し
た
樽
廻
船
の
活
躍
の
舞
台
が
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
師
、
菱
知
一
廻
船
の
一
説
徴
を
物

る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

川口い近！絞史編Ill379 



2 

凶
宮
浦
積
所
の
特
権
と
灘
筋
廻
船

期
間
宮
樽
廻
船

問
問
屋
の
成
立

凶
宮
は
地
淑
的
に
は
大
坂
と
兵
隊
の
中
間
に
位
院
し
、

し
か
も
近
世
前
期
す
で
に
伊
丹
・
池
田
と
な
ら
ん
で

江
戸
街
酒
造
地
と
し
て
下
り
澗
を
送
り
出
し
て
い
た
が
、
直
接
凶
宮
か
ら
江
戸
下
り
瀦
の
船
出
し
を
開
始
す

る
に
は
、
大
坂
・
訟
法
・
兵
庫
よ
り
も
な
お
多
少
の
日
時
を
裂
し
た
。

一
万
禄
期
限
宮
に
は
鴻
池
三
右
衛
門
・
平
内
太
郎
右
衛
門
の
二
軒
の
廻
送
業
者
が
い
て
、

「
向
荷
物
引
詰
潟
借
付
出
並
諸
荷
物

引
受
間
康
一
と
称
し
た
。
そ
の
業
務
は
、
一
一
一
回
・
鴻
池
地
方
お
よ
び
近
郷
在
々
つ
ま
り
川
辺
・
有
馬
両
郡
の
い
わ
ゆ
る
北
在
郷

か
ら
の
溜
荷
物
を
と
り
ま
と
め
、
伝
法
船
問
毘
に
廻
送
し
て
船
杭
し
た
り
、
ま
た
馬
借
継
立
て
を
行
っ
た
り
、
さ
ら
に
伝
法
船

問
屋
の
陵
揚
げ
荷
物
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
荷
受
先
へ
送
り
届
け
た
り
す
る
中
継
運
送
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
先
の
兵
庫
の

積
問
屋
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
地
位
は
大
坂
・
伝
法
廻
船
問
屋
配
下
の
運
送
業
者
で
あ
っ
た
。

兵
庫
津
が
こ
の
廻
船
問
屋
に
従
属
し
た
地
位
か
ら
つ
い
に
自
立
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
凶
官
で
は
元
禄

期
の
上
方
江
戸
蹴
酒
造
業
の
発
展
と
と
も
に
、
や
が
て
江
戸
積
荷
物
の
積
出
し
と
廻
船
仕
惑
な
業
務
と
す
る
酒
税
問
屋
の
成
立

を
み
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
そ
の
契
機
は
、
前
述
の
鴻
池
・
一
千
内
が
関
宮
捕
か
ら
酒
荷
物
の
積
出
し
ゃ
｝
計
画
し
、
荷
主
で
あ

る
瀬
造
家
の
支
援
を
得
て
、

宝
永
元
年
（
一
七
O
四）、

兵
庫
の
船
問
屋
伝
法
度
弥
右
衛
門
の
周
旋
で
紀
伊
切
日
浦
の
廻
船
を
借

り
受
け
、
強
風
の
難
に
あ
い
な
が
ら
も
初
め
て
積
出
し
ゃ
｝
実
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。

つ
い
で
江
戸
酒
税
問
屋
が
営
業
を
始
め
、

い
わ
ゆ
る
積
所
と
し
て
発
足
し
た
の
が
宝
、
氷
閉
年
で
あ
る
。
新
所
と
は
、
廻
船
間

380 第三'lj'i：近ill：社会のWIJU



屋
の
も
と
で
廻
船
仕
建
が
な
さ
れ
る
積
問
屋
と
し
て
の
特
権
を

表
す
。
こ
の
時
も
地
元
酒
造
家
辰
野
与
一
二
左
衛
門
ら
の
欧
話
で

酒
荷
廻
船
を
仕
建
て
た
が
、
な
お
積
荷
不
足
の
た
め
、
兵
庫
の

北
風
六
右
衛
門
に
依
頼
し
て
縮
充
し
、
よ
う
や
く
出
帆
で
き
る

と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

や
が
て
西
宮
で
は
、

」
の
鴻
池
・
平
内
の
ニ
人
を
船
肝
煎

（
船
支
配
ガ
）
に
任
命
し
、

隆
積
の
積
所
と
し
て
の
体
制
を
整
え

た
。
こ
の
西
宮
浦
仕
建
の
江
戸
睦
送
り
の
実
現
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
坂
・
缶
法
経
由
に
比
較
し
て
、
運
送
費
（
小
凶
し
賃
）
を
節

保久良神社常夜灯

箆航路標識にな
ったという

写真 93

す
こ
と
に
な
っ
た
。

減
し
、
積
み
替
え
の
手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
利
点
や
、
関
宮
浦
自
体
に
も
直
積
仕
建
浦
と
し
て
の
特
権
宏
も
た
ら

さ
ら
に
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
積
荷
底
域
の
申
合
せ
（
尼
崎
よ
り
魚
崎
ま
で
は
大
坂
・
伝
法
廻
船
問
屋
支
配
、
魚
崎
よ
り
高
砂
ま
で

近i止中期の海運と泌総

は
兵
庫
の
江
戸
絞
問
震
で
あ
る
島
屋
一
一
一
右
衛
門
・
遊
底
弥
右
衛
門
・
北
風
五
郎
兵
衛
支
配
）
も
破
棄
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

こ
の
こ
と
は

兵
庫
津
の
積
間
鹿
、
ひ
い
て
は
兵
庫
津
自
体
に
と
っ
て
も
、
大
坂
・
伝
法
に
加
え
て
、
西
宮
の
廻
船
仕
建
品
血
圧
配
体
制
の
も
と
に

従
属
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
致
命
的
な
打
撃
で
あ
っ
た
。

一
冗
文
一
光
年
西
宮
積

問
屋
の
由
工
回
せ

宝
永
四
年
に
西
宮
浦
が
積
所
と
し
て
の
特
権
な
得
、
西
宮
得
廻
船
問
屋
の
成
立
を
み
た
一
一
年
後
の
宝
、
氷

六
年
に
は
酒
運
上
が
廃
止
さ
れ
、
酒
造
業
は
以
後
実
質
的
に
は
自
由
競
争
期
に
入
っ
た
。
さ
ら
に
事
保

第六節

末
年
に
は
米
価
下
落
に
対
処
し
て
、
幕
府
は

L々

酒
造
業
禁
止
の
視
法
を
改
め
て
、
在
方
酒
造
業
を
認
め
、
造
石
奨
励
策

ー近l絞~編盟38r 



を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
は
灘
日
・
今
津
の
在
方
商
人
に
よ
る
江
戸
積
酒
造
業
へ
の
専
業
化
に
拍
車
を
か
け
、
同
時
に
櫛
目
・
今

津
の
諸
浦
船
持
衆
の
広
汎
な
活
躍
も
み
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
四
官
補
が
積
所
と
し
て
の
特
権
を
確
立
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
西
宮
酒
造
家
と
廻
船
業
者
が

中
心
に
な
っ
て
、
周
辺
灘
筋
の
魚
崎
・
御
影
・
大
石
の
一
一
一
カ
浦
廻
船
中
を
包
摂
し
、
発
展
し
て
ゆ
く
灘
酒
造
仲
間
の
積
荷
を
閉

宮
で
吸
収
し
て
ゆ
く
体
制
を
整
え
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

ま
ず
享
保
元
年
（

七
二
ハ
）
に
は
、
尼
崎
領
主
の
江
戸
屋
敷
仕
組
材
木
の
積
み
下
し
御
用
を
つ
と
め
、
以
後
は
御
用
港
と
し

て
、
御
用
米
・
領
主
荷
物
そ
の
他
参
勤
交
代
時
の
家
中
諸
土
の
荷
物
を
は
じ
め
、
江
戸
屋
敷
御
用
物
を
積
み
送
る
よ
う
に
な
っ

た
。
積
所
支
配
の
公
認
と
は
、
こ
の
よ
う
な
領
主
荷
物
を
引
き
受
け
て
領
主
輸
送
体
制
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
も
あ

っ
た
。ま
た
こ
う
し
た
御
用
荷
物
に
と
ど
ま
ら
ず
、
間
宮
が
諸
荷
物
航
所
に
な
っ
て
か
ら
は
、
江
戸
下
り
酒
の
出
荷
も
し
だ
い
に
増

加
し
、
御
影
・
大
石
・
魚
崎
の
一
ニ
カ
油
廻
船
を
は
じ
め
、
他
国
廻
船
ま
で
も
入
り
込
み
、
酒
・
荒
荷
の
ほ
か
西
国
大
名
の
江
戸

賄
御
用
米
な
ど
も
積
み
入
れ
、
凶
｛
明
日
浦
で
送
り
状
を
し
た
た
め
、
浦
賀
番
所
を
通
過
す
る
江
戸
向
け
廻
船
を
仕
建
て
る
よ
う
に

な
っ
た
。

い
ま
こ
こ
で
、
西
宮
を
中
心
に
し
て
今
津
・
灘
白
か
ら
兵
庫
津
へ
か
け
て
の
廻
船
数
（
表
m
と
を
み
る
と
、
一
一
ツ
茶
屋
浦
安
｝
紘
一
十

頭
に
、
御
影
・
神
戸
・
西
宮
が
こ
れ
に
次
ぐ
廻
船
を
所
有
し
て
い
て
、
西
宮
浦
が
積
所
と
し
て
公
認
さ
れ
た
背
景
に
は
、
西
宮

自
体
の
廻
船
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
周
辺
の
灘
日
浦
々
趨
船
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
見
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

つ。
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し
か
し
、
間
宮
浦
仕
建
の
こ
の
よ
う
な
廻
船
業
の
発
展
に
伴
っ
て
、
そ
れ
ま
で
四
宮
浦
を
利
用
し
て
い
た
他
浦
廻
船
の
ほ
か

i止)Li: 

に
も
新
規
廻
船
が
入
り
交
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
廻
船
中
の
申
し
合
わ
せ
規
則
を
破
っ
て
勝
手
顧
み
を
行
う
者
も
現
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
商
宮
酒
屋
衆
は
西
宮
浦
の
廻
船
を
保
護
す
る
た
め
に
、
制
御
影
廻
船
を
は
じ
め
他
浦
の
廻
船
を
締
め
出
そ
う
と
し
た

！絞y_：罰n!lll

の
で
あ
る
。
御
影
地
船
船
頭
中
は
そ
の
こ
と
を
、
す
で
に
事
保
九
年
に
「
私
ど
も
は
御
当
地
図
宮
で
澗
幣
江
戸
積
み
が
始
ま
っ

た
時
分
よ
り
勤
め
て
き
た
の
に
、
近
年
に
な
っ
て
荷
物
を
税
ま
せ
て
く
れ
な
く
な
っ
て

近世l凶器の機運と諸般第六節

西宮・灘日・兵庫各浦の廻船・小船数〈単位：綾）表 92

明和6(1769) 卒｛来19(1734)
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戸、u
r
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16 

8 
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6 
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4 
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坤

a

A
体
・

nwJ
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ハU
J

廼

98 692 255 349 234 剖
一
則

A 
仁：

と
訴
え
て
い
る
。

し
か
し
実
際
は
表
切
で
示
し
た
よ
う
に
、

間
宮
浦
の
廻
船
は
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
に

は
問
問
般
よ
り
一
七
般
に
激
減
し
て
い
る
反

（註ミ） 主主保19年はf百陥落僚の場合のみ。

資料： F神戸mJt，資料2，神戸大学月！？語気文:Lf

国

御
影
・
今
津
・
呉
国
（
住
吉
村
）
・
大
石

の
各
浦
は
増
加
し
、
灘
酒
造
仲
間
に
よ
る
廻

船
支
配
の
勢
力
が
伸
び
て
き
て
い
る
の
で
あ

｝

O
 

ZG こ
の
よ
う
な
危
機
に
直
面
し
て
、
西
宮
積

問
屋
一

O
軒
は
元
文
一
万
年
（
一
七
一
一
一
六
）
、

E混

宮
廻
船
宏
保
護
し
て
ゆ
く
た
め
の
船
積
規
定

を
定
め
た
。
そ
の
船
積
規
定
の
内
容
は
、

ω

御
法
度
の
荷
物
は
引
き
受
け
な
い
、

ω他
国
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廻
船
を
借
り
船
し
て
は
な
ら
な
い
、
川
川
西
宮
讃
船
に
限
り
品
川
戒
し
荷
を
行
い
、
他
船
に
は
一
切
差
し
荷
し
で
は
な
ら
な
い
、
川
刊
運

賃
は
勝
手
に
上
げ
下
げ
し
て
は
な
ら
な
い
、

mw廻
船
荷
物
の
手
板
送
り
状
の
名
代
は
、
今
津
の
廻
船
支
配
人
が
つ
と
め
て
い
た

の
を
や
め
て
、
以
後
手
板
奥
判
は
閲
官
船
問
屋
名
代
が
行
い
、
こ
の
奥
判
の
な
い
廻
船
は
一
切
認
め
な
い
、

の
五
点
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
西
宮
顧
問
屋
は
積
所
の
特
権
を
堅
持
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
広
範
に
台
頭
し
て
き
た
灘
目
諸
浦
の
廻
船
を
自
ら
の
体

制
の
な
か
に
引
き
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

新
綿
番
船
・
新

酒
巻
船
の
起
源

番
船
と
は
一
番
着
を
目
指
し
て
ス
ピ
ー
ド
な
競
い
合
う
廻
紛
の
レ
i
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
酒
船
レ
l

ス
の
慣
行
に
は
、
新
綿
番
船
と
新
、
酒
番
船
と
が
あ
り
、
前
者
は
菱
瞳
廻
船
に
お
い
て
、
後
者
は
棒
廻
船
に

お
い
て
行
わ
れ
た
。
両
番
船
は
江
戸
時
代
の
華
や
か
な
年
中
行
事
と
し
て
、
江
戸
町
民
に
も
親
し
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
こ
の

番
船
は
、

た
ん
に
競
争
本
位
の
興
味
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
毎
年
そ
の
年
に
初
め
て
で
き
た
新
綿
な
り
新
酒
な
り
が
大
坂
か
ら

江
戸
へ
送
ら
れ
る
と
、
江
戸
市
場
で
は
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
建
値
相
場
が
立
ち
、
そ
の
年
の
景
気
を
占
う
と
い
う
意
味
で
、

取
引
の
う
え
か
ら
も
問
屋
仲
間
の
あ
い
だ
で
重
要
視
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

」
の
番
船
の
起
源
に
つ
い
て
は
、

「
足
ケ
崎
大
部
屋
日
記
之
写
」
元
禄
十
五
年
（
一
七
O
二
）
の
条
に
、
江
戸
沼
問
屋
よ
り
の

報
告
と
し
て
、

廻
船
の
犠
式
五
百
石
積
入
れ
候
船
に
一
一
一
百
五
程
積
み
、
水
主
拾
二
、
一
一
一
人
も
乗
り
候
船
に
拾
六
、
七
人
も
乗
り
、
新
綿
番

船
の
様
に
仕
り
候
て
参
り
候
様
に
是
ま
た
申
し
越
し
候

と
述
べ
、
ま
た
翌
十
六
年
に
は

綿
番
船
九
月
十
八
日
山
山
舟
、
品
川
五
日
入
り
、
諸
色
相
庭
候
事
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と
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
新
酒
の
江
戸
送
り
は
、
こ
の
と
き
す
で
に
「
新
綿
番
船
の
様
に
」
番
船
〈
競
争
）
仕
建
で
試
み
た

Ill: 近

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
元
禄
十
五
年
の
「
御
当
地
（
江
一
戸
）
溜
払
底
、
以
て
の
ほ
か
高
値
」
の
状
況
下
で
、
新
潟
を
早
送
り

し
よ
う
と
し
た
経
緯
と
み
ら
れ
、
新
酒
番
船
そ
の
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
新
綿
番
船
の
方
は
す
で
に
制
度
と
し
て
定
着
し

つ
ま
り
お
そ
ら
く
江
戸
十
組
問
屋
が
結
成
さ
れ
た
元
禄
七

j松長：諸説邸

て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
新
綿
番
船
は
一
克
諒
十
五
年
以
前
、

年
を
上
限
と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

に
図
示
さ
れ
て
い
る
「
新
酒
番

ま
た
新
消
番
船
に
つ
い
て
は
、
文
政
十
二
年
ご
八
一
一
九
）
十
二
月
の
「
新
酒
番
船
の

船
一
番
札
」
（
図
刊
け
）
の
側
簡
に
「
享
保
十
二
来
年
よ
り
」
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
覚
書
の
文
中
で
も
「
享
保
十
一
一
ヨ
リ
棺

（去）

の

壱⑤2
呑

呑⑧紛

＼＼ 
＼ 

文
政
十
二
五
年
正
丹
菌
上
刻

近世中期の海運と浦船

総を：；ifjす

塩
足
利
ミ

滋

積

合

中

＠

／

文

政

十

ニ

去

年

よ

り

加

ル

店

）

改

樽

船

問

屋

中

＠＠？ 

（災）

；頼

取

イ中

問

第六節

草
何
時
十
こ
来
年
よ
り

濁
機
会
中
弘
司
ム
簿
札
知
市
浪

始
ま
り
候
よ
し
L

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
史
料
か
ら
は
、
新
酒
番
船
は
手
保

新瀬番船札（Jjj(ぽIe商'/C¥T!f'il".,2) 

十
二
年
に
始
ま
っ
た
と
す
る
考
え
方
が
有
力
と
な
る
。

も
っ
と
も
正
徳
五
年
（

七
一
五
）
の
文
書
に
「
毎
年
只
今
時
分
は
綿
番
船

の
積
合
に
て
沼
下
り
い
と
あ
る
の
で
、
当
初
は
新
酒
も
菱
沼
廻
船
の
新
綿
番

船
に
積
み
込
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
榊
廼
船
が
分
離
独
立
す

る

つ
ま
り
享
保
十
二
年
に
は
酒
荷
専
用
の
新
酒
番
船
仕
建
が
試
み
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
新
沼
番
紛
は

般
に
そ
の
濫
傍
を
元
禄
十

五
年
と
す
る
も
の
の
、
そ
れ
が
慣
行
と
な
っ
て
い
っ
た
の
は
苓
保
十
ニ
年
と

関 24

す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
享
保
十
五
年
に
酒
席
組
が
十
組
問
鹿

仲
間
か
ら
分
隊
独
立
し
、
新
た
に
酒
荷
専
用
の
樽
廻
船
が
出
現
す
る
と
問
時

385 
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に
、
一
新
酒
番
船
も
得
廻
船
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
菱
垣
廻
船
の
新
綿
祷
紛
と
並
ん
で
得
廼
船
の
新
酒

番
船
は
、

に
お
け
る
下
り
酒
の
人
気
上
昇
と
と
も
に
、
初

物
を
愛
好
す
る
江
戸
庶
民
の
あ
い
だ
に
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
感
大
な
年
中
行
事
と
し
て
慣
行
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
も
、
十
口
酒
積
み
切
り
の
区
切
り
後
、
翠

々
し
く
新
酒
を
送
り
込
ん
で
、
新
た
に
端
境
期
の
後
の
相
場
を

有
利
に
導
い
て
ゆ
こ
う
と
す
る
商
慣
行
か
ら
生
じ
た
も
の
と
思

っ
1
v
h
v

。

市
サ
ペ

v？
A

d

d

資料：「悶~1：屋久兵衛党之さ］＼：J ほか

際
官
で
は
新
潟
悉
船
を
選
定
す
る
の
に
「
新
酒

新
酒
番
船

の
就
航

悉
船
番
く
じ
入
れ
」
と
い
っ
て
、
凶
官
六
軒
の

積
問
屋
か
ら
各
一
鰻
ず
つ
の
廻
船
が
く
じ
で
定
め
ら
れ
た
。
新

酒
悉
船
仕
建
は
出
府
九
月
か
ら
十
月
中
旬
J
十
一
月
下
旬
ま
で

で
、
大
坂
と
西
宮
に
限
ら
れ
、
大
坂
積
問
屋
八
軒
、
間
宮
稿
間

屋
六
軒
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
般
ず
つ
の
割
合
で
、
計
一
四
般
を
限

度
と
し
、
こ
れ
を

喬
建
て
（
先
送
り
と
い
う
て

一
一
訴
建
て
（
後

386 近1!UI：会の展開第三ff,:



走
り
）
と
二
関
に
分
け
て
出
帆
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
a

宅
融
問
江
年
（
一
七
十
ぞ
み
）
灘
大
石
浦
の
松
浦
太
兵
衛
が
勝
手
に
新
潟
番
船
を

仕
建
て
よ
う
と
し
た
が
、
大
坂
・
間
宮
廻
船
仲
間
の
定
法
に
よ
っ
て
反
対
さ
れ
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
番
船
仕
建
は
あ
く
ま
で

務
所
で
あ
る
大
坂
安
治
川
と
間
宮
浦
に
限
っ
て
出
帆
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

史
料
的
に
判
明
す
る
新
酒
悉
船

覧
を
表
示
し
た
の
が
、
表
引
で
あ
る
。
出
帆
地
は
そ
の
年
の
天
候
そ
の
他
の
状
況
に
よ
っ

て
、
古
例
ど
お
り
大
坂
仕
建
廻
船
は
安
治
川
沖
、
西
宮
仕
建
廻
船
は
西
宮
浦
の
両
方
か
ら
出
帆
す
る
時
も
あ
り
、
附
所
の
船
が

間
官
補
の
同
じ
位
置
に
並
ん
で
同
時
出
帆
す
る
こ
と
（
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
・
党
政
四
年
（

七
九
一
二
な
ど
）
も
あ
っ
た
。

ま
た
、

寛
政
七
年
は
間
宮
浦
一
カ
所
か
ら
出
帆
す
る
と
い
う
山
中
合
せ
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
雨
天
で
北
東
風
が
強
く
、
変
更
し
て
灘
消

か
ら
直
接
出
帆
す
る
と
い
う
こ
と
も
例
外
的
に
あ
っ
た
。
文
化

（一八

0
5
以
降
は
新
酒
番
船
の
出
帆
ば
西
宮
浦
一
カ
所

か
ら
出
帆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
競
争
の
公
正
を
期
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
a

な
お
享
保
期
な
ど
の
初
期
の
新
酒
は
、
げ
て
の
年
の
秋
彼
岸
す
ぎ
よ
り
仕
込
ま
れ
た
「
新
酒
い
で
あ
っ
た
が
、
灘
の
史
、
造
り
の

近役中期の海運と浦船

酒
が
江
戸
へ
積
み
送
ら
れ
る
「
新
瀦
L

と
な
っ
て
か
ら
は
、
得
船
仕
建
も
当
初
の
九
、
十
月
よ
り
漸
次
お
く
れ
、
幕
末
期
に
は

十
二
月
な
い
し
翌
一
月
に
仕
建
て
ら
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
変
化
も
み
ら
れ
た
。

主
暦
期
は
酒
造
業
に
と
っ
て
は
勝
手
造
り
の
自
由
競
争
期
で
あ
り
、
灘
間
口
・
今
津
な
ど
灘
一
二
郷
の
江
戸
積
溜
造

滋
筋
廻
船

の
活
動

業
も
発
展
し
て
い
っ
た
。
こ
の
勢
い
に
乗
っ
て
、
灘
筋
廻
船
持
は
積
所
と
し
て
の
西
宮
崎
仰
廻
船
間
援
へ
付
船
し

な
い
で
、
自
浦
で
勝
手
臨
み
・
勝
手
仕
建
て
を
行
い
、
積
問
屋
同
様
の
業
務
を
営
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
ふ

第六節

宝
暦
ニ
年
は
じ
め
て
廻
船
二
髄
を
所
持
し
た
住
吉
村
の

田
喜
平
次
は
、
住
吉
村
で
は
船
積
捕
が
な
い
た
め
一
般
は
御
影
浦

廻
船
に
頼
み
、

い
古
品

帥
慨
は
魚
崎
浦
趨
船
と
い
う
こ
と
に
し
て
荷
積
み
し
、
従
来
の
廼
船
仲
間
定
法
を
破
っ
た
営
業
を
行
っ
た
。

よZ!11~史縦 Ill387 



」
れ
に
対
し
て
西
宮
積
問
屋
六
軒
は
、
翌
年
酒
造
家
に
対
し
、

「
灘
表
の
大
身
の
廻
船
持
衆
中
」
が
廻
船
仕
建
順
番
を
守
ら
ず
、

勝
手
に
つ
抜
仕
建
L

を
し
て
い
る
と
、
そ
の
不
法
を
訴
え
て
い
る
。

ま
た
、
宝
暦
六
年
六
月
に
は
魚
崎
村
の
嘉
平
次
が
魚
崎
捕
を
荷
物
積
所
と
す
る
新
規
計
画
を
た
て
、
諸
廻
船
を
誘
致
し
て
廻

船
仕
建
を
し
よ
う
と
闘
策
し
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
に
刺
激
さ
れ
て
、
灘
間
の
酒
造
家
の
な
か
に
は
新
規
に
廻
船
を
持
っ
て
廻
船
業
を
営
む
者
が
現
れ
、
西
宮

廻
船
仲
間
の
取
決
め
で
あ
る
荷
役
順
番
や
定
運
賃
を
無
視
し
て
、
先
番
の
廻
船
の
荷
役
が
完
了
し
な
い
前
に
勝
手
に
積
み
込
ん

だ
り
、
先
約
の
あ
る
荷
物
を
競
い
取
っ
た
り
し
、
大
石
・
魚
崎
両
浦
で
は
自
分
の
手
船
に
白
J

出
品
醸
造
の
酒
を
積
み
入
れ
て
、
千

駄
余
り
も
酒
樽
を
積
み
込
む
廻
船
ま
で
出
て
き
た
。

そ
こ
で
、
西
宮
廻
船
支
配
中
（
積
間
庭
）
と
西
宮
廼
船
中
・
御
影
廼
船
中
は
、
そ
れ
ぞ
れ
室
暦
六
年
七
月
に
、
魚
崎
浦
・
大
石

浦
廻
船
中
が
従
来
通
り
の
規
定
を
守
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
論
点
を
挙
げ
て
奉
行
所
へ
出
訴
し
た
の
で
あ
る
。

）
 
l
 
（
 
こ
れ
ま
で
、
大
坂
か
ら
兵
庫
ま
で
の
酒
荷
物
と
西
宮
か
ら
江
戸
へ
積
み
下
す
諸
荷
物
は
、
西
宮
積
問
屋
の
も
と
に
集
め
ら

れ
、
廻
船
も
西
宮
積
問
屋
へ
付
船
さ
れ
て
、
着
船
の
先
後
に
よ
っ
て
荷
物
船
積
の
順
番
を
決
め
て
積
荷
し
て
い
る
。

(2) 

新
酒
番
船
は
大
坂
・
伝
法
人
般
、
西
宮
六
般
と
定
め
、
出
帆
日
限
を
取
り
決
め
、
大
坂
・
間
宮
両
方
で
向
日
間
刻
に
双
方

捺
印
の
切
手
を
渡
し
出
帆
し
て
い
る
。

(3) 

大
石
・
魚
崎
両
浦
廻
船
は
、
荷
役
順
番
を
無
視
し
て
勝
手
積
み
を
す
る
の
で
、
た
び
た
び
相
談
し
て
も
一
向
に
応
ぜ
ず
、

廻
船
の
多
く
は
出
帆
が
延
期
さ
れ
難
儀
し
て
い
る
。

(4) 

大
石
・
魚
崎
も
ま
だ
酒
造
・
廻
船
が
わ
ず
か
で
あ
っ
た
時
は
、
山
中
合
せ
通
り
に
行
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
今
で
も
守
れ
な
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い
は
ず
は
な
い
の
に
、
自
滞
の
事
情
が
よ
く
な
る
と
早
速
取
決
め
な
破
っ
て
勝
手
な
こ
と
を
し
、
多
数
の
廻
船
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
。

(5) 

廻
船
運
賃
は
、
先
年
よ
り
大
坂
廻
船
中
が
定
め
た
運
賃
に
準
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
大
石
・
魚
崎
は
そ
れ
に
従
わ

ず
、
手
船
に
手
潜
を
臨
む
と
い
つ
わ
り
、
勝
手
積
み
を
行
っ
て
い
る
。

西
宮
積
問
屋
と
廻

船
中
と
の
和
解

体
こ
の
よ
う
な
訴
え
が
な
さ
れ
る
の
も
、
間
宮
浦
に
船
積
支
配
の
特
権
が
独
占
さ
れ
、
灘
筋
廻
船
持

出
？
の
自
由
な
廻
船
活
動
が
随
ι比
さ
れ
た
た
め
で
あ
一
っ
た
。
な
か
で
も
間
顕
で
あ
っ
た
の
は
、
問
官
業
配

の
も
と
で
は
、
廻
船
が
上
着
し
て
か
ら
仕
建
順
番
を
待
っ
て
積
み
荷
し
出
帆
で
き
る
ま
で
に
、

五
、
六

O
日
も
の
日
数
を
要
し

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
自
分
の
手
船
に
手
沼
を
積
み
込
む
手
紛
仕
建
の
と
き
に
は
、

た
と
え
他
の
積
荷
に
ま
で
手
を
間
し

て
積
み
込
ん
で
も
、
わ
ず
か
一
一
、
三
日
で
出
帆
で
き
る
と
い
う
早
さ
で
あ
っ
た
。
愉
送
の
迅
速
性
が
要
求
さ
れ
る
酒
荷
の
場
合
、

｝
れ
は
競
争
に
打
ち
勝
っ
た
め
の
重
要
な
要
悶
で
も
あ
っ
た
。

近l止中期の海運と浦船

奉
行
所
で
は
「
灘
筋
廻
船
は
J

は
分
仕
建
に
致
さ
れ
侯
儀
は
、
御
上
を
怖
か
ら
ず
、
我
憾
の
致
し
方
」
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、

政
接
裁
決
を
下
さ
ず
、
双
方
で
解
決
す
る
よ
う
指
示
し
て
、
大
庄
鹿
住
吉
村
井
上
伊
右
衛
門
に
下
げ
渡
し
た
。
伊
右
衛
門
は
宝

八
年
次
の
よ
う
な
解
決
案
を
示
し
て
い
る
。

）
 

唱
B
A（
 
）
 

勺
L（
 
前
々
の
仕
米
り
通
り
、
白
宮
・
伝
法
・
大
坂
一
一
一
カ
所
の
磁
所
の
う
ち
な
ら
廻
船
の
勝
手
で
船
仕
建
を
し
て
も
よ
い
。

し
か
し
泊
荷
物
だ
け
は
仕
来
り
通
り
右

カ
一
所
を
積
所
と
し
て
み
だ
り
な
船
積
み
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

第六節

(3) 

二
カ
所
に
乗
り
間
せ
な
い
と
き
に
は
、
積
所
セ
な
い
浦
で
潤
荷
物
の
船
積
み
を
し
て

た
だ
し
灘
筋
廻
船
に
つ
い
て
は
、

も
よ
い
。

1
 
1
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(4) 

そ
の
場
合
に
は
江
戸
手
板
・
送
り
状
は
附
し
引
の
か
ら
蒸
し
出
す
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
は
双
方
の
申
し
分
を
勘
案
し
た
う
え
で
の
妥
協
案
で
あ
っ
た
。

し
か
し
間
宮
浦
和
は
こ
れ
に
納
得
せ
ず
、

何
年
八
月
に
再
考
を
願
い
出
た
、
そ
の
論
点
は
、

）
 
1
 
（
 
先
年
よ
り
の
上
納
金
は
間
宮
出
金
一

O
雨
、
御
影
浦
金
問
両
、
魚
崎
浦
銀
一
二

O
匁
、
大
石
浦
銀
五

O
忽
で
あ
る
。
わ
ず
か

な
上
納
金
の
浦
々
の
主
張
で
、
市
ョ
浦
数
卜
般
の
廼
船
が
難
儀
し
て
い
る
こ
と
の
方
が
迷
惑
五
縦
で
あ
る
。

(2) 

カ
所
と
決
ま
っ
て
お
り
、
毎
年
こ
の
一
一
一
カ
所
か
ら
設
船
仕
建
も
一
行
い
、

荷
物
積
所
は
以
前
よ
り
大
坂
・
伝
法
・
阿
宮
の

浦
賀
番
所
へ
も
連
絡
し
て
い
る
、
大
坂
帯
所
で
も
一
一
A

カ
所
の
積
所
以
外
で
は
御
用
荷
物
を
積
み
込
ま
せ
て
い
な
い
。

(3) 

灘
筋
廻
船
は
先
年
か
ら
積
一
助
が
な
く
、
間
宮
市
で
結
ん
で
き
た
。

し
か
る
に
他
領
の
大
坂
や
伝
法
で
の
船
積
み
も
認
め
る

の
で
は
御
飯
分
へ
の
助
力
も
簿
く
な
る
。

し
た
が
っ
て
閥
常
浦
で
版
脅
か
｝
待
っ
て
船
積
み
を
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

(4) 

灘
浦
廻
船
持
は
手
広
く
一
偽
造
を
営
ん
で
い
る
う
え
、
自
分
荷
物
以
外
に
間
宮
の
何
物
ま
で
も
勝
手
に
積
ん
で
い
る
が
、
当

浦
廻
船
持
の
な
か
に
は
酒
造
を
常
ん
で
い
な
い
者
も
あ
り
甚
だ
難
儀
し
て
い
る
。

(5) 

灘
浦
廻
船
は
御
用
も
勤
め
ず
船
数
も
少
な
く
、
上
納
金
も
わ
ず
か
で
あ
る
の
に
反
し
、
間
宮
浦
は
御
用
荷
物
を
勤
め
、
上

納
金
も
格
別
に
多
く
差
し
出
し
て
い
る
。

と
い
う
の
で
あ
る
。

結
局
争
論
で
は
両
官
・
御
影
両
廻
船
中
と
西
宮
支
配
人
中
の
申
し
分
が
と
お
り
、
従
米
通
り
凶
宮
積
所
の
特
権
的
な
地
位
は

保
持
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
一
商
で
は
、
間
宮
が
積
所
と
し
て
の
地
伎
を
確
保
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
糊
筋
廻
船
持
に

依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
も
物
詩
っ
て
い
る
。
卒
保
期
以
降
の
江
戸
川
似
酒
造
業
の
発
展
の
結
果
、
積
荷
の
急
激
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な
噌
加
に
よ
る
海
上
輸
送
力
の
治
強
を
、
灘
筋
廼
船
に
よ
っ
て
補
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

鴻
役
と
市

域
の
村
々

3 

浦
支
配
と
難
船
処
理

姐
船
を
も
っ
灘
日
の
諸
浦
に
は
、
僚
主
支
配
の
も
と
で
各
種
の
負
担
が
課
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
は
、
鴻
投
と

し
て
水
主
役
の
負
担
や
諮
問
題
船
の
海
難
救
助
、
漁
業
運
上
等
が
あ
っ
た
。

水
主
役
と
は
、
幕
府
や
蒋
の
人
や
荷
物
の
海
上
輸
送
に
際
し
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
慶
長

五
九
七
）
の
殺
臣
秀

の
朝
鮮
出
兵
に
捺
し
、
向
元
年
十
一
月
十
じ
日
に
御
公
犠
水
主
役
が
、
摂
津
の
浦
々
に
諜
せ
ら
れ
た
（
表
舛
）
。
こ
の

さ
れ
た
水
主
役
が
基
準
と
な
っ
て
、
江
戸
時
代
に
も
御
公
犠
水
主
役
が
探
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

近 \II：中j拐の海述と illl~i)＂々＿ J占んん
'iマノ＇.Ufl
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党
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田
年
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二
ハ
一
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七
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3
十
」
、
日
ナ
丹
、
、
老
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か
ら

一一ノ

J
q
e
w

ゴィ‘

i

J
ム

大
坂
に
係
問
中
の
じ

O
挺
立
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YJ';jSト：「松尾家文iHJ

五
O
挺
立
の
船
各
一
一
般
を

相
模
一
一
一
浦
ま
で
廻
送
す
る
た

め
に
、
水
主
役
が
諜
せ
ら
れ

て
い
る
。

－
K
主
党
コ
お
段
メ

一
ノ
一
一
一
千
ジ
手
斐
〆

約
六
分
の
一
に
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い
る
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天保9年（1838）の浦役負担村々

魚漁、銀

匁
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46.2 

免除

免flfi'<

32. 7 

214. 1 

54 

51. 6 

23. 7 

23.9 

29.ぉIm. 3 
154.95 

215.65 

5石

M

、U
内
J
’U

〆ハ
υ
ー

在日夜i

石

表 95

滞役

人

名

石
488.4 

2,972.519 

人数

人

家数

粁

高村村

1

5

 

7

1

 

‘1

必斗

Zυ

今
、

u

l
 

6. 342 

2.44 

4.397 

2.927 

19, 795 

1, 808 

2,624 

852 

922 

832 

780 

1, 754 

1, 757 

908 

472 

4, 797 

524 

698 

230 

222 

174 

168 

454 

450 

223 

109 

1 

3 

92.825 

540.643 

565.341 

198‘24 

112. 408 

171. 299 

(266. 5側

354.317 

224.978 

170.656 

621. 737 

西須磨村

兵庫 ~It

ニツ茶屋村

神戸村

脇浜村

大石村

新在家村

東明村

村原4

"" 
御

魚崎村

東青木村

深江村 70 

の
で
、
各
消
の
負
担
も
同
じ
率
で
減
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
須
磨
浦
・
魚
崎
浦
・
東
明
捕
は
、
こ
の
時
に
は
水
主
役
が
課

せ
ら
れ
て
い
な
い
。
次
に
、
尼
崎
落
傾
（
背
山
氏
）
時
代
の
浦
役

の
状
況
を
み
て
み
よ
う
。
尼
崎
藩
で
は
、
こ
れ
ら
の
浦
を
尼
崎

資料.r天保九年巡見使)lllfi御用の磁J （ー）（「地域史研究8 16-1・2)

組
・
西
宮
組
・
兵
庫
総
の

組
に
編
成
し
、
支
配
を
行
っ
て
い

た
。
寛
文
一
一
一
年
（
二
ハ
六
一
一
一
）
十
月
六
日
の
「
捕
方
定
証
文
写
」

に
よ
れ
ば
、
寛
永
二
十
一
年
十
月
二
十
六
日
に
一
二
カ
浦
立
会
の

上
で
巾
刈
水
主
役
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
取
決
め
で
の
精

算
が
繰
り
延
べ
に
な
り
、
正
保
問
年
（
一
六
四
七
）
か
ら
寛
文
元

年
ま
で
の
一
五
カ
年
の
勘
定
を
済
ま
し
た
よ
で
、
改
め
て
一
一
一
カ

捕
で
約
定
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
浦
々
の
負
担
は
、
川

藩
主
の
参
勤
交
代
お
よ
び
上
治
の
と
き
、
伏
見
ま
で
の
御
用
、

ω英
国
人
の
米
朝
・
帰
朝
の
と
き
、
ゆ
帯
主
の
御
用
、
長
崎
そ

の
ほ
か
間
々
よ
り
の
荷
物
・
銀
子
、
上
使
遊
び
に
公
犠
役
人
の

御
用
、
何
京
・
大
坂
の
御
城
普
請
御
用
等
で
あ
っ
た
。

川

w
の
時
は
尼
崎
役
（
一
一
一
O
鍛・一ニ

O
人）、

例
え
ば
、

西
宮
役

（
四
五
般
・
四
五
人
）
、
兵
庫
役
（
一
五
線
・
一
五
人
）
の
合
計
九

O
般

392 )lf j叫！会の展開m：：三＇｛（！：



・
九

O
人
の
水
主
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
々
の
負
担
の
割
合
を
飽
過
し
た
場
合
に
は
、
水
主

人
に
付
き

一
日
に
一
匁
五
分
、
同
様
に
、

匁
六
分
、

五
0
1
一
O
O石
ま
で
の

一
0
1
二
O
石
の
船
は
八
分
、
一
一
一

O
J四
O
お
の
船
は

船
は
二
匁
四
分
の
割
合
で
精
算
し
、
各
綿
々
の
負
担
を
平
均
化
す
る
よ
う
に
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た
。

な
お
、
少
し
時
代
は
下
る
が
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
巡
見
使
の
通
行
の
時
の
記
録
に
よ
っ
て
、
市
域
内
の
村
々
の
水
主

米
高
・
浦
役
・
浦
高
等
を
示
す
と
、
表
M
N

の
よ
う
に
な
る
。
二
ツ
茶
屋
村
・
神
戸
村
で
は
、
魚
漁
銀
の
賦
課
が
停
止
さ
れ
、
そ

の
代
わ
り
に
、
船
揚
場
（
造
船
場
）
運
上
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
カ
村
で
は
、
漁
業
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、
造
船
業
へ
転

化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

魚
崎
・
様
農

村
浜
嶋
抗
争
論

寛
文
十
一
一

月
十
問
自
に
魚
崎
村
の
市
右
衛
門
が
、
横
屋
村
の
浜
先
、
東
浜
に
家
作
り
の
た
め
に
お
な
す

え
た
と
こ
ろ
、
横
屋
村
か
ら
妨
害
を
受
け
た
。
こ
の
た
め
、
東
浜
は
魚
崎
村
の
支
記
地
で
あ
る
と
し
て
、
横

屋
村
吉
訴
え
た
。
そ
の
訴
状
で
は
、
川
背
か
ら
魚
崎
村
が
役
儀
を
負
約
一
し
て
い
た
こ
と
、
∞
先
年
よ
り
魚
崎
村
の
墓
所
が
あ
る

近世中期のぜiJ遂と有1l船

こ
と
、
同
浦
役
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
魚
崎
村
が
主
張
し
た
。
こ
の
裁
許
が
八
月
四
日
に
下
り
、
魚
崎
村
の
主
張
は
し

り
ぞ
け
ら
れ
、
東
浜
の
菩
斎
新
国
は
横
罷
村
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
裁
許
は
、
従
来
魚
崎
村
の
支
配
し
て
い
た
東
青
木
村
岡
境
か
ら
御
影
村
東
境
ま
で
の

九
町
の
浦
の
う
ち
、

様
屋
村
の
浜
先
の
間
町
五
七
問
に
つ
い
て
横
農
村
の
支
配
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
が
、

の
ち
卒
保
七
年
（
一
七
一
一
二
）
に
は
、
こ

の
地
域
も
魚
崎
村
が
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第六節

亭
保
ニ
十
年
十
一
月
付
の
魚
崎
村
惣
百
姓
・
惣
漁
師
・
年
寄

に
よ
れ
ば
、
喜
策
新
田
の
開
発
車
の
喜
斎
は
、

。〉

仁i

魚
崎
村
の
出
身
で
、
碁
が
上
手
で
あ
っ
た
た
め
、
時
の
領
主
の
青
山
大
膳
売
幸
利
の
側
近
と
し
て
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

位－近j歴史縮図393 



ぅ
。
そ
し
て
、
こ
の
夜
e
M
M

に
開
発
が
許
可
さ
れ
た
所
は
も
と
も
と
魚
崎
村
の
明
地
で
あ
っ
た
が
、
書
斎
と
魚
崎
村
役
人
と
の
仲

が
悪
か
っ
た
た
め
、
開
発
し
た
土
地
を
横
屋
村
に
編
入
し
た
と
い
う
。

し
か
し
、
横
屋
村
は
浦
役
を
負
担
し
て
い
な
い
の
で
、
浜
先
の
利
用
機
は
浦
役
を
負
担
し
て
い
る
魚
崎
村
に
あ
り
、
寛
文
十

二
年
の
裁
許
が
特
例
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。

つ
ま
り
こ
れ
以
後
の

に
は
、
魚
崎
村
の
浦
支
配
は
、
御
影
村
の
東
境
か
ら

京
青
木
村
の
凶
境
ま
で
の

九
町
で
あ
る
こ
と
が
た
び
た
び
記
さ
れ
て
い
る
。

浦
甘
問
札
と

難
船

浦
役
と
し
て
水
十
一
役
を
負
視
す
る
だ
け
で
な
く
、
支
配
捕
に
お
け
る
難
船
を
救
助
す
る
こ
と
も
重
要
な
責
務
で

あ
っ
た
。
幕
府
は
、
元
和
七
年
（

六
二
一
）
八
月
、
覚
、
氷
十
一
一
一
年
八
月
、
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
八
月
、
寛
文

レい

pr川辺
4

4

ヨJ

、

f
f
E
：
j
 
延
宝
八
年
（
一
六
人
O
）
九
月
（
将
公
布
）
、

正
徳
二
年
八
月
（
添
荷
札
）

正
徳
一
克
年
（
一
七
一
一
）
五
月
（
一
件
公
布
）
、

と
海
難
救
助
に
関
す
る
法
令
を
発
布
し
た
。
こ
の
法
令
に
は
、

公
犠
の
船
は
い
う
に
及
ば
ず
、
諸
廻
船
共
に
難
風
に
遭
う
時
は
助
舟
を
出
し
、
船
破
損
せ
ざ
る
様
に
成
程
精
を
出
す

ベ
き
事

船
破
損
の
時
、
そ
の
所
近
き
捕
の
者
精
を
出
し
、
荷
物
・
船
具
等
取
り
揚
ぐ
ベ
し
、
そ
の
取
り
揚
げ
の
荷
物
の
内
、

浮
き
荷
物
は
二

O
分
の
一
、
沈
み
荷
物
は
…

0
分
の

、
但
し
川
船
は
浮
き
荷
物
は

O
分
の
一
、
沈
み
荷
物
は
一
一

O

分
の
一
、
取
り
揚
ぐ
る
者
に
遣
す
べ
き
事
（
下
略
）

と
あ
り
、
支
配
浦
に
お
け
る
難
船
の
救
助
、
そ
の
報
酬
と
し
て
の
分
一
金
の
取
立
て
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

魚
崎
村
は
灘
白
地
方
に
回
附
し
て
い
る
。
灘
と
い
う
の
は
風
波
が
荒
く
、
航
海
の
間
難
な
海
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
灘
田
地
方

は
強
風
を
防
ぐ
岬
も
な
く
、
航
海
者
に
と
っ
て
は
難
所
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
魚
崎
村
の
難
船
に
関
す
る
史
料
か
ら
一
一
一
例
に
つ
い
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て
述
べ
て
人
ょ
う
。

）
 
’sム（
 
宝
、
氷

（一七
O
六
）
六
月
十
五
日
に
伊
予
国
長
浜
油
か
ら
直
梁
船
頭
弥
八
郎
（
水
主
共
四
人
）
が
、

八
端
机
の
船
で
伊
勢

近 ¥[!. 

参
り
の
男
女
三
七
人
と
、
大
坂
上
横
抑
制
の
砥
お
毘
六
兵
衛
方
へ
の
砥
石
八

O
O了
を
絞
ん
で
出
帆
し
た
。
二
十
日
に
兵
障
に

入
り
、
直
ち
に
大
坂
に
向
か
っ
た
。
途
中
、
関
南
風
が
強
く
吹
き
難
船
し
そ
う
に
な

l栓§｝.：紛聞

近l止ヰ1j切の織運とilll船第六自！iJ

っ
た
の
で
、
積
荷
の
砥
石
を
捨
て
、
魚
崎
村
の
沖
で
停
院
し
て
い
た
が
、
二
十
一
日

に
は
さ
ら
に
風
が
強
く
な
り
、
や
む
を
得
ず
、
磯
へ
流
れ
恰
抜
か
せ
た
た
め
破
船
し
た
。

魚崎村%m自由総手形（郊分）

そ
れ
を
魚
崎
浦
の
人
々
が
、
乗
客
を
助
け
、
船
げ
パ
然
寸
を
取
り
集
め
た
。
翌
二
十
二
日

に
尼
崎
務
の
役
人
や
大
庄
屋
等
が
立
ち
会
っ
て
、
取
り
集
め
た
船
具
等
を
船
頭
に
引

き
渡
し
た
。

(2) 

一
学
保
八
年
一
一
一
月
八
日
に
矯
州
網
干
新
夜
家
の
船
頭
次
郎
兵
衛
が
、
摂
津
住
吉
村
の

大
和
屋
嘉
兵
衛
方
に
綿
実

一
八
伎
な
輸
送
中
、
東
明
沖
で
波
風
が
強
く
な
り
、
碇

を
お
ろ
し
て
流
さ
れ
る
の
を
紡
ご
う
と
し
た
。

さ
ら
に
破
船
を
防
ぐ
た
め
、
積
荷
の

'Ff-J;'~ 94 

う
ち
、
綿
実
二
七
伎
を
荷
打
し

そ
の
う
ち
の

O
伎
が
魚
崎
村
の
浜
に
流
れ
寄

っ
た
た
め
、
魚
崎
村
の
人
々
が
そ
の
二

O
依
を
取
り
揚
げ
た
。
環
日
、
船
頭
次
郎
兵

衛
と
荷
主
の
大
和
援
嘉
兵
衛
が
受
け
取
り
に
来
て
、
綿
一
一

O
依
を
受
け
取
り
、
う
ち

A

一
俵
を
分

と
し
て
魚
崎
村
に
渡
し
て
い
る
。

(3) 

395 

延
手

（
一
七
則
六
）
十
一
月
一
日
に
備
中
間
勇
崎
浦
の
出
釆
船
頭
庄
八
（
水
主



共
一
ニ
人
）
が
、
八
端
帆
の
船
で
、

松
平
越
後
守
の
大
坂
廻
米
二
八

O
俵
と
運
賃
米
五
俵
ニ
斗
五
升
間
合
を
積
み
出
帆
し
た
。

五
日
の
暮
方
に
御
影
浦
の
沖
合
に
達
し
、
碇
を
下
ろ
し
停
船
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
西
風
が
強
く
な
り
、
兵
庫
に
戻
ろ
う
と
し

た
が
、
一
反
る
こ
と
が
で
き
ず
再
び
綻
を
入
れ
た
。

し
か
し
、
さ
ら
に
風
が
強
く
な
り
、
運
賃
米
合
捨
て
、
廻
米
の
一
部
も
捨

て
、
八
泊
朝
に
魚
崎
浦
の
役
人
に
助
け
を
求
め
た
。
魚
崎
村
の
人
々
が
、
船
中
に
残
っ
て
い
た
米
や
海
中
に
没
し
て
い
た
米

も
拾
い
揚
げ
た
。
そ
し
て
、
分
一
と
し
て
、
船
中
の
分
九
俵
余
と
拾
い
揚
げ
た
米
の
分
間
依
余
が
魚
崎
浦
に
渡
さ
れ
た
。

手
続
き
上
で
は
、
浦
側
か
ら
は
庄
屋
が
海
難
に
遭
っ
た
こ
と
を
証
す
る
「
捕
手
形
L

を
船
頭
に
、
ま
た
船
顕
か
ら
は
海
難
の

経
緯
と
、
そ
の
処
置
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
「
授
手
形
」
を
、
捕
の
庄
屋
に
手
交
す
る
こ
と
で
落
着
と
な
る
。

4 

廻
船
・
渡
海
船
と
漁
船

各
浦
々
の

船
数

次
に
、
各
々
の
浦
で
の
船
の
保
有
状
況
を
み
て
み
よ
う
。
天
和
か
ら
い
良
享
年
間
（
二
ハ
入
0
年
代
）
の
成
立
と
み

ら
れ
る
「
尼
崎
領
内
高
・
家
数
・
人
数
・
船
数
等
覚
」
に
よ
っ
て
、
各
浦
の
石
高
・
家
数
・
人
口
・
船
数
を
示

す
と
、
表
%
の
よ
う
に
な
る
。
灘
白
地
方
の
う
ち
、
脇
浜
村
は
船
越
氏
領
で
あ
る
た
め
船
数
等
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
魚
崎

村
・
東
青
木
村
・
深
江
村
に
つ
い
て
は
紛
の
種
別
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
一
一
一
カ
村
分
の
数
字
を
記
入
し
て
い
る
。
こ
の

~王

‘，A
q

l

u

d

仏
1

1
よ

r
h
U
0
0

54 

142 

86 
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第六節近｜立中期の海JillとMl船

表 96 天和.Jll:icj!:ころの尼崎務領における船数

村 ii

魚崎村

東青木村

深江村

間大石村 1

御影村

神戸村

二茶段村

！~'1~ケ林村

間須磨村 l

尚｜
339 

118! 

!Si: 990 

80 257 1, 590 

408 194 947 

454 i 119 6991 

234 
(280) 

1, 643:15, 6611 

西宮 mrI 1, 920 

合計

3プ 11: 

281 

（注〕 石i認は，本高と新囚i高の合計，（ ）は，｛也fl((jミの石議i.石米協切J舎で。
兵μj1t1tの石隠はほかに，抑IJJI也子1,012.2石，新主主池子150.328T:i。
尼崎町の石おはほかに，調I地子600石。
漁船は，魚総，繍紛， lll!".ii'I＇完等の合計。
御影村石船の内訳は， 1日D石船1. 60石紛8'40石自治20,20石船440
駒ヶ林村漁船の内訳は，釣総12，出'i1.船3，手探知66，網{Jf)5 0 
j!Jj須i恋村漁船の内訳は， 2丁立繍総5'l了立網鉛6，虫歯51蔀＼120
尼崎i可の漁船のうち9綾は，伏9'.生Cl/A)fK¥o 
魚自由・耳[j若木・深江の3カ村の合計がI綬分少ないので，総合計は2,362絞になる。

資料：「応的領内主主・家数・人数・船主主主事党J ('i1l!減史研究， 10-3) 

鍛

30 

8 

38 
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表
か
ら
、
兵
庫
津
と
尼
崎
町
が
愉
送
用
の
船
・
漁
船
と
も
に
圧
倒
的
に
多
く
保
有
し
て
い
た
こ
と
、
神
戸
村
・
二
ツ
茶
屋
村
で

は
漁
船
は
な
く
狙
船
・
渡
海
船
の
愉
送
用
の
船
の
保
有
数
が
多
く
、
特
に
一
一
ツ
茶
屋
村
の
一
一
四
披
の
遡
船
の
保
有
は
他
の
浦

に
比
べ
断
然
多
い
。

ま
た
神
戸
村
も
、
兵
庫
津
以
上
の
廻
船
を
保
有
し
て
い
た
。
神
戸
村
・
ニ
ツ
茶
麗
村
に
は
長
距
離
の
輸
送

に
従
事
し
て
い
た
廻
船
が
多
く
所
有
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
兵
隊
津
で
は
上
荷
船
と
よ
ば
れ
る
小
型
の
輸
送
船
が
多
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
兵
路
津
の
一
つ
の
性
格
と
し
て
、
間
廻
り
航
路
で
運
ば
れ
て
き
た
物
資
が
兵
庫
津
で
上
荷
船
と
い
う
小
型
の

輸
送
船
に
積
み
稼
え
ら
れ
、
大
坂
方
冊
に
輸
送
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
船
数
を
み
て
み
よ
う
（
淡
仰
）
。
深
江
村
で
は
、
前
表
に
比
べ
、
約

の
一
一
一
二
般
に
増
加

し
て
い
る
。
魚
崎
村
は
二
四
般
か
ら
五
八
般
と
約
島
J

・
四
倍
に
、
大
石
村
は
ふ
ハ
一
一
般
か
ら
一
一
七
般
と
一
・
九
倍
に
、
神
戸
村

は
五
四
般
か
ら
六
七
般
と
、
兵
庫
津
は
八
四

一
般
か
ら
一

O
O
一
般
と
徴
治
し
て
い
る
。
東
青
木
村
・
御
影
村
は
あ
ま
り
変
化

ヱヨ己、コ
L
一
£
ハ
つ

れ
u
z
kノ
t
t
v
V
4
4
4
J
J’ム

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
類
推
す
る
と
、
神
戸
市
域
海
岸
線
は
、
東
か
ら
深
江
村
・
京
青
木
村
・
魚
崎
村
・
御
影
村
・
東
明
村
・

脇
浜
村

ツ
茶
屋
村
・
神
戸
村
・
兵
庫
津
・
駒
ケ
林
村
・
州
須
磨
村
等
の
村
ん
べ
に
よ
っ
て
浦
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

魚
崎
村
の

船
数

次
に
、
魚
崎
村
に
お
け
る
船
の
種
類
・
数
量
を
人
て
み
る
と
、
↓
公
開
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
に
よ
る
と
、
船

の
種
類
と
し
て
は
、

海
運
関
係
の
石
船
（
一
一
五
J
一一…

0
石
松
）
・
渡
海
船
（
一
一
O

J
一ニ
O
お
絞
）
・
小
廻
船
（
一
一
一
J
一

二
石
積
）
・
廻
船
（
五
0
0
1八
O
O石
積
）
が
あ
り
、
漁
業
関
係
で
は
漁
船
・
魚
賀
船
・
州
胴
船
時
や
が
あ
っ

船
数
は
、
全
体
と
し

て
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
漁
業
関
係
の
船
は
、
文
政
十
一

（
一
八
一
一
九
）
以
後
消
滅
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
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第六節近t立中期の海運と浦船

表 97 天明8年 (1788）の各浦船数

項目

村 i認

証n 高
清i 役
浦水主米

訴訟銀

人梁渡海自由

員会i小渡海船
i虚船
梓！物船

石 船

茶 船

務河二総

数 IiW 始
漁、 船

小漁船

手操船

憲）魚 船

魚2主総
生 Eミ総

＊ 

＊ 

＊ 

（注） 深江村の絵数は，＊の会針。

6 1 ' 

1 I 

23 

5 

9 I 2 

41 

5 

8 

5 

兵Writ石i誌はほかに，地子I,310. 3021ヨがある。匙i数合計は史料J[¥,j主巡り。

兵庫浮

918.652 

1, 001 

60 

21 118 

71 

4 

99 

253 

31 

154 

93 

30 

21 

111 

3 

資料：山下幸子「天l児八王手術！巡Ji!,機街i通行御用之＼＇liirl~J C＇地域史研究」 1 2・3)
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石
船
や
小
廼
船
等
の
小
型
の
輸
送
船
が
地
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
村
内
に
酒
造
業
や
索
細
業
等
が
阪
開
閉
し
て
く
る
に
つ
れ
て
、

漁
業
の
よ
う
な
収
入
の
安
定
し
な
い
職
か
ら
、

…
定
の
運
賃
収
入
を
得
ら

れ
る
海
運
業
へ
の
転
換
を
は
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
明
和
九
（
安
永
一
万
）
年
（
一
七
七
二
）
一
一
一
月
に
海
道
関
係
の
諸
船
に

対
し
、
二

の
鑑
札
が
下
付
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
、
廻
船
一
、
通
船

一
ニ
、
渡
海
船
一
問
、
石
船
一
一
、
小
遡
船
一
で
あ
っ
た
（
船
数
は
一
二
綬
で
、

鑑
札
数
よ
り
ニ
般
少
な
い
て
こ
の
う
ち
、
石
船
の

兵庫渡海船

（匂甘淡船用~，〕
写真 95

一
般
は
安
、
氷
五
年
に
渡
海
船
に
切
り
換
え
た
旨
の
付
議
が
あ
り
、
前
支
に
安
、
水

六
年
以
後
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
ま
で
石
船
の
船
数
が
見
え
な
い
こ
と
と
符
合
し
て
い
る
。

近lit中期の海運と証n船

そ
の
内
訳
を
一
部
す
と
、
廼
船
は
五
般
で
、

次
に
、
明
和
八
年
一
一
一
月
の
「
船
御
改
帳
L

に
よ
り
、
船
種
・
大
き
さ
な
ど
を
み
て
み
よ
う
a

諸
船
の
総
数
は
五

O
般
で
あ
る
。

八
O
O石
積
が
閉
般
、
六

O
O石
積
が
一
般
で
あ
る
。
渡
海
船
は
一
一
一

O
石
取
が
一
五

腹
、
石
船
は
一
二

O
石
積
が
二
般
、
制
船
は
一
一
一

O
石
積
が
ニ
般
、

一
一
ム
石
積
が
二
般
の
合
計
四
般
、
小
漁
船
は
一
一
一
石
積
が
一
一
一
一
一
般
、

船
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

通
航
聞
は
一

O
石
積
が
一
一
般
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
輸
送
関
係
で
は
ゴ
一

O
石
積
の
渡
海
船
が
、
漁
業
関
係
で
は
一
一
一
石
積
の
小
漁

第六節

御
影
石
の
流

通
と
右
船

市
域
東
部
地
方
の
産
物
と
し
て
は
御
影
石
が
著
名
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
御
影
石
は
石
切
場
か
ら
御
影
村
や
魚

崎
村
へ
運
び
、
石
船
に
よ
っ
て
大
坂
の
石
問
屋
に
運
送
さ
れ
て
い

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
九
月
に
西
宮

町
・
横
麗
村
・
魚
崎
村
・
野
中
吋
村
・
住
吉
村
の
一
町
四
カ
村
の
石
場
役
人
が
、
石
場
御
定
の
条
目
を
定
め
、
石
取
に
焼
印
を
押

卜－u
p
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」
と
が
知
ら
れ
る
。

し
、
仲
間
外
の
右
京
の
使
用
を
禁
止
す
る
こ
と
が
｝
協
定
し
て
い

写真 96 御影石の巡搬
げ日本山海名度図会ρ

こ
の
史
料
に
は
、

石
車
が
住
吉
村
（
一
一
間
制
）
・
郡
家
村

る。（
九
納
）
・
河
原
村
（
二
制
）
・
大
石
村
（
二
納
）
・
魚
崎
村
（
一
納

γ

野
容
村
（
一
一
一
回
附
）
・
芦
屋
村
（
四
五
椀
）
・
凶
官
町
（
ム
ハ
附
）
・
開
官

新
回
選
木
山
科
（
一
二
細
川
）
に
、
総
数
一
一
一
一
五
輔
あ
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

右
京
の
数
の
最
も
多
い
の
は
住
吉
村
で
、
全
体

の
約
五
訴
を
山
め
て
い
た
。

＃
ホ
二
、
に
し
ゴ
1
1
l
Z
L
ト
見
守
ニ
十
ノ
戸
、

4£
ノ
＼
、

4
1
i
Fト
オ
ド
什
ハ
判
例
主

f
y
y
v

、
く

芦
屋
川
や
夙
川
流
域
で
も
御
影
石
の
切
出
し
が
行
わ
れ
て
い
た

次
に
、
こ
の
時
に
ど
の
よ
う
な
事
柄
が
協
定
さ
れ
た
の
か
み
て
み
よ
う
。

(2) 

剰
に
二
つ
積
む
く
ら
い
の
石
は
、
出
し
て
も
よ
い
。

放
悶
段
車
で
山
山
す
石
は
、
柱
ド
四
日
石
・
屋
根
石
・
路
次
石
・
飛
石
・
く
り
石
・
庭
石
の
分
で
あ
る
。

し
か
し
大
小
の
石
を

）
 
i
 
（
 二

つ
積
み
入
れ
て
出
し
て
は
い
け
な
い
。

四
分
六
分
や
七
分
の
大
き
さ
の
石
も
よ
い
。

一
長
さ
二
尺
五
寸
よ
り
一
一
一
尺
ま
で
、
幅
一
日
八
ま
で
の
郡
石
・
溝
蓋
石
作
で
運
び
込
ま
れ
た
な
ら
ば
、
石
場
役
人
に
届
け
、
そ

(3) (4) 

の
指
示
を
受
け
る
こ
と
、
大
石
を
一
切
訓
つ
て
は
い
け
な
い
。

茄
子
割
石
（
な
し
わ
り
お
、
二
つ
に
大
き
く
測
れ
た
石
の
こ
と
か
）
で
運
び
込
ま
れ
た
な
ら
ば
、
石
場
役
人
に
届
け
る
こ
と
、
茄

子制的
γ
何
で
も
市
に
一
つ
積
の
分
は
、
出
し
て
は
い
け
な
い
、
人
持
ち
よ
り
も
大
き
な
石
は

切
出
し
て
は
い
け
な
い
。
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(6) (5) 

手
水
鉢
に
な
る
石
は
、
出
し
て
は
い
け
な
い
。

川
除
や
岡
地
の
符
に
な
る
よ
う
な
石
は
、
出
し
て
は
い
け
な
い
。

と
あ
り
、
取
に
・
A

つ
殺
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
お
や
、
川
除
や
擢
税
問
の
川
怖
に
使
う
一
七
は
、
通
常
の
場
合
出
荷
せ
ず
に
、

小
説
の
礎
石
や
屋
根
石
・
く
り
石
市
川
リ
だ
け
を
出
荷
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
お
。

出
荷
後
の
石
の
海
上
輸
送
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
宝
眠
間
十
二
年
八
月
に
大
坂
石
船
持
中
よ
り
魚
崎
村
役
人
に
対
し
、
石
荷
物
を

仲
間
外
に
夜
積
し
な
い
よ
う
に
申
し
入
れ
、

そ
れ
を
了
承
す
る
か
否
か
を
返
い
や
す
る
こ
と
、

お
よ
び
木
津
川
口
（
陰
惨
段
平
八
）

と
安
治
川
口
（
名
旧
民
山
崎
兵
衛
）
の
石
船
積
日
後
支
配
人
の
名
前
を
知
ら
せ
て
米
て
い
る
。
明
和
八
年
十

月
の
魚
崎
村
の
船
持
中

か
ら
田
川
村
の
船
頭
中
へ
の
差
入
証
文
に
よ
れ
ば
、
品
4w諮
石
を
直
売
・
一
限
着
す
る
こ
と
は
禁
氏
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
野
寄
村
の
間

郎
兵
衛
が
こ
の
出
向
に
違
反
し
た
こ
と
、
そ
し
て
今
後
、
普
請
お
の
註
売
・

し
な
い
こ
と
を
約
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
当
時
大
坂
石
船
持
仲
間
が
大
坂
廻
着
の
普
請
石
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
独
占
権
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

;;if＼仕rM!Jlの海運と浦船

知
ら
れ
る
3

つ
ま
り
御
影
石
ば
、
住
吉
村
・
野
容
村
か
ら
石
市
で
御
影
村
・
魚
崎
村
に
運
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
石
船
や
渡
海
船
に

よ
っ
て
大
坂
の
木
津
川
口
・
安
治
川
口
に
連
ば
れ
、
そ
こ
で
大
坂
の
石
船
に
街
み
符
え
ら
れ
、
大
波
市
中
の
石
間
監
に
納
入
す

る
と
い
う
、
流
通
ル
l
ト
、
が
確
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

寛
政
十
二
年
（
一
八
O
O）
十
一
月
十
四
日
に
魚
崎
村
の
渡
海
船
・
小
廻
船
の
所
有
者
た
ち
が
、
作
吉
村
か
ら

御
影
・
魚
崎

の
廻
紛
争
論

の
石
荷
物
の
ア
泌
を
御
影
村
か
ら
分
け
て
ほ
し
い
旨
を
、
代
官
木
村
間
蔵
に
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
願
書
に

第六節

よ
れ
ば
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
野
容
村
か
ら
の
石
荷
物
や
絞
り
油
・
絞
り
粕
を
大
坂
に
運
び
、
秋
末
か
ら
冬
に
か
け
て
は
当
村

酒
造
家
の
仕
込
米
安
｝
大
坂
・
兵
隊
・
感
際
辺
か
ら
運
ん
で
渡
欧
し
て
き
た
。

し
か
し
、
野
寄
村
か
ら
の
出
荷
物
が
減
少
し
、
難

¥11. i丘!l1長rt：縦祖403 



渋
し
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
魚
崎
村
が
浦
支
配
を
行
っ
て
い
る
住
吉
村
の
荷

物
が
全
て
御
影
村
に
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
毎
日
五
J
六
般
分
だ
け
魚

崎
村
に
閉
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

魚崎村御影村浦境略閃

こ
の
時
、
魚
崎
村
は
そ
の
理
由
と
し
て
、

）
 

を
2＆（
 
住
吉
村
の
浦
支
配
を
魚
崎
村
が
し
て
い
る
こ
と
、

(2) 

従
来
大
坂
の
石
間
麗
の
注
文
を
魚
崎
村
か
ら
も
受
け
継
、
ぎ
、
相
対
を
も

っ
て
質
入
れ
、
積
入
れ
を
行
っ
て
き
た
こ
と
、

(3) 

こ
の
夏
か
ら
住
吉
村
の
石
稼
、
き
の
者
と
御
影
村
の
船
持
と
が
申
し
合
わ

関 25

せ
、
魚
崎
村
か
ら
割
石
を
賀
い
に
い
っ
て
も
売
っ
て
く
れ
な
い
こ
と
、

(4) 

御
影
村
が
、
魚
崎
村
の
支
配
浦
で
あ
る
住
吉
村
の
浜
先
を
利
用
し
て
い

る
こ
ん
」

等
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
魚
崎
村
の
願
い
に
対
し
、
代
官
は
、
御
影
村
の
者
を
呼
び
出
し
て
山
中

再
び
魚
崎
村
は
、
李
和

し
間
か
せ
る
の
で
待
っ
て
い
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
代
官
か
ら
何
の
音
沙
汰
も
な
か
っ
た
た
め
、

し
か
し
、

年
（
一
八
O
二
）
二
月
十
五
日
に
同
様
の
趣
旨
で
、
代
官
に
口
上
書
を
提
出
し
た
。
役
所
の
元
締
池
間

富
右
衛
門
は
、

返
答
者
が
差
し
出
さ
れ
た
の
で
、

こ
の
件
に
関
し
て
は
す
で
に
御
影
村
の
庄
屋
を
呼
び
出
し
、
そ
の
旨
を
申
し
聞
か
せ
、
御
影
村
船
持
中
か
ら
も

そ
の
問
題
は
双
方
の
対
談
で
落
着
し
た
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
ま
だ
小
し
立
て
を
行
い
た
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け
れ
ば
兎
ね
て
願
書
を
挺
出
ず
る
よ
う
に
と
指
示
し
た
a

魚
崎
村
で
は
あ
ら
た
め
て
御
影
村
と
折
衝
し
た
が
、
進
展
は
み
ら
れ
な
か
っ

そ
こ
で
、
手
和
二
年
間
月
十
一
一
一
日
に
魚
崎

村
の
渡
海
船
持
と
小
船
持
と
は
、
御
影
村
の
渡
海
船
持
・
小
船
持
を
相
手
に
し
て
、
魚
崎
村
の
支
配
浦
で
あ
る
住
吉
村
の
浜
に

出
さ
れ
る
石
材
や
絞
り
油
・
絞
り
粕
な
ど
の
荷
物
は
、
以
後
当
方
へ
無
断
で
積
み
出
す
こ
と
の
な
い
よ
う
御
影
村
へ
命
ぜ
ら
れ

た
い
と
い
う
趣
旨
の
訴
状
を
詑
出
し
た
。
魚
崎
村
で
は
こ
の
根
拠
と
し
て
、
村
方
支
配
浦
へ
出
さ
れ
た
荷
物
は
、
す
べ
て
当
該

支
配
村
の
船
持
が
松
み
出
す
と
い
う
の
は
、
武
庫
郡
鳴
毘
村
よ
り
入
部
郡
ニ
ツ
茶
農
村
ま
で
一
一
一
カ
浦
の
中
合
せ
で
あ
る
と
主

張
し
た
。

役
所
は
こ
の
時
も
、
両
村
で
の
対
談
を
指
示
し
た
が
、
御
影
村
の
お
船
・
小
船
持
惣
代
か
ら
も
、
住
吉
村
浜
出
し
の
諸
荷
物

は
、
数
百
年
来
郷
彩
村
で
積
み
出
し
て
米
た
も
の
で
、
先
年
よ
り
は
住
吉
村
の
年
京
米
運
送
も
引
き
請
け
て
お
り
、

一
二
カ
滞

仲
間
の
為
取
替
証
文
も
あ
る
と
す
る
返
務
者
が
出
さ
れ
て
、
附
村
の
主
張
は
真
向
か
ら
対
立
し
た
。
こ
う
し
て
対
談
は
二
同
に

近jll：小Wlの海巡とH住所1

進
捗
せ
ず
、
結
局
八
月
初
旬
に
は
役
所
で
の
潟
村
対
決
の
審
議
に
も
つ
れ
こ
ん
で
い
る
。

こ
の
過
較
で
魚
崎
村
は
、
住
古
村
の
浜
か
ら
荷
物
を
柏
み
込
ん
で
い
た
と
い
う
証
拠
の
提
出
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
論
争

は
む
し
ろ
住
台
村
浜
の
支
配
は
ど
ち
ら
の
村
か
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
、
魚
崎
村
は
自
村
支
配
で
あ
る
こ
と
を
強
く

主
張
し
て
い
る
。

審
議
の
結
果
は
、
荷
主
で
あ
る
作
吉
村
の
了
簡
次
第
で
双
方
い
ず
れ
の
船
で
運
送
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、

第六節

魚
崎
村
と
し
て
は
、
住
古
村
と
御
影
村
と
の
従
来
の
結
び
つ
き
の
深
さ
か
ら
、
自
村
の
立
場
が
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
考
慮
し

て
、
役
所
よ
り
こ
の
結
果
を
被
桜
住
吉
村
に
申
し
渡
し
て
ほ
し
い
と
主
張
し
、
御
影
村
も
こ
れ
に
応
じ
た
の
で
、
｛
＼

3
1
・4
A

司、、

川
ノ
卜
／
ご
イ
i
J
ノ
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日
に
は
住
命
日
村
が
役
所
へ
召
喚
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
荷
主
で
あ
る
住
吉
村
ま
で
ま
き
込
ん
で
の
訴
訟
に
発
展
し
て
い
っ
た
が
、
結
局
、
住
吉
村
と
御
影
村
と
の
従

米
の
術
的
行
’
V
」
山
加
す
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
後
も
、
文
化
末
年
、
文
政
初
年
と
二
度
に
わ
た
っ
て
訴
阪
を
繰
り
返
し
た
が
、
A
川小

崎
村
の
主
張
は
実
現
し
な
か
っ
た

406 第三主主近tltfl：会の展開



第
七
節

交
通
・
通
信
網
の
展
開

外
国
使
節
の
通
行

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長

一
行
の
兵
康
寄
港

兵
庫
津
が
、
顕
一
戸
内
航
路
の
東
に
位
夜
し
、
京
大
坂
に
近
い
港
と
し
て
も
っ
て
い
る
弔
問
一
要
さ
は
、
近
叶
い

に
お
い
て
も
か
わ
ら
ず
、
朝
鮮
使
節
や
オ
ラ
ン
ダ
向
館
長
の
参
府
時
に
は
、

つ
ね
に
そ
の
寄
港
地
に
な

っ
て
い
た
。

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
参
府
と
い
う
の
は
、
毎
年
（
党
政
一
一
年
（
一
七
九
O
）
以
後
四
年
に

間
）
献
上
口
聞
を
呈
し
て
将
軍
に

挨
拶
す
る
と
い
う
儀
礼
的
な
行
事
で
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
側
は
商
館
長
・

医
師
ら
数
名
を
原
川
知
に
し
て
、
そ
れ
に
日
本

交通・通信網の展開

側
随
行
口
氏
（
五
O
名
担
制
度
）
が
加
わ
る
と
い
う
一
回
で
あ
る
。
全
行
程
長
崎
J
江
戸
時
の
う
ち
、
瀬
戸
内
部
分
は
幕
府
が
用
怠
し

た
船
を
用
い
、
そ
れ
以
外
は
陸
行
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
航
海
の
途
次
に
兵
路
へ
寄
港
す
る
。

オ
ラ
ン
ダ
側
の
医
制
ケ
ン
ペ
ル
が
加
わ
っ
て
い
た
元
禄
四
年
（
一
六
九
二
の
参
府
時
に
は
、
下
関
か
ら
乗
船
し
て
兵
庫
で
小

型
船
に
乗
り
換
え
、
大
坂
に
向
か
っ
て
い
る
。

ケ
ン
ベ
ル
は
兵
庫
で
乗
り
換
え
る
こ
と
を
つ
大
坂
の
港
は
浅
く
、
わ
れ
わ
れ
の

第七郊

来
っ
て
米
た
船
で
は
行
け
な
い
の
で
、
前
も
っ
て
荷
物
を
積
み
込
ん
で
お
い
た
関
税
の
小
舟
を
潜
い
で
い
っ

と
説
明
し
て

い
る
。
兵
庫
港
の
特
質
が
簡
潔
に
拙
か
れ
て
い
る
。
向
精
路
も
兵
庫
ま
で
米
て
来
り
換
え
て
い
る
が
、
逆
風
の
た
め
三
晩
滞
船
し

Ill: 近！後'it:＊荷Ill407 
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て
か
ら
出
航
し
た
。

宝
府
十
四
年
（
一
七
六
回
）
の
参
府
時
は
、
商
，
館
長

行
を
乗
せ

て
き
た
「
阿
的
陀
人
自
船
」
が
、

た
ま
た
ま
兵
隊
港
停
的
中
に
、

朝
鮮
使
節
船
の
下
向
予
定
が
重
な
り
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
そ
の

退
避
問
題
が
起
こ
っ

実
際
に
は
、
こ
の
時
朝
鮮
使
節
の
一
ト
向

が
予
定
よ
り
遅
れ
た
た
め
、
支
障
は
生
じ
な
か
っ
た
が
、
尼
崎
藩

や
「
阿
臨
陀
人
召
船
L

の
船
宿
を
勤
め
た
東
出
町
雑
ト
リ
度
予
兵
衛

が
そ
の
折
衝
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
船
病
が
オ
ラ
ン
ダ
人
の
宿
泊
そ
の
他
の
枇
話
を
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

行
し
、
往
路
は
窓
津
で
上
陸
、

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
参
府
時
に
は
、

シ
ー
ボ
ル
ト
が
加
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
一
行
も
瀬
戸
内
は
苅

一
月
一
一
一
日
の
夜
は
兵
嫁
で
宿
泊
、
翠
四
日
臨
路
大
坂
へ
出
発
し
て
い
る
。
同
市
路
は
五
月
十
日
隙

し
て
い
る
。

路
兵
隊
に
到
着
、
十
問
日
ま
で
滞
従
し
、
出
品
十
一
津
か
ら
回
航
さ
れ
て
き
た
往
路
と
同
じ
船
に
同
夜
乗
船
、
下
関
へ
向
か
っ
て
出
航

朝
鮮
使
節

の
通
行

朝
鮮
使
節
の
場
合
は
、

一
朽
の
人
数
も
四
百
数
十
名
と
多
く
、

寄
港
地
・
接
待
所
（
御
馳
走
場
）
・
宿
泊
所
が
設

定
さ
れ
、
案
内
役
と
し
て
対
馬
藩
主
一
行
が
随
行
す
る
と
い
う
大
掛
か
り
な
旅
行
で
あ
っ
た
J

こ
の
使
節
の
来

を
重
ね
た
結
果
、
慶
長
十
二
年
（

六
O
七）、

日
は
、
文
禄
・
慶
長
の
朝
鮮
授
略
に
よ
っ
て
悪
化
し
た
悶
交
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
家
康
が
、
対
馬
藩
を
仲
介
役
と
し
て
折
衝

朝
鮮
か
ら
回
礼
刷
還
使
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以

後
、
将
軍
就
任
皮
質
な
ど
の
通
信
使
を
含
め
て
一
二
回
に
及
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
、
最
後
の
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
使
節

408 近j!I：討会の燦fjfj山一血
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仰い

は
、
対
馬
で
応
接
を
受
け
、
江
戸
ま
で
は
行
か
な
か
っ
た
。

近

こ
の
一
一
間
と
も
、
兵
庫
は
寄
港
・
接
待
地
と
な
っ
て
い
る
。
慶
長
十
二
年
・
元
和
五
年
（
二
ハ
一
七
）
の
二
聞
は
兵
庫
を
預

行
が
上
陸
し
た
時
の
様
子
を
、
そ
の
髄
員
で
あ
っ

日長~縦限

か
っ
て
い
た
片
桐
点
降
が
接
待
の
任
に
あ
た
っ
た
。
慶
長
の
時
、
使
節
の

交通・通信網の展開第七節

た
鹿
七
松
は
、

「
海
辺
よ
り
ゆ
く
に
、
大
道
に
従
い
館
所
に
至
る
こ
と
、

ほ
と
ん
ど
問
、

五
里
ば
か
り
、
道
路
み
な
澗
摘
、

一
点
の
耀
芥
な
し
、
左

部分）

お
は
市
廃
に
し
て
、

観
る
者
道
を
擁
す
L

（
「
山
御
殿
録
｝
）
と
書
き
と
め
て
い

る
。
二
問
自
の
時
は
、
夜
に
入
っ
て
風
雨
が
強
ま
っ
た
た
め

行
は
下
船

朝鮮人米朝間（江戸

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
予
定
の
館
所
ま
で
は
行
か
ず
、
浜
近
く
の
民
家

に
止
宿
し
た
と
い
う
。
朝
鮮
側
は
一
ニ
問
自
ま
で
日
本
側
が
侵
略
時
に
連
れ

mm
っ
た
同
胞
の
送
還
に
努
め
て
い
る
が
、
こ
の
二
回

g
の
時
は
、
帰
途
に

兵
庫
で
も
一
人
を
乗
船
さ
せ
て
い
る
。

三
間
防
以
後
は
、
兵
庫
浮
か
｝
領
し
た
尼
崎
務
（
五
万
石
）
が
、
幕
府
か
ら

ワエ芸E98 

兵
庫
で
の
接
待
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

一
O
万
石
以
上
の
滞
は
接
待
を
す
べ

て
負
担
し
た
が
、
そ
れ
以
下
の
簿
に
対
し
て
は
、
幕
府
は
そ
の
う
ち
料
理

部
分
だ
け
を
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
兵
庫
で
も
代
官
級
一
一
名

が
賄
い
役
と
し
て
別
に
選
任
さ
れ
分
担
し
て
い
る
。

使
節
の
寄
港
・
接
待
地
の
準
備
は
、
時
に
は

409 
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地
元
で
の
添
備
の
内
容
は
、
宿
舎
の
割
り
当
て
と
そ
の
修
級
、

料
理
人
の
選
定
、
諸
道
兵
り
調
述
、
船
入
り
の
淡
謀
、

桟
橋
の
設
営
、
番
所
の
嶋
設
、
接
待
に
あ
た
る
肝
煎
・
給
役
人
の
割
り
当
て
か
ら
、
使
節
船
の
情
報
収
集
の
た
め
に
下
関
・
納

・
牛
窓
ほ
か
へ
の
飛
船
の
派
遣
、
衡
に
心
当
た
る
尼
崎
務
役
人
や
代
官
の
受
入
れ
、
宿
舎
検
分
に
訪
れ
る
藩
主
・
大
坂
町
奉
行
・

対
店
内
藩
役
人
な
ど
に
対
す
る
接
待
ま
で
、
か
な
り
の
質
量
に
述
す
る
。
さ
ら
に
海
上
で
は
、
使
節
船
の
出
入
港
時
に
は
、
引
き

船
・
通
船
・
水
船
・
薪
船
を
は
じ
め
、
対
馬
藩
諸
役
人
乗
船
な
ど
が
必
要
で
、
さ
き
の
飛
船
と
合
わ
せ
る
と
、
延
べ
二
四

O
般

以
上
、
水
主
一
一
4
0
0人
以
上
が
動
員
さ
れ
て
い
る
Q

も
っ
と
も
、
こ
の
船
・
水
主
は
武
庫
・
菟
原
・
入
部
一
一
一
郡
の
浦
役
を
も

つ
村
々
が
負
担
し
た
。

一
日
子
保
凶
年
（
一
七
一
九
）
の
例
で
は
、
夕
暮
兵
庫
に
入
砕
し
た
使
節
側
が
、
そ
の
夜
「
湾
岸
の
板
を
鋪
い
た
と
こ
ろ
に
出
て
、

楽
手
た
ち
に
鼓
笛
を
奏
で
さ
せ
、
一
一
人
の
章
子
を
対
舞
さ
せ
た
」
（
中
級
翰
『
海
批
附
録
』
）
と
こ
ろ
、

日
本
側
見
物
人
が
多
数
集
ま

っ
た
と
い
う
し
、
と
き
に
は
需
を
乞
う
者
も
あ
り
、
知
人
を
介
し
て
会
談
な
求
め
て
来
る
者
も
あ
り
で
、
使
節
側
で
も
詩
作
し

た
り
、
書
を
与
え
た
り
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
寄
港
・
接
待
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
日
・
朝
交
流
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
て

い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
兵
庫
に
限
ら
ず
各
地
で
み
ら
れ
、
今
に
章
子
の
舞
な
ど
が
行
事
の
一
環
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
、
も
占
め
る
。

史
麿
十
四
年

の
朝
鮮
使
節

宝
暦
十
凶
年
の
使
節
の
場
合
は
、

兵
庫
に
「
朝
鮮
人
御
用
覚
日
記
し
「
朝
鮮
通
信
使
米
朝
帰
帆
官
録
L

な
ど

の
記
録
が
残
っ
て
い
て
、
か
な
り
詳
細
に
状
況
が
わ
か
る
。
こ
の
時
は
、
使
節
一
行
に
先
立
っ
て
、
幕
府
へ

献
上
さ
れ
る
臆
を
積
載
し
た
船
が
宝
腐
十
三
年
十
二
月
一
日
に
入
港
し
、
翌
二
日
出
港
、

つ
い
で
献
上
馬
の
船
が
、
同
十
九
日

入
港
し
、
二
十
一
日
同
に
山
山
滋
し
て
い
る
。
兵
路
で
は
、
そ
の
間
津
中
の
犬
は
一
匹
余
さ
ず
捕
え
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
、
隔
離
し
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た
と
い
う
。

使
節
の
一
行
は
、
正
使
・
副
使
と
そ
の
介
添
え
の
従
事
官
を
主
と
し
、
以
下
諸
事
務
を
と
る
上
々
官
（
飲
上
沢
智
）
か
ら
版
帥

・
護
衛
・
後
手
・
京
子
ま
で
含
め
て
四
八

O
人
に
注
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
兵
庫
で
の
賄
い
接
待
も
、
正
使
・
従
事
宿
は
絵

屋
布
近
布
衛
門
、
副
使
・
上
々
官
街
は
網
慶
一
新
九
郎
、

上
判
事
宿
は
小
…
丘
陵
助
右
衛
門
、

中
官
宿
は
肥
前
監
粘
右
衛
門
f

い
ず

れ
も
浜
本
開
）
、

そ
の
他
は
対
応
藩
関
係
者
を
含
め
て
約
五

O
軒
の
民
家
に
分
宿
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
。

と
く
に
正
使
・
副
使

・
従
事
一
一
一
使
の
街
は
、
川
悦
・
障
子
が
張
り
替
え
ら
れ
た
と
い
う
3

食
器
・
燭
台
・
手
燭
・
行
灯
・
閣
塗
枕
・
蒔
絵
硯
箱
・
恭
盤

な
ど
必
要
な
道
具
は
、
津
小
を
は
じ
め
各
所
か
ら
集
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
へ
配
分
さ
れ
た
。
上
陸
の
た
め
に
は
、
一
一
一
使
の

船
が
接
舷
で
き
る
よ
う
に
、
五
問
問
に
一

O
間
半
の
臨
時
の
桟
橋
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

注
路
は
ん
決
勝
十
凶
作
十
一
汀
十
九
日
、
夜
に
な
っ
て
使
節
の
船
六
般
が
相
次
い
で
到
着
し
た
。
尼
崎
藩
か
ら
は
病
気
の
家
老
に

代
わ
っ
て
、
日
付
野
瀬
小
左
衛
門
・
森
嶋
弥
五
左
衛
門
の
阿
人
と
兵
庫
港
行
楽
津
嘉
兵
衛
ら
が
関
船
で
、
兵
庫
津
か
ら
は
問
方

・
北
浜
・
南
浜
一
一
一
方
の
名
主
お
近
右
衛
門
・
弥
兵
術
・
八
左
衛
門
と
庄
屋
武
八
ら
が
船
で
、
と
も
に
和
岡
崎
沖
ま
で
出
迎
え
、

交通・通信網の際関

の
船
は
新
設
の
桟
橋
に
接
舷
し
た
。
夜
は
浜
辺
の
各
町
で
、
延
べ
五
八

O
余
張
に
の
ぼ
る
提
灯
が
掲
げ
ら
れ
た
。
夜
半
こ

ろ
三
伎
は
上
臨
し
、
宿
舎
に
入
っ
た
が
、
現
日
夜
明
け
に
は
円
十
く
も
出
港
し
て
い
る
。
使
節
一
行
の
入
港
中
は
、
防
火
の
た
め

日
暮
れ
以
後
は
火
を
焚
く
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
、
炊
飯
な
ど
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

帰
路
の
時
は
、
大
坂
で
事
件
が
突
発
し
、
出
港
が
大
幅
に
遅
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
予
定
も
立
た
ず
、
兵
庫
で
は
引
き
船
・

第仁自白

通
船
な
ど
の
総
保
の
た
め
に
水
主
の
自
分
稼
ぎ
を
制
限
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
対
策
に
苦
癒
し
て
い
る
。
約
一
カ
月
遅
れ
て

勝
十
四
年
瓦
月
八
日
、
午
後
か
ら
夜
半
に
か
け
て
よ
う
や
く
入
港
、

一
行
は
そ
の
夜
は
船
で
過
ご
し
、
叩
中
川
日
午
後
に
な
っ
て

H
－
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日
一
上
陸
し
た
。

つ
い
に
下
船
、
風
は
夜
に
入
っ
て
吹
き
つ
の
り
、
兵
庫

し
か
し
同
タ
乗
船
し
て
か
ら
東
風
が
強
く
な
り
始
め
、

で
は
人
足
を
繰
り
出
し
て
、
船
体
の
防
護
に
忙
殺
さ
れ
た
。
必
婆
な
綱
や
錨
は
一

ツ
茶
屋
・
神
戸
・
御
影
・
魚
崎
な
ど
近
辺
の
各

浦
か
ら
も
集
め
て
米
て
こ
れ
に
あ
て
、
事
な
き
ゃ
｝
得
て
い
る
。
そ
の
後
、
風
を
待
っ
て
出
港
し
た
の
は
、
十
四
日
の
朝
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
た
ま
た
ま
兵
庫
の
船
大
工
が
、
阿
波
・
讃
岐
・
播
踏
の
他
国
船
主
一
ニ
人
か
ら
、

工
事
の
都
合
な
ど
で
錨
や
綱
を
預

か
っ
て
い
た
の
が
あ
っ
て
、
こ
の
危
急
の
際
と
い
う
こ
と
で
併
用
し
た
。
後
に
そ
の
返
礼
と
し
て
、
尼
崎
藩
は
銀
札
入
匁
六
分

を
贈
γ
？
っ
と
し
た
が
、
一
一
一
人
の
船
主
は
い
ず
れ
も
、
海
上
危
急
の
時
は
相
身
互
い
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
受
け
取
ら
ず
、
出
航

し
て
い
っ
た
と
い
う
。

こ
の
寄
港
・
接
待
の
う
%
、
賄
い
の
部
分
は
幕
府
の
負
担
で
、
魚
介
な
ど
の
調
達
に
入
札
が
行
わ
れ
た
が
、
地
元
で
は
入
札

額
の
引
下
げ
が
指
示
さ
れ
た
た
め
希
望
者
が
な
く
、
結
局
大
坂
の
木
津
屋
長
兵
衛
ら
一
一
一
人
が
請
け
負
っ
た
。

の
ち
材
料
を
納
入

し
た
兵
庫
の
尚
人
と
の
間
に
、
代
金
支
払
い
、
運
延
に
対
す
る
交
渉
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
動
員
さ
れ
た
水
主
・
船
の
費
用
は
、

銀
二
七
一
二
位
（
余
に
の
ぼ
り
、
尼
崎
・
西
宮
・
兵
庫
を
は
じ
め
、
そ
の
間
に
あ
る
捕
役
を
も
っ
村
々
が
負
担
し
た
が
、
尼
崎
藩
か

ら
は
水
主
扶
持
米
山

O
O石
が
ド
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
兵
庫
で
手
配
し
た
御
用
人
足
一
一
一
一
一
一
二
五
人
分
に
つ
い
て
も
、
そ
の
扶

持
米
一
六
右
ム
ハ
斗
余
、
か
下
付
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
米
一
石
の
値
段
お
よ
そ
銀
五
一
一
一
匁
で
換
算
し
て
み
る
と
、
水
主
扶
持
米

で
二
一
貫
ニ

O
O匁
、
人
足
扶
対
米
で
八
八

匁
に
し
か
な
ら
な
い
。

こ
の
ほ
か
兵
庫
以
外
の
地
方
で
は
、
菟
原
・
入
部
郡
の
幕
府
領
で
あ
っ
た
一
一
一

O
余
カ
村
に
、
幕
府
か
ら
使
節
へ
贈
る
猪
四
五

匹
分
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
猪
は
も
ち
ろ
ん
六
甲
山
地
で
捕
獲
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
白
川
村
で
は
、
宝
暦
十
三
年
二
、
一
一
一

月
と
九
、
十
月
の
者
秋
一
一
間
に
分
け
て
猪
狩
り
を
実
施
し
て
い
る
。
数
名
な
い
し
十
数
名
で
一
組
を
編
成
し
、
出
動
延
べ
回
数

4r2 近総社会の展開trr三猿



は
一
一
八
回
に
及
び
、
猪
七
匹
な
射
止
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
猪
肉
は
近
在
の
皮
多
に
依
頼
し
て
滋
詰
め
に
加
工
し
た
あ
と
、
幕

府
に
提
出
さ
れ
た
。

こ
の
使
館
一
行
の
国
内
通
行
の
た
め
、
壱
岐
勝
本
か
ら
兵
庫
・
大
坂
ま
で
は
各
寄
港
地
、
大
波
か
ら
は
部
分
的
に
船
を
利
用

し
た
が
、
江
戸
ま
で
の
各
宿
場
合
わ
せ
て
間
二
カ
所
に
お
い
て
、
幕
府
は
一
一
一
七
人
の
大
名
止
を
指
名
し
て
そ
の
接
待
に
当
た
ら
せ

た
。
し
た
が
っ
て
幕
府
は
、
そ
の
大
名
の
う
ち
一

O
万
石
以
下
の
場
合
の
賄
い
料
、
大
坂
・
京
・
江
戸
で
の
宿
所
の
整
備
と
賄

い
費
、
そ
れ
に
陸
路
で
の
輸
送
人
馬
の
諸
費
用
を
償
う
必
要
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
使
節
米
朝
の
つ
人
潟
割
諸
入
用

其
外
御
賄
方
入
用
」
と
し
て
、
市
域
を
含
む
摂
津
・
播
磨
な
ど
沿
道
二
ハ
カ
悶
の
村
々
に
、
高
一

O
Oお
に
つ
き
金
一
一
一
両

永
一
二
五
文
の
割
合
で
賦
課
さ
れ
た
。

た
だ
菟
原
・
八
部
両
部
の
よ
う
に
猪
や
そ
の
ほ
か
鶴
を
負
担
し
た
村
は
そ
の
半
分
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
域
の
幕
府
領
は
、
大
坂
で
の
接
待
を
受
け
持
っ
て
い
た
代
官
の
支
配
下
に
あ
っ
た
か
ら
、
大
坂
で
の
宿
泊
・
接
待

の
所
用
に
も
、
心
当
時
の
駒
ケ
林
・
西
須
磨
・
白
川
村
の
庄
屋
一
一
一
人
が
動
員
さ
れ
て
い
る
。

交通・通信網の淡｜潟

こ
う
し
た
朝
鮮
通
信
使
も
以
後
来
朝
が
途
切
れ
、
最
後
の
文
化
二
年
度
は
対
馬
で
応
接
し
て
終
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
御
用

猪
狩
り
に
は
六
甲
山
地
西
方
に
位
置
す
る
衝
原
村
に
後
日
語
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
寛
政
十
二
年
（
一
入
O
O）
の
あ
る
日
、
こ

の
村
の
山
中
で
、
実
弾
に
よ
る
鉄
砲
の
的
撃
ち
が
発
覚
し
た
。

「
玉
込
め
の
鉄
砲
取
り
扱
い
候
段
、
不
届
き
の
本
一
ふ
り
」
と
い
う

こ
と
で
村
民
二
人
が
捕
ら
え
ら
れ
、
入
牢
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。
近
枇
で
の
鉄
防
相
の
管
理
は
厳
重
で
、
毎
年
届
け
出
て
許
可

第七節

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
も
普
通
は
鳥
獣
の
作
物
荒
ら
し
に
備
え
た
「
威
し
鉄
砲
」
と
し
て
で
あ
る
。

そ
の
時
庄
屋
市
兵
衛
は
、
こ
の
朝
鮮
使
節
へ
の
御
用
猪
捕
獲
を
と
り
あ
げ
、
当
村
に
は
そ
の
た
め
っ
玉
込
め
御
免
筒
L

が
認
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め
ら
れ
て
お
り
、

「
御
用
滞
り
無
く
相
勤
め
山
中
し
泣
く
存
じ
詰
め
、
右
稽
古
玉
込
め
鉄
砲
取
り
扱
い
候
」
と
弁
明
し
た
こ
と
が

効
を
奏
し
て
、
結
局
釈
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

2 

交
通
量
の
増
大
と
宿
駅
制
の
矛
届

荷
付
牛
馬
口

銭
の
発
端

六
甲
山
地
雨
麓
に
水
中
卒
業
が
興
る
と
、
必
然
的
に
原
料

や
製
品
の
輸
送
が
必
要
と
な
っ
て
、
読
運
送
が
始
め
ら

れ
た
。
兵
庫
駅
所
近
辺
で
は
、
向
一
川
原
川
・
天
王
谷
川
・
再
度
谷
川
・
生
田

川
な
ど
の
水
流
企
利
用
す
る
泊
絞
り
・
線
呑
粉
ひ
き
・
精
米
と
い
っ
た
水

車
業
が
始
ま
り
、
烏
原
村
・
石
井
村
・
荒
田
村
な
ど
の
村
民
の
う
ち
で
設

運
送
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
幕
府
の
宿
駅
制
で
は
、
駅
一
助
に
対
し
て
人
馬
の
継
立
て
な

義
務
付
け
る
見
返
り
と
し
て
、
近
夜
で
の
荷
物
の
賃
運
送
に
関
す
る
特
権

を
付
与
す
る
と
い
う
の
が
建
前
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
新
興
の
賃
運
送

業
に
対
し
て
、
兵
庫
駅
で
は
、
駅
一
昨
三
早
川
十
の
内
は
兵
庫
の
つ
働
き
場
し

で
あ
る
と
主
張
し
て
、

ま
ず
一
口
千
保
十
五
年
（
一
七
一
一
一

O
）
と
間
十
八
年
に
、

烏
原
村
・
石
井
村
・
荒
回
村
の
宜
運
送
を
差
し
止
め
る
一
払
え
を
大
坂
町
中
本

兵庫釈周辺村の主主運送稼ぎ口銭表 99
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行
所
に
提
起
し
た
。
奉
行
所
は
宿
駅
制
の
建
前
上
か
ら
、
当
然
兵
路
駅
所
の
主
張
を
認
め
た
が
、
こ
の
時
駅
所
で
は
、
相
手
村

の
賃
運
送
を
全
部
的
に
停
止
さ
せ
る
方
法
は
採
ら
ず
、
各
村
と
協
議
の
う
え
、
荷
付
け
牛
馬
の
口
銭
と
し
て
一
定
額
を
駅
所
に

支
払
う
と
い
う
条
件
で
、
各
村
の
賃
運
送
業
を
承
認
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
関
係
に
奥
平
野
村
と
は
享
保
十
五
、
同
十
八
年
、

一
万
文
五
年
（
一
七
四
O
）
と

ま
た
宇
治
野
村
・
花
熊
村
と
は
相
対
で
｛
足
踏
八
年

一aM
民のふ
γ
論
、
な
経
て
宝
殿
七
年
（
一
七
五
七
）
に
、

に
、
そ
れ
ぞ
れ
口
銭
支
払
い
の
条
件
で
決
着
を
み
て
い
る
し
、
さ
ら
に
熊
内
村
と
は
一
般
商
売
荷
物
の
賃
運
送
に
つ
い
て
も
、

享
保
十

に
同
様
な
口
銭
支
払
い
の
条
件
で
、
同
村
牛
馬
の
賃
稼
ぎ
を
認
め
て
い
る
（
表
切
）
。

六
甲
横
越
え

荷
物
運
送

六
甲
山
地
を
挟
ん
で
北
の
一
一
一
回
・
有
馬
と
南
の
灘
・
兵
庫
と
の
部
で
も
、
米
・
干
鰯
な
ど
の
荷
物
輸
送
な
め

ぐ
っ
て
同
様
な
問
題
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
通
路
な
ら
公
認
駅
所
を
経
る
往
還
筋
を
、
剣
え
ば
兵
庫
か
ら
務
官

・
生
瀬
・
道
場
川
原
と
い
う
よ
う
に
継
ぎ
送
る
か
、
ま
た
は
兵
庫
か
ら
天
玉
谷
越
え
で
谷
上
・
唐
植
を
経
由
し
て
有
馬
駅
へ

送
す
る
か
の
一
一
通
路
が
あ
る
。
兵
庫
か
ら
の
干
鰯
な
ど
の
把
料
は
、
当
熱
天
王
谷
越
え
の
直
送
、
が
近
く
、
こ
の
通
路
が
用
い
ら

も
こ
。

T
サ
A
付
、
ず
J

と
こ
ろ
が
有
馬
駅
側
に
は
縦
立
て
潟
が
常
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
、
兵
庫
の
ほ
か
沿
道
の
下
谷
上
村
な
ど
で
も

交通・通信網の淡関

自
村
の
牛
を
利
用
し
て
貨
運
送
を
始
め
た
と
い
う
。
当
時
市
域
の
村
で
は
潟
は
み
ら
れ
ず
、
お
よ
そ
半
分
以
上
の
農
家
で
牛
を

飼
っ
て
い
て
、
こ
う
し
た
駄
賃
稼
ぎ
は
、
村
に
よ
っ
て
は
有
力
な
段
間
余
栄
と
な
っ
た
。

兵
庫
駅
で
は
こ
れ
に
対
し
、
駅
所
周
辺
の
「
働
き
場
L

内
に
あ
た
る
と
し
て
、
下
谷
上
村
と
折
衝
を
重
ね
、
結
局
京
謄
六
年

下
谷
上
村
も
年
間
銀
五

O
匁
の
口
銭
安
支
払
う
と
い
う
条
件
で
、
有
馬
郡
向
け
荷
物
運
送
の
賃
稼
ぎ
を
継
続
す
る
約
定
が
双
方

第七露首

で
取
り
交
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
こ
の
口
銭
に
つ
い
て
は
、
出
山
詔
庄
村
々
か
ら
各
村
自
分
荷
の
輸
送
に
ま
で
掛

け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
倶
が
出
て
、
庄
中
よ
り
の
依
頼
で
中
村
の
庄
屋
藤
兵
衛
が
そ
の
調
査
に
あ
た
っ
た
が
、
こ
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の
点
は
従
米
ど
お
り
か
か
わ
り
の
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
、

郷
中
は
一
応
収
ま
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
宝
暦
九
年
、
同
じ
沿
道
に
位
置
す
る
上

谷
上
村
か
ら
こ
の
賃
運
送
稼
ぎ
に
加
わ
り
た
い
と
い
う
要
望
が

六Ffljず｛越え通路WJf系図（［二コは街駅）

出
さ
れ
て
、
今
度
は
河
谷
上
村
の
間
に
争
論
が
起
こ
っ
た
。
こ

れ
は
、
京
都
代
官
小
堀
数
馬
の
指
示
で
取
扱
人
が
周
旋
す
る
こ

と
に
な
り
、
よ
う
や
く
宝
磨
十
年
、
時
谷
上
村
内
部
の
こ
と
と

し
て
、
下
谷
上
村
六
五
%
・
上
谷
上
村
一
一
一
五
%
に
運
送
荷
を
ふ

り
分
け
る
こ
と
で
落
着
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
上
谷
上
村
も
そ
の

分
の
口
銭
を
兵
，
館
駅
に
支
払
っ
て
い
る
。

一
ガ
灘
白
地
域
か
ら
は
、
直
接
六
甲
山
地
を
横
断
し
て
有
馬

郡
と
結
ぶ
最
短
通
路
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

つ
に
菟
原
郡
東
明
村

1
有
馬
郡
庶
橋
村
間
を
結
ぶ
六
甲
横
越
え

の
荷
物
運
送
が
、
有
馬
郡
木
庄
村
丈
右
衛
門
・
陪
郡
上
津
下
村

小
左
衛
門
・
菟
原
郡
東
明
村
柴
屋
又
四
郎
ら
に
よ
っ
て
始
め
ら

れ
た
。
こ
の
方
は
、
宝
踏
四
年
生
瀬
・
小
浜
・
道
場
川
原
一
一
一
駅

が
、
慣
例
に
反
す
る
新
規
稼
ぎ
は
柱
還
駅
所
の
妨
げ
に
な
る
と
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し
て
、
そ
の
差
止
め
を
大
坂
町
奉
行
所
に
出
訴
し
て
い
る
つ
こ
の
時
も
奉
行
所
は
、
駅
一
併
の
主
張
を
認
め
た
が
、
ゴ
一
駅
所
側
は

新
規
設
運
送
者
と
の
相
対
に
よ
る
日
銭
方
式
は
と
ら
ず
、
賃
運
送
そ
の
も
の
を
停
止
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
こ

の
経
済
的
に
有
利
な
短
距
離
直
通
賂
に
よ
る
賃
運
送
問
題
は
、
幕
末
期
に
も
再
び
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
J

兵
庫
凱
へ
の

助
郷
村
付
属

参
勤
交
代
の
実
施
、
商
品
経
済
の
進
展
な
ど
に
よ
っ
て
、
交
通
註
が
増
大
し
た
主
要
往
還
の
宿
場
で
は
、
～
稿

釈
に
常
備
さ
れ
て
い
る
人
馬
数
で
は
そ
の

に
応
じ
き
れ
な
く
な
り
、
宿
駅
周
辺
町
村
か
ら
も
人
潟
を
諦

述
す
る
と
い
う
助
郷
の
制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
助
郷
制
は
、
白
玉
、
氷
一
万
年
（
一
七
O
m悶
）
五
街
道
沿
い
の
大
名
に
宛
て
ら

れ
た
宿
役
人
設
置
の
触
れ
が
、
駅
所
や
助
郷
村
の
鴎
窮
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
実
施
は
こ
れ
よ
り

以
前
、
元
掠
期
こ
ろ
と
み
ら
れ
て
い
る
。

市
域
の
場
合
は
、
一
万
禄
J
正
徳
期
こ
ろ
ま
で
に
駅
開
通
路
が
確
立
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
も
と
く
に
問
問
往
還
の
交
通
最
が

多
く
、
し
た
が
っ
て
宿
駅
の
う
ち
で
も
兵
路
津
の
負
担
が
増
大
し
、
駅
一
所
の
維
持
に
は
悶
難
が
生
じ
始
め
た
。

し
か
し
、
尼
崎

藩
鎮
の
時
代
は
、
滞
か
ら
の
手
当
米
や
拝
借
金
、
酒
造
株
の
付
与
、
人
馬
召
集
へ
の
便
宜
な
ど
の
助
成
が
あ
っ
た
が
、
明
和
六

交通・通信網の展開

年
（
一
七
六
九
）
幕
府
領
に
編
入
さ
れ
て
か
ら
は
、
藩
か
ら
の
補
助
も
な
く
な
り
、
駅
所
の
維
持
は
急
に
悶
難
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
の
国
難
の
原
因
は
、
公
定
賃
銭
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
実
質
の
方
が
高
く
つ
く
地
域
の
釈
所
で
は
、
稼
働
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
赤
字
が
増
え
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
兵
路
駅
の
場
合
も
後
に
み
る
よ
う
に
実
費
の
方
が
高

く
、
駅
所
を
預
か
る
岡
方
所
属
の
地
方
勘
定
か
ら
毎
年
米

五
石
が
助
成
さ
れ
て
い
た
が
、
交
通
益
増
大
傾
向
の
も
と
で
は
駅

第七節

所
の
収
支
維
持
に
は
必
然
的
に
困
難
が
伴
っ
た
。

そ
の
た
め
以
後
幕
府
は
、
兵
庫
駅
所
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て
、
劫
郷
村
を
付
属
せ
し
め
た
り
、
利
子
生
み
資
金
枠
を
設
け
た

¥It !15: 持主災者説llI417 



り
、
茶
屋
株
を
付
与
し
た
り
す
る
助
成
策
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
ず
助
郷
村
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
兵
庫
駅
の
場
合
は
、
近
在
の
八
部
郡
と
住
吉
川
以
西
の
菟
原
郡
内
で
五

O
カ
村
が
指

定
さ
れ
た
。
指
定
さ
れ
た
の
は
、
大
名
領
を
除
く
幕
府
綴
・
旗
本
領
の
村
々
で
、
負
担
率
は
、
村
の
石
高
を
基
礎
に
し
た
が
…

作
で
は
な
く
、
幕
府
領
の
村
は
御
影
・
大
石
な
ど
船
役
を
負
担
し
て
い
る
村
お
よ
び
上
谷
上
・
下
谷
上
・
中
・
東
下
な
ど
六
甲

JJI・ り高（切手fl8 '.<F-(1771)) 
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交通・通信網の展開

兵隊駅付属助郷村の表 100
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山
北
側
の
往
泣
か
ら
遠
い
村
々
で
は
村
お
の
半
分
に
、
そ
の
他
は
全
’
一
尚
に
、
ま
た
旗
本
領
の
村
々
は
村
高
の
一
一
一
／
一
一
一
割
分
に
そ

Jtfりi潟
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較
援
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い
る
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幕
府
飯
村
の
う
ち
、
問
須
際
・
東
須
磨
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神
戸
な
ど
の
村
は
指
定
さ
れ
て
い
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第七節

な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
西
須
磨
村
差
出
明
細
帳
に
、
長
崎
御
用
状
・
御
用
物
そ
の
ほ
か
御
用
村
継
ぎ
送
り
の
人
足

419 
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// 
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官官名

必4

官II

を
負
担
し
て
い
る
の
で
免
除
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
こ
と
で
説
明
が
つ
く
。

し
か
し
、
指
定
さ
れ
た
助
郷
村
々
は
、
実
際
に
人
足



や
烏
を
差
し
出
す
の
は
本
業
の
農
作
業
に
支
障
な
き
た
す
と
上
願
し
た
た
め
、
結
局
代
銀
納
付
の
形
と
な
り
、
よ
う
や
く
明
和

八
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
同
採
用
さ
れ
た
助
郷
村
へ
の
賦
課
金
算
定
の
方
法
は
、
原
則
と
し
て
実
質
費
用
と
公
定
資
銭
と
の
援
額
を
、
先
に
指
定

さ
れ
た
村
高
に
応
じ
て
賦
課
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
助
郷
村
か
ら
出
す
べ
き
正
人
馬
は
一
年
に
人
足
二

O

0
0人
、
鳥
一
二

O
匹
分
と
見
積
も
る
、
こ
の
人
馬
の
費
用
は
人
足
一
人
二
匁
・
馬
一
匹
七

O
O文
か
か
る
か
ら
、
銀
換
算
で

五
貫

O
閉
匁
六
分
と
な
る
、
こ
れ
か
ら
公
定
の
受
取
賃
銭
額
合
計
二
貫
八
九
一
匁
一
一
一
分
七
厘
を
差
し
引
い
て
、
不
足
額
と
な

べο

貫

一
一
一
一
匁
二
分

を
、
効
郷
村
の
先
の
石
高
に
応
じ
て
賦
課
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
（
表
問
）
。

ち
な
み
に
住
会
川
以
東
の
市
域
で
は
、
幕
府
領
の
深
江
、
東
青
木
、
開
青
木
、

m中
、
横
屋
、
魚
崎
の
六
カ
村
と
尼
崎
議
儀

の
森
、
中
野
、
小
略
、
北
畑
、

田
辺
、
岡
本
、
野
容
の
七
カ
村
が
、
明
和
七
年
間
じ
条
件
下
に
あ
っ
た
間
宮
駅
の
助
郷
村
一
一
一
一
一
一

カ
村
の
う
ち
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
間
宮
釈
の
場
合
は
各
村
か
ら
出
火
人
足
を
出
し
て
い
た
う
え
、
以
後
そ
の
数
が
増
加
し
て
い

っ
た
の
で
、
助
郷
村
は
安
、
氷
五
年
（
一
七
七
六
）
人
数
の
限
度
を
設
け
る
よ
う
奉
行
所
へ
出
願
し
た
。
こ
の
時
は
ま
ず
実
態
を
調

べ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
す
ぐ
に
は
結
論
、
が
出
な
か
っ
た
。

よ
う
や
く
安
、
水
九
年
助
郷
村
側
は
、
そ
の
調
査
結
果
か

ら
、
駅
所
で
あ
る
西
宮
町
よ
り
助
郷
村
の
方
が
負
担
の
大
き
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
の
賃
銭
は
下
、
げ
戻
す
こ
と
、
駅
所
が
受
け

取
っ
た
は
、
ず
の
肪
郷
村
人
足
分
の
賃
銭
を
支
払
う
こ
と
、
今
後
は
突
入
足
で
は
な
く
代
銭
と
す
る
こ
と
な
ど
を
ま
と
め
て
再
出

顕
し
た
。

（
一
七
八
一
一
一
）
に
な
っ

し
か
し
、
こ
れ
も
な
か
な
か
解
決
せ
ず
、
以
後
出
願
と
折
衝
が
続
け
ら
れ
た
う
え
、
記
入
明

て
結
局
代
銭
納
は
認
め
ら
れ
ず
、
最
初
の
人
数
に
近
い
一
年
間
に
一
一
八

O
O人
と
い
う
限
度
を
設
定
す
る
裁
許
が
出
さ
れ
た
に

と
ど
ま
っ

420 近jltf.I:会の民間ill三三市



明
石
郡
村
々
の
場
合
も
、
同
じ
明
石
落
傾
下
に
あ
る

大
蔵
谷
駅
補
助
の
人
足
な
ど
を
負
担
し
て
い
る
。

ま
た
、
兵
庫
浮
で
は
安
、
氷

一
月
、
さ
ら
に
代

官
所
に
対
し
駅
所
総
持
の
た
め
の
利
子
生
み
拝
借
金
の

下
付
を
出
願
し
た
。
こ
れ
は
拝
借
金
を
資
金
と
し
て
運

m川
し
、
そ
の
利
息
を
も
っ
て
駅
所
の
助
成
に
応
て
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
仕
法
は
他
の
駅
所
で

も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
幕
府
も
こ
れ
を
容
れ
、
兵
路

に
対
し
て
は

0
0尚
を
、
同
方
惣
会
所
お
よ
び
抱

屋
敷
じ
カ
所
を
引
き
当
て
に
出
金
し
、
こ
れ
を
代
官
所

兵庫駅助成の貸付利金下付額表 101

在長金十！下代年

1't 匁
~R 6. 480 
、t
（一部減吉良）

銀 5.40 

安永 4(1775)

文化14(1817) 

交政 6(1823)

天保 2(1831) 

停止

。14(1843)I) 
入金 69向， 永109女8分

：＞；＊永 5(1852）リ
グ 6(1853）；金 42阿 l分

交政 1(1854）；金 65阿

か 2(1855）：金 38河3分

か 3(1856）；金 47問，永85文4分

グ 4(1857) i金116f.ii]1分，氷494文l分

グ 5(1858) I金 64問2分 3朱，永219文8分

グ 13(1842) 

が
て
九
%
の
利
息
で
運
用
し
て
、
利
息
銀
…

0
賞
八

O
O匁
の
う
ち
幕
府
へ
の
利
息
間
貫
一
一
一
一
一

O
匁
を
冥
加
と
し

交通・通信網の炭／）持

残
り
ふ
ハ
武
四
八

O
匁
を
駅
所
助
成
と
し
て
下
付
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
安
、
氷
四
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
（
表
出
。

し
引
き
、

株
主
主
む
な
駅
馬
所
有
者
に
免
許
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
助
成
策
と
し
て
、
大
坂
町
奉
行
所
は
明
和
七
年
、
定
芝
居
株
の
一
部
を
駅
馬
の
所
有
者
・
差
配
者
に
、
茶
屋

こ
の
よ
う
に
し
て
駅
所
の
維
持
が
関
ら
れ
た
が
、
稼
働
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
赤
字
が
用
え
る
と
い
う
宿
駅
制
の
矛
盾
は
、
以
後

第七節

も
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

jll: 近！？止すご新ill!

資料：勾JI戸rP史」資料2
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飛
脚
問
屋
の
活
動

飛
総
問
屋
の

灘
官
一
届
け

近
叶
い
の
通
信
方
法
と
い
え
ば
、

く
は
害
状
を
院
接
人
に
託
し
て
相
手
に
伝
え

い
う
ま
勺
も
な
く
、

る
の
が
努
通
で
あ
っ
た
。
こ
の
伝
達
者
は
一
般
に
飛
脚
と
よ
ば
れ
、
そ
れ
を
専
門
に
す
る
業
者
も
現
れ
た
。

一
方
村
内
に
は
、
村
政
上
の
情
報
を
村
氏
に
伝
え
る
役
割
合
」
も
つ
「
あ
る
き
」
が
い
た
。

「
あ
る
き
い
は
、
村
か
ら
若
干
の

給
付
を
受
け
、
主
に
村
役
人
の
指
示
に
よ
っ
て
、
村
吹
叫
ん
口
や
行
事
そ
の
他
の
伝
述
を
う
け
も
っ
て
い
た
。

領
主
か
ら
の
触
れ
書
な
ど
は
、

藩
飯
で
は
大
庄
屋
、

幕
府
領
そ
の
他
で
は
組
合
村
を
通
じ
て
、

村
継
ぎ
に
伝
述
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
代
官
所
や
泰
行
所
か
ら
特
定
の
村
あ
て
に
出
さ
れ
る
通
知
書
な
ど
は
そ
の
役
所
の
用
迷
や
御
用
宿
な
ど
か
ら
伝
達

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
も
っ
と
も
幕
府
は
、
出
先
機
関
と
の
連
絡
に
宿
駅
を
泊
、
ず
る
つ
継
ぎ
飛
脚
し
の
制
を
設
け
、
ま
た

部
の
大
藩
で
は
、
江
戸
と
領
地
を
結
ぶ
情
報
伝
達
に
「
大
名
飛
脚
し
と
呼
ば
れ
た
内
前
の
飛
脚
を
も
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ

る

一
般
民
間
の
通
信
の
場
合
は
、
府
援
人
に
依
頼
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
政
リ
門
業
者
で
あ
る
町
飛
脚
犀
も
利
則
さ
れ
た
。

」
の
町
飛
脚
は
一
近
世
通
信
網
の
特
色
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

川
飛
脚
は
、
大
坂

江
戸
の
三
部
を
中
心
に
、

江
戸
時
代
前
期
に
起
こ
っ
た
。

初
期
の
こ
ろ
は
預
か
っ
た
苫
状
を
瓜
接

持
参
し
て
手
渡
す
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
送
り
の
場
合
な
ど
は
持
参
し
た
帯
状
を
人
通
り
の
多
い
日
本
橋
辺
で
誌
に
ひ

ろ
げ
て
見
せ
、
相
手
に
手
渡
し
た
と
い
う
。
通
信
長
の
多
さ
や
重
要
性
か
ら
、
こ
の
二
a

部
の
飛
脚
隠
は
五
い
に
連
時
し
て
営
業

422 :,t]:jll：任会の！長IJll第ご＿1'j;:



ず
る
よ
う
に
た
り
、
そ
の
な
か
か
ら
寛
文
四
年
（
二
ハ
六
回
）
以
後
幕
府
一
部
機
関
の
公
用
使
も
川
引
き
受
け
、
道
中
馬
継
ぎ
の
鑑

111: )!:i: 

札
も
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
定
飛
脚
仲
間
が
、
そ
の
中
核
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
。
定
飛
脚
は
時
期
に
よ
っ
て
仲
間
に
移
動
が

と
し
て
、
江
戸
に

あ
る
が
、
一
本
保
前
後
に
は
江
戸
で
八
店
、

こ
Z
戸、

イノ

Hjz
三
店
ほ
ど
が
仲
間
を
組
み
、
こ
の
仲
間
外
に
も
江
戸
j
大
坂
潤
の
飛
脚
屋

fffft編m

大
坂
に
も
一
応
あ
っ
た
と
い
う
（
表
出
。
こ
の
定
飛
脚
は
幕
’
肘
公
用
物
・
民
間
委
託
物
を
ま
と
め
て
、

仮
月
一
一
一
度
（
江
戸
は
二
の
つ
く
日
に
山
立
）
往
来
し
た
の
で
三
度
飛
脚
仰
と
も
呼
ば
れ
、
市
一
一
凶
状
の
ほ
か
に
金
銭
や
荷
物
も
運
送
し
た
。

も
ち
ろ
ん
三
部
以
外
に
も
、
飛
脚
陸
は
主
要
街
道
に
沿
っ
て
地
方
へ
も
普
及
し
て
い
っ
た
。

さ
て
、
一
止
徳
年
間
和
国
山
を
め
ぐ
る
や
論
が
江
戸
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、

方
の
当
事
者
で
あ
っ
た
東
尻
池

支
ず
江
戸
の
飛
脚
屋
「
綾
河
町
山

に
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
町
飛
脚
が
利
用
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
江
戸
か
ら
の
書
状
は
、

村
の
江
戸
出
張
村
投
入
と
地
元
村
と
の

交通・ j即日il~Jの民間

JfU肉l仲間一覧表 102

第七節

八
左
衛
門
し
ま
で
持
参
し
て
託
し
て
い
る
、
山
田
鹿
か
ら
は
大
坂
の
つ
か
い
や
町
筋
純

康
問
肥
隆
口
町
一
段
段
段
股

坂
域
向
氷

ふ

1

1白

J
d

ふ
や

lノ
J
t

大

山

和

島

京

木

伏

十

）主張康長左衛門

天満屋長左衛門

尾張屋七兵Ni
'fij¥EEJ屋久左衛門

江戸足惣五郎

多rn段徳右衛門
天満屋台右衛門

}j~ 屋佐兵衛

N1:m E三十布jf!Jfll]
江戸際茂右衛門

越市J殴X.lc:iむjlr]

かめや小左衛門

j首長辰吉兵衛

機

町一一一

γ
目
灘
毘
仁
兵
衛
」
に
送
ら
れ
る
、
灘

n料：「烏窓V己主1衛門省i[ji＂；録，， F飛i関！手I'
llf1総まくり」

か
ら
さ
ら
に
つ
伏
見
堀

了
ヨ
ヱ
ご
反
喬

…

l
p
v
、1
4

北
九
月
野
倒
産
弥
兵
衛
へ
相
届
け
、
犬
よ
り
夜

所
へ
飛
脚
に
て
着
け
申
し
侠
し
と
い
う
手
順

で
み
の
っ
た
と
い
う
。

わ
ざ
わ
ざ
こ
う
し
た
こ

と
を
記
録
し
て
い
る
の
は
、
当
が
者
に
と
っ

て
も
数
少
な
い
経
験
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

」
の
江
戸
の
山
田
鹿
と
大
坂
の
灘
監
は
い
ず

423 



れ
も
当
時
の
定
飛
脚
仲
間
に
は
そ
の
名
が
み
え
、
ず
、
仲
間
外
の
町
飛
脚
康
で
あ
っ

」
の
時
江
戸

1
東
尻
池
村
防
の
書
状
は
、

出
し
た
日
を
今
日
め
て
お
よ
そ
一
…
日
目
に
防
い
て
い
る
。

市
域
の
灘
地
方
が
、
澗
や
絞
り
仙
の
江
戸
向
け
産
地
と
し
て
発
達
し
は
じ
め
る
と
、
当
然
江
戸
と
の
通
信
の
必
要
性
が
高
ま

り
、
常
度
も
濃
く
な
っ
て
、
大
坂
の
飛
脚
間
援
で
は
、
灘
地
域
へ
の
直
接
配
達
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
江
戸
の
定
飛

脚
問
屋
の
つ
’
品
屋
佐
右
衛
門
家
戸
録
」
に
も
、
灘
向
け
の
金
銭
飽
届
け
、
書
状
政
触
れ
に
つ
い
て
、

新
川
小
の
井
瓦
郎
兵
衛
殿
・
な
だ
菊
鹿
新
右
衛
門
殿
御
世
話
に
て
、
配
長
兵
衛
直
届
け
を
は
じ
む
、
金
百
前
五
匁
づ
与
な

り
し
が
、
大
坂
や
右
の
同
け
取
り
山
中
さ
ざ
る
故
、
問
中
（
本
保
十
一
一
一
年
）
の
比
よ
り
無
貨
な
り
、
配
長
兵
衛
と
い
へ
る
は
、

な
だ
酒
屋
衆
初
り
の
比
通
ひ
、
其
ぜ
っ
脇
浜
た
ど
や
久
山
郎
殿
・
五
百
崎
山
路
十
兵
衛
殿
な
ど
の
人
止
嫌
に
て
、
吉
田
・
松

浦
な
ど
段
々
仕
出
し
に
て
、
（
中
略
）
一
万
文
の
比
よ
り
此
方
思
ひ
付
い
て
、

一
了
新
左
衛
門
な
ど
の
な
だ
礼
の
初
り
し
比
、

こ
れ
こ
れ
喜
平
二
様
に
手
前
日
以
那
が
礼
に
ま
い
ら
れ
た
と
い
ひ
し
を
お
ぼ
え
た
り
、
全
株
あ
し
述
者
に
て
、
兵
時
州
立
で
十

史
の
処
を
配
り
ふ
れ
し
て
、

日
か
へ
り
し
た
り
し
も
の
な
り

と
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
酒
造
業
者
な
ど
得
意
先
へ
は
、
事
保
・
一
万
文
こ
ろ
以
後
、
江
戸
か
ら
の
定
飛
脚
使
は
直
接
附
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

方
、
こ
の
頃
早
飛
脚
と
称
し
て
、
速
述
使
を
始
め
る
者
が
現
れ
、
元
文
問
年
（
一
七
三
九
）

一
い
刷
出
飛
脚
仲
間
で
は
、
こ
れ
を

仲
間
内
に
広
げ
て
柳
屋
嘉
兵
衛
に
詰
け
負
わ
せ
、

つ
い
で
一
平
和
一
一
一
年
（
一
八
O
一
一
一
）
に
は
、
円
十
飛
脚
使
を
扱
う
例
患
を
仲
間
持
ち

の
会
所
と
し
て
、
月
に
一
八
度
の
使
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
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村
に
届
い

た
飛
榔
使

天
明
二
年
（

七
八
一
一
）
幕
府
ば
、
こ
の
仲
間
に
定
飛
脚
株
を
免
許
し
、
冥
加
金
を
上
納
さ
せ
る
反
面
、
飛
脚
使

し
か
し
こ
の

近

り
ぬ
継
ぎ
に
停
滞
の
な
い
よ
う
に
と
い
う
道
中
奉
行
の
触
れ
を
街
道
の
各
宿
場
に
下
し
て
い
る
。

宿
継
ぎ
の
停
滞
と
、
利
用
者
の
日
時
短
縮
の
要
望
と
は
以
後
も
長
く
課
題
と
し
て
残
っ
た
。
そ
の
後
仲
間
内
で
は
、
写
和
一
一
一
年

料
金
な
ど
の
体
系
を
細
か
く
定
め
た

自主史編日i

に
仲
間
定
法
を
定
め
、

つ
い
で
文
化

（一八
O
Jハ
）
に
は
、
逓
送
の
日
限

新
し
い
飛
脚
仕
法
を
実
施
し
て
い
る
（
表
例
）
。

こ
の
新
仕
法
帳
は
、
そ
の
得
意
先
で
あ
る
灘
の
酒
造
家
に
も
往
々
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
江
戸
・
大
坂
開
の
も
つ

交通・通傍納の展開第七節

江戸・大坂間の飛脚料金
（文化3年（1806))

表 103

金｝
 
t
f
 

物'" rm 類穂ヤ児｛
 

金 41：：可2分
匁
3良 l
0.4 

0. 2 

55 

15 

11 

45 

15 

6. 5 

訴状1通（300匁まで）

1'!1'状 Ij滋（ 10匁まで）

設状 1j滋（ 10匁まで）

設状 1通（ 10匁まで）

金 100ji!ij 

金 100p!ij 

金100jjlij 

荷物 l貫目

荷物1食1:1

荷物 1食II

4 El ~Jiミワ fl::sl:

6 El I浪り空宇使

10 lヨ限り幸俊

立立 主幹 ｛挺

61ヨ｜浪りさ幹使

10 El限りさド使

j)['. 空宇 使

6日i>Rり当主｛従

10 El i浪りヨド使
主主 宰 ｛児

と
も
速
い
使
は
四
日
目
に
到
着
す
る
が
、
い
わ
ば
特
別
仕
立
て
な
の
で
、

料
金
は
荷
重
一
二

O
O匁
（

二
五
グ
ラ
ム
）
ま
で
金
問
尚
二
分
（
銀
約
二

八
八
匁
）
か
か
る
。
当
時
で
も
米
に
し
て
お
よ
そ
五
石
ほ
ど
の
締
格
で

〉
‘
，

o

皮
y？

も
し
日
限
を
き
ら
な
い
普
通
便
で
送
る
と
、
荷
重
一

O
匁
（

七
・
五
グ
ラ
ム
）
ま
で
料
金
は
銀

0
・
二
匁
で
す
む
と
い
う
料
金
体
系
に

な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
実
際
に
残
さ
れ
て
い
る
害
状
を
み
て
み
る
と
、
飛
脚
鹿
の
名

資料：「柴汀1家文m」

印
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
飛
脚
犀

の
名
印
が
な
い
も
の
の
う
ち
に
は
、
お
そ
ら
く
家
人
や
知
人
、
雇
い
人

な
ど
飛
脚
麗
以
外
の
人
に
委
託
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。
商
売
上
の
通
信
は
飛
脚
盤
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
飛
脚
患
の
付
け
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た
目
印
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
神
戸
村
松
屋
の
例
で
み
て
み
よ
う
。

松
践
は
、
酒
造
と
廻
船
業
を
営
む
有
力
商
人
で
、
そ
の
取
引
先
は
、
大
坂
は
も

神戸村紙屋へ届いた諮状

わ
ろ
ん
江
戸
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
松
屋
宛
書
状
の
う
も
、
江
戸
か
ら
の
分
に
は
、

「
悶
十
序
」
と
か
「
正
六
日
限
」
と
か
の
印
を
押
し
た
も
の
や
、
「
凶
日
限
」
の
赤
い

抑
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

「
閉
臼
限
」
は
特
別
仕
立
て
の
速
達
使

で
あ
り
、
自
印
に
赤
札
が
つ
け
ら
れ
る
。

日
限
｝
に
は
、
特
別
仕
立
て
と
幸

使
（
他
の
仕
立
て
使
に
付
加
す
る
、
つ
い
で
の
使
）
と
が
あ
る
。

は
日
限
は
き

め
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
速
い
幸
便
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

写真 99

出
状
に
押
印
さ
れ
た
飛
抑
屋
の
名
前
は
、

送
付
な
引
き
受
け
た
飛
騨
屋
に
ち
が

、
：
、
O

B
U
φ
／
白
、
L
V

た
と
え
ば
、
江
戸
発
信
の
書
状
一
通
に
つ
大
坂
平
野
橋
東
詰

ff 
j二：

度
飛
脚
毘

尾
張
屋
台
兵
衛
」
と
「
堂
嶋

印
の
抑
ふ
さ
れ
て
い
る
の

車
源
L

の

が
あ
る
の
尾
張
毘
吉
兵
衛
は
定
飛
脚
仲
間
の
一
人
で
あ
る
か
ら
、
尾
張
屋
が
江
戸

も
の
で
あ
ろ
う
。
江
戸
か
ら
の
使
で
｛
堂
嶋

か
ら
の
送
付
を
受
け
持
ち
、
大
坂
か
ら
は
地
方
送
り
の
た
め
に
、
さ
ら
に
こ
れ
を
堂
嶋
の
車
産
源
右
衛
門
を
通
じ
て
送
付
し
た

事
一
政
L

と
印
の
あ
る
の
は
こ
の
方
法
で
送
付
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
大
坂

発
信
の
書
状
で
「
堂
嶋

取
源
L

と
あ
る
の
は
、
小
限
接
取
麗
源
右
衛
門
ヘ
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
比
較
的
に
近
距
離

J
J
〉
、

川

vjHν

た
と
え
ば
御
影
村
発
信
の
害
状
は
、
御
影
村
に
存
在
し
て
い
た
泊
飛
脚
屋
を
通
じ
て
送
ら
れ
て
い
る
。

松
葉
屋
」
河
印
の

ま
た
、
明
石
落
新
団
組
大
庄
麗
須
藤
家
へ
届
け
ら
れ
た
書
状
の
な
か
に
は
、
こ
の
「
車
源
」
と
「
問
問
お

426 近世！：副司会の傑IJUm三主主



i止

押
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
Q

紙
業
屋
が
切
石
で
こ
の
書
状
を
中
継
し
て
配
達
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

交通.！副首紛の後Bf.l第七節

グ（総合調ままj好）早飛！郎（泊ブ1米ブ'J）ネットワ
油
方
米
方
早
飛

脚
の
通
信
網

こ
の
「
車
源
」
ゃ
っ
御
影

近

rrl1 
11~ 
IV~J 
L 

つ
明
石

絞
薬
屋
｝
な
ど
は
明
ら
か
に
地
方
的
な
飛
脚
麗
で
あ
る
。

一
一
一
邸
周
辺
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
的
な
飛
脚
屋
が
か
な
り
の
数
存
夜
し
て
い
て
、
飛
脚
監
の
通
信
網
を
形

成
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
灘
地

!tt災者同日l

j
 

f
l
J
Y
 

ド
レ
ト
，

｛’FJ':JIM 

長兵衛

半iて1</!/i
1J1 

折陵高一向；

藤井治政

i会銀箆新右衛門

米民栄三郎

fiilj前箆徳之介
行部屋友二良｜；

術後底的五郎

f科医磯子Jy

三三好段来日h
EEi中！i'±r＋虫ll
御手洗昆武友1i!J11日

山

前

山

会

辺

掛

谷

山

道

品

開

. (!Iii 
｜話j

板

そ iJll 

欠

lあi
0) 
I It!: 
｝ムー

下

事殴源右j{/jflう

ことiii：民家助

作殴 m;'r 
江線以降久七

小倉鼠茂兵衛

問尾原 （）十兵衛

演m キ！J 1111長所

名LU厚手！JIミjl!J
名Ill段科目）J

上l五辰徳二郎

小嶋民主喜兵衛

問尾監武兵俗

表 104

新設家庭万二郎

い
弘
前野

Jj，，（段

大木鼠

>1~ 原

没； Ji:;

尼崎

1己的
'!!'& ~1!: 
今 j•jt

f!Ji 官

古木

t!,~ 自／，f

御影

新在家

事JI pi 

兵 J!li

:)/-: 

野

：和泉
佼野

氏塚

J'iLftllll 

主界

官立

；
 

い汀
i

間
前

主it

他

主'L~~露店そ 災被

米段弥兵i!IJ

米陸 fJf右衛門

JI日現屋治虫ll右衛門 i
おll箆治右衛門
東段卯兵衛

苓妥段勝助

水＊riW設す兵衛

tt門尿 iJ!J' －じ
鍵 §'}. H燦ヨ玉虫ll
菊 fil Jむ入

切Jl日

本 Lt
}J!ll!Y J 11 

三木

小野

加東

大内

閣恨

姫路

貨12各

事
問
L
キ
4

i答

方
で
水
車
業
を
営
む
岡
本
村
の
井

上
家
に
、
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、

「
定
飛
脚
関
展

11, 

i崎

工ゃこ、つ

φ
J
φ
J
兵
、

利
兵
衛
い
が
、
得
意
先
に
渡
し
た

と
み
ら
れ
る
「
金
銀
手
形
害
状
通
」

が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
「
油

ブ1

F
A

、41
J

汁
1
4
4
ノ

早
飛
脚
L

と
し
て
、

前
記
一
i

堂
嶋

車
庫
源
右
衛
門
L

を
は
じ
め
、
堺
・
岸
和
田
・
貝
塚

資料： r;t~上家文主ci'J

尼
崎
・
間
宮
・
魚
崎
・
御
影

神
戸
・
兵
庫
・
明
石
・
加
古
川

担
路
か
ら
、
岡
山
・
…
福
山
・
尾
道

・
広
島
・
下
関
ま
で
飛
脚
患
の
名
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ill中組飛胸J{1中間
（交政元年（1818))

表 105

飛胸I~名

ft~右jf,百flrj

I力兵衛

I )j~主兵衛

官兵衛

安次良

玉子 八

主幹 助

助兵衛

儀兵衛

前
が
列
記
さ
れ
て
お
り
（
表
山
）
、

勺
此
の
外
務
方
組
合
次
所
御
陵
候
L

と
記

曲川
wi
 

兵庫魚都j田r
グ潟II辻ニJ-!llf

グ淡町

神戸西之!llJ

御影西之町

四；~＇：

尼崎築地

明石

大坂堂島浜三了1:1

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
ほ
か
に
も
飛
脚
屋
が
あ
っ
た
と
み
え
る
。
も
ち
ろ

ん
地
域
に
よ
っ
て
、
飛
脚
屋
の
数
に
は
街
度
の
差
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
が
、

資料・「~！~自］家文；＊lJ

こ
れ
ら
地
方
の
飛
脚
田
胞
が
っ
諸
方
組
合
次
所
」
と
し
て
連
携
し
て
い
る
と
す

れ
ば
、
か
な
り
の
通
信
網
を
形
成
し
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
な
だ
や
（
名

在所

倒
産
・
灘
隊
）
利
兵
衛
の
発
行
し
た
案
内
書
に
は
、
定
飛
脚
問
屋
I
C
し
て
、
一

般
の
ぷ
国
向
け
使
を
扱
い
、
毎
日
正
九
ツ
時
限
り
に
大
坂
向
け
、
夜
四
ツ
時

限
り
に
夜
出
朝
入
使
を
発
送
す
る
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
年
間
を
通
じ
て
約
一
一
一

O
日
の
休
日
が
あ
る
。

こ
の
通
信
網
の
な
か
で
、

市
域
に
は
魚
崎
（
な
だ
や
利
兵
衛
）
・
青
木
（
悶

出
張
所
）
・
御
影
（
な
だ
や
利
助
）
・
新
在
家
（
上
聞

同
僚
徳
二
郎
）
・
伸
一
戸
（
小
嶋
原
詩
兵
衛
）
・
兵
庫
（
西
尾
良
武
兵
衛
）
の
六
カ
所
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
灘
の
酒
造
・
水

車
（
油
絞
り
米
aU
附
き
ほ
か
）
な
ど
の
地
元
産
業
や
、

を
自
ら
っ
油
方

廻
船
業
・
諮
問
屋
な
ど
商
業
活
動
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
る
、

こ
の
飛
脚
網

えと
方

早
飛
脚
L

と
称
し
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
得
意
先
と
の
関
係
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

飛
脚
康
と
得
意
先
業
者
と
の
関
係
と
い
う
こ
と
で
は
、
飛
脚
犀
が
特
別
の
組
を
結
成
し
て
、
特
定
の
得
意
先
と
の
連
携
を
強

め
、
営
業
の
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
例
も
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
山
中
純
飛
脚
仲
間
は
、
大
坂
・
尼
崎
・
間
宮
・
御
影
・
神
戸

・
兵
庫
・
明
石
の
九
軒
の
飛
脚
屋
が
結
束
し
て
、
届
け
日
限
の
厳
守
や
紛
失
の
際
の
金
銭
保
証
を
か
か
げ
て
得
意
先
と
飛
脚
引

請
け
契
約
を
結
ん
だ
り
、
繋
が
り
の
あ
る
大
坂
両
替
砲
の
名
簿
を
配
付
し
た
り
し
て
活
動
し
て
い
る
（
表
出
。

ま
た
兵
路
の
米
市
場
仲
良
業
者
の
場
合
は
、
営
業
上
の
必
要
か
ら
特
別
の
飛
脚
使
を
有
し
て
い
た
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
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こ
の
業
者
仲
間
で
は
、
兵
路
で
も
米
市
を
た
て
て
い
た
か
ら
、
全
国
の
米
相
場
の
中
心
で
あ
る
大
坂
堂
島
の
相
場
情
報
を
入
手

す
る
た
め
、
特
定
の
者
と
飛
脚
契
約
を
結
ん
で
い
た
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
舗
で
は
、
摂
津
西
成
郡
大
仁
村
百
姓
忠
兵
衛

と
上
福
島
村
大
和
麗
伝
吉
と
の
間
に
、
毎
日
米
相
場
の
早
飛
脚
を
た
て
る
こ
と
を
契
約
し
て
い
る
。

4 

有
馬
温
泉
と
湯
山
町
の
動
向

町
年
寄
の

町
政
選
営

湯
山
街
道
の
温
泉
町
で
あ
る
湯
山
町
の
町
政
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
部
分
、
が
多
い
。
建
久
一
一
年
（
二
九
一
）
一

月
に
吉
野
の
僧
仁
西
が
、
有
潟
混
内
水
な
再
興
し
た
時
に
、

一
二
人
の
人
達
が
仁
川
間
に
従
い
、
有
馬
温
泉
の
復
興

に
尽
力
し
た
と
い
う
。

一
二
の
坊
会
（
北
／
坊
（
兵
衛
）
・
池
／
坊
・
下
大
坊
・
茅
ノ
坊
・
横
ノ
坊
・
中
ノ
坊
・
中
放

I)) 

一
一
人
が
、

坊
・
上
大
坊
－
A

内
ノ
坊
・
奥
ノ
坊
・
二
階
坊
・
氾
ケ
仙
川
坊
）
を
建
て
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
真
偽
の
程
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
十
二

人
の
人
た
ち
の
子
孫
が
、
湯
山
町
の
年
努
衆
と
し
て

定
の
特
権
を
保
持
し
て
い
た
。
例
え
ば
、

月
二
日
の
湯
の
入
り
初
め

交通・通信網の渓IJ自

に
、
十
二
家
所
と
し
て
一
定
の
役
割
を
持
っ
て
い
た
。

ま
た
、
近
世
初
期
に
は
分
家
し
て
、
二

O
坊
に
増
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二

O
坊
の
う
ち
、
段
限
時
代
に
諮
問
福
寺
と
と
も
に
湯
山
町
の
代
官
役
を
勤
め
た
の
が
、
地
ノ
坊
（
余
出
家
）
と
爽
ノ
坊
（
河
上
家
）

で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
、
余
白
家
・
河
上
山
本
の
優
位
は
続
き
、
町
年
寄
役
を
代
々
踏
襲
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

七
五
五
）
に
「
年
寄
下
役
年
中
覚
書
L

が
定
め
ら
れ
、
湯
山
町
で
行
わ
れ
る
諸
行
事
の
催
し
方
・
費
用
や
、
こ

五
年
（

第七節

の一一

O
家
の
人
々
の
役
割
等
に
つ
い
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
湯
山
町
に
も
新
興
町
人
が
台

頭
し
、
旧
来
の
開
発
町
人
の
特
権
が
次
第
に
侵
食
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
状
況
を
少
し
で
も
回
復
し
よ
う
と
し
て
、
二

O

昨一近百震災総阻429 



湯山田Iの町年寄の変遷表 106

点字 4(1687) 

1己＊＊ 6(1693) 
// 9 (1696) 

。15(1702)
主永 1(1704)

本保 6(1721)

グ 12(1727)

グ 15(1730)

川女 5(1740)

党保 2(1742)

グ 3(1743) 

延本 3(1746) 

// 4(1747) 

究延 3(1750) 

グ 4(1751)

定勝 3(1753)

グ 5(17 55) 

グ 10(1760) : 

（泊7 ＇.！：（保 2 年百姓f~市Jll15掠if"l. ＇.！：（£長 3年J:f主主代将liお衛l"l，延立3年1=1主E惣代；n・
Jll右衛門，延ミ主4年頭百姓抱；／5術r'l.1＇：＼延 3年惣代市郎:ti衛門

池坊1L言f右衛門
首｜｝ 九兵衛

下‘大VJ庄右衛門
奥坊三｜三六

グ 川崎＊吉i兵衛

河内段三郎左衛門 か

孫右衛門

容：

i戸）ド

池坊又お符Jll日

ノ

／

ノ

J

J

J

 

」，
ノ、よりJ=is 

// 

,, 

家
の
人
々
が
結
束
を
悶
め
よ
う
と
し
た
も
の

か
も
し
れ
な
い
。

湯
山
町
の
「
年
賀
皆
済
問
録
」
に
よ
っ
て
、

点
享
四
年
（
一
六
八
七
）
か
ら
宝
暦
十
年
ま
で

の
町
年
寄
の
変
遷
を
示
す
と
、
表
山
の
よ
う

に
な
る
。
苓
保
十
五
年
（
一
七
一
一
一

O
）
ご
ろ
か

ら
元
文
凶
年
（
一
七
一
一
一
九
）
ま
で
、
町
年
寄
が

人
に
な
っ
た
以
外
は
、
町
年
寄
は
二
人
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、

い
ず
れ
も
が
ニ

O
坊
の

係イ二ifliJl1う

名

れ
け
J

I
f
l
，v
 

山
山

’h
1
 

1
↓

P
 

1
7
 

奥／／ 

// 

’F 

で
あ
り
、
開
発
町
人
と
し
て
二
一
必
の
地

位
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

党
保

（
一
七
回
二
）
か
ら
寛
延
一
二
年
（
一
七

l
 
f
 

部J

円
川
J

N

H

J

口
ド
e

s

H

u

r

l

J

J

J

 

F

i

 

i

J

z

 

f

i

 

－－

4
1
 

J
A
B
J
x
q
 

一
一
一
グ
父
グ
仰
げ

五

O
）
ま
で
の
間
は
、

町
年
寄
と
と
も
に
百

f本所

代£f 

名
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
幕
府
に
よ
っ
て
年
京
増
徴
策
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
時
期
に
相
当
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に

姓
の
代
表
者
一
名
が
、
年
其
皆
済
目
録
に
署

よ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
湯
山
町
は
、
上
ノ
町
・
下
谷
町
・
上
道
町
・
中
ノ
町
・
寺
田
町
・
薮
之
内
町
・
上
谷
町
・
札

ム
ハ
町
か
ら
成
っ
て
い
た
。

之
町
・
鍛
冶
町
・
馬
場
崎
町
・
天
神
町
・
上
菩
提
町
・
北
之
町
・
瓢
徳
町
・
大
蔵
町
・
紘
一
十
屋
町
の
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各
々
の
町
に
は
年
行
司
一
名
が
陵
か
れ
、
町
年
寄
の
一
ト
で
湯
山
町
の
町
政
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
。

ま
た
、
天
明
八
年
（
一
七
八
人
）
五
月
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
家
数
は
四
八

で
、
人
口
は
一
九

O
九
人
、
前
述
の
宝
永
七
年

（
一
七
一

O
）
の
家
数
五
六

O
軒
、
人
口
二
六
一
一
一

O
人
に
比
し
、
減
少
し
て
い
る
。

町
入
用
銀

出
入
一
件

事
保
五
年
八
月
六
日
に
、
年
寄
奥
坊
半
十
六
の
不
正
を
六
カ
条
に
わ
た
っ
て
湯
山
一
六
カ
町
の
町
人
・
百
姓
が
訴

え
た
事
件
の
裁
許
が
あ
っ
た
。
町
人
た
ち
は
、
肉
入
用
銀
や
そ
の
他
の
掛
り
銀
等
、
が
高
く
な
り
、
そ
れ
を
半
六

が
私
用
し
て
い
る
と
訴
え
た
が
、
裁
許
で
は
、
物
価
の
上
昇
、
新
銀
の
通
用
等
で
入
用
銀
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
半
六
が
徴
収

銭
安
｝
私
用
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
と
し
、
町
人
－

R
姓
の
訴
え
を
全
て
事
実
無
根
と
否
定
し
て
、
代
表
五
人
が
手
錠
の
読
を
受

け
、
半
六
も
こ
の
騒
動
の
責
任
を
と
ら
さ
れ
て
退
役
し
、
息
子
の
幸
右
衛
門
に
年
寄
役
が
申
し
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

裁
許
の
申
渡
覚
に
は
、
当
時
の
湯
山
町
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
興
味
深
い
ん
や
柄
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

）
 
1
 
（
 
）
 

今〆（
 
元
禄
八
年
（

六
九
五
）
に
大
火
が
あ
り
、
間
十
六
年
に
は
問
中
残
ら
ず
類
焼
す
る
と
い
う
大
火
が
あ
っ
た
こ
と

宝
永
一
万
年
に
前
年
の
大
火
で
焼
失
し
た
湯
麗
・
小
風
呂
止
を
、

に
揚
り
場
、
な
普
請
し
た
こ
と
。

さ
ら
に
正
徳
五
年

交通・通俗網の民間

（
一
七
一
五
）
に
小
風
呂
を
披
閲
読
し
た
こ
と
。
ま
た
こ
れ
ら
の
費
用
も
町
全
体
と
し
て
負
担
し
て
い
た
こ
と

(3) 

薬
師
堂
や
小
宮
の
普
誌
は
町
全
体
と
し
て
負
担
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
薬
師
堂
の
饗
銭
箱
は
年
寄
の
管
理
下
に
あ
り
、
そ

の
高
は
毎
年
一
一

O
O貫
文
余
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
二
一
一

0
1凶
O
文
余
で
あ
る
こ
と

前
の
年
寄
の
岸
下
叉
右
衛
門
の
時
の
元
禄
八
年
か
ら
宝
永
元
年
ま
で
に
、
町
入
用
銀
の
不
足
銀
高
が
一
一
七
貫
一
七
五
匁
八

A
仏
寸

分
五
厘
あ
り
、
半
六
が
年
寄
に
就
任
し
て
か
ら
も
町
入
用
銀
の
不
足
分
を
地
下
借
銀
と
し
て
処
理
し
、
一
苓
保
四
年
に
は
一
一
一

第七節

O
賞
自
余
り
に
達
し
て
い
た
こ
と
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等
々
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
年
支
の

割
付
が
町
年
寄
や
各
町
の
月
行
事
た
ち
だ
け
で
行
わ
れ
、
湯
山
町
の
町

人
・
百
姓
た
ち
に
十
分
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
地
下
借
銀

明治j切の有潟源泉

が
巨
額
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
不
信
感
を
募
ら
せ
た
こ
と
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
る
。天

明
八
年
の
人
口
は
、
宝
永
七
年
に
比
べ
、
七

人

溺
山
町
の

窮
状

減
少
し
、
七

了
六
%
と
な
っ
て
お
り
、
湯
山
町
の
哀

写J,2~ 100 

微
を
う
か
が
わ
せ
る
。
十
大
明
七
年
十
二
月
に
湯
山
町
の
馬
場
崎
町
・
天

神
間
・
鍛
冶
町
・
大
蔵
町
の
四
カ
町
の
高
持
百
姓
一
四
六
名
は
連
判
し

て
、
大
坂
鈴
木
町
代
官
所
に
湯
山
町
の
窮
状
を
訴
え
、
年
貢
の
減
免
を

願
い
出
て
い
る
。
こ
の

に
よ
れ
ば
、
混
泉
に
よ
る
被
告
や
娘
、
冷
地

の
た
め
、
他
地
域
の
上
沼
の
半
分
の
収
穫
で
も
豊
作
に
な
る
く
ら
い
の

そ
の
上
、
無
中
止
の
郎
畑
・
家
屋
敷
の
年
寅
を
上
り
い
川
川
（
一
一
五
石
八
斗
一
一
一
升
五
合
入
勺
五
才
）
と
称
し
て
総
高
持
百
姓
で
負
担
し
て
い

土
地
柄
で
、
さ
ら
に
、
ん
何
年
…

1
一
一
割
は
猪
に
よ
る
被
害
が
あ
る
こ
と
、

上
納
し
て
い
る
こ
と
等
窮
状
を
訴
え
、

る
こ
と
、
年
武
の
不
足
分
を
入
湯
の
本
屋
商
売
等
の
利
誌
で
補
っ
て
い
た
が
、
近
年
容
が
減
少
し
、
借
用
銀
で
も
っ
て
年
賀
を

の
引
下
げ
と
石
代
値
段
を
今
後
…

0
年
間
四
五
匁
に
制
定
し
て
ほ
し
い
旨
を
願

1
1

ね
U
T
E、
、
！
え
u
o

t
l
l
u
l
；
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ま
た
問
時
に
、
湯
山
町
誌
の
役
人
に
対
し
て
も
、

カ
条
の
願
書
を
詑
出
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

ト
日
）
コ
リ
〉
↓
1
r
A
7

一
p
e
t
u
一手引

味
、
新
客
匿
の
停
止
、
惣
代
（
町
村
中
火
川
）
の
任
期
を

し

一
人
宛
交
評
す
る
こ
と
、
尼
崎
・
西
宮
・
兵
庫
等
の
駄
貨
を
引

き
下
げ
る
こ
と
等
を
願
い
出
て
い
る
つ
こ
の
結
果
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
当
時
湯
山
町
の
人
た
ち
が
、
年
良
治
加
、
上
り
お

の
負
担
、
湯
治
容
の
減
少
等
で
苦
し
ん
で
い
た
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
湯
山
町
は
、
ど
の
よ
う
に
年
武
を
負
担
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
天
明

年
の
免
定
お
よ
び
皆
済
問

録
か
ら
、
そ
の
状
況
を
み
て
み
よ
う
（
表
川
）
。
安
、
水
八
年
か
ら
天
明
八
年
ま
で
は

0
年
間
の
定
免
の
期
間
に
あ
た
り
、
本
年

は
一
一
一
二
石
余
で
、
全
て
銀
料
、
す
な
わ
ち

石
に
つ
い
て
七
五
匁
余
の
換
算
で
銀
貨
を
納
め
て
い
る
。
本
来
は
現
物
の
米

で
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
ぬ
山
町
と
い
う
祖
泉
場
で
あ
っ
た
の
で
貨
幣
納
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
貢
以
外
の
小
物

成
・
高
掛
三
役
等
、
米
で
賦
課
さ
れ
て
い
る
も
の
も
同
様
に
貨
幣
で
納
め
ら
れ
て
い
る
。
本
年
前
（
以
外
に
、
町
場
に
賦
課
さ
れ

る
地
子
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
子
銀
と
ほ
ぼ
向
額
の
公
用
銀
が
、
河
野
原
・
御
所
坊
・
兵
衛
の
三
軒
か
ら
納
入
さ
れ
て

い
る
。
凶
｝
れ
は
、
湯
山
町
の
中
心
地
に
あ
っ
た
公
用
地
の
使
用
料
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

交通・通信事司の渓開

次
に
、
小
物
成
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
最
も
古
く
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
た
の
は
茶
年
買
で
、
湯
山
町
に
残
さ
れ
て
い
る
設

古
の
寛
文
七
年
（
二
ハ
六
七
）
の
免
定
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
厳
役
銀
は
、
元
禄
一
一
年
か
ら
銀
七

0
・
八
一
一
一
匁
が
徴
収
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
向
十
年
か
ら
六
六
・
七
五
匁
と
減
額
さ
れ
て
い
る
。
山
手
米
の
徴
収
は
、
宝
陪
八
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
、
水
車
運
上
は
、
間
十
二
年
に
銀

O
匁
、
間
十

銀
一
二
匁
と
、
二
つ
の
水
車
の
運
上
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

第七節

水
車
の
用
途
・
規
模
等
は
不
明
で
あ
る
が
、
米
協
き
水
車
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
水
車
運
上
は
、
年
率
明
け
ご
と
に

若
干
増
額
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
宝
勝
十
二
年
か
ら
上
総
の
始
ま
っ
た
水
取
の
場
合
、
安
、
氷
二
年
に
一
一
匁
、
向
五
年
に
一

f¥l: 近！？を史縦羽433 



表 107 天明 Hド 湯山田］の年主主負担

項目 考

石
一」

rdr 

ヲl高
残高

Ilx 米
l;l;l，本免

木知lriX:
外，見取仔l

fド災高

池子方

池子方銀車内

公用銀

政役定約

ヲ長年主主定納

水王手迷上

7］＼王手運！二

I U手米

話11伝馬rs入月1
六尺給

御蔵前入用

J:J :)jミ

仁I ~.良

石高

正i
327. 181 

22.84515 

304.33585 

220. 88 

220. 71 

0. 17 

0. 264 

(221. 144) 

(0. 9) 

(0. 8) 

(0. 196) 

(0. 654) 

(6. 685) 

銀高

匁

16,658.34 

67.8 

2, 998. 73 

2,321 

66. 75 

27 

12. 3 

14.3 

60.26 

14. 76 

49. 26 

49.08 

536.99 

163. 2 

向
間

亥（安永8）より fj!（天明 8）まで，
10カ年定免

免 0.7284内

免 0.1294余

IU 5畝歩 1 J）（につきo.528T:i 
皆銀納 l万につき75.328匁

1石につき 75.328匁

内訳 95.8 匁

534. 75匁

70. 1 匁

2,298.08匁

内訳河野康公用銀 565.5匁

倒Jfifr坊公用銀 1,005. 5匁

兵衛公用銀 750匁

ゅより災まで7カ年季

酉より卯まで7カ年季

I石につき 75.328匁

1石につき 75.328匁

1石につき 75.328匁

介青i‘

I石につき 80.328匁

*(223. 694) 5, 489. 16 I免定の記載
23,039. 77 1皆済目録の記載

（注） 免定では（）を付けた数字が記載されているが，傍淡路録では銀申告にはっている。

ネ ロ米を含まずa
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二
・
一
一
一
匁
、
天
明
一
一
一
年
に

一
・
三
匁
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
O
）
に

六
匁
と
増
額
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

」
れ
ら
の
負
担
の
ほ
か
に
、

幕
府
院
結
領
に
村
尚
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ

f
」
、
再
｝
、

v

l

V

－J
－
 

い
わ
ゆ
る
高
掛
三
役
や
、
代
官
所
の
経
費
と
し
て
村
高
に
応
じ

て
賦
課
さ
れ
て
い
た
口
米
・
日
銀
を
負
担
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

有
篤
温
泉

の
入
初
式

有
潟
温
泉
の
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
今
で
も
多
く
の

人
々
に
楽
し
ま
れ
て
い
る
儀
式
と
し
て
つ
入
初
式
し
が
あ

る
。
現
在
で
は
、
温
泉
市
叩
興
の
忠
人
で
あ
る
行
基
上
人
と
仁
関
上
人
の
木

像
を
御
輿
に
乗
せ
て
、
瓶
泉
寺
か
ら
有
馬
小
学
校
講
堂
に
運
び
、
新
し
い

湯
を
く
ん
で
木
像
に
注
ぎ
、
入
初
め
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
式
場
で
は
、

湯
女
姿
の
芸
妓
一
二
人
が
入
初
め
の
欲
を
歌
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

交通・通信網の展開

の

二
人
と
は
、

坊
そ
れ
ぞ
れ
に
大
湯
女
・
小
湯
女
が
入
湯
客
の
枇

話
を
し
て
い
た
こ
と
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
る
つ

元
日
の
朝
に
は
、
湯
口

こ
の
「
入
初
式
ー
一
な
ど
年
頭
の
様
子
を
、
宝
暦
五
年
の
勺
年
寄
下
役
年
中
党
唯
一
ど
か
ら
う
か
が
っ
て
み
よ
う
。

111. ぽ一際世ミ新IIll

有馬温泉入初式写真 101

松
注
連
飾
り
や
供
物
を
供
え
、
惣
代
・
各
町
の
年
寄
、
寺
院
衆
が
集
玄
り
、
年
礼
を
行
っ
た
。

一
一
日
の
午
後
（
巳
の
上
刻
J
未
の
下
刻
）
に
、
温
泉
寺
か
ら
湯
元
ま
で
行
基
・
仁
西
向
上
人
の
木
像
な
御
輿
に
乗
せ
て
か
つ
ぎ
、

第七節

入
初
式
が
行
わ
れ
た
。
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表 108 有馬瓶泉Ell'l係の写本・阪本等（2)

表 題 fF 者 成立年代 :fil!JJIJ 

有馬1111品fil記追加l 河合？完売宇：保 1(1716) 地誌

有馬温泉手引主主 有馬ーの ！bi :t£f!i~ 2(1717) 地誌

遊馬！Li1昆泉記 深見文岱 Jiilltt 

二fi潟温泉市社1う！そ ヰf .I:~ 1妥 slV. 手保 2(1717) i也誌：

ヰI馬の送記 !Li i緑 i.'i点柳本保15(1730) 紀行；大坂の俳人

削側糊附案内｜大凶脊ト他元文 2(1737) 蹴｜醐元何版

有馬 ill1品泉記 W: IE 超 5cY: 3(1738) i也誌 2た主主広j：叫弘前医
ヰ1.＼！~之日記 i井上布門元文 3(1738) 紀行火坂の俳人

ヰJ潟 j際公ド之i 儲 守 11<1 究延 1(1748）以前 i也誌天ljfj2 ifl写版

有馬おl泉lJJ米 ~ 寛延 3(1750) 地誌

瓶泉名勝誌 i後政義ブ1脱 4(1お1) 池

iぷl泉紀行 吉見本和＇.±＜＇.厭 4(1754) 紀行名1li1-~Ull:J照宮扇町

湯女風俗絵 雪設資i潟三｜三！日房明和 s(1768）頃 絵ITlli! 
肝〆1一一1 e日刊主す Jノザ、命 令J叩Jえ一 狩 野永良 明和 7(1770) 絵悶

有潟たたひi滋 三宅 l!W,i !Li 安永 8(1779) 紀行l近山
有馬日記 ＊路大平 天明 1(1781) 紀行閤学者

有馬i品泉への滋の記 本 fi§・ 大司王 地誌

（法） 程別は， W［羽；~｝総段級』の分綴を袋準とした。

資料：風早向車iirヰ＇］，潟源泉史 1：むと・下，＇ll<Jm総f:J録a

潟 j}( ラー -c で、 る 3汗 食御六町町 II汀」

泉楓をの ま 係有 は の年十を所人 な
紹時 と の馬 業rr でのー供坊ガを 3下菩i~ 札上お
の介 j弱め 版本 i泉昆 年あ ff!J 日し 出 之谷輿御
し にて をる方にてにす IIIJ IHJ 
fこ はみ

類関
迎 。にはいお 」ラー ll!J 喬

も
、
る F乙 」｝ 必 つる し、 と と f,~＼ 下は

の絵 と ｛系 」う回 -c の要紙 。て に決 ;fj』j 谷
、

枚が tzl 、の のいよな総之 羅な ま IIIJ ll!J 子
でよ力段日 や表！坂時たう諸 漢 〈〉 ずコ

、
、 :9"1l

示 絵 108 本 WJ Q に 11長儀し 式て て Jf~ 丑午
しし闘の・の 、 iカ~｛ iJ ~、 し、 お巳反問
たてによ 2-J イ子 1n: が 行た り Ejl 戊未 の
も し、 よ ツ オミ 潟 年湯 整行 オフ

。
、亥年

じ〉 る つ にに j品 湾11 jっ れそ毎王子 ははは
と。てなっ泉jyり

,,, さ れ 、の 瓢 k 北之
し有温るい lilJ れ

、
泊後一箆道、
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て
は
、
主
永
七
年
間
月
の
「
有
馬
山
絵
悶
L

が
あ
る
。
こ

111. 

の
絵
図
に
は
、
有
馬
か
ら
周
辺
の
一
一
一
回
・
船
越
等
へ
の
距

近

離
を
表
示
し
て
い
る
。
元
文
二
年
の
勺
摂
州
有
馬
細
見
悶

j笈史書誌面

独
案
内
」
は
、
大
岡
春
ト
が
有
馬
温
泉
に
入
湯
の
節
に
描

い
た
草
稿
を
誌
に
、
弟
子
の
法
橋
江
阿
弥
卜
信
が
清
書
し

ゴミ永711~有潟1LJ絵!ZI

た
も
の
で
あ
る
。

春
ト
（
二
ハ
八
0
1
一
七
六
一
一
一
）
は
、

ブミ

坂
の
人
で
、
狩
野
派
を
学
び
、
副
家
と
し
て
だ
け
で
な
く

「
一
間
巧
潜
覧
！
一
一
i

明
朝
紫
硯
」

の
多
く
の
版
本
を
刊
行
し

て
絵
到
の
発
問
問
に
寄
与
し
た
人
物
で
あ
る
d

有
馬
の
絵
関

の
下
に
は
、
術
展
と
湯
女
の
名
前
が
、

一
ノ
湯
・
二
ノ
湯

写真 102

ご
と
に
列
記
さ
れ
て
お
り
、
史
料
と
し
て
も
興
味
深
い
Q

問
問
和
五
年
（
一
七
六
人
）
ご
ろ
に
は
、
浮
欧
絵
師
、

斎
何
本
日
間
房
が
、
御
所
坊
や
兵
衛
の
湯
女
を
描
い
て
い
る
。

「
湯
女
風
俗
絵
売
所
、
有
馬
小
山
屋
源
八
…
と
あ
り
、
有

応
蹴
泉
の
湯
治
容
の
土
産
用
に
、
湯
女
の
一
昨
欧
絵
が
売
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
地
誌
の
ほ
か
に
、
今
日
の
観
光
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案
内
閣
や
絵
業
者
に
相
当
す
る
も
の
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
有
馬
蹴
泉
の
名
を
広
め
よ
う
と
す
る
努
力
も
行
わ
れ
て
い

る
。
河
上
・
余
問
符
の
有
馬
鼠
泉
開
発
者
の
米
衡
の
人
々
が
、
左
大
阪
九
条
尚
実
に
詩
歌
を
依
頼
し
、

京
洛
の
長
顕
の
刊
を
収

め
、
狩
野
永
良
に
有
馬
六
景
の
絵
を
揃
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
明
和
七
年
の
つ
有
馬
六
長
い
で
あ
る
。
こ
の
製
作
授
と

し
て
狩
野
、
水
良
は
金
五
同
一
分
、
銀
四
匁
七
分
五
庫
、
な
受
け
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
有
馬
祖
泉
が
、
単
に
病
気
の

療
養
を
す
る
湯
治
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
入
湯
に
伴
う
観
光
地
と
し
て
も
発
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

こ
の
時
期
の
文
人
の
著
作
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
居
大
平
（
一
七
五
六
J
一八一一一

〉
一
J
ヲ
戸
J
3
j
コ

u
h
－－
iれ
1
1
2
－nし

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
本
賠
大
川
ー
は
、
悶
学
者
本
賠
由
民
長
の
養
子
と
な
り
、
定
長
の
同
学
の
継
承
・
発
展
に
勿
め
た
人
物
で

あ
っ
た
。
大
一
千
は
、
天
明
元
年
八
月
二
十
日
に
京
都
を
出
て
、
夕
方
に
伏
見
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
船
で
神
崎
に
夜
明
け
ご
ろ
に

着
い
た
。
そ
し
て
伊
丹
中
山
寺

i
川
西

i
船
坂
を
経
て
有
馬
に
着
き
、
九
月
十
円
日
ま
で
滞
在
し
て
い
る
ο

そ
の
間
九
月
一
一

日
の
温
泉
神
社
の
奉
納
相
撲
を
見
た
り
、

四
日
に
は
東
本
額
十
ザ
光
遍
の
入
湯
の
行
列
を
見
物
し
た
り
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
入

湯
中
に
作
っ
た
長
歌
や
絞
歌
も
記
さ
れ
て
い
る
。

5 

名
所
記
の
出
版

『
福
原
餐
銭
h

と

『
兵
庫
名
所
記
』

延
宋
八
年
三
六
人

O
）
一
一
月
十
八
日
か
ら
、
須
磨
寺
で
本
的
や
宋
物
が
開
帳
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
問
、

村
尾
一
風
・
山
田
博
宥
の
二
人
は
、
こ
の
開
帳
時
に
参
詣
す
る
人
々
の

し
る
べ
一
つ
よ
十
フ
い
こ
、
や
刊
誌

；
d

！

〈

1

』

7
1

、，A

中
の
名
所
・
出
跡
を
集
め
た
案
内
書
を
出
版
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
可
福
原
髪
鋭
J

で
あ
る
と
い
う
J
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一
近
枇
で
も
平
い
時
期
の
旅
行
案
内
書
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
名
所
・
旧
跡
の
説
明
は
簡
単
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
和
歌
、
と
く

If!: j立

に
俳
諮
を
添
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
俳
詩
集
の
趣
が
あ
る
。
そ
の
俳
詰
も
沿
道
地
元
作
者
の
旬
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
て
、

内
容
は
、

地
域
文
化
を
考
え
る
う
え
に
も
宜
主
な
出
版
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

｝後rt.:.編Ill

「
神
崎
ー
…
の
渡
し
の
風
景
か
ら
始
ま
っ
て
、
須
磨
に
奈
る
道
中
の
名
所
・
旧
跡
お
よ
そ
九

O
カ
所
、
う
ち
市
域
で

は
山
路
城
耽
・
蒐
原
住
吉
・
笠
松
原
・
乙
女
原
・
求
塚
・
敏
潟
浦
・
布
引
滝
か
ら
須
際
寺
・
敦
磁
石
椛
・
境
川
支
で
七

O
カ
所

-1±・ を
あ
げ
て
い
る
3

例
え
ば
、
乙
女
啄
で
は
万
葉
集
の
う
な
ひ
乙
女
・
ち
ぬ
男
、
太
平
記
の
小
山
田
太
郎
高
家
討
死
の
こ
と
を
救

っ
僻
舛
蝶
や
神
楽
を
さ
う
し
乙
女
院
ゆ
い
と
い
う
兵
庫
久
遠
寺
日
到
の
旬
を
添
え
て
い
る
と
い
っ
た
形
で
あ
る
。

交通・通信網の民間第じifij

ま
た
須
磨
寺
に
つ
い
て
は
、

っ
上
野
山
一
術
祥
寺
ト
号
ス
し
と
い
う
説
明
だ
け
で
、

句
も
「
笛
竹
の
青
葉
を
ふ
く
や
風
の
音
L

（尚一騎

立
窓
）
の
一
旬
の
み
で
あ
る
。

F兵JJltlヨrrr記』（fj[I分）

関
す
る
案
内
は
、
寺
側
に
参
詣
者
向
け
の
一
枚
制
り
た
ど
が
あ
る
の
か
も
し

工
』
£
、
o

vす
4
4
J
I
、

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
案
内
古
の
出
版
、
が
、
秘
仏
の
開
帳
と
い
っ

た
宗
教
的
行
事
に
触
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
な
お
当
時
一
般
的
に
は
、
旅
行
も

そ
う
し
た
契
機
に
よ
る
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

写真 103

吋
兵
庫
名
所
記
』
は
、
宏
、
氷
七
年
（
一
七
一

O
）
の
刊
行
、
発
行
は
兵
時
の
菊
屋

新
右
衛
門
で
あ
る
。
新
右
衛
門
は
そ
の
目
的
に
つ
い
て
、
俳
識
や
和
歌
の
習
に
加

え
て
吋
摂
陽
群
談
ゐ
な
ど
も
す
で
に
肢
に
出
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
大
部
で
利
用

に
不
便
で
あ
り
、
一
梅
原
の
郎
踏
で
あ
る
兵
附
近
辺
に
多
い
名
所
・
旧
跡
を
中
心
に
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し
た
適
当
な
案
内
書
が
要
る
と
桁
感
し
た
と
、
後
書
き
で
述
べ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
そ
の
内
特
も
、

可
撰
陽
好
談
』
の
よ
う

な
地
一
誌
的
形
態
を
と
ら
ず
、
そ
の
詳
し
さ
も
適
度
に
抑
え
、
名
所
・
旧
跡
ご
と
に
説
明
を
加
え
て
、
関
係
の
和
歌
を
引
用
す
る

と
い
う
簡
潔
な
案
内
書
の
内
特
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
例
え
ば
菟
原
住
吉
の
項
で
は
「
此
の
所
茶
屋
数
多
あ
り
し
と
記
し
、
あ
る
い
は
檎
木
正
成
の
墓
碑
の
よ
う
に
、
当
時
の

新
事
跡
に
つ
い
て
も
絵
入
り
で
碑
文
ま
で
紹
介
す
る
な
ど
、
名
所
・
旧
跡
と
い
え
ば
歌
枕
か
、
古
典
に
み
え
る
故
地
と
い
う
当

時
の
趣
向
を
背
景
に
し
な
が
ら
も
、
新
事
跡
も
取
り
入
れ
、
実
用
と
趣
味
を
兼
ね
た
旅
行
用
名
所
案
内
を
日
指
し
て
い
る
。
近

此
後
期
に
機
行
す
る
い
わ
ゆ
る
絵
入
り
名
所
記
の
先
駆
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
東
は
西
宮
か
ら
兵
膝
は
も
ち
ろ
ん
聞
は
須
磨

ま
で
、
菟
原
・
入
部
阿
部
に
わ
た
っ
て
お
よ
そ
一
間
七
項
、
う
ち
市
域
に
関
す
る
分
は
一
一
問
項
が
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
摂
津
名
所
図
会
』
と

吋
播
磨
名
所
巡
覧
図
会
』

名
所
記
と
い
え
ば
、
宏
、
氷
J
寛
政
期
に
か
け
て
次
々
と
刊
行
さ
れ
た
『
浪
花
の
な
が
め
』
『
都
名
所
関

ム
以
内
ι

『
東
海
道
名
所
開
会
』
な
ど
が
す
ぐ
想
起
さ
れ
る
。
市
域
に
関
し
て
は
、
寛
政
八

1
十
年
（
一
七

九
六
J
九
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
内
摂
津
名
所
照
会
』
と
卒
和
三
年
三
八

O
一
一
一
）
版
文
の
吋
橋
際
名
所
巡
覧
図
会
弘
が
最
も
な
じ
み

JUV

今、、。

刊
レ

tu吋
摂
津
名
所
図
会
』
に
は
、

お
よ
そ
一
一
一

O
O項
に
わ
た
っ
て
市
域
（
須
磨
夜
以
来
）
の
い
わ
ゆ
る
名
所
・
山
跡
、
和
歌
に
詠
ま

れ
た
放
地
や
地
元
の
名
産
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
現
主
ん
伝
承
さ
れ
て
い
る
類
は
ま
ず
こ
こ
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
の
う
ち
か
ら
お
典
に
閉
山
す
る
事
跡
を
抜
き
出
し
て
み
た
の
が
表
山
で
あ
る
。
数
の
う
え
で
多
い
の
は
や
は
り
、
万
点
1

家
物
語
』

や
『
源
平
成
田
表
記
お
な
ど
一
千
情
感
や
源
平
の
合
戦
に
ち
な
む
事
跡
で
あ
る
。
伝
承
地
が
古
典
の
記
事
に
み
え
る
場
合
も
あ
る
が
、

義
経
維
木
（
綜
那
村
）
、
能
設
殿
箆
竹
（
人
多
庄
）
、

弁
慶
一
袋
書
き
の
樹
央
政
寺
大
般
若
経
（
附
物
村
）
な
ど
の
記
事
は
古
典
に
も
み
え
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河原兄弟拡旗塚，梶原二度懸所，初！京市都，差ブjどま，築 .~：；，

若狭守経俊fl，経IE琵琶塚，ヲ主の御所！日蹟，内実践，予知T孝弘
｜品物太郎頼プj議，＂1よ通感主主木村源五.J.~，平i,ffi俊裟，平f~＼度塚，

f設衡松，ーの谷，鵜越，熊谷・＇fLiJI一二児暴，放fil'i石塚，多~l二対II

:i:：~尾！日照， H'cl三谷鷲尾IE！尿
長t~：／E定住所，符福寺

幼i

灯蛾2設古蹟，義経推＊，能登殿箆竹，奥］詰刊z，必t¥'lT:i，搬！災；＇）＇
小平和局主答

r↑ト1
 ．
 

所名関係するヨミなi1・g年！

十Iii
111..l 物2家

抗告IE成基，経；厳宝勝禅寺，五『言厳禅寺，迷うた浜，淡Jll.fl判!11111"城，

小U!IH太郎討死（処女%）

同司王太

処女塚，須佼入江，真野篠原，敏馬主llー業万

;{jj引沌ヨ五
口仁Z物勢－r

 
j
 
｛
 

2民！夜mi，光源氏！日跡ヨTi.
＂仁1物氏ー、，1

 

h
o
 

、I

松風・村雨｜日ぬI：，衣懸t.L~

敦盛荻

l'rn) 

主主）

ふ
叫
d

も
V
A

ふ
＆
庁
。
』
j
v

（謡1111

在
々
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
も
の
を
収
録
し
た

｜止

と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
考
誌
を
超
え
た
内
容
は
い

近

か
に
も
近
世
人
の
好
奇
心
の
旺
燦
さ
な
表
し
て
い

E査央総理

る
と
も
い
え
る
。

話
山
に
み
え
る
事
項
も
あ
る
。
松
風
・
村
雨
旧

社
（
村
附
）
や
生
聞
社
の
敦
盛
萩
（
数
綴
）
な
ど
で

あ
る
。
話
出
も
ま
た
当
時
の
教
義
の

つ
で
占
め
つ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

市
域
西
部
の
播
磨
地
域
に
つ
い
て
は
、
宝
暦
五

年
（
一
七
五
五
）
絞
文
の
吋
播
磨
古
跡
考
』
、

明
和

九
年
（
一
七
七
二
）
刊
行
の
『
播
磨
め
ぐ
り
の
記
＼

そ
し
て
前
記
『
揺
磨
名
所
巡
覧
図
会
』
な
ど
が
あ

る
。
も
っ
と
も
当
時
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
地
誌
的

記
録
に
は
、
宝
勝
十
二
年
自
序
の
「
播
磨
鑑
」
が

あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

『
播
磨
名
所
巡
覧
図
会
』
全
五
時
の
う
ち
、
市

域
に
閉
す
る
部
分
は
巻
一
、
一
一
に
あ
る
。
内
容
体
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跡

校古城跡，下洋橋城跡，りfJll滅的I：.繰谷城

跡，神削減Mil:

遊女啄，千L’＇.•I：•：，お家，狐名手

塩屋，垂水，務野， 1詩的， 3母子浜， 111111,
狭負以

l¥jj;予尾（機lli'dill)' ~添うこj毛（雌｜刈JU），清水Jll

野中清水，干支l',]1き松，事K背の松， 1がが丸

木ミ寝耳ニi

奥州H村佐藤氏宅環え

っ
た
こ
と
を
載
せ
、
量
五
右
衛
門
が
力
試
し
に
仁
王
門
の
柱
を
抱
え
あ
げ
、
礎
石

！日所~ J;'>. 
'/) 

跡

Jll 

王i

裁
と
も
守
摂
津
名
所
国
会
』
と
よ
く
似
て
い
る
。

た
だ
始
ま
り
は
神
崎
、
尼
崎
か

城

己｛墳・ 1二i治

it!! ~ 

山

木

ら
、
市
域
に
当
た
る
菟
原
・
入
部
郡
を
通
っ
て
播
磨
に
及
ん
で
お
り
、
巡
覧
の
起

点
が
大
坂
に
h

は
っ
て
い
る
の
は
、
旅
行
者
や
需
要
の
照
の
厚
さ
を
考
慮
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
市
域
の
事
項
は
お
よ
そ
一
九
九
項
、
う
ち
扶
津

、ノ
w
b
L
1
8
、
A

－L
A＼
・

4
、キ旬、

。守口
r
九
カ
：
I
」
ノ
万
ノ
マ
、

可
摂
津
名
所
間
会
』
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
項
目
で
あ
る
。

区

一i千！

残
る
問
一
一
一
項
が
市
域
播
磨
側
の
項
目
で
、
主
な
寺
社
の
ほ
か
、

古
壊
の
千
蜜
（
五

色
塚
）
・
岩
家
（
理
小
J

の
古
墳
群
）
・
狐
塚
、

城
跡
の
校
士
口
・
下
津
橋
・
伊
川
・
榛
谷

（
糠
谷
）
・
神
出
、
『
源
氏
物
語
』
の
阿
部
の
館
、
播
磨
十
水
の
第
一
と
し
て
野
中
の

清
水
、
奥
州
村
の
木
葉
石
（
化
石
）
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
太
山
寺
は
参
詣
者

が
多
く
、
師
、
を
か
け
て
参
錯
す
る
者
も
あ
り
、
境
内
に
は
精
進
料
理
屋
が
二
軒
あ

11'1 

と
の
間
に
片
木
を
差
し
込
ん
だ
話
や
、
仁
王
門
よ
り

丁
米
た
所
の
坂
で
い
転
ぶ
と
短
命
に
な
る
の
で
片
袖
を
ち
ぎ
り
捨
て
る
と

い
う
話
、
さ
ら
に
は
野
中
の
清
水
の
森
に
あ
る
夜
附
き
松
の
皮
な
、
燃
や
し
て
幼
児
に
み
せ
れ
ば
夜
泣
き
が
や
む
と
い
っ
た
話

は
、
や
は
り
当
時
も
旅
行
者
に
と
っ
て
は
恰
好
の
話
題
と
目
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

庶
民
の
勝

文
人
の
旅

て
い
る
。

さ
て
一
般
の
旅
行
に
は
、
居
住
地
の
町
村
役
人
が
発
行
す
る
往
来
手
形
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

し
か
し
近
世
中
期
に
は
、
米
－
一
十
鰯
・
澗
・
池
を
は
じ
め
全
国
的
に
商
品
流
通
が
進
み
、
大
名
の
参
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制
約
は
あ
り
な
が
ら
、
旅
行
も
し
だ
い
に

勤
交
代
な
ど
も
関
係
し
て
街
道
も
殺
備
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
れ
て
人
今
の
動
き
も
当
然
活
発
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
な
お
種
々
の

般
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

村
に
残
さ
れ
て
い
る
住
米
手
形
に
は
崩
用
か
間
関
巡
礼
の
場
合
が
多
く
、
時
に
は
関
所
手
形
の
残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

四
国
巡
礼
の
場
合
は
、
そ
の
文
言
も
「
こ
の
度
心
願
こ
れ
有
り
四
国
巡
拝
に
罷
り
出
で
候
問
、
そ
の
御
地
に
お
い
て
万
一
一
般
死

交通・通信網の展開第七節

脳
病
差
し
起
こ
り
侠
と
も
、
こ
の
方
へ
お
知
ら
せ
に
及
ば
ず
、
そ
の
御
地
御
定
法
通

り
御
取
り
計
ら
い
下
さ
る
べ
く
候
い
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
必
ず
記
さ
れ
て
い
て
、

巡
礼
者
の
も
つ
特
別
の
厳
し
さ
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

71'* 

別
所
手
形
の
方
は
、
た
？
／
て
げ
ん
ば
幕
府
飯
村
々
年
賞
米
の
江
戸
納
付
の
た
め
に
、
納

手

庄
一
段
、
が
出
府
す
る
と
い
っ
た
公
用
の
場
合
に
み
ら
れ
、
代
官
手
代
な
ど
が
発
給
し
、

ぅ￥：主主

江
戸
へ
の
注
復
に
通
る
問
所
あ
て
に
な
っ
て
い
る
。

写実~ 104 

村
氏
の
旅
行
で
最
も
親
し
ま
れ
た
の
は
、
や
は
り
前
述
の
よ
う
な
秘
仏
の
関
根
や

間
関
一
二
十
三
カ
所
の
巡
拝
、
あ
る
い
は
伊
勢
講
な
ど
に
よ
る
伊
勢
参
り
な
ど
で
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
信
仰
に
よ
る
参
詣
と
い
う
ほ
か
に
、
名
所
巡

り
の
旅
行
と
い
う
性
格
も
強
か
っ
た
。
伊
勢
識
な
ど
は
、
世
話
役
が
い
て
講
中
の
競

し
い
仲
間
が
一
緒
に
人
参
加
す
る
団
体
旅
行
と
な
っ
て
い
た
。

・
文
人
・
画
家
な
ど
の
旅
行
に
は
、
そ
の
紀
行
の
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
江
戸
で
生
ま
れ
育
っ
た
司
馬
江
漢
が
長
崎
へ
遊
歴
し
た
時
、
兵
庫
を
通
過
し
て
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い
る
の
で
、
そ
の
『
江
漢
西
遊
日
記
い
か
ら
、
ど
ん
な
所
を
見
て
回
っ
た
か
取

り
上
げ
て
み
よ
う
。
校
路
は
大
坂
か
ら
風
波
に
も
ま
れ
て
兵
庫
に
着
い
て
い
る

の
で
（
ポ
八
明
八
年
八
月
二
十
七
日
）
、
灘
は
摩
耶
山
お
ろ
し
の
吹
く
所
と
あ
る
く
ら

い
で
、
山
城
東
部
の
記
述
は
な
い
。
兵
庫
で
は
磯
の
町
の
尼
崎
監
新
兵
衛
で
泊

古
J
m
hノ、

築
島
・
清
盛
塚
・
（
淡
川
）
・
楠
木
の
碑
・
広
厳
寺
（
附
寺
）
と
足
を
延
ば

し
、
同
点
寸
の
正
成
の
弓
矢
や
像
を
み
て
い
る
う
ち
に
和
尚
と
気
が
合
っ
た
ら
し

く
、
と
も
に
布
引
の
踏
を
み
て
、
和
尚
は
詩
を
作
り
、
現
日
江
漢
は
和
尚
の
尚

像
を
古
い
て
与
え
て
い
る
。
一
一
一
日
目
に
出
発
し
て
、
カ
キ
ツ
バ
タ
の
名
所
（
須
際

の
前
川
山
門
家
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
が
、
問
問
会
に
カ
キ
ツ
バ
タ
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
）
・

前
〕
掠
塚
（
附
ゅ
は
な
く
、
川
淵
会
で
は
近
年
「
見
わ
た
せ
ば
な
が
む
れ
ば
見
れ
ば
須
磨
の
秋
」

の
旬
仰
が
述
て
ら
れ
た
こ
と
を
載
せ
て
い
る
）
・
村
上
帝
の
社
・
須
磨
の
内
裏
跡
・
鉄

拐
の
降
・
嶋
越
・
敦
践
の
右
犠
・
民
播
の
境
・
東
垂
水
・
商
垂
水
・
仲
東
天
皇

淡
路
’
札
仰
を
観
望
し
て
景
色
を
楽
し
ん
で
い
る
。

墳
丘
聞
の
円
筒
櫛
輸
に
つ
い
て
、
定
の
径
一
尺
余
の
物
数
々
あ
り
皆
破
れ
た
り
と
そ
の
見
開
を
録
し
、
育
松
の
舞
子
の
浜
か
ら

陵
千
慌
の
処
（
五
色
塚
）
と
記
し
、
こ
の
古
墳
の
上
に
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て

帰
路
は
、
別
法
年
二
月
十
六
日
明
石
大
蔵
谷
を
初
出
発
し
て
、
敦
盛
の
石
塔
前
で
諸
表
を
食
べ
、
兵
庫
を
通
過
す
る
と
こ
ろ
で

は
、
往
路
と
同
じ
名
所
・
旧
跡
を
あ
げ
、
布
引
滝
の
風
景
を
描
い
て
い
る
が
、
思
い
出
を
確
か
め
る
よ
う
な
筆
致
と
な
っ
て
い
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交通・通俗網の展開第七宣告

る
。
こ
の
時
は
陸
路
を
東
へ
向
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の
日
の
宿
泊
地
西
宮
ま
で
の
問
で
は
、
時
節
が
ら
岡
本
の
協
の
こ
と
し
か

－
 

山川
叫

あ
げ
て
い
な
い
。

近

市
域
の
う
ち
、
商
問
街
道
が
縦
貫
し
て
い
た
六
叩
南
麓
沿
い
で
は
、

や
は
り
灘
・
銘
酒
・
御
影
石
・
布
引
け
沌
・
楠
公
碑
・
築

際史編頂

島
・
清
成
田
塚
・
須
磨
寺
・
一
ノ
谷
合
戦
跡
・
敦
磁
の
石
椛
・
五
色
僚
と
い
っ
た
所
が
最
も
親
し
ま
れ
た
と
み
え
る
。

ま
た
「
名
所
記
！
一
の
ほ
か
に
も
木
版
の
刷
り
物
は
多
く
、
村
や
宿
場
を
つ
な
い
だ
概
念
図
式
の
携
帯
用
「
道
中
絵
関
」
や
旅

行
の
心
得
も
記
入
し
た
っ
道
中
記
」
、
中
古
川
社
や
名
所
の
案
内
用
の
一
枚
刷
り
、
付
近
の
名
所
案
内
を
兼
ね
た
宿
屋
の
広
告
な
ど

ま
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に
、
村
の
伊
勢
講
を
目
当
て
に
発
行
し
た
御
定
宿
案
内
の
一
枚
が
あ
る
。
伊
勢
へ
の
道
中
の
翁
が
記
さ
れ
て
い
る

福原三十三番観音札所

(IT'兵隊名所記』）

番号寺名 所在

44ラ
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な
か
に
「
兵
庫
御
定
宿
脇
本
陣
升
毘
長
右
衛
門
し
の
欄
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
「
当
津
入
口
に
宿
引
き
多
く
出
で
候
て
、
悪
口

取
し
候
と
も
御
取
り
上
げ
こ
れ
な
く
、
御
光
来
の
ほ
ど
待
も
奉
り
候
L

と
あ
る
。
当
時
兵
庫
津
は
街
道
筋
の
描
場
で
旅
龍
も
多

く
、
津
中
の
入
り
日
は
東
の
決
口
、
商
の
柳
原
口
に
そ
れ
ぞ
れ
門
が
あ
っ
た
。
こ
の
文
言
か
ら
す
る
と
、
そ
の
入
り
口
付
近
に

は
宿
々
か
ら
客
引
き
が
出
て
い
て
、
相
手
宿
の
悪
口
を
言
い
合
っ
て
客
を
呼
び
込
も
う
と
し
て
い
る
に
ぎ
や
か
な
情
景
が
想
像

で
き
」
る
。
こ
う
し
た
寺
社
巡
拝
が
燦
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
各
地
で
模
倣
順
拝
路
も
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
市
域
に
か
か
わ
る
例
で
は
、

例
え
ば
福
原
一
二
十
三
カ
所
観
音
巡
拝
（
表
山
）
や
、

郷
佳
内
と
い
っ
た
身
近
な
も
の
で
は
入
部
郡
山
田

一
カ
所
、
播
磨
で

は
市
域
の
近
江
寺
や
性
海
寺
を
含
な
播
磨
一
一
回
規
模
の
嬬
州
問
悶

カ
所
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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